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Ⅰ．環境に関する調査研究  

（大気、陸）  

ー1－   



Ⅰ－1  大気浮遊塵中の放射性核種濃度  

放射線医学総合研究所   

湯川雅枝、渡辺嘉人、西村義一、本郷昭三   

田中千枝子、佐藤愛子  

1．緒言   

核爆発実験や原子力平和利用により、大気中に放出された放射性  

核種による環境レベルを把握し、国民の被爆線量評価に資すること  

を目的として、大気浮遊塵中の放射性核種の濃度を調査する。  

2．調査研究の概要  

2－1．試料採取   

千葉市穴川にある放医研構内の地上1～1．5mの外気浮遊塵を  

試料とした。浮遊塵は大口径のハイポリーウムエアサンプラーを用  

いて、捕集効率が0．995以上のグラスファイバー濾紙（20．  

3c mX25．4c m）に連続集塵するが、サンプラーの流量は、  

マイクロコンピュータによって一定量（1m3 ／min）を保つよ  

うに制御されている。濾紙の目詰まりは約2ケ月程度の集塵では起  

こらなかったが、目詰まりを生じて流量が下がった場合でも、積算  

流量は正しく表示されるように設計されている。  

2－2．平成13年度の調査について   

大気浮遊塵の採取と空間γ線のモニターを継続する傍ら、γ線計  

測ソフトのWindows移行を計画した。   

本調査で行ってきた浮遊塵中の放射性核種濃度調査のデータベー  

ス化を検討し、ウェブサイトからアクセスできるようにした。現段  

階では、内部向けホームページ上での公開であるが、データの制度  

チェックを行った後、外部への公開を予定している。現在、利用可  

能なデータベー スはCs－137とSr・90の濃度で、年度ごとの検索が  

可能で、エクセルファイルへのデータ移行ができるようになってい  

る。   

上記データベースの概要は、図－1，2に示すようになっており、  

選択された年度範囲での放射能濃度の経年変化のグラフが出力でき  

る（図－3）。  

3．結語   

放射能調査研究を通じて蓄積した、大気浮遊塵中の放射性核種濃  

度のデータベース化を検討し、情報公開を行うための準備を行った。  

大気中の放射能の変動は、事故など緊急時に備えて重要な情報であ  

るので、異常を迅速に検出するようなソフトウェアの改良を行いた  

い。  
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画一1．検束の結果表示葡両  
国－ 2．捜索結集の処理画面  

垂垂壷⊆  

条件をク」  

検索桔果をファ イ生＿に出力しました。  

フ丁イルを保存する場合は、塩屋←を右クリ ック L、「対象をフ丁イ  

ルに保存」を選択してく．ださし㌧  

コWindow8Net8C▲pe含・使用Lている方は右クリ ック し、「リンクを   

名前を付けて保存」を選択し、ファイルを保存してく だきい。  

rMACユーザ【エアラウザによ 仁1す、【option】キーを押しながらク  

リ ック する と フ 丁 イ ルを ダウ ノ ロー＝ 卜でき ます、  

星組jL乏」L二L象五土旦＿  

⊥」  

図－ 3．大気浮遊塵中の C8137濃度経年変化  

Cs－137  
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Ⅰ－2  環境中の14Cの濃度調査  

放射線医学総合研究所  

府馬正一、井上義和、石井千歳、   

畠山 崇、森川桂子  

1．緒言   

環境中の】4cの主な起源は、自然生成、大気圏核実験および核燃料  

サイクル関連施設などである。14cは半減期（5730年）が長いために、  

集団線量預託への寄与が無視出来ないと考えられている。14cが集団  

に及ぼす線量影響を起源毎に評価するためには、施設の影響のない  

自然環境と施設周辺環境における14cレベルの長期間の時間推移と変  
動および地域分布などに関するデータが不可欠である。   

自然生成および核実験起源の14cの環境レベルを把握する目的で、  

1960年代初頭よ り現在に至るまで、主に日本産の植物精油と発酵ア  

ルコールを測定試料として14c濃度（比放射能、dpm／gC）を測定してき  

た。植物では、ある年に生育した部分の炭素中の14c濃度は、その年  

の大気中の二酸化炭素中の14c濃度を良く反映すると考えられるので、  

測定値は、飲食物の摂取を通じて人体に摂取される14c濃度を推定し、  

線量評価を行う際の有用なデータと して使用出来ると考えられる。  

2．調査研究の概要   

今年度測定した試料は、，主と して2000年に日本で収穫されたブド  

ウを原料と して発酵醸造されたワイ ンである。これらのワイ ンなど  

から、蒸留法によ りアルコールを抽出した。比重を測定して正確な  

アルコール濃度（88～96％）を決定後、その10mlを同量のトルエンシ  

ンチレ一夕 と混合し、液体シンチレーショ ンカウンターPackard社製  

TRl－CARB2000CAでl試料当た り500分間測定した。バック グラウ ンド  

（BG）計測試料は、同量の合成アルコールを用いて調製した。この  

測定法では、1試料に導入できる炭素量は約4gであり、測定効率は  

61～62％、BG計数率は、5．4～5．6cpmであった。   

測定結果を表に示した。2000年の日本各地の－4c濃度は、14．4土0．1  

dpmJgC～14．9土0．1dpm／gCの範囲であった。平均値は、14．6土0．2dpm／gCであ  

った。測定誤差を考慮する と、14c濃度の地域差は認められず、日本  

の14c濃度は工業地帯を除いてほぼ均一に分布していると考えられる。  

1980年から1989年までの10年間の】4c濃度は、年減少率約0．20dpm／gCで  

低下してきた。その後、1990年から1999年の最近10年間は、15．6  

dpm／gCから14．9dpm／gCと緩やかな減少傾向を示した。  
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3．結語   

本調査研究によ り蓄積された14c濃度の時系列データから以下のこ  
とが分かった。1940年代の試料から、日本での自然生成レベルは約  
13．7dprn／gCであった。大気圏核実験の開始に伴い、その影響が1950年  
代以降の試料に認められ、14c濃度は急激に上昇し始め、1963年には  
最大値25dpm／gCに達した。その後1980年代まで、濃度は比較的急速  
に低下した。この間、特に1970年前後の日本の濃度は、北半球大気  

対流圏の予測濃度より最大十数％の低下を示した。これは、日本の  
急速な工業化に伴う化石燃料の大量消費の結果、’4cを含まない炭酸  
ガスの大気中濃度が急激に上昇したため、希釈され濃度が低下した  

と推定される（Suess効果）。1980～2000年の間の14cのゆるやかな減少  
傾向は、炭素循環モデルに基づく対流圏の14c予測濃度（NCRP）と良  
い一致を示した。   

植物由来有機成分中の14c濃度測定値から推定される大気中の14c濃  
度の時間変化は、年々減少率が小さくなりつつもなお減少傾向が続  

いている。2000年現在、核実験起源の14cは、自然レベルの約7％増  
のレベルで大気中に残存していると考えられる。   
長期間の時間変化を予測するためには、本測定調査を継続してデ  

ータを蓄積するとともに、植生や海洋が果たしている炭酸ガスのリ  
ザーバー と しての役割と、化石燃料の消費に基づく14cを含まない炭  
酸ガスの大気中濃度の増加による希釈効果の両者の影響について解  

析する必要がある。これらの解析結果は、近年問題となっている地  

球温暖化の原因解明に役立つであろう。一方、放射性廃棄物の土中  

埋設処分や核燃料サイクル施設の運転に伴い川cが環境に放出され、  
局地的に環境濃度を上昇させる可能性があるので、今後は、施設周  

辺の環境試料を定期的に採取し、その14c濃度を測定し、経年変化に  
関するデータを蓄積する必要がある。  

表．日本の2000年産ワイ ンの14c濃度  

試料＃   ブドウの産地   －4c濃度   計数誤差（1SD）  

dpm／gC   dpm／gC   
北海道   14．9   0．1   

2   山形県   14．7   0．1   

山形県   14．7   0．1   

4   山梨県   14．7   0．1   

5   長野県   14．5   0．1   

6   滋賀県   14．5   0．1   

7   大阪府   14．4   0．1   

2000年 平均値＝14．6土0．2dpm／gC（1標準偏差）  
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Ⅰ－3 室内エアロゾルの性状変化に伴うラドン娘核種による線量への影響  

放射線医学総合研究所  

床次眞司、古川雅英、藤元憲三  

茨城工業高等専門学校  

松沢孝男  

1．緒 言  

国連科学委員会の報告によれば、ラドン娘核種の吸入に基づく被  
ばく線量が自然放射線源から公衆が受けるとされるものの約半分を  
占めている。そのため、一般家屋でのラドン濃度調査が多くの国で  

行われてきた。我が国においても屋内ラドン濃度の全国調査が実施  

され、その算術平均は約16Bq m‾3であり、欧米諸国に比べて1／2  
から1／3程度の低い水準であった。この低濃度の原因には日本家  
屋の開放的な構造が寄与しているが、将来の家屋構造では気密性が  

高くなり結果として屋内ラドン濃度も高められる可能性が指摘され  
ている。一方で、住居のみならず職場や学校などでも人々は長い時  

間を過ごしており、そのような環境でのラドン濃度調査も、国民の  

線量を精度よく評価するためには必要である。そこで今回、茨城県  

にある茨城工業高等専門学校の計算機センターにおいて、室内にお  

けるラドン等の濃度レベルやその変動に関する原因調査を行った。  

2．調査研究の概要  

今回の調査では、2日間にわたり比較的高ラドン濃度の室内にお  
いて、ラドン濃度、ラドン娘核種濃度（全成分・非付着成分）、エア  
ロゾル個数濃度及びその粒径分布、さらに環境因子として温度、湿  

度、気圧についても同時に測定した。調査期間中、人為的に環境条  

件（除塵・換気）を与えた。なお、その室内では温度調節と換気を  
独立に作動させることができた。  

表1に種々の環境条件における線量評価パラメータを示す。換気  
装置が作動せず温調機のみが作動している状況およびどちらも作動  
していない状況下では、平衡ファクタ（F）に大きな違いが見られた  
ものの、非付着成分比（fp）に関してはほぼ同程度であった。温調機  

と換気装置を同時に作動させた場合でも同様であった。ただし、エ  

アクリーナーを単独で作動させた場合、平衡ファクタは他の環境条  

件下での値とそれほど変わらなかったものの、非付着成分比に関し  
ては5倍程度大きくなった。エアロゾルの粒径分布から推定した放  
射能中央径（ActivityMedianDiameter：AMD）は、大略200nm程度で、  
総じて変化がなかったことから、室内での人為的な要因によるラド  

ン等の変動に関して、線量評価の観点からは非付着成分比に対する  
依存性が高いことが示された。  
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3．結 語   

室内エアロゾルについて、換気や除塵などの環境条件を変化させ  

ることにより、その性状を調査した。換気によってエアロゾル個数  

濃度の粒径分布に若干の変化が認められたものの、総じて変化の大  

きいパラメータは非付着成分比であり、それがラドン娘核種の線量  

換算係数に大きな変動を与える可能性がある要因として示された。  

表1   種々の環境下における線量評価パラメータ  

Mode   F   fp  GMD（nm）  GSD  ComputedAMD  
（nm）   

A／CON  0．21  0．13   126   1．6   196   
VENTOFF  

A／COFF  135   1．6   210   
VENTOFF   

A／CON  0．13   110   1．7   193   
VENTON  

AirCleaner   112   1．7   197   
ON   
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Ⅰ－4  航空機における宇宙線線量の簡易測定結果  

放射線医学総合研究所   

古川雅英、床次眞司、藤元憲三  

1．緒言   

放射能調査研究課題「生活環境における宇宙放射線の空間分布と  

時間変動に関する調査研究」においては、主として地表レベル（海  

面高度□ 高山域）および航空機飛行高度における宇宙放射線（二次  

宇宙線）強度の空間分布およびその時間変動を実測によって把握し、  

国民線量算定の高精度化に資することを目的としている。これまで  

に、富士山とその周辺において、海面高度から山頂部（標高3740m）  

までの区間で二次宇宙線の電離成分および中性子成分の両者につい  

て現地測定を行った。また、青森県（岩木山）、鹿児島県（開聞岳、  

屋久島黒味岳ほか）、北海道（大雪山、利尻島ほか）および中部地方  

の山岳域などにおいて測定を実施してきた。これらの他に関連する  

調査研究として、研究船「白鳳丸」による東京湾］インド洋南西部  

間の海面高度における電離成分線量率の緯度変化測定（東京大学海  

洋研究所共同利用研究）、および中国チベット高原における観測（科  

学技術庁専門家派遣制度）などを行った。航空機飛行高度について  

は、主としてポケット線量計による実測を行い、航空機利用時にお  

ける宇宙線線量データの蓄積を進めてきた。  

2．調査研究の概要   

平成12年度は、福岡県や千葉県において地表レベルでの実測を行  
うとともに、1992年12月から2000年9月までの約8年間に蓄積し  
たポケット線量計による航空機内での宇宙線測定結果の取りまとめ  
を行った。   

測定にはアロカ製のポケット線量計（PDM－101）を使用した。こ  
れを胸ポケットに装着して離陸と同時に測定を開始し、着陸時の積  

算線量指示値を飛行時間とともに記録した。日本国内線（古川  
如d∫0ねoJ叩e∫，49，152－158，2000）、主として日本を発着する国際線  
（古川：月αdfo如才叩e∫，50，282－288，2001）、中国およびブラジル国内  

線（古川：月αdブ0ねoJ叩e∫，50，591－596，2001）の約120便においてデ  
ータを得た。   

ポケット線量計は、宇宙線の電離成分にのみ有感であり、中性子  

成分については情報が得られない。また、電離成分についても過小  

評価となる。このため、一部の路線では中性子レムカウンタ（富士  
電機製 NSNlOO14）等による同時測定を実施した。その結果、ポケ  
ット線量計の積算線量指示値から実際の宇宙線積算線量（電離成分  
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線量＋中性子成分線量）を求める係数参考値として2，3を得た。   
図1に、ポケット線量計による航空機飛行中の積算線量指示値と  
飛行時間との関係（日本、中国、およびブラジル国内線の場合）を  
示す。積算線量は飛行時間にともなって増加するが、巡航飛行高度  
の差違によって、増加率の異なることが示された。これは、宇宙線  
線量率が高度にともなって大きくなることに起因すると考えられる。  

3．結語   

航空機における測定は、予備的かつ予察的な段階ではあるが、さ  

まざまな航空路線あるいは個別の便における宇宙線線量の相対的な  
比較を行う上で有効であると考えられる。ポケット線量計を利用し  

た簡便な宇宙線測定手法の開発とデータの蓄積・整備を今後も進め  
る計画である。上述の他に、本課題においては、特に地球磁場減少  

と太陽活動の変化に伴う宇宙放射線強度の時間変動を捉えるため、  
長期連続観測点の設置を進めており、予備的かつ断続的ではあるが、  

宇宙線、地球磁場、起用要素等の同時測定を実施している。また、  

地表レベルにおける宇宙放射線強度の空間分布については、特に地  

磁気緯度の中・低緯度地域における実測データの不足が指摘されて  
いることから、引き続きデータの蓄積と整備を進める計画である。  
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図1ポケット線t計による積算線t指示値と飛行時間との関係．  
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Ⅰ－5  環境中のトリチウムの測定調査  

放射線医学総合研究所   

井上義和、宮本霧子、石井千歳、   

畠山 崇、森川桂子   

本調査は、第1次調査として全国の原子力発電所の2次冷却排水、  

陸水、海水（1969～1980）、第2次調査として茨城県東梅村陸環境に  

おける分布と経時変化（1981～）、第3次調査として青森県六ヶ所村  

におけるバックグラウンドデータの収集（1991～）を行ってきた。  

また千葉の月間降水のフォールアウトレベルを継続して追尾してい  

る。フオ⊥ルアウト3Hは、核実験により環境中に多量に生成し、  

一時はレベルが天然の100倍にも達したが、現在では漸減し、ほ  

ぼ核実験開始前のレベルに戻りつつある。これらのデータに基づい  

て、3Hの環境移行モデルを構築し、放医研環境・人体核種移行評  

価システム（ERMA）に組み込んだ。本システムは、3Hの環境動  

態を予測し、施設モニタリングを最適化するのに役立つと共に、蓄  

積された個別データを、データベースとして他の用途にも検索・閲  

覧利用できることを目的としている。  

2．調査研究の概要   

月間降水中の3H分析は、水試料を蒸留後、鉄－ニッケルを電極  

とした電気分解によって、3H濃度を約25倍に濃縮した。その後  

液体シンチレーションカウンター（Packard社製 LSC Tri－Carb  

2250CA）によって、1試料約500～1000分計測した。本調  

査で得られたデータは、採取年・採取地・試料種別－・3Hの起源・  

濃度レベル等の属性別に検索が行えるようデータベース化を行って  

いる。  

3．結語   

図1～2に現在放医研の内部向け情報ホームページに試験搭載中  

のデータベース検索例として、千葉市月間降水の3H濃度経時変化  

を示した。外部への公開は申込制とする予定である。関東平野一般  

環境の降水中3H濃度の継続測定値として、原子力安全研究関係者、  

3Hを利用した地下水や河川水の水理・土木工学研究者からの需要  

に応じられる。   

これらの時系列情報を解析して、3Hの水文移行モデルを構築し、  

評価モデルに組み込んだが、それらの研究経過を記述した文献とリ  

ンクさせ、放医研の所有するモデルとデータベー スについて効果的  

に情報公開していく予定である。  
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Ⅰ－6  環境省における環境放射能調査について  

環境省環境管理局大気環境課  

久 保 善 哉  

1．緒言   

環境省（庁）では、平成13年1月の省庁再編に伴い「放射性物  
質に係る環境の状況の把握のための監視及び測定」が新たに文部科  
学省との共管事務となり、また、原子力災害時に遠隔地等における  

緊急時環境放射線モニタリング等を担当することとなったことを受  

け、環境省への組織再編に先立つ形で平成12年度より環境放射能  
調査を開始した。調査の結果については現在整理中であるため、こ  

こでは、環境省の実施している調査について概要を紹介する。  

2．調査の概要   

従前より酸性雨に関するモニタリングを行っていた国設酸性雨測  

定局のうち、離島等の遠隔地を中心として、別図に示す12ケ所に  

おいて調査を実施している。   

1）自動モニタリング   

12ケ所の測定局すべてに以下に示す自動測定機器を設置し、環  

境省及び関係地方公共団体とオンラインで接続することにより、環  

境放射線の常時監視を実施している。  

（測定項目及び機器）   

① 空間γ線線量率   

（アロカMAR－R17）   

② 大気浮遊じんの全α放射能及び全β放射能   

（アロカMDR－R17）  

2）核種分析   

各測定局又は測定局近辺において、以下の環境試料を定期的に採  

取し、90sr及び137csの放射化学分析並びにゲルマニウム半導体検  
出器によるガンマ線スペクトロメトリー分析を行っている。試料の  
調製及び測定は科学技術庁マニュアルに準じている。  

（分析する環境試料）   

① 大気浮遊じん（α線・β線用放射性ダストモニタのろ紙利用）   

② 降下物（大型水盤利用）   

③ 土壌（深さ0づcm及び5⊥20cmの二層）   

④ 陸水（湖沼又は河川）  
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なお、①、③、④については12局すべてを、②については利尻、  

佐渡関岬、隠岐、五島の4局を対象としている。   

3．結語   
環境放射能調査において、放射能による環境汚染の徴候を的確に  

検出するためには、平常値（バックグラウンドレベル）を正確に把  

握することが重要である。今後も調査を継続し、バックグラウンド  

レベルの変動特性・地域特性等についてデータを充実していく必要  

がある。  

（別図）環境放射能調査を実施している測定局  

。♂  

D  

くプ  

⊂フ  

♂辺戸坤  
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Ⅰ－7  高空における放射能塵の測定  

防衛庁技術研究本部  第1研究所  
佐藤美穂子  荻野久美子  

春川順市  カロ藤追彦  

1 緒言  

19 61年以来、放射能によ る環境汚染調査の一環と して、我   

が国上空の大気浮遊塵の放射能に関する資料を得るため航空機を   

用いて試料を採取し、全 β 放射能濃度及び含有核種の分析を行っ   

てきた。本稿では、前報に引 き続いて平成12 年度に得た測定結   

果について報告する。  

2  調査研究の概要  

（1）試料の採取  

北部（宮古東方海上一苫小牧）、中部（百里～新潟並びに  

茨城県及び福島県沖海上）及び西部（九州西部海上及び北部  
海上）の 3 空域において航空機（T－4 中等練習機）に装着し  
た機上集塵器（Ⅱ型）によ り 試料を一採取 した。採取高度は、  

各空域と も10km及び 3kmであ り、ろ紙は、東洋濾紙㈱製NO．5A  

で奉る。平成12年6月からは従来のろ紙に代えて、エレク  

ト レ ット フ ィ ルタ と繊維状活性炭布から構成されている放射  

性ガス捕集用 ろ材を使用 し、高空におけ る放射能塵と 同時に  

放射性ガス を捕集した。図1に使用 した機上集塵器（Ⅱ 型）  

の概要を示す。  

図1 機上集塵器（Ⅱ型）の概要図  

（2）測定方法  

試料の採取に用いたろ紙及びろ材のエ レクト レ ット フ ィ ル  

タは 2 等分し、半分は灰化して全β 放射能測定用 と し、残 り  

半分は、γ 線機器分析用 とするためそのま ま、60mmlX5．5mmh  

の 円板状に圧縮成形 した。ま た、ろ材の繊維状活性炭布は  

100mm¢×50mmh の円柱状に圧縮成形 して γ 線機器分析の試料  

と した。全 β 放射能測定における比較線源には しr。08を使用 し  

た。Ge半導体検出器の ピーク 効率は寒天基準容積練源及び活  

性炭基準容積線源を用 いて求めた。  
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（3）調査結果  

2 0 0 0 年 4 月 から 2 0 01年 3 月 までの間における全 β  

放射能濃度の測定結果を図 2 に示す。本期間での高度10 km  

試料の全測定値の平均値は 0．8mBq／m3であ る。平成10、11  

年度はそれぞれ1．5mBq／m3、1．1mBq／m3であ り、気象要因等に  

よ る変動幅内の値である。ま た、今期間中に採取 した単一試  

料の γ 線スペクトル分析か ら は人工の放射性核種は検出 され  

ていない。γ 線スペクトル分析で検出 された宇宙線生成核種  

7B e は成層圏に多 く 存在する も の と 考 え られる が、その濃度  

の変動 を図 3 に示す。ま た、放射性ガス（ガス 状放射性 ヨ ウ  

素）はいずれの試料で も検出 さ れなかっ た。  

（
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図2 β射潰  3 月  
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4   5   6   7   8   9  10 11 12 1  2   3 月  
図 3  7B e 放射能溝度  

3  結語  

本期間の上空大気中の全 β 放射能濃度は前年度 と ほぼ同 じであ   

り、その季節的変動 も少な く なっ てい る。これは、成層圏 に滞留   

している 放射性物質が少な く な っ たた め と 考え られる。 しか し、   

環境放射能汚染監視のため引 き続き調査が必要 と 考え られる。  
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Ⅰ－8  土壌及び米麦子実の放射能調査（平成12年度）  

農業環境技術研究所  

駒村美佐子・粟島克明・木方展治   

1．緒言  

昭和32年以来，農耕地（水田・畑）土壌及びそこに栽培生産された米麦子実を対象   

に，降下放射性核種による汚染状況とそれらの経年変化を調査してきたが，今回は平   

成12年度に収穫採取した試料について，90srと137csの核種分析を行ったのでその調   

査結果を報告する。   

2．調査研究の概要  

1）試料採取と分析法  

前年度と同様，全国15箇所の国公立農業試験研究機関の特定ほ場から，それぞれ  

の収穫期に採取された水田・畑作土及びそこに栽培収穫された水稲・小麦子実を分  

析用に調製し供試した。  

90srの分析は，土壌は風乾紳士100gを加熱後，白米は3kgを0～500℃40時間灰化  

後酸抽出し，発煙硝酸法により27てガスフロー低バックグラウンド測定装置でβ線  

の測定を行った。137csの分析は，土壌は風乾細土40～60gを，玄麦・玄米は1kg及  

び白米は3kgを，それぞれ0～500℃40時間で灰化後に測定容器に詰め，γ線ス  

ペクトロメトリにより137csを測定した。測定時間は，土壌は80，000秒，玄麦・玄  

米は240，000秒，白米は320，000秒以上とした。  

2）調査結果   

①農耕地土壌  

平成12年度の収穫期に，畑及び水田ほ場からそれぞれ採取した作土（深さ10～  

15cm）中の90srと137cs含量を表1，2に示した。  
90 
sr含量は，全国平均で畑土壌2．4±0．15Bq／kg，278±18MBq／km2 の値を示  

した。137cs含量は，全国平均で畑土壌8．6±0．25Bq／kg，991±29MBq／kn2，水  

田土壌8．4±0．26Bq／kg，947±30MBq／km2 となった。前年度と比較すると畑土  

壌はやや高く水田はわずかに減少した。採取地別（Bq／kg）には，90srの畑土壌で  

は0．32～6．6，137csでは畑土壌3．8～18．7及び水田土壌0．86～23．1と地点間差  

が大きい。   

②米麦子実  

平成12年度に収穫した玄麦及び玄米・白米中の90srと137cs含量（mBq／kg）を  

表1，2に示した。白米の90srは全国平均3±1．0であった。137csは全国平均で  

玄麦19±1．4，玄米39±2．0，白米23±0．7の値を示した。前年度と比較する  

と，米麦子実中の137csはやや減少傾向を示した。採取地別には，90srの白米で  

はND～10，137csでは玄麦m～48，玄米4～184及び白米2～92の地点間差が  

認められた。   

3．結語  

平成12年度に収穫採取した農耕地（水田・畑）土壌及び米麦子実中の 90srと137cs   

の核種分析を行った結果，両核種とも引き続き減少傾向を示しながら推移している。  
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表1 玄麦及び畑土壌の00srと187cs含量  

平成12年度  

90sr  137cs  

試料採取地     収穫・  

採取日  品種名  畑土壌  玄 麦   畑土壌  

Bq／kg   MBq／k血2  mBq／kg  Bq／kg   MBq／k皿2   

札 幌（北海道）  8．2  ホルンコムキ†  3．2±0．16  383±18  12±0．7  7．7±0．25  916±30   

長 岡（新 潟）  6．13  ミノリコムキす  6．6±0．23  804±27  35±2．2  18．7±0．55  2270±67   

盛 岡（岩 手）  7．10  コユキコムキ○  3．1±0．19  283±18  48±2．7  15．5±0．32  1427±29   

岩 沼（宮 城）  6．19  フクホコムキ○  2．3±0．15  290±19  ND   6．1±0．21  781±26   

水 戸（茨 城）  6．13  アヤヒカリ   1．8±0．15  175±14  23±2．1  3．8±0．11  375±11   

つくば（茨 城）  6．12  農林61号  1．4±0．15  149±16  12±1．5  7．5±0．21  777±22   

熊 谷（埼 玉）  6．8  農林61号  0．69±0．12  86±14  14±0．4  5．4±0．18  669±23   

山 陽（岡 山）  6．1  アサ如■－ルト  0．32±0．09  54±15  5±0．2  4．2±0．14  713±24   

平 均  2．4±0．15  278±18  19±1．4  8．6±0．25  991±29   

表2 玄米・白米及び水田土壌の90srと137cs含量  

平成12年度  

90sr   1ユ7cs  

試料採取地     収穫・  

採取日  品種名         白 米  玄 米  白 米   水 田 土壌  

mBq／kg  mBq／kg  mBq／kg  Bq／kg   l但q／b2   

札 幌（北海道）  10．7  キララ397号  7±0．9  9±1．1  16±0．7  0．86±0．09  64±7   

秋 田 ぐ秋 田）  9．20  アキタコマチ   3±0．8  42±3．1  16±0．9  6．3±0．22  614±22   

大 曲（秋 田）  9．19  アキタコマチ   5±0．9  184±5．4  65±1．8  7．6±0．25  623±21   

上 越（新 潟）  9．10  コシヒカリ   10±1．2  88±4．4  51±1．4  23．1±0．34  2437±36   

金 沢（石 川）  9．7  コシヒ椚   ND   4±1．0  5±0．1  3．6±0．13  497±19   

鳥 取（鳥 取）  9．18  コシヒカリ   3±0．9  15±1．6  12±0．5  15．9±0．50  2501±78   

盛 岡（岩 手）  9．19  ササニシキ   1±0．9  14±1．8  16±0．5  12．3±0．52  979±42   

水 戸（茨 城）  9．13  コシヒカリ   2±1．0  11±0．5  10．2±0．42  1117±46   

つくば（茨 城）  9．7  コシヒかI   1±1．2  19±1．7  2±0．3  4．9±0．26  484±25   

立 川（東 京）  10．15  アキニシキ   ND  17±0．6  13．1±0．34  1389±36   

双 葉（山 梨）  8．30  ハナエチでン   ND   14±1．8  

羽曳野（大 阪）  10．14  ヒノヒカリ   m  4±0．9  6，0±0．20  679±23   

4±0．3   

筑紫野（福 岡）  10．13  ヒノヒカリ   4±1．1  92±2．4  5．5±0．14  582±15   

平 均  3±1．0  39±2．0  23±0．7  8．4±0．26  947±30   
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Ⅰ－9  地下水中一2Tlの蓄積レベルと動態の把握   

（放射性ヨウ素の土壌蓄積性と浸透性の定土的把握）  

農業環境技術研究所  

結田康一・木方展治・斎藤貴之・藤原英司  

1．緒言  

長寿命129Ⅰの地表面降下後の土壌蓄積性や浸透性解明の一環と   

して、降下性の非放射性127Ⅰが、かんがい水等を通じて農耕林地   

に供給された後の土壌・地層一水（土壌水・地下水）系における   

挙動を、圃場レベルで長期間にわたって解析する。平成12年度   

は、農環研水田圃場を主対象と して畑地・林地と も対比させてそ   

の挙動を明らかにした。  

2．調査結果の概要   

1）方法   

つく ば市農環研構内に設置したヨ ウ素等元素・核種の土壌・  

水・植物系での挙動追跡のための実験圃場（水田、畑地および  

林地）において、深度別土壌水、帯水層別地下水、田面水を経  

時的に採水した。これらに含まれる127ⅠをICP－MS法と放射化分  

析法で定量した。   

また、地下水位、酸化還元電位（水田）、水収支、地下水流  

動速度・流向、土壌・地質の水文地質に関する測定・分析を行  

った。さ らにヨ ウ素の挙動に関係の深い降水量・蒸発量・気温  

等の気象データの収集を行った。  

2）調査結果と考察   

①水田における土壌水（深度別）中127Ⅰ濃度の経時変化（3年  

間）を図1に示した。表層土壌水（20、50cm）中127Ⅰ濃度は、か  

んがい（湛水期）後期、特に落水直前の土壌還元が最も進行す   

る時期に著しく 高ま り、30～ 50〃g／Lに達した。ただし、冷夏  

年の1998年は土壌の還元化が進行せず、最高値でも 20〃g／Lで  

あった。深度別では、土壌水中127Ⅰ濃度は深いほど低下する傾向   

を示した。特に100cm以深では急減して、ほとんどが0．5～5   

〃g／Lの値を示し、季節変動も少なかった。  

②表層（5、10、20cm）土壌水中127Ⅰ濃度の、落水（2000．8．27）  

後における変化を、地下水位、酸化還元電位、気温・降水量の   

デー タ と共に図 2 に示した。落水後、地下水位が低下して酸化   

的な環境になる と著しく低下し、10月上旬には3深度と も落水  
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直前の約1／10になった。その間、9月上旬の気温がまだ高い（25  

℃以上）時期に、大量の降水によって地下水位が地表面まで上  

昇すると、表層土壌は再び還元化され、土壌水中127Ⅰ濃度も10  

〟g／Lまで高まった。   

③水田（特に湛水期）における127Ⅰの地下水層への垂直浸透に  

ついて解析するため、下層土（100cm以深）の深度別土壌水およ  

び帯水層別地下水中の1ユ7Ⅰ濃度を、畑地、林地とも対比させて明  

らかにした（図 3）。   

下層土水田土壌水中l訂Ⅰ濃度は、最深度の 250cmでも1．0～ 2．0  

〟g／Lで、畑地・林地の土壌水と比べる と1桁以上高く（250cm  

は第1帯水層直下の常総粘土層のほぼ中央部に位置する）、第  

2帯水層へ浸透して地下水層中127Ⅰ濃度を高めることを示唆して  

いた。実際に分析した地下水中127Ⅰ濃度は、第1帯水層2～5  

〟g／L、第2帯水層1．0～ 2．0〟g／Lで、いずれも畑地・林地の数  

倍であった。   

第3帯水層は畑地・林地を含め 3－ 8〃g／Lと、水田第1帯水  

層レベルかそれ以上と高かった。これはこれまで報告したとお  

り、農環研地域で・なく、その上流域（水田地域など）での浸透  

水の影響が大きいこ とを示唆している。   

④図4に落水期の深度別土壌水・田面水および土壌中1コ7Ⅰ濃度  

分布と、これらによ り計算した分配係数（Kd値）を示した。田  

面水中127Ⅰ濃度は土壌水の 20、50cmの1舟～1／5 と低いが、これは  

田面水が空気と接するため、表層土壌中よ り酸化的環境にある  

ためと推定される。  

土壌固相から水相への127Ⅰの移行率の大小を示す Kd値は、田  

面水＞ 20cm＞ 50cmで、50cmが極小値を示し、これよ り深度を増  

すと再び Kd値が増大し、水相へそれだけ溶出しにく いこ とを示  

している。  

3．結語  

本年度は、農環研の水田圃場の土壌・水系における127Ⅰの挙動  

解析を行った。  

今後は土壌水・地下水中127Ⅰ濃度が低い畑地・林地を主対象と  

して、降水との対比を重視して挙動を解析する。水田について  

は、これまで主対象と した精密解析圃場での解析結果をふまえ、  

周辺地域の地表水・地下水とのつなが り を重視して、広域的に  

挙動解析を行う。  
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Ⅰ－10 世界の土壌・植物系における1271の蓄積レベルと動態の把撞  
く放射性ヨウ素の土壌蓄積性と浸透性の定i的把握）  

農業環境技術研究所  

結田康一・木方展治・藤原英司  

1．緒言  

長寿命129Ⅰの地表面降下後の土壌・植物系における挙動、特に土  
壌蓄積性・浸透性などの動態は、気候・地形等の環境条件や農業形  

態などで大き く 異なるこ とを、降下性で非放射性の127Ⅰの土壌深度  

分布や各種作物中濃度レベルの全国的調査によって明らかにしてき  

た。本課題では、対象域を全世界に拡大し、寒帯から熱帯までの世  

界各地の土壌と植物を採取・収集して127Ⅰを分析し、我が国で得ら  
れたデータ・知見とあわせて、総合的に解析する。  

初年度となる平成12年度は、ロシアの東・中央シベリ ア高緯度  
地方の土壌を対象と した。  

2．調査結果の概要  
1）対象地域・土壌およぴ1271分析法  
土壌採取地は北緯62～710 の北極域からその外緑地域の極寒（平  
均気温－ 9℃～一 15℃）、小雨（降水量177～ 317mm）の東・中央シ  
ベリ ア地方で、永久凍土層地域でもある。植生は湿生草本群落のツ  

ンドラから、針葉樹林と湿原・湖沼からなるタイガの地域で、小規  

模ではあるが畑地，牧草地，放牧地等もある。図1に示す4地域 25  
地点の層位別土壌（いずれも永久凍土層まで）計175点を採取した。  

土壌中127Ⅰの分析は放射化分析法（化学分離法）によった。  

2）調査結果と考察  
（1）土壌中127Ⅰ含量は、地域，地形，土壌の種類，土壌層位など  
の違いによって大差があった（最低 0．066～最高 22mg此g乾土）。平均  

値でみる と、A層では 4．Omg此g乾土と、世界の平均的レベルよ りや  

や低い程度であ  

方浸透をさ えぎ  

蓄積し、それ以  

た（表1）。その理由は、永久凍土層が降水の下  つ
る
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表3 シベリア土壌（地域別，全土壌，全層位）中127Ⅰ含量  mg此g・乾土  
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Ⅰ－11   作物の種類・器官別の－2TI吸収・蓄積レベルの把握  

（放射性ヨウ素の土壌蓄積性と浸透性の定量的把握）  

独立行改法人農業環境技術研究所  

結田康一・木方展治・藤原英司   

1．緒言  

降下性ヨウ素、特に長寿命129Ⅰの農作物による吸収・蓄積性について、同じ降下性で非放   

射性の127Ⅰを指標として野外圃場レベルで明らかにする。特に作物の種類・器官による違い、   

土壌中】27Ⅰの水相への溶出率の違い（水田と畑）、さらに、作物への移行経路（大気からの   

直接沈着と土壌を経由しての間接吸収）などに注目して解明する。   

2．調査結果の概要   

り方法  

①分析試料  

つくば市農環研構内の環境放射能調査圃場（畑地と水田）で、主に平成6年度から平  

成11年度にかけて栽培した各種農作物の可食部のほか、葉部を重視して、作物・器官を  

採取し、分析に供した（これらの作物は、137cs、Z10pb、り（などの平常時放射能調査にも  

供している）。  

また、これら両圃場では栽培していない作物種を中心に全国的に農作物を収集し、併  

せて分析に供した。  

なお、水稲については最重要農作物であるだけでなく間接（経根）吸収の寄与率が畑  

作物に比べて相対的に高いことが予想されたので、全国12地点から作土を含めて採取し、  

主要器官・組織（白米、玄米、モミガラ、茎葉）に分けて分析した。  

表1農環研の環境放射能調査圃場（畑地と水田）と全国水田における作土  

および作物中127Ⅰ，129Ⅰ濃度  

畑地   水田（台地造成土）   全国水田  

表層腐植質黒ボク土   細粒質灰色低地土   12地点   

作土   
127Ⅰ（喝／kg乾土）   40   2．7   3．7（0．16～15．3）  

129Ⅰ（mBq／kg乾土）   0．7   ＜0．2（ND）  

作物  129Ⅰ（mBq／kg乾土）   
小松菜  ＜0．4（ND）  ＜0．4（ND）  

ホウレン草  ＜0．4（ND）   

②127Ⅰ、－29Ⅰの分析法  

いずれも中性子放射化分析法によった。   

作物、土壌中の127Ⅰは原研JRR－3、4炉で放射化した後、化学分離法（蒸軌溶媒抽出法）   

でヨウ素を分離した後、生成した128Ⅰをγ線スペクトロメトリによって測定した。作物、   

土壌中の129Ⅰは、放射化する前に3連式燃焼装置で燃焼させて気化したヨウ素を液体窒素   

で冷却した石英管にトラップ後、封入して照射試料とした。   

JRR－3，4炉で放射化後溶媒抽出法で129Ⅰを単離後、γ線スペクトロメトリで生成した一っ0Ⅰ   

を測定した。  
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2）調査結果と考察   

①全供試作物のほ7Ⅰ分析結果を作物の種類（茎葉菜類、果菜類、キノコ類、根菜類、穀類な  

ど）および器官別（葉、果実、子実、可食根など）に分け、表2に示した。なお、作物栽培   

圃場の作土と代表作物中の129Ⅰの分析を、最も高感度といわれる放射化分析法を用いて行っ  

た（表1）が、畑地作土以外はすべて定量下限以下であった。   

②127Ⅰの集積作物はなく、作物種間差は小さく、むしろ栽培環境や栽培期間などによる差が   

大きかった。一方、器官による差は比較的大きく、全体的には菓部が果実部、子実部、可食   

根部に比べて高濃度となった。   

③葉部の中では、大気に直接触れる菓の表面積が小さい結球葉菜の濃度が低く、非結球葉菜   

の約1／10の濃度であった。また、土中にあるネギの白色部位が、大気中にある同じネギ菓   

の緑色部位の1／2以下であるなど、大気中127Ⅰの作物地上部への直接沈着によって作物中127Ⅰ   

濃度が少なからず支配されることを示唆していた。また古い菓、つまり露出期間が長い葉ほ  

どl㌘Ⅰ濃度が高くなる傾向を示した。   

④水稲の茎葉（ワラ）中の127Ⅰ濃度は2mg此g乾物と、全作物・器官の中で最も高く、陸稲   

等他の穀類の茎葉や他の作物の成熟・黄化菓に比べても4倍以上高かった。 これは、作物   

種による特異性ではなく、湛水条件下で土壌中127Ⅰの水相への溶出率が高まり、これを水稲  

が経根吸収したことによると考えられた。   

⑤水稲の子実、特に白米中の127Ⅰ濃度は茎葉部の約1／500（他の穀類も同様の傾向）、モミガ  

ラに比べても約1侶0の低濃度であった。経根吸収された129Ⅰはもちろん、モミ表面に直接吸   

着した129Ⅰについても白米への移行性は小さく、129Ⅰの汚染度合は、茎葉菜、果菜、キノコ   

類、根菜に比べて相対的に小さいことが示唆された。   

⑥水田土壌（全国水田を含む）中のIZTI濃度は、畑地に比べて低く、平均1／10以下であった。   

これは、かんがい期に湛水・還元条件下になるため、127Ⅰが水相に溶出し、河川水や地下水   

へ流出した結果であることを示している。以上の結果は、水田においては129Ⅰの水稲白米へ   

の移行よりも、129Ⅰがこれらの陸水（特に飲料水を含めた水源となっている平野中下流域の   

霞ヶ浦湖水など）を汚染させる可能性に注意をむける必要があることを示唆している。   

⑦一方、非湛水化土壌である畑地や林地では、降水等に伴って負荷された129Ⅰの大部分を流   

出・浸透させることなく土壌に吸着・保持し、水域の129Ⅰ汚染のアブソーバー的役割を果た  

すと考えられる。  

なお、⑥・⑦については、小課題「地下水中12了Ⅰの蓄積レベルと動態の把握」の結果も併  

せて参照されたい。  

3．結語   

各種農作物の－27Ⅰ濃度レベルを作物種・器官や栽培環境の違いに注目して解析し、129Ⅰによる   

作物や水の汚染ルート、汚染度合等について推定（予測）した。   

平成13年度以降は、小課題「土壌および植物中129Ⅰ濃度レベルのモニタリング（平13～18   

年度）」の中で、発展的に研究を進めていく。  
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表2 作物の種類・器官別ほ71濃度  
◆農環研とあるのは、環凛放射能鯛壬圃場で生産されたことを示す。  

作物   生産地■   （分析点数）  乾物  （最小～最大）  生（新鮮）物 （最小～最大）  
（分析対象器官）  mg／kg   〟g／k文   

■  

り   
キャベツ   農薫研   （4）   0．036 （0．015 － 0．05）   2．1   （1．2 － 3．り  
ハクサイ   農環研   （2）   0．04 （0、003 ′－ 0．073）   0．74  （0．08 －1．4）  
レタス   農環研   （3）   0，13  （0．07 ■－ 0．柑）   4．1   （2．8 ～ 5．9）  

結球葉菜（結球棄却）平均（最小一最大）  （9）  0，088 （0．003 ■－0．柑）   2．5  （0．08 ～ 5，9）   
2）  集結球葉菜（業部）  

ホウレンソウ   農環研十全国（つくば）  （7）＋（り  0．46  （0、15 ■－1．3）   33．1   （9．3 一－109，6）  

フダンソウ   よ環研   （り   0．24   12．S  
コマツナ   よ環研   （4）   0．51 （0．21～ 0．糾）   26．2  （13，3 ～ 35．7）  
チンゲンサイ   農環研＋全国（つくば）  （4）＋（1）  0．78  （0．3l～ 2．3）   29．3   （7．3・－ 8ヰ．1）  
シュンギク   全国（千葉）   （り  0．054   3．7  
ツマミナ   全国（つくば）   （り   0．川   7．1  
ミブナ   全国（関東）   0．021   0．89  
ニラ   全国（つくば）   0．51   ユ4．8  

モロヘイヤ   農環研   （り   0．38   ヰ8，8  

シソ   全国（つくば）   0．48   丁3．8  

（シソ実）   全国（つくば）   （り  0．052   丁．4）  

ネギ（白色蔀）   農環研   （2）  0．083 （0．056 ～ 0．11）   6．0  く4．1～ 7．9）  

ネギ（緑色部）   農環研   （り   8．31   柑．6  

セリ   全国（東北）   0，68   ヰ8．0  

非結球葉菜（棄却）平均（最小”最大）  （28）  0．45 （0．02l－ 2．3）   27．8  （0．89 －109．6）   
シソ実を除く  

3）  赤結ヰ葉菜（基部）  

フキ   全鴎（つくlま）   0．33   13．1  
（フキ薫〉   全国（つくば）   （り   0，27   33．8〉  

セロリ   全国（長野）   0．017   0．87  
（セロリ菓）   全国（長野）   0．24   23．り  

ウド   全国（栃木）   （り   0．02   】．1  

非結球葉菜（茎部）平均（最小一最大）  （3）   0．12 （0．017 ′・■ 0．33）   5．0  （0、87 －13．1）  

非結球葉菜（美都）平均（最小～最大）  （2）   0．28 （0．2ヰ0 － 0．27）   28，5  （23．l－ 33．8）  

』kl！二＿玉去1  迫む  駐迫 姐 二 乙⊇む  星呈£  姐ニ1旦皇』  

）平均  
（圭／ト～農大）  也   旦ユ星 組ユ ニ 出迦   宣旦   迫旦1ニ1姐   

2．  

り   
トマト（果実）   農環研   （2）  0．03了 （0，035 － 0．038）   1．4  （1．3 －1．5）  

トマト（葉）   よ環研   （り   0．46   24．3  
ナス（果実）   よ環研   （2）   0．02  （0．01－ 0．03）   0．85   （0．6 －1．1）  
ピーマン（果実）   農環研   （2）   0．02  （0．02 － 0．03）   0．68  （0．37 － ＝刀  

ナス類（果実）平均（最小一最大）  （6〉  0，026  （0．01－ 0．038〉   0．98  （0．37 －l．5）  

ナス類（薫）平均（最小～最大）  0．46   24．3   
2）  果書  

リンゴ（軟）   全国（東北）   （り  0．022   3．4  
スモモ（歓）   全国（長野）   （り  0．005   0．3g  

果物平均（最小～最大）  （2）  0．0135 （0．005 ～ 0．022）   1．90  （0．39 ■－ 3，4）   

3）  豆類  

グリンピース（豆）   全国くつくぼ）   0．006   2．6  
キヌサヤ（サヤ＋豆）   よ環研   （2）   0．0丁  （0，04 ′－ 0．09）   け6  （6．3 ～ 28．9）  

エダマメ（豆）   農環研＋全国  （り＋（1）  0．14  （0．02 ～ 0．2＄）   51．0  （5．0 ～ 97．0）  

エダマメ（サヤ）   農環研   （り   0．10   63．0  
エダマメ（薫）   農環研＋全国  （り十（1）  0．75  （0－53 － 0．97）   209   （184 ～ 253）  
ソラマメく豆）   ・＝iこ芦■   0．038   13．2  
ソラマメ（サヤ）   よ環研   0．0柑   2－6  
ソラマメ（茎）   農環研   （り   0．15   27．3  
インゲン（サヤ＋豆）   農環研＋全国  （2）＋（2）  0．07  （0．03・・0．14）   5．2  （2．1～11．4）  

豆類（豆又は亘←サヤ）平均（最小～最大）  （10）  0．07ヰ （0．006 ～ 0，28）   け4   （2．6 － 97）  

豆類（サヤ）平均（最小～最大）  （2）   0．06 （0．O18 － 0．1）   32．8  （2．6 ～ 63）  

豆類（薫）平均（最小～最大）  （2）   0．75  （0．53・－ 0．97）   209   （164 － 253）  

豆類（茎）平均（最小一畳大）  0．15   2丁．3   
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表2作物の種類・器官別12丁Ⅰ濃度  
■よす研とあるのは、環境放射能臍壬儒壌で生産されたことを示す．  

作物   生産地■   （分析点数）  乾物  （最小一畳大）  生（新鮮）物 （最／トー最大）  
（分析対象器官）  ∩¶已／kg   〟■／kg   

4）  子実類  
スイートコーン（子実）   全国くつくぼ）   0．003   0．89   

5）  ハナヤサイ類  
ブロッコリー（花らい）   よ環研＋全国  （り＋（1）  0．02 （0．003 ■－ 0．038）   4．8  （0．2丁 － 9．4）  
カリフラウー（花らい〉   1環研＋全国  （1）＋（1〉  0．02  （0．Ol～ 0．02）   1．3  （l．1－1．8）  
カリフラワー（葉）   全国（つくば）   （り  0．052   3．8  

ハナヤサイ頬（花らい）平均（最小～最大）  （4）   0．02 （0．003 － 0．02）   3．05  （0．2丁・－ 0．ヰ）  

ハナヤサイ類（薫）平均（最小一最大）  （り  0，052   3．8   

6）  ウリ類  

ニガサパ果実）   全国（つくば）   （り   0．04   2．1  
ハグラサパ果実）   よ環研   （り  0．022   0，3l  
カボチャ（果実）   ∴i；－   （2）  0．014 （0．007 －0．02〉   2．0  （1．ヰ ー 2．5）  

ウリ頬（果実）平均（最小一長大）  （l）  0．023 （0．007 －・0．0ヰ）   l，6  （0．31－ 2．5〉  

豆＋サヤ．花らい）類盆平地  
（之む  ！坦皇 迫遡 二 組   王道   迫呈Zニ旦王と  

重量（重）類鐘平均  
（最小～農大）  辿   駐坦 （』⊆迫≧ ニ t出必  u⊥邑   鮎二呈星⊇ユ  

く公   出度＋政弘邑 ＝． g山   退追   鮎二塁戯  

墨壷（姜）麺平均  
（1小－■大）  

軋1皇   呈ヱ遥   

3．  菖類（キノコ類）  

生シイタケ   全国（九州・関兼）   （2）   0．0ヰ0（0．032 － 0．052）   3．0  （2．3 － 3．7）  

エノキダケ   全国（文北）   （り   0．003   0．32  
マイタケ   全国（文北）   （り   0．023   1．3  
ホンシメジ   全国（靂野）   0．10   12．5  

量産空包  
小一最大）  拉   ⊆追払 払墜迫三色」必   ま遥   迫∃迫ニ1ま遡   

t  

り   
ダイコン（可食椙）   1環研＋全国（つくば〉  （4）＋（り  0．05 （0．035 － 0．07ヰ）   1．8  （095 －・2．り  
ダイコン（薫）   ■環研十全旦（つくば）  （l）＋（り  0．29  （0．14－ 0．ヰ6）   23．5   （8．2 一－ 35．2〉  
アカカブ（可食楯）   全国（つくば）   （り   0．10   5．3  
アカカブ（葉） 全国（つくば）   0．39   2¢．8  

カブ（可食根）   よ環研   0．05   2．6  
カブ（菓）   ・i 声■   0．43   2t．0  
ニンジン〈可食根）   れ環研   （り  0．008   0．7l  

ニンジン（薫）   ・i 丁■   （り   0．25   33．7  
ゴボウ（可食根）   農環研   （り  0．033   3．0  

直根規（可食根）平均（最小一最大）  （9）  0．049 （0，008 ■－  0．074）  2．2  （0．7l～ 5．3）  

直欄頚（葉）平均（最小～最大）  （8〉   0．32  （0．川 一0．48）   24．9   （8．2・－ 35．2）   
2）  塊曹類  

ジャガイモ（可食椙）   よ環研＋全国  （4）＋（3）  0．018 （0．002・－ 0．021）   3．4  （0．35′－ 8．1）  
ジュガイモ（茎葉）   よ環研   l．2   42．6  
サトイモ（可食根）   よ環研＋全国（九州）  くり＋（1）  0．011 （0．01～ 0．O12）   1，7  （2点とも1．7）  
サツマイモ（可食欄）   農環研十全国（つくば）  くり十（1）  0．021（0．015一－ 0．027）   6．3  （4．7－ 7．9）  

ヤマイモ（可食相）   i 声－   （り  0．018   5．2  

ショウガ（可食樟）   よ環研＋全国くつくぼ）  （1）＋（1）  0．026 （0．004－ 0．05）   3－2  （15～ t9〉  
ショウガ（茎葉）   よ環研＋全国（つくば）  （1）＋（1）  8．86  （0．80一・0．9り   401  （267－ 535）  
レンコン（可食根）   全国（つくば）   0．17   41．0  

クワイ（可食格）   全国（つくばj   （り   0．柑   49．6  

塊根類（可食根）平均（最小一最大）  0．039 （0．002－ 0．19）   8．9  （0．35－ ヰ96）  

塊根類（茎葉）平均（最小～最大）  （3）   0．97  （0．8～ し2）   282．0  （42．8－ 535）   
3）  ネギ類  

タマネギ（可食根）   全国（北海道■つくば）  （3）  0．012 （0．005 － 0．02）   0．86   （0．3 －l，ヰ）  
タマネギ（葉）   全国（北海道）   0．23   25．2  

紫タマネギ（可食根）   全国（つくば）   （り  0．007   0．61  

ラッキョウ（可食椙）   1環研十全国（つくば）  （1）＋（1）  0．0ヰ  （0．03・－ 0．05）   11．3   （8．6 ～ 川．0）  
ニンニク（可食根）   全国（つくば）   0．01   3．5  

ネギ類（可食根）平均（最小一最大）  0．019 （0．005 － 0、05）   4．2  （03 －14．0）  

ネギ類（稟）平均（最小一叢大）  （り   0．23   25．2  

）平均  
迫む  姐迫 迫避退 二旦遁   塁迫  迫良二姐且  

線量麺（重）平均  
亘■i＝  止む  旦A乙  迫」jニ迅   ∈迫L≧   迫⊥呈二剋   
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表2作物の種類・器官別－27Ⅰ濃度  
★農環研とあるのは、環境放射能調査団増で生産されたことを示す。  

作物   生産地■   （分析点数）  乾物  （最小～最大）  生（新鮮）物 （最小一最大）  

（分析対象器官）  m亡／kg   〟g／kだ   

5．  穀類等（豆類・種異類吉舎む）  

穀類  
スイトウ（子実・白米）   （3）  0．0039（0．0035 ′一0．0047）   3．3  （3．0 － 3．9）  

スイトウ（子実・玄米）  （3）  0．011く0．0048 ′一0．014）   9．0  （4．0 －1乙0）  

スイトウ（子葉・ヌカ）  ・．トF－  （3）   0．037 （0．023 －0．045）  

スイトウ（モミガラ）  （3）   0．31 （0．12 －0．48）  

スイトウ（茎葉）  （蔓）   1．8ヰ▼！1∴93－3・10）  

スイトウ（子実・白米）  全国（北海道から鹿児                                                                   （12）  0．0042（0．0025 －0．007り   3．6  （2．1～ 6．0）  

スイトウ（子実・玄米）   島）  （12）  0，0087（0，0035 ～0．0224）  〔7．4  （3．0 ～19．0）  

スイトウ（茎葉）  （12）   2．12  （0．20 ■－11．4）  

リクトウ（子実・玄米）  （2）   0．008 （0．006・－ 0．0り   6．9  （5．1－ 8．6）  

リクトウ（モミガラ）  （2〉   0．11 （0．070 ～0．16）  

（り  リクトウ（茎葉）  

コムギ（子実）  よ環研  （3）   10．4   （7．0 －17．り  
コムギ（茎葉）  田  0．28  
ソ／く（手套）   よ環研   （り   0．02   り，1  

ソ／く（茎葉）  （り  0．22  

穀類（子実）平均（最小～最大）  0．0075（0．0025－0．02）   6．4  （2，1～ 柑．0〉  

穀類（ヌカ）平均（最小～最大）  （3）   0．037 （0．023 － 0．045）  

穀類（モミガラ）平均（最小～最大）  （5）   0．23  （0．07・－ 0．46）  

穀類（茎葉）平均（最小一叢大）  （18）   1．78  （0．2 ～11．4）  

2）  豆類  

タイズ（子実）   全国（北海道）   （り  0．0065   5．7  

アズキ（子実）   よ環研   （り  0．00g   8．0  

アズキ（薫）   よ環研   （り   0．96   235  

豆類（子実）平均（最小～最大）  （2）  0、0078（0．0865 －0．009）   6．85   （5．7－ 8．0）  

豆類（薫）平均〈最小一最大）  （り   0．98   235   

3）  種実類  

ゴマ（子実）   よ環研   0．025   22．9  

ナタネ（子実）   よ環研   （り  0．00丁   6，7  

ラッカセイ（子実）   全国（つくば）   （り   0．027   25  

ラッカセイ（カラ）   全国（つくば）   0，091   20  

種実類（子実）平均（最／トー最大）  （3）   0．02 （0．007 一－ 0．027）  18．2  （8．7－ 25．0）  

種実類（カラ）平均（最小一塁大）  （り  0．091   20  

子享有（穀類 
）平均  

吐出  l‖；・lll  ll   u   は遁＝．呈皇必  

子宝麺（茎重）平均  
最虹二塁去  止む   1ユ呈 （立担ニニ1ユ⊥虫   
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Ⅰ－12 90Sr，137Csの土壌中深度分布の実態調査（平成12年度）  

農業環境技術研究所  

駒村美佐子・結田康一・藤原英司・木方展治  

1．緒言  

昭和32年以来，農耕地（水田・畑）土壌中の90srと137cs含量の経年変化を調査し   

てきている。これらのほ場の，核爆発実験に伴うフォールアウトの最盛期から30年以   

上経過した時期（平成5年から平成12年）における，90srと137csの水田作土からそ   

の下層への浸透の実態を把握する。今回はこれらのほ場のうち4圃場を対象に調査し   

た結果を報告する。  

2．調査研究の概要  

1）試料採取と分析法  

経年変化を調査している全国の特定ほ場の中から10ほ場を選定（平成12年度報告分   

は下記4ほ場）し，地表面下60～80cmまでの深度別土壌を1～10cmきざみに採取した。   

採取土壌の物理的，化学的性質として土壌の粒径組成，土性，腐植含量，陽イオン交   

換容量，交換性陽イオン量，リン酸吸収係数を測定した（データは省略）。137csの分   

析は，風乾細土40～60gを測定容器に詰め，γ線スペクトロメトリによった。測定時   

間は80，000～240，000秒である。  

2）調査鯖果   

深度別土壌の137cs含量の分析結果を図に示した。   

①農林水産省北陸農業試験場（上越・細粒強グライ土）：多くは作土層にととどま  

っていたが，一部作土の下4～5cmまで浸透していた。18cm以深には浸透していなかった。   

②宮城県農業センター（名取・細粒灰色低地土）：作土層より高い濃度が22～30cm  

の深度に認められ，全般に溶脱の激しい土壌である。36cm以深には浸透していなかった。   

③茨城県農業総合センター（水戸・黒ボク土）：作土の下34～39cmまでかなりの量  

が浸透しており，一部54cmの深度まで浸透していた。本土壌も浸透しやすい土壌であ  

った。   

④大阪府立農林技術センター（羽曳野・細粒灰色台地土）：作土の下15～18cmまで  

浸透していた。33cm以深には浸透していなかった。   

以上4地点の137csの作土層と下層との137cs配分割合は，①上越84：16②名取  

36：64③水戸54：46④羽曳野73：27 となり土壌間差異が認められた。  

3．結語   

137csの作土層から下層への浸透は，土壌の種類の違いによる影響が大きいことが   

うかがえた。今後さらに分析事例を増やし検討する。  

－33－   





Ⅰ－13   大気放射能の鉛直分布観測とその変化傾向  

気象庁 観測部環境気象課  

江崎 雄治  

気象庁 高層気象台  

佐藤 昌志、川村裕志   

1．結青   

気象庁では、成層圏内の放射性物質残量及び降下状況を把握するこ  

とを目的に、自由気球により放射能ゾンデ（RC－94型）を飛揚して、高  

度約30kmまでのγ線の鉛直分布を年数回観測している（通常は茨城県  

つくば市、夏季のみ岩手県大船渡市）。本稿では2000年度の観測結果  

（計4回）及び最大γ線計数値とその高度の経年変化（1983～2001年）  

について報告する。   

2．調査及び結果の概要   

放射能ゾンデ観測では、各層におけるγ線計数値、気温、気圧及び  

風向・風速の各データが得られる。γ線の観測は、ゾンデに搭載され  

たγ線検出器（NaI（Tl）シンテレ一夕）によってγ線計数値を計ってい  

るが、これは、入射したγ線のエネルギーに応じた電気パルスに対し  

て波高弁別を行い、0．55MeV～0．71MeV のエネルギー（主として137cs  

（0．662MeV）の検出を目的）に相当するパルスを計数することにより  

行う。   

2000年5月から 2001年3月に実施した計4回の観測によるγ線計  

数値の鉛直分布を図1に示す。各観測とも高度約10kmまでは、同様な  

増加傾向を示し、圏界面高度の約16km付近で最大となっており、その  

値は約60～80cpmであった。  

1983 年以降の観測における最大γ線計数値とその高度の経年変化  
を図2に示す。最大γ線計数値の出現する高度については季節による  

有意な変化は認められなかった。1986年に起こったチェルノブイリ原  

発事故後約1年間は成層圏で高いγ線計数値が続いたが、その後減少  

し、1988年以降はほぼ事故前のレベルに戻っている（祐川ら、1997）。  

また、1993年から1996年までは減少傾向にあった（石井ら、ノ1999）  

が、その後ゆるやかに増加している。今後注章深く放射性物質の降下  

状況の推移を監視していく必要がある。  

1997年9月の観測において、最大計数値が約92cpmを示しているが、  

内のγ線量を増加させる事故等の発生の報告はなく  

できていない。  

この期間  圏
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3．結帝   
現在搭載しているγ線検出器は、ゾンデを小型かつ軽量化するため  
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観測の分解能を低くし、単一エネルギー領域のみのγ線計測としてい  

る。このため、宇宙線による影響が除去できないなどの課題があるが、  

同等の測器を使用した継続的な観測は、長期における環境放射能レベ  

ルの変化を調査・分析する上で貴重な資料であるので、今後とも観測  

を継続する。  
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図1 γ線計数値の鉛直分布  
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図2 最大γ線計数値とその高度の経年変化  

4．参考文献   

祐川淑孝、成田 修、鳥井克彦（1997）：大気放射能の鉛直分布測定、  

第39回環境放射能調査研究成果発表会論文抄録集   

石井一雄、藤田 建、木津暢彦、中村 誠、烏井克彦（1999）：上層  

大気における放射能の変動特性、第41回環境放射能調査研究  

成果発表会論文抄録集  
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Ⅰ－14   大気圏における放射性核種の動態に関する研究  

気象研究所地球化学研究部  

五十嵐康人、根本 和宏、青山道夫、広瀬勝己、吉川（井上）久幸   

1．緒言   

気象研究所では、大気圏での放射性核種の濃度変動の実態とその変動要因を明らかにすべく、重  

要な核種について観測を継続している。つくば市の気象研究所で観測された90srおよび137cs降下量  

ならびに85Krの大気中濃度変動を中心に述べる。90srおよび137csは主に過去に大気圏内核実験や大  

規模事故により環境中に放出されたものであり、85Kr（半減期約11年）は主に核燃料再処理により現在  

も大気中へ放出されている。したがって90srおよび137csの濃度レベルは極低レベルで推移しているが、  

85Krは放射壊変以外の除去過程が存在しないため、依然として大気中に蓄積してその濃度が徐々に  
増加している。   

2．調査の概要  

1）90srおよび137cs降下量   
毎月1日に気象研究所観測露場に設置した大型水盤（4m2）に捕集された降下物を採取した。これを  

蒸発濃縮し、まず、Ge半導体検出器により137csを測定した。次いで放射化学分離により90srを精製し、  

最終的に炭酸ストロンチウムとして固定した。数週間放置して90srと90Yとが放射平衡に達した後に、低  

バックグラウンド27てガスフロー検出器で測定した。大気圏内核実験は1980年の中国核実験を最後に  

行なわれておらず、人工放射性核種の降下量は1985年に最低となった。1986年のチェルノブイリ事故  

により一時的に降下量は増大したがその後は急激に低下して、1990年以後、1985年に記録したレベル  

以下の状態で推移している。図1には1999年までに気象研で観測された月間降下量の変動を併せて  

示した。1994年以後の年間降下量は成層圏滞留時間から予想される量を大きく上回っており、再浮遊  

が降下する放射能の主たる成分である。再浮遊には近傍起源のものと、遠く大陸の荒涼な地域で舞い  

上がり長距離輸送されたものとの2成分があると考えられ、簡単な混合モデルによりこれら2成分の寄与  

率の評価法を検討している。また、1997年9月、1999年9、10月には90srの降下量データに異常を認  

めたが、分析法、エアロゾル中の放射能濃度を含め実際に異常であったのか引き続き検討中である  

（図1ではプロットせず）。  

2）85Kr濃度変動   

全球にモニタリングネットを展開しているドイツ大気放射能研究所（BfS－IAR）による分析方式を導入し、  

観測を実施している。このBfS－IAR方式は、操作が簡便であり、かつ1週間の連続サンプリングが可能  

なため、一般環境モニタリングに適当である。気象研究所では、1995年以来毎週つくばにて85Kr分析  

用の試料を採取し、これをドイツに分析を依頼し、85Krのバックグラウンドレベルの監視に努めてきた。  

図2にこれまで得られた観測結果をまとめた。  

3）85Kr観測機器開発   

気象研では、ドイツ大気放射能研究所（BfS－IAR）の85Kr分析方式を基に、85Kr観測装置の開発を  

行ってきた。その結果観測装置は完成し、現在つくばで同時に採取した2つの実試料を、BfS－IAR・気  

象研双方で分析し、その分析結果を比較している。これまでに、2000年4月～2001年4月までに採取し  

た50個の実試料について、双方がはぼ6％以内で一致することを確認した。装置の一層の高精度化を  

図り、より少量試料の測定が可能となるよう放射能計測系を改善する作業を継続中である。  

4）3H降下量   
2000年の3H月間降下量には異常は認められず、1990年代での同じレベルで推移している。   

3．結語   

今後とも観測を継続してデータの蓄積をはかり、降下量や大気中濃度の変動要因についてさらに調  

査研究を進める。また、85Kr観測装置の開発をさらに進める。  
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Ⅰ－15 降下物、陸水、海水、土壌及び各種食品試料の放射能調査  

財団法人 日本分析センター  

野中 信博、室井 隆彦、真田 哲也、  

金子 健司、佐藤 兼章  

1．緒  日   

本調査は、環境放射能水準調査の一環として文部科学省の委託により実施しており、フ   

ォールアウトに対する環境放射能調査及び原発施設周辺の放射線監視データとの比較デー   

タ資料の取得を目的としている。   

今回は、平成12年度に日本各地で採取された環境試料（降下物、陸水、海水、土壌、各   

種食品等）中の鮒sr及び137cs分析結果について報告する。  

2．調査の概要   

平成12年度に47都道府県の各衛生研究所等及び日本分析センターが採取した各種環境試   

料について、抑sr及び137cs分析を行った。  

（1）分析対象試料  

降下物、大気浮遊じん、陸水、海水、海底土、土壌、日常食、精米、牛乳、粉乳、  

野菜、茶、海産生物及び淡水産生物  

（2）分析方法  

文部科学省放射能測定法シリーズ2「放射性ストロンチウム分析法」（昭和58年改  

訂）及び同シリーズ3「放射性セシウム分析法」（昭和51年改訂）に準じた方法で行  

った。  

3．調査結果  

各種環境試料の90sr及び137csの平均値及び最小、最大値を以下に示す。なお、nは分析   

試料数である。  

（1）降 下 物  

47都道府県の月間降下量の平均値及び最小、最大値は次のとおりである。  

抑sr：0．023（0．0000～0．15）鵬q／加2（n＝572）  

137cs：0．030（0．0000～0．38）MBq／kn2（n＝572）  

（2）大気浮遊じん  

35府県で四半期毎に採取した試料の平均値及び最小、最大値は次のとおりである。  

90sr：0．00052（0．00000 ～ 0．0019）嘘q／m3（n＝140）  

137cs：0．00029（0．00000 ～ 0．0019）mBq／m3（n＝140）  
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（3）陸  水  

47都道府県で年2～4回採取した上水（蛇口水、源水）及び9道府県で年1回採取した   

淡水の各々の平均値及び最小、最大値は次のとおりである。  

上 水  師sr：1．5 （0．025～3．8）  

137cs：0．040（0．000～0．26）  

淡 水  90sr：1．7 （0．000～3．5）  

137cs：0．34 （0．000～2．0）  

嘘q／L（n＝111）  

mBq／L（n＝111）  

嘘q／L（n＝ 9）  

嘘q／L（n＝ 9）  

（4）海水、海底土  

13道府県で年1～2回採取した試料の平均値及び最小、最大値は次のとおりである。  

海 水  90sr：1．6 （0．79 ～2．2）mBq／L   （n＝14）  

137cs：1．9 （0．76 ～2．4）mBq／L   （n＝14）  

海底土  90sr：0．070（0．000～0．31）Bq／kg乾土（n＝14）  

137cs：1．8 （0．21～5．0）Bq／kg乾土（n＝14）  

（5）土  壌  

47都道府県で年1～2回採取した試料（深さ0～5cm、5～20c皿の2種類を各1～2試料）   

の平均値及び最小、最大値は次のとおりである。  

0～5c皿 90sr：80 （0．0 ～ 370 ）MBq／km2  （n＝48）  

2．4（0．000～ 12 ）Bq／kg乾土  

137cs：440 （16  ～2600）肥q／血2  （n＝48）  

14 （0．33 ～ 67 ）Bq／kg乾土  

5～20c皿 90sr：190 （0．0 ～1000）MBq／kn2  （n＝48）  

1．7（0．000～  9．5）Bq／kg乾土  

137cs：640 （2．8 ～3600）旧q／血2  （n＝48）  

5．8（0．016～ 26 ）Bq／kg乾土  

（6）日 常 食  

47都道府県で年2～4回採取した試料の平均値及び最小、最大値は次のとおりである。  

帥sr：0．043（0．0072～0．11）Bq／人／日（n＝186）  

0．082（0．017 ～0．23）Bq／gca  

137cs：0．030（0．0070～0．12）Bq／人／日（n＝186）  

0．015（0．0044～0．083）Bq／gK  

都市部  師sr：0．043（0．0072～0．11）Bq／人／日（n＝93）  

137cs：0．029（0．0092～0．092）Bq／人／日（n＝93）  

農漁村部 90sr：0．042（0．0082～0．093）Bq／人／日（n＝93）  

137cs：0．030（0．0070～0．12）Bq／人／日（n＝93）  
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（7）精  米  

47都道府県で年1～2回採取した試料の平均値及び最小、最大値は次のとおりである。  

90sr：0．0060（0．0000～0．021）Bq／kg生（n＝51）  

0．16 （0．00 ～0．54）Bq／gca  

137cs：0．018（0．0000～0．22）Bq／kg生（n＝51）  

0．023（0．0000～0．28）Bq／gK  

（8）牛乳（原乳，市乳）  

47都道府県で年2～6回採取した試料の平均値及び最小、最大値は次のとおりである。  

90sr：0．023（0．0019～0．068）Bq／L （n＝136）  

0．020（0．0016～0．063）Bq／gca  

137cs：0．016（0．0000～0．10）Bq／L （n＝136）  

0．011（0．0000～0．066）Bq／gK  

（9）粉乳  

2道県で購入したドライミルク及びスキムミルクの平均値及び最小、最大値は次のと   

おりである。  

90sr：0．17 （0．021～0．50）Bq／kg粉乳（n＝12）  

0．018（0．0060～0．041）Bq／gca  

137cs：0．33 （0．015 ～1．4）Bq／kg粉乳（n＝12）  

0．025（0．0027～0．085）Bq／gK  

（10）野  菜  

47都道府県で採取又は購入した根菜類（主にダイコン）及び葉菜類（主にホウレン   

ソウ）試料の平均値及び最小、最大値は次のとおりである。  

根菜類（主にダイコン）  

90sr：0．069（0．0017～0．29）Bq／kg生（n＝49）  

0．34 （0．026 ～1．4）Bq／gca  

137cs：0．0089（0．0000～0．079）Bq／kg生（n＝49）  

0．0040（0．0000～0．029）Bq／gK  

葉菜類（主にホウレンソウ）  

90sr：0．10 （0．0000～1．3）Bq／kg生（n＝50）  

0．16 （0．000 ～1．1）Bq／gca  

137cs：0．037（0．0000～1．1）Bq／kg生（n＝50）  

0．011（0．0000～0．33）Bq／gK  
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（11）茶  

10府県で年1～2回採取した試料の平均値及び最小、最大値は次のとおりである。  

90sr：0．45（0．17  ～1．1）Bq／kg乾物 （n＝17）  

0．16（0．051 ～0．42）Bq／gca  

137cs：0．46（0．015 ～1．2 ）Bq／kg乾物 （n＝17）  

0．023（0．00076～0．066）Bq／gK  

（12）海産生物  

34都道府県で年1～5回採取した試料（魚類、貝類、海藻類）の平均値及び最小、最   

大値は次のとおりである。なお、魚類及び貝類の分析対象部位は筋肉部のみであるが   

小魚については頭部、骨等を含めた全体の値である。  

魚 類  釦sr：0．0096（0．0000～0．032）  （n＝33）  

0．016（0．0000～0．19  

137cs：0．11（0．026 ～0．27  

0．031（0．014 ～0．070  

貝 類  00sr：0．0084（0．0000～0．033  

0．013（0．000 ～0．053  

）
 
 
）
 
 
）
 
 
）
 
 
）
 
 

（n＝33）  

（n＝9）  

137cs：0．020（0．0031～0．033）  

0．0077（0．0023～0．010）  

海藻類  90sr：0．025（0．0096～0．053）  

0．031（0．013 ～0．072）  

137cs：0．018（0．0053～0．026）  

0．0030（0．0019～0．0041）  

（n＝9）  

）
 
 
9
 
 

ニ
 
 

n
 
 

（
 
 

（n＝9）  

（13）淡水産生物  

10道府県で年1回採取した試料（コイ、フナ、イワナ、ニジマス、ワカサギ）の平均  

値及び最小、最大値は次のとおりである。なお、分析対象部位は筋肉部のみであるが  

小魚については頭部、骨等を含めた全体の値である。  

90sr：0．25（0．0058 ～1．0）Bq／kg生（n＝10）  

0．055（0．016 ～0．13）Bq／gca  

137cs：0．12（0．0098 ～0．19）Bq／kg生（n＝10）  

0．036（0．0037 ～0．064）Bq／gK  

4．結  

平成12年度に日本各地で採取された各種環境試料の90sr及び137csの平均値及び最小、最   

大値は昨年度と同程度であった。  
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Ⅰ－16  職場環境におけるラドン濃度の全国調査  

財団法人 日本分析センター†  

及川真司，大橋直之，虻川成司  

1．緒言  

日本分析センターは文部科学省からの委託により，ラドンおよびその壊変生成物   

の潰度を測定し，濃度レベル，分布，変動等を調査することにより国民線量の推   

定・評価に資することを目的とし，平成4年度から全国ラドン濃度測定調査を行っ   

ている。 これまでに屋内のラドン濃度調査（平成4年度から8年度）と屋外のラ   

ドン濃度調査（平成9年度から11年度）を実施してきた。平成12年度から3年計   

画で全国職場環境ラドン濃度測定調査を開始した。この調査では，種々の職場環   

境について，国勢調査結果を参考に，「事務室」，「工場」，「学校」および「病院」   

の4区分を対象に実施している。  

平成12年度に全国地方自治体（47都道府県）の協力のもとに，各5地点，計235   

地点についての職場環境ラドン濃度測定調査を実施したので，それらの結果を報   

告する。  

2．調査研究の概要  

2．1ラドン濃度測定器  

本調査で使用した測定器は，ポリカーボネートフイルム（50mm¢）を検出部に   

用いたパッシブ型ラドン・トロン弁別測定器l）（以下「ラドン測定器」）である。  

2．2測定地点  

本調査では，3カ年計画で合計705地点を調査する予定であり，就業人口の内   

訳から区分を「事務室」，「工場」とし，学生等の非就業人口から「学校」を，そし   

て滞在期間も長く居住性も高い「病院」を調査対象とした。数値的内訳として，「事   

務室：工場：学校：病院＝6：4：4：l」の害り合となるように調査を進め，平成12   

年度には，測定中止等を除く計231地点（事務室：109，工場：37，学校：79，病   

院：6）について調査を行った。  

2．3 ラドン濃度の測定  

ラドン測定器は四半期毎に日本分析センターから47都道府県に送付した。測   

定地点は各5地点とし，それぞれ2つのラドン測定器を3ケ月間設置した。設置   

方法等については前年度に準ずるものとした2）。設置後，ラドン測定器を回収し，   

日本分析センターにおいてエッチング，エッチピット計数を行い，ラドン濃度を   

算出した。また，測定器の設置場所等に関するアンケート調査も実施した。  

†〒263－0002千葉県千葉市稲毛区山王町295－3  

電話：043－423－5325 URL：http：／／www．jcac．or・jp／  
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3．結果  

図1に平成12年度職場環境ラド  

ン濃度測定調査の結果を示す。計   

231地点について，算術平均値，標   

準偏差，中央値，最大値および最   

小値はそれぞれ22．7Bqm‾3，20．8   

Bqm－3，17・3Bqm－3，182Bqm－3，1・4   

Bqm‾3であった。なお，全体の87．4％  

に相当する202地点は世界的な平   

均値3）の40Bqm‾3以下であった。  

職場区分毎のラドン濃度の年間   

平均値は，事務室（22．6Bqm●3），   

工場（9．3Bqm－3），学校（28．9Bqm－3），   

そして病院（25．7Bqm‾3）であった。  

図2に職場区分毎のラドン濃度   

季節変動の様子を示す。事務室，   

学校および病院については平成4   

年度から8年度に実施した屋内ラ   

ドン濃度調査結果4）と，工場に関  

しては平成9年度から11年度に実   

施した屋外ラドン濃度調査結果2）  

と類似した季節変動の傾向を示す  

ことがわかった。  

測定地点数：231地点  

算術平均値：22．7Bqm■∋  

標準偏差 ＝ 20．gBqm’3  
874％に相当する202地点は 中央値  17，3Bqm■3  

40Bqm■J以下の濃度   
最大値 182Bqm・3  

最小値  1．4Bqm‾3  

幾何平均値＝17．4Bqm－3  0
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図1：平成12年度職場環境ラドン濃度測  

定調査結果  

第1四半期  事2四半期  素3四半期  ★4四半期   

図2：平成12年度四半期毎の職場環境  

別ラドン濃度  
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Ⅰ－17 園芸用大型ハウス ・パイプハウスにおけるラドン濃度  

財団法人 環境科学技術研究所  

五代儀貴、久松俊一、稲葉次郎  

1．緒言  

ラドンおよびその娘核種は一般人の自然放射能による被ばく線   

量に高い寄与を与えている。本調査の目的は青森県におけるラド   
ン濃度を調査し、県民のラドンによる被ばく線量を正確に求める   
ことにある。  

平成3年度から7年度にかけて、青森県全域における一般家屋   
環境についてのラドン濃度調査を行った結果、幾何平均は約  

13 Bq／m3と全国平均1）と同等であることがわかった。  

しかし、ラドンによる被ばく線量を評価するためには家庭環境   
でのラドン濃度を調べるだけでは不十分であり、家庭外における   

データも必要となる。勤労者が職場で生活している時間は1日の   
約1／3に相当するため職場環境でのラドン濃度は重要である。そ   

こで、青森県の職場環境におけるラドン濃度を把撞するため、職   

場環境を屋内と屋外および特殊環境に分け、調査を実施した。  

本調査は特殊職場環境として、園芸用大型ハウス・パイプハウ   
ス（いわゆるガラス温室・ビニー ルハウス等）におけるラドン調   

査を実施した結果をまとめたものである。  
2．調査研究の概要  

1）調査方法  

年間の平均的なラドン濃度を把握するためにパッシブ法によ  

るラドン濃度調査を実施した。調査には、ラドン・トロン弁別  

型検出器を使用し、設置高1mの百葉箱に測定器を3個人れ、測  
定した。測定期間は平成12年4月～平成13年3月の間、約3カ月  
弱を1期とし、4期にわたり実施した。調査対象地点は青森県  
内5地点であり、大型ハウスが合計10棟、パイプハウスは合  
計18棟である。また、比較としてハウス付近の屋外における  
ラドン濃度も各地点において調査した。  

ラドンおよびラドン娘核種濃度の日変化を測定するために、  
パッシブ測定を行った場所から5地点を選定し、アクティブ法  
による測定を実施した。調査にはラドン濃度測定用としてドイ  
ツGenitron社製アルファガード、ラドン娘核種濃度測定用と  
してカナダPYLON社製ModelWLxを使用した。測定は秋季に   
1時間間隔で1週間連続して行った。   

2）結果  

ここでは大型ハウスとパイプハウスの結果をまとめて述べる。  
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パッシブ法によるラドン 〟．． 15  

例10  

数 5  
濃度 の 幾何平均 は 約  

13Bq／m3であった。この 0  

値は屋外職場環境ラドン  

濃度の約3倍であり、屋内 30  

ラドン濃度と同等の濃度 例20  

であった。  数10   

図1にラドン濃度のヒ   0  

ストグラムを測定期間別  

15 に示す。測定期間別のラ 例10  
ドン濃度は大きく変動し、数5  

幾何平均 で4～6月 が   0  

9．4 Bq／m3、7、′9月が  

B 

、 
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ラドン濃度（Bq／m3）  

19．9 Bq／m3と夏季は屋外  

と同等であり、冬期は屋  

外の5倍程度の濃度であっ  

0  20 40  60  80 100120140160  

ラドン濃度（Bq／m3）  

た。これは換気状況によ 例10  

る違いを表していると考 数 5  

えられる。  0   

最も高いラドン濃度を  

示したハウスについて、  

同じ地点の他のハウスと  

0  20 40  60  80 100120 140160  

ラドン濃度（Bq／m3）  

図1 ラドン濃度ヒストグラム  

比較すると、最も高かったハウスは土が露出した状況であるが、  

他では雑草の防止や保温のために床をシートで覆っていた。こ  
のため、シートがラドンの放出を抑制する可能性がある。   

アクティブ法によりラドン濃度および平衡等価ラドン濃度を  

測定した結果、一般にいわれるように、大気安定度との関連か  

ら日中低く、夜間に高くなる傾向が認められた。一般に屋内の  

平衡係数は0．4、屋外の平衡係数は0．8といわれているが、調  
査した地点においては0．2～0．3と低い値が得られた。  

3．結語  

園芸用大型ハウス ・パイプハウスにおけるラドン濃度は、屋内   

のラドン濃度と幾何平均は同程度であるが、季節による変動や使   

われ方による変動が大きいことが明らかとなった。  

本調査は青森県からの受託事業により行なわれた成果の一部である。  

1）放射線医学総合研究所、ラドン濃度測定・線量評価最終報告書  
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Ⅰ－18福 岡 県 に お け る 森 林 内 土壌 中137Csの 分 布 と 特徴  

福 岡 県 保 健 環 境 研．究 所  楢 崎 幸 範  

1． 緒  言   

福 岡 県 内 の 森林 内 土壌 を 対象 に，137csの 浪度 と 分布 か ら 森林  

生 態 系 の種別 に よ る137csの 沈着性及 び保 留 性等 の 収着特性 を 検  

討 し た。  

2． 調 査 研 究 の 概 妻   

経年 的 に 継続 し て 採取 し た裸地 土壌 は1963～1968年 に か け て  

筑 紫 野 市，そ の 後 は1999年 ま で 福 岡 市 で，地 表 面 か ら 5cm（表 層）及  

び5～20cm（下 層）の 深 さ の も の を 採 取 し た。   

森林 内 及 び周 辺 の 裸地土壌 は福 岡県 内 に あ る 48か所 か ら1991  

～1998年 に か け て 採取 し た。 土壌 は落 葉 を 除 き，地表面 か ら10cm  

の 間 でA層 を 採取 し た。 こ れ ら の 試料 を105℃ で乾燥後2mmの 締 を  

通 し た後，137cs，40K，安定元素 のCsを分析 し た。 ま た，土壌の プ  

ロ フ ィ ル と し て強熱減量，pH及び電気伝導率 を土壌標準分析・測  

定 法 に従 い 測 定 し た。  な お， 137cs及 び40Ⅹの 測 定値 は採取期 間  

の 中 間 日 に 当 る1995年3月1日 正 午 の 濃度 に 補 正 し た。  

3． 結  果  

【1】裸 地 土 壌  

（1）1963～1999年 に お け る 表層 土壌 中137cs濃度 と 1900年度  
を基準 と した軽過年数（‡）と の関係はF（‡）三1．35×104 e‾0・0＝8X  

（丁＝0．817）の 回帰式で表 さ れ，みか けの 半減期11・5年で指数関数  

的 に 減 少 し た（図 1）。   

表 層 土 壌 に 対 す る 下 層 土  

壌 中 の137cs濃 度 の 比 は 平 均  

0．22± 0．17で あ っ た。  

【2】森 林 内 土 基   

（1）森 林 内 及 び 周 辺 の 裸 地  

土 壌 中137cs濃 度 は 平 均117  

±111Bq／kg乾土 で あ っ た。   

Cs濃 度 は 平 均 3．0±1．2血g  

／kg乾土 で，森林 内 外 の 土  

壌 か ら 広 く 検 出 し た。   

40K濃 度 は 平 均 570士 244Bq  

／kg乾土 で あ っ た。   

ま た，強 熱 減 量 は 平 均 20  

±12 ％，pHは 平均 4・6±1・4，  

電 気 伝 導 率 は 平 均 405±162〃．  
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S／cmで あ っ た。  
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表 1 偏 相 関 分 析  

137cs  

－0．109  

－0．090  0．161  

0．012  －0．399 ★★   肇熟減量  0．042  
PH  －0．336 ★  ・0．089  0．070  

t気伝導率  0．531★★  0．176  0．144  

－0．375 ★  

0．394 ★★  0．092  

（2）1a7csは電気伝 導率 と 正 の 高 い 相 関 関 係 が 認 め ら れ た。  

ま た，pHと 負 の 相 関 関 係 が認 め   

（3）森 林 周 辺 の 裸 地 土 壌 6試  

料 の 平 均 137cs濃 度 は0．17±  

0．41Bq／kg乾 土，森林 内 土 壌42  

試 料 の 平 均137cs濃 度 は131±  

109Bq／kg乾 土 で あ り，両 者 に  

は 有 意 な 差 が 認 め ら れ た。   

一 方，Cs濃 度 に 差 は 見 ら れ  

なか っ た。  40K，強熱減量，pH  

及 び電 気 伝 導 率 に も 有 意 な 差  

が 認 め ら れ た（図 2）。   

（4）落 葉 樹林（ブ ナ，シ デ，メ  

タ セ コ イ ヤ）内 土 壌10試 料 の  

平均137cs浪度 は207士116Bq／  
kg乾 土 で，常 緑 樹 林（ス ギ，ヒ  

ノ キ，ク ロ マ ツ，モ ミ，ア カ ガ  

シ，タ ケ）内 土 壌 26試 料 の 平 均  

137cs濃度112士103Bq／kg乾  
土 に 比 べ1．8倍 高 い 債 を 示 し  

た。  一 方，常 緑 樹 林 内 土 壌  

の 40Kは 落 葉 樹 林 内 土 壌 に 比  

べ1．6倍 高 い 値 で あ っ た（図 3）。  

4． 綽  希   

1991～1998年 に 採 取 さ れ た  

森 林 内 土 壌 中 の137cs濃 度 は，  

1980年 ま で 実 施 さ れ た 大 気  

圏 内 核 爆 発 実 験 当 時 の 裸 地  

土 壌 中137cs濃 度 よ り も 高 い  

値 を 示 し た。 こ れ は， 森 林  

内 土 壌 の 持 つ 特 性 及 び樹 木  

の 多 様 性 が137csの 沈 着 性，  

保 留 性 の 強 さ と し て 非 可 逆  

的 に137csを 収 著 し．森林 外  

ら れ た（表1）。  

0  1∞   200   300  300    ZOO lOO  O  

l㍍Cs （8q／kgd■yWt）   
】   ＊義  

6     4     ヱ     O                        Cs          ・・（輌■y｝t）   

lZOO   800    400  0  

0  2  4  6  

0  ヰ00   脚  1200  

●OK （8q化gdywり  

O  

暮絨■   （■）  

60  40  ZO   O  ZO  40  60  

†～  8  ヰ  0  0  4  8  12  

PH  

∞0    400    2∝I  O  

0    200    400    600  tも伝■事  
（〟S／cm）  

回2 暮林内土事とその周辺揮穐土壌の比較  
＊：危■串5≠＊＊：危職串1ち  

6（泊  ヰ00    Z（X〉  0  0  2（×）   ヰ〔旧    ら（X〉  

柑7Cs  

（8Vkpdry鵬）  

6  ■  Z  O  0  2  ヰ  る  

b （l†q′kodrywt）  

0  

●OK （8q／kgdrywt）  

12（XI   8（IO    ■00  0  ヰ00  8（X〉   1Z00  

60  40  20  0  O  ZO  40  80  

濃■鶉t  
（t〉  

0  4  8  12  12  8  ■  0  

PH  

600    ヰ00    2（X）  

O                  t九伝書事                  （ルS′cm）  0    2（泊   400   ち（カ  

固3青緑樹林内土壌と需葉蠣欄内土壌の比較  
＊危幹事5t．＊■：危験率1％  

へ の 移 動 を 起 り に く く し た も の と 考 え ら れ る。  
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Ⅰ－19 事故地域における河川水中放射性核種の溶存形態  

日本原子力研究所  
松永 武、長尾誠也＊、武田聖司、  
上野 隆、天野 光（＊現・北海道大学）   

1．緒言   

水環境における放射性核種の移行挙動の理解を進める目的で、チ  
ェルノブイル原子力発電所近傍の地域において、チェルノブイル事  
故により放出された放射性核種の河川水中の溶存形態について研究  
した。すなわち、放射性核種が水中の溶存化学種とどのように結び  
ついているかを把握するために、限外ろ過の手法を適用した野外環  
境での観測結果と、溶存化学種に関するモデル計算結果を報告する。   

2．調査研究の概要  

（1）実験手法と結果   

チェルノブイリ原子力発電所の西方約7km にあるサハン川にお  
いて河川水を採取し（1998 年4月）分画分子量10万、1万、1  
千のフィルタを用いて限外ろ過を行った。ただし、分画分子量はあ  
くまで目安であり、分画結果は分子の形状にも依存するので、実体  
上の分子量そ 
239，240pu、241Am の定量を行っ■た結果を表1に示す。90sr と  
239，240pu・241Am について対照的な結果となった。90srでは分  
画分子量1千以下が卓越したのに対して、Pu、Am 同位体では1  
万から10万の成分が中心であった。溶存有機物の指標となる溶存  
有機炭素濃度は、分画分子量1千以下が最も多く、約 40％を占め  
た。分画のスキームを分画分子量1万以上、以下の2つの画分とし  
て、1996－1998年の間にサハン川を含む周辺の複数地点で行った。  
その分析結果においても、表1の結果と整合する結果が得られた。  
溶存放射性核種についての分析結果は、Pu、Am同位体が高分子  
量の溶質と結びついていることを示している。溶存元素の分析結果  
を考慮すると、その溶質はケイ酸アルミニウムなどの無機コロイド  
ではなく、高分子量の天然有機物（腐植物資）の一部であることが  
示唆された。   

（2）錯体形成モデルによる考察   

上記の野外環境での観測結果を、より一般的に根拠づけるために、  
錯体形成モデルによる考察を行った。腐植物質ならびに溶存する無  
機化学種を配位子として、溶存放射性核種との錯形成を化学平衡モ  
デルで表した。チェルノブイリ地域の環境条件を用いて、平衡条件  
での溶存化学種の存在比率をAm・Pu・Sr同位体について計算し  
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た。その結果、Am、Pu の大部分が腐植物質と錯体を形成すると  
評価された。また、90sr については、腐植物質との錯体形成は期  
待されない。一般性を求めて、同様の推定を日本国内の久慈川の河  
川条件で行った（放射性核種濃度は表1の値を仮定）。久慈川の溶  
存有機物濃度（l－2mg／Q）はチェルノブイル地域河川（8－30mg／  
8）に比較して1桁低いが、その環境条件でも河川水中のPu・Am  
の大部分は腐植物質と錯形成して存在するであろうと推定された。  
いいかえれば、卜2mg／8の溶存有機物濃度は、そのような錯形  
成を起こすのにまだ十分な濃度であることが示唆された。さらに、  

溶存有機物が0．1（mg／8）以下では、設定した核種濃度の条件下で  
腐植物質との錯体の存在割合は10％ 以下となり、代わって炭酸錯  
体が優先してくると推定された。   

3．結語   

本調査研究により、水中に溶存する 239・240pu、241Am につい  
ては、高分子量の溶存有機物との錯体形成が、それら核種の溶存形  
態に大きな役割を一般に有していることが示唆された。ここで示し  

た手法と成果は、放射性核種の挙動の理解に有効であると同時に、  

水中の有害元素の挙動にも応用できる。今後、放射性核種のみなら  
ず、水環境のトータルな安全性確保を目指して、集水域における物  

質の移行挙動研究の課題へそれらを活用する計画である。  
（本調査研究は、日本原子力研究所とチェルノブイリ国際研究科学  
技術センターとの研究協力の一部として行ったものである。）  

表1 チェルノブイリ事故地域河川水中放射性核種の溶存特性  

（サハン川、1998．4）  

90sr  239，240pu  241Am  溶存有機炭素  

水中濃度  2．4xlO3  5．4xlO－1  l．Ox10－1  25．1  

（mBq／L）  （mgC／L）  

限外ろ過結果   

分子サイズ  
（dalton）  

105＜  
104＜ ＜105  

103＜ ＜104   

＜103  

存在比率（％）  
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Ⅰ－20 チェルノブイル事故炉周辺における放射能調査一大気、降下物、土壌  

日本原子力研究所  

天野 光、上野 隆、松永 武  

1）緒言   

原研は汚染環境下における放射線影響の評価・解析のため、チェルノブイ  

リ国際研究センター（当時）と研究協定を締結し、「環境放射線影響に関する  

評価・解析及び評価システムの検証に関する研究」を行った。本報告では1995  

年の協定改正後の研究テーマの一つ「チェルノブイリ事故炉周辺環境におけ  

る長半減期放射性核種の動態に関する研究」の成果のうち、大気、降下物、  

土壌に関して原研が行った測定に関して報告する。事故炉周辺住民排除区域  

は、原子炉の事故により、放射性核種のホットパーティクル（核燃料起因微  

細粒子、以下HPと略す）としての存在割合が高く、超ウラン元素や137cs、  

90s一等が高濃度に存在している。核種の移動性の観点では、大部分の核種は  

依然として地表面付近に留まっているが、溶出し地下や河川に浸透する成分  

、懸濁態として河川に流出する成分等も存在している。  

2）調査研究の概要   

放射能調査研究を行ったのは、ウクライナ国における事故炉周辺の住民排  

除区域である。大気については、アンダーセン型大容量サンプラーで粒径別  

採取を行った。降下物については、区域内3箇所に水盤を設置し採取を行っ  

た。土壌については、区域内の数カ所において、砂質土、ボドソル土、ピー  

ト土の採取を行った。測定した主な放射性核種は137cs、90sl、Pu同位体、  

及び241Amである。  

3）結語   

図1にプリビヤチ市内の1995年より1998年までの137cs、155Eu及び241Am  

の降下量、及び区域内3地点での137cs降下量を示す。事故後10年経過後で  

は、降下量はほぼ横這い状態である。また137cs降下量は東海村と比較して  

約3桁高い値となっている。1999年4－5月での地表面大気中137csの空気力  

学的放射能中央径（AMAD）は4．8LLmであり、核実験フォールアウト起因の  

それと較べると、かなり大きな値となっている。   

図2には、区域内未撹乱土壌（左：松林砂質土、事故炉より西北西6km  

地点で1995年9月に採取、右：湿原ピート土、事故炉より南東6km地点で  

1996年9月に採取）における137cs、90sr、Pu同位体、及び241Amの深度分  

布を示す。図中松林未撹乱土壌Org層は、上から、AoL、AoF、AoH層であ  
り、土壌表層に堆積した有機物層である。濃度最大はAoH層にあり、事故  

当時、この層が植物を含め地表に存在していたと考えられる。深度分布は、  

未撹乱の砂質土及びボドソル土ではほぼ同様であるが、図右に示すピート土  
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では137csの透過性が高い。調査区域内における土壌中濃度レベルは我が国  

のそれと比較して、137csで約1－4桁高い。未撹乱土壌中放射能の大部分は  

地表に存在しているが、ごくわずかながら下方に浸透している成分も存在す  

る。今後は、得られた成果を、原研が開発中である核種移行挙動予測モデル  

MOGRA（モグラ）等に取込み、事故後の地表環境における核種移行挙動予  

測に役立てる予定である。  

（本研究は、原研とウクライナ国チェルノブイル国際研究センターとの研  

究協定のもとで行われた。本研究協力が順調に進捗するのに努力を惜しまな  

かった方々に感謝します。）  
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図1チェルノブイル住民排除区域における放射性核種の降下量  

（左図：プリビヤチ市内、右図：区域内3地点における137cs降下量）  
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Ⅱ．環境に関する調査研究  

（海洋）  
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Ⅲ－1  日本周辺海域の放射能の解析調査  

放射線医学総合研究所   

平野茂樹、山田正俊、青野辰雄  

1．緒言   

外洋を含む日本周辺海域の海水・海底堆積物・海産生物等に存在  

する放射性核種濃度を明らかにするとともに、その経年変化および  

水平・鉛直方向の分布の様相から、海洋におけるこれら核種の挙動  

の解明に資するデータを得ることを目的としている。今年度は海水  

および海藻中の99Tcの結果について報告する。  

2．調査研究の概要   

1）試料採取および分析方法  

各地沿岸より採取した海藻類を110℃で乾燥した後、電気  
炉で450℃、24時間で灰化する。その灰を5M硝酸に溶解し、  

トリーn－オクチルアミン、2－ブタノンを用いる溶媒抽出法で  

テクネチウムを単離する。2 価の銅イオンをキャリアーとし  
て用い、チオアセトアミドで硫化銅に共沈させたものを濾過  

捕集し、乾燥してβ－スペクトロメトリによりその放射能を  
測定した。  

2）結果  

平成12年度の茨城県ひたちなか市沿岸におけるウミト  
ラノオ，∫∂rg∂gg〟劇 古山ガムergノノ，中のテクネチウムー9 9の  

濃度は、20～40mBq／kg生の間で変動しており19 8 8年  

より観察している期間で最も濃度変動の少なくまた低い値  

であった。しかしながら、他の地方で採取された試料の濃度  

と比べるとまだ若干高い傾向にある。季節的変動と思われる  

変化は観察されなかった。また、海水中の濃度は検出下限（1  
0mBq）以下から20mBq／m3前後の値を示しており、これも  

同様に19 8 8年より観察している期間でも濃度変動の少  

なくまた低い値であった。特に、検出下限以下の時期が長く  

続いており 日本の他の地域とほぼ同じレベルになって来た  

と思われる。  

茨城県の北端に位置する北茨城市五浦海岸におけるウミ  

トラノオ中のテクネチウムー9 9の濃度は、5～7mBq／kg  

生であった。この値は日本の各地から収集したウミトラノオ  

中のテクネチウムー99の濃度と同じレベルに有り、この地  
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域では東海村の原子力施設の影響をほとんど受けないと考  

えられている。しかしながら、過去には3 0mBq／kg生を超え  

る濃度が数回観察されたことがある。この時期には那珂湊に  

おいても高い濃度のテクネチウムがウ ミトラノオで観察さ  

れていた。五浦は東海村から約6 0km離れているが、千葉県  

から茨城県の沿岸は黒潮と親潮が沖合で合流するために沿  

岸の潮の流れは複雑であり、東海村の原子力施設からの廃液  

放出の影響を受けていたことも考えられる。   

比較対照と して千葉県千倉と青森県六ヶ所村から採取し  

たウミトラノオ試料についてもテクネチウムの濃度を分析  

測定した。千倉の試料については19 9 3年から連続して測  

定しているが、5mBq／kg生を大きく超える濃度が観察される  

ことは無く、おそらく原子力施設からの影響の無い沿岸では  

これく らいの濃度が通常の値と考えられる。六ヶ所村の試料  

は、15mBq／kg生前後の範囲で変動することが同じ時期で観  

察されている。これはこの地方の沿岸が日本海からの対馬暖  

流の影響が強く 日本海の沿岸の試料のテクネチウム濃度が  

高いことと関連していると考えられる。   

ひたちなか市は東海村にある原子力施設からの影響を受  

けて他の地域よ りテクネチウムー9 9の濃度が常に高く観  

測されるが、その僅から算出される人間への被曝線量は無視  

できる量である。従って、数多く存在する原子力施設の何処  

から放出されるのかについて特定する必要は現段階では無  

い。近年茨城県で採取される各種試料から分析測定されるテ  

クネチウムー9 9の値が低くなる傾向が顕著である。またこ  

の核種は医療用の診断薬と して使用されるテクネチウムー  

9 9m の壊変生成物として少量であるが発生するので、医療  

機関からの排水等にも含まれて環境に放出される場合も考  

えられる核種であるので、今後河川水や上下水道の水を監視  

することも将来のモニタリ ング計画に入れる必要が生ずる  

と考えられる。  

3．結語   

次年度も引き続き、外洋を含む日本周辺海域において海洋試料を  

採取し、放射性核種濃度を測定して海洋における挙動の解明のため  

の基礎データの蓄積および経年変化を把握する。  
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Ⅱ－2  沿岸海域試料の解析調査  

放射線医学総合研究所  

青野辰雄、山田正俊、平野茂樹   

1．緒言   

日本沿岸における放射性物質の動向や放射性核種の分布の経時変  
化の調査を行い、これらをもとに、試料相互間の汚染の関連を解析  

し、将来の汚染を予測するためのデーターを得ることを目的に、原  

子力施設周辺等の沿岸海域における海産生物中の放射性核種濃度を  
測定した。   

2．調査研究の概要  

試料は、青森、茨城、千葉及び熊本各県の沿岸等で採取した海  
産生物（海藻類）を用いた。採取した試料は秤量後、110℃で乾燥、  

450℃で灰化を行った。この灰化試料を硝酸で溶解し、陰イオン交換  

法、AMP法等により、核種毎に分離・精製した。239＋240puはアルフ  
ァスペクトロメーター、137csはベーターカウンターを用いて各試料  
の濃度を測定した。   

表－1に1999年～2000年に日本沿岸で採取したウミトラノオ（海  
藻類）中の239＋ユ40puと 137csの濃度を示す。今回分析した試料の濃  

度範囲は、 
239’240 puと137csがそれぞれ3．4－24．0、99－263mBq／kg一生  

重量であった。1994年から1998年までの茨城県のウミトラノオ（海  

藻類）中の239十240puと 137csの濃度平均は、それぞれ27±18、204  
±46mBq／kg一生重量であった。今回分析した海藻中の 239＋240pu と  
137cs濃度は、過去に報告されている濃度と有意な差は認められなか  
った。  

3．結語  

次年度も引き続き、沿岸海域、特に原子力周辺海域において海  

洋試料を採取し、これらの放射性核種濃度を測定して、汚染防止の  

ための基礎データーの蓄積および経年変動を把握する。  
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表1 日本沿岸における海藻中の239＋240puと 137cs濃度  

採取地  採取年月日  海藻名  
239＋240pu   137cs  

青森県深浦 1999年  

2000年  

オ
オ
 
 

ノ
 
ノ
 
 

ー
フ
ー
フ
 
 

ト
 
ト
 
 
 

、
、
、
「
「
「
 
 

ウ
ウ
 
 

日
 
日
 
 
 

l
 
 
1
 
 

つ
J
 
2
 
 

月
 
月
 
 

5
 
′
」
U
 
 

10．2±0．4 161±16  

7．3±0．4  99±16  

青森県今別 1999年6月1日  

青森県泊   1999年6月29日  

ノ
 
 

ー
フ
 
 

ト
 
 
 

、
「
「
 
 

ウ
 
 

オ  

ノオ  

24．0±1．0 142±15  

13．0±0．6 119±16  ー
フ
 
 

ト
 
 
 

「
、
「
 
 

ウ
 
 

茨城県五浦 1999  

2000  

「
「
「
、
「
「
 
 

ウ
ウ
 
 

日
 
日
 
 
 

7
 
0
ノ
 
 

l
 
l
 
 
 

月
月
 
 

5
 
5
 
 

年
年
 
 

トラノオ  

トラノオ  

10．0±0．4 263±19  

12．4±0．4 156±17  

茨城県磯崎 1999年  オ
オ
 
 

ノ
 
ノ
 
 

ラ
ラ
 
 

ト
 
ト
 
 

「
「
「
、
、
「
 
 

ウ
ゥ
 
 

日
 
日
 
 

0
0
 
3
 
 

1
 
1
 
 

月
月
 
 

つ
J
 
5
 
 

17．2±0．7 111±17  

15．7±0．7 99±16  

11．7±0．6 147±18  

13．7±0．4 138±17  

年
年
年
 
 

1999  

2000  

2000   

オ
オ
 
 

ノ
 
ノ
 
 

ー
フ
一
フ
 
 

ト
 
ト
 
 
 

、
「
、
、
「
「
 
 

ウ
ウ
 
 

日
 
日
 
 
 

7
 
7
 
 

2
 
2
 
 

月
月
 
 

1
 
3
 
 

茨城県平磯  日
 
日
 
 
 

l
 
l
 
 

月
月
 
 

0
 
0
 
 

1
 
 
1
 
 

年
年
 
 

0
ノ
 
0
ノ
 
 

0
ノ
 
0
ノ
 
 

0
ノ
 
0
ノ
 
 

l
 
l
 
 

アラメ  

ウミトラノオ  

5．0±0．3 118±12  

3．4±0．2 148±12  

千葉県館山 1999年5月17日 ウミトラノオ 9．2±0．5 162±21   

熊本県熊本 1999年3月29日 ウミトラノオ 12．3±0．9 189±21  

（単位：mBq／kg一生重量）  
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Ⅲ－3  日本海深海海域における底生生物の生物相と放射能  

（独）水産総合研究センター 中央水産研究所  

森田貴己   

1．緒 言  

旧ソ連・ロシアによる放射性廃棄物の海洋投棄の影響を明らかにするため、平成8年度から   

日本海深海域に生息する底生生物の放射能水準を把握することを目的とした生物調査を継続し   

ている。本稿では、平成11年度に実施した生物調査の概要を報告する。   

2．調査研究の概要   

① 調査航海と調査海域  

北西太平洋の深海生物調査を数多く実施し、採集技術に長じている水産庁中央水産研究所  

所属（現：（独）水産総合研究センター所属）調査船蒼鷹丸を用い、平成11年7月18日から8月  

6日までの間、平成10年度までの調査により得られた知見を考慮して選定した調査点（表一   

1）で調査を行った。また、比較対照海域として、平成10年度から太平洋深海域を設定して  

いるが、平成11年においては、加えてオホーツク海域を設定した。  

② 試料採集  

底生生物の採集は、「蒼鷹丸式深海篭網漁法」と「蒼鷹丸式ベントスネット」を用いた。  

採集した試料は、－20℃以下で保存し研究所に持ち帰り保管した。   

③ 核種分析  

試料は摂氏450度以下で所定の操作を行い灰化物を調整し分析に供した。このうちセンジュ  

ナマコの消化管と胃内容物試料は乾燥後に分析に供した。核種分析は、HpGe半導体検出器に  

よるγ線スペクトロメトリーにより計測時間20～32×104秒で行った。分析対象核種は、7Be，  

54Mn，S8co，60co，5Szn，9るZr，95Nb，103Ru，108Ru，126sb，124cs，一34cs，144ce，108m Ag，‖OmAg，20TBiの16核種とした。   

④ 調査結果と考察  

ア．試料採集  

各地点で採集された試料の一覧を表－2に示した。このうち、日本海最深部（篭－1）は、  

平成10年度においても調査を行ったが、いずれも生物が採集されなかった。そこで、この  

地点における生物の存在の可能性及び深海への餌供給に関する知見を得ることを目的とし  

て、今回の調査時、この地点にセジメントトラップを設置した。なお、このセジメントト  

ラップは1年後に回収する予定である。  

イ 放射能濃度  

表一3に各試料の放射能濃度を示した。なお、計数値の3ロ以下のデータも参考値として  

示した。生物試料から検出された核種はCs－137とAg－108mであった。Ag－108mは平成10年度  

の調査結果でもベニズワイガニの肝膵臓から検出されているが、この値はこれまでに報告  

されている値と同程度であり、特に異常値としては認められなかった。また、オホーツク  

海で採集されたズワイガニ（ベニズワイガニと近縁種）の肝膵臓からもAg－108mが検出された  

が、ベニズワイガニと比較して値が低かった。現在、Ag－108mの起源は過去の核実験による  

ものと考えられており、過去に核実験が行われていないオホーツク海で採集されたズワイ  

ガニのAg－108mの濃度が低かったことは、その知見を裏付けたものとなった。   

3．結語  
平成8年度から今回で4回目の調査を実施したが、これまでの調査から得られている値と比   

較して異常値は検出されなかった。このことから、現在のところ旧ソ連・ロシアによる放射性   

廃棄物の海洋投棄の影響は極めて少ないと考えられる。平成11年度はオホーツク海においても   

試料採集を行い比較対照海域を増やすことによって調査を充実させたため、Ag－108mの分布に関   

して新たな知見を得ることができた。  

今後も旧ソ連・ロシアによる放射性廃棄物の海洋投棄の影響評価を目的として日本海深海域   

とその比較対照海域の調査を継続する予定である。  
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表－1  

調査点  緯度  緯度  水深（m）  

セジメントトラ  40－5錮   137－58E  3570m   

ベントスー1   40－02日   144－00E  4270m  
1
 
2
 
3
 
4
 
5
 
－
 
 
■
 
 
■
 
 
－
 
篭
筈
二
篭
篭
を
 
 

39－42IJ   136－40E  2383m  

135－60E  1430m  

135－24E  528m  

139－28E  3355m  

144－06E  350m  

39－59日  

39－56N  

39－29日  

39－29N  

表－2  

調査点  採集生物名  

ベントスー1 エボシナマコ ソコダラ類 ヒトデ類  

篭－1   ツノアゲソコエビ  

篭－2  ペニズワイ ビクニン ゲンゲ類  

篭－3  ズワイガニ ホッコクアカエビ ツ／くイ  ゲンゲ類 力づ  

篭－4   採集物無し  

篭－5  ズワイガニ アブラガニ  

表－3  

試料名  採集地点  部位  放射能濃度 （Bq／kg－Wet）  

Cs－137濃度  Ag－108m  

ツノアゲソコエ  篭－1  全体  0．021±0．0056  

ペニズワイ  篭－2  筋肉  0．020±0．0071＊  

甲羅  ND（検出限界以下）  

肝膵臓 0．0045±0．00440．13±0，0066  

ホッコクアカエ  篭－3  全体  0．047±0．0049  

ズワイガニ  篭－5  筋肉  0．016±0．053＊  

甲羅  0．014±0．016＊  

肝膵臓 0．0097±0．044■0．015±0．0043  

（注）＊は、参考値（3J以下）  
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正一4  近海海産生物放射能調査（東シナ海海産生物放射能調査）  

（独）水産総合研究センター 中央水産研究所  森田貴己、南迫洋子、吉田勝彦  

西海区水産研究所 早瀬茂雄、澤野敬一、横内克巳  

1．緒 言   

水産資源の安全性の確認及び不測の事態に備えるため、日本周辺海域に生息する主要海産生  

物の放射能水準とその経年変化を把握することを目的とした生物調査を継続している。本稿では、  

東シナ海域において平成11年度に実施した生物調査の概要を報告する。  

2．調査研究の概要   

① 採取試料  

東シナ海海域の主要海産生物である魚類3種（マアジ、タチウオ、シログチ）、貝類1種   

（サザエ）、頭足類1種（マダコ）、海藻類1種（ワカメ）、甲殻類1種（コウライエビ又は   

ウチワニビ）の7種類を指標生物として、平成3年度の調査から継続して固定種として試料と   

してきた。平成6年度からは、旧ソ連・ロシアによる放射性廃棄物の海洋投棄問題に対処する   

ため、東シナ海域を日本海沿岸・沖合域及び北千島・オホーツク・北海道北部海域における海   

産生物放射能調査の対照区の一つとして位置づけることとし、新たに魚類2種（ゴマサバ、ア   

マダイ）を指標生物に加え、合計9種を固定種とした。さらに、現在まで未分析か分析件数の   

少ない生物種を選択種として試料に加えることにより、調査内容の充実及び新たな指標生物の   

選定を目指しているが、平成11年度調査においてはコウイカを選択種とした。以上の合計10種   

類を年1回の間隔で採取し、分析試料とした。   

② 核種分析  

試料は、採集年月日、採集位置、平均体長、体重等を記録し、必要に応じて各部位（筋肉、   

内臓、肝臓等）に分別し、450℃以下で所定の操作を行って灰化物を調製し分析に供した。核   

種分析はGe半導体検出器を用い、計測時間16～32×104秒で行った。分析対象核種は、科学技   

術庁放射能測定法シリーズ7に記載されている対象核種の中から、半減期が30日を越える  

54Mn60co，65zn，137cs，144ce等13核種に108nAg、110nAg、207Biの3核種を加えた16核種とした。   

③ 分析結果  

平成11年度の分析結果を付表に示した。また、ウチワエビについての137cs濃度の経年変化   

を，マダコ及びサザエの2種類についての108nAg及び110mAgを付図に示した。137csは全ての魚   

類試料から検出されたが、その濃度の経年変化は昨年度までの調査と同様に横ばいか、やや減   

少傾向が認められた。マダコ肝臓から108nAgが0．16±0．01Bq／kg．wetの濃度で検出されたが、   

108mAg濃度は過去の変動幅の範囲内であった。ウチワニビ内臓，コウイカ肝臓からも108血Agが   

検出されたが、それぞれ0．08±0．014Bq／kg．wet，0．067±0．01Bq／kg．wetであった。選択種コウ   

イカの肝臓から検出された108mAgは、日本周辺海域のスルメイカ類と同レベルであり、平成   

10年度に選択種としたケンサキイカ同様指標生物になりえることがわかった。  

3．結 語  

日本周辺海域の水産資源の定常時における放射能水準を常に把握することができる本調査は、   

不測の事態に備えるものとして、その必要性が益々増加すると考えられる。  
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Ⅱ－5  日本周辺海域海底土の放射能調査   

（独）水産総合研究センター中央水産研究所  鈴木頴介  

日本海区水産研究所 平井光行、山田東也、市橋正子   

1）緒言   

日本周辺海域の海底土に蓄積されている人工放射性核種の分布及び変動傾向を知  

るために、昭和60年度から日本周辺の沿岸、沖合及び外洋域の海底土の放射性核種  

分析を行っている。平成4年度からは、以前の結果を参考にして、幾つかの海域に  

定点を設定、さらに旧ソ連・ロシアによる放射性廃棄物の海洋投棄が明らかになっ  

たのに伴い、6年度から日本海側の調査地点を拡充し、さらにオホーツク海側の地  

点の調査も随時行うようにした。   

2）調査研究の概要   

海底土試料は、太平洋側の常磐沖、相模湾、駿河湾、日本海側の佐渡海盆、利尻  

海盆、岩内沖、大和海嶺、及びオホーツク海側の紋別沖、斜里海底谷の各地点から、  

平成11年度に水産庁調査船蒼鷹丸及びみずほ丸によって柱状採泥器を使用して、採  

取した。乾燥試料について、Ge半導体検出器によるγ線核種分析及びPu同位体の  

放射化学分析、また一部地点については90Srの放射化学分析を行った。表層から10cm  

層までの2cm毎の各層の分析結果を表に示した。人工γ線核種の中で有意に検出され  

たのは、従来と同じく137Csと 207Biの2核種であった。表層の 0～2cm層における濃  

度は、太平洋側の6地点では137Csが1．1～4．4Bq／kg、207Biが0．4～2．2Bq／kg、239p240Pu  

が1．5～5．1Bq／kgの範囲に、日本海側4地点では137Csが2．2～7．5Bq／kg、207BiがND  

～0．3Bq／kg、239・240Puが0．5～2．9Bq／kgの範囲に、またオホーツク海2地点では137Csが  

1．0～2．8Bq／kg、207BiがND～0．5Bq／kg、239・240Puが 0．5～2．9Bq／kgの範囲にあった。日  

本海及びオホーツク海の3地点の試料について行った90Srの値は、表層については全  

てNDであった。表層で最大値を示したのは、太平洋側では一37Csでは常磐沖II、207Bi及  

び239・240Puでは相模湾Il地点、日本海側では137Cs、207Bi、239・2‘10Pu共に佐渡海盆であった。   

今回測定された各地点の値は、中央水産研究所及び他の諸機関によるこれまでの  

調査による結果の範囲内にあり、新規の汚染源による寄与は認められない。   

3）結語   

今年度の調査においても、特に異常な結果はみられなかった。今後も引き続き日  

本海側、太平洋側の沿岸・沖合域を中心にして、変動傾向の把握に努め、汚染の評  

価上必要な基礎データの蓄積を行う。  

表  海底土の核種分析結果  単位：Bq／kg乾土  

深さ（cm）  137c s  207Bi  239・210 p u  90sr  

1999．8．4 常磐沖I  

O～  2  

2～  4  

4′－  6  

6～  8  

8～10  

36ブ17’N，141107’E  697m  

2．9 ±0．15  0．98±0．11  3．1±0．18  

3．1±0．17  0．61±0．11  3．3 ±0．19  

3．4 ±0．15  0．96±0．11  3．4 ±0．17  

3．8 ±0．13  1．0 ±0．088  3．6 ±0．19  

3．2 ±0．13  0．72±0．091  3．4 ±0．18  

（＊ 検出下限値未満）  
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表  海底土の核種分析結果（続き）  単位：Bq／kg乾土  

深さ（cm）  137c s  207Bi  239，240pu  90s r  

1999．8．4 常磐沖Ⅱ  36e17’N，141亡42’E   1720m  
O一－ 2  4．4 ±0．16  0．78 ±0．11  2．6 ±0．14  
2′、 4  4．6 ±0．18  1．2 ±0．13  3．2 ±0．17  
4～ 6  4．8 ±0．18  1．0 ±0．12  2．9 ±0．16  
6～ 8  4．1±0．16  0．68 ±0．11  
8～10  1．6 ±0．13  0．29 ±0．085  

1999．8．5 相模湾Ⅰ  35＝11’N，139ニ26’E  867m  
O～ 2  1．1±0．095  0．73 ±0．074  1．9 ±0．10  

2～ 4  1．3 ±0．086  0．90 ±0．067  2．6 ±0．14  

4一－ 6  1．6 ±0．093  1．1 ±0．079  2．6 ±0．15  

6一－ 8  0．91±0．059  0．69 ±0．072  1．2 ±0．07  

8～10  0，36±0．059  0．25 ±0．046  0．85±0．056  

1999．8．5 相模湾Ⅲ  35こ02’N，139ロ25’E   1250m  
O～ 2  4．2 ±0．20  2．2 ±0．16  5．1±0．29  

2～ 4  3．8 ±0．18  2．0 ±0．13  5．2 ±0．30  

4′－ 6  4．4 ±0．17  2．1±0．13  5．2 ±0．29  

6～ 8  4．8 ±0．18  2．9 ±0．12  6．2 ±0．31  

8～10  7．3 ±0．18  3．6 ±0．13  6．7 ±0．39  

34⊂38’N，138こ21’E  320m  
3．9 ±0．14  0．40±0．095  1．5 ±0．06  

3．5 ±0．13  0．48±0．083  1．8 ±0．08  

4．3 ±0．14  0．55±0．094  1．6 ±0．07  

4．2 ±0．17  0．61±0．10  1．9 ±0．08  

4．8 ±0．17  1．0 ±0．11  2．1±0．11  

1999．7．15 佐渡海盆  37048’N，138〇32’E  515m  
O～ 2  7．5 ±0．18  0．45±0．11  2．9 ±0．18  
2～ 4  5．9 ±0．17  0．42±0．097  2．5 ±0．13  
4′－ 6  9．4 ±0．19  0．92±0．10  3．0 ±0，18  
6～ 8  8．9 ±0．19  0．94±0．11  3．1±0．17  
8～10  5．8 ±0．16  0．83±0．098  2．1±0．10  

45ニ00’N，144ニ05’E  217m  
2．9 ±0．15  ＊  1．0 ±0．08  ＊  
3．1±0．13  ＊  1．1±0．08  ＊  
3．6 ±0．13  ＊  1．2 ±0．08  ＊  
3．2 ±0．14  ＊  1．2 ±0．07  0．76±0．24  

2．9 ±0．13  ＊  0．99±0．068  ＊  

1999．7．30 斜里海底谷  44C20’N，144041’E   1280m  
O～ 2  4．1±0．20  ＊  2．8 ±0．21  ＊  

2～  4  2．3 ±0．13  ＊  1．2 ±0．09  ＊  

4′一－  6  0．90±0．12  ＊  0．65±0．050  ＊  

6′－   8  0．34±0．11  ＊  
8～10  ＊  ＊  

1999．7．29 看り尻海盆  45ニ17’N，140〇50’E  512m  
O～  2  4．2 ±0．15  0．32±0．091  1．8 ±0．12  ＊  

2～ 4  3．9 ±0．16  0．27±0．086  1．6 ±0．11  ＊  

4～ 6  2．8 ±0．15  ＊  1．4 ±0．10  ＊  

6～ 8  2．9 ±0．13  ＊  1．3 ±0．06  ＊  

8～10  2．1±0．15  ＊  0．84±0．063  ＊  

43つ01’N，140二22’E  410m  
3．0 ±0．15  ＊  1．9 ±0．10  

3．9 ±0．15  0．25±0．081  2．1±0．11  

4．2 ±0．14  0．26±0．073  2．3 ±0．13  

3．8 ±0．11  0．32±0．060  2．0 ±0．11  

3．5 ±0．17  0．40±0．092  2．0 ±0．12  

1999．7．22 大和海嶺  39¢50’N，135つ53’E  l188m  
O～  2  2．2 ±0．13  0．25±0．086  0．48±0．039  

2′－ 4  1．5 ±0．14  ＊  0．30±0．024  

4～ 6  1．9 ±0．15  ＊  0．55±0．039  

6～ 8  1．5 ±0．12  ＊  0．44±0．035  

8～10  0．48±0．12  ＊  0．16±0．017  

（＊ 検出下限値未満）  



Ⅱ－6 海洋表層から深海へ鉛直輸送される人工放射性核種に関する研究  

（独）水産総合研究センター中央水産研究所  

皆川昌幸、森田貴己、鈴木頴介   

1J緒言   

旧ソ連・ロシアによる放射性廃棄物の海洋投棄の影響を調べるため、平成7年から日本海を中心と  
した我が国周辺の深海域で生物・海底土中の放射能レベル把握の恒常的モニタリング調査を行ってい  

る。過去のチェルノブイリ原発事故後の調査により、海洋へもたらされた放射性核種は沈降粒子に捕  
らえられて深海へ急速に輸送されていることが明らかにされている。この沈降粒子は、主にプランク  
トン等の生物の遺骸と陸起源物質から構成されており、深海域の放射能レベルを決める大きな役割を  
持つものと考えられる。そこで、上記調査の一環として海洋表層から深海へ鉛直輸送される沈降粒子  
中の放射性核種レベルの把握とその経年変動を調べることを目的として、平成10年より日本海深部に  
沈降粒子捕集装置（セジメントトラップ）を設置した調査を実施している．なお、本装置は翌年回収  
し、得られた試料は現在も計測中である。今回は、結果の一部を報告する。   

2．調査研究の概要  
1）調査航海と海域   

水産庁中央水産研究所（現（独）水産総合研究センター中央水産研究所）所属調査船蒼鷹丸により、  
平成10年7月18日から8月6日の調査航海において日本海盆深部地点SY99－00（4lO oo′N、1380  
00′E；水深3700m）に装置を設置し、翌年の調査航海にて回収に成功した（図1）。さらに同系統のも  
のを同地点に再設置した。   

2）試料採集と保存   

装置本体は、水深約1500mと3500mに設置されるように係留系を設計した。装置の形状は、大口径  
（0．5024m2）の時間分画式のものを用いた。試料採取は、上下とも1月間隔で1年間行った。沈降粒  
子を捕集する瓶には、あらかじめ純水で調製した10％中性ホルマリン5％塩化ナトリウム溶液を入れ保  
存中の試料分解を防いだ。回収後、試料を直ちに捕集瓶ごと冷蔵保存し持ち帰った。   
3）核種分析   

沈降粒子試料は、生物（SwiⅡ皿er）を取り除いた後0．4〃mヌクレポアメンプランフィルターで吸引  
濾過を行いフィルター上に捕集した。試料は、凍結乾燥し重量測定した後メノウ乳鉢で粉砕したもの  
を分析に供した。核種分析は、Ge半導体検出器によるγ核種分析により計測時間810×105秒で行っ  
た。測定対象とした核種は、7Be、54Mn、58co、60co、65zn、95zr、95Nb、103如、106鮎、108mAg、110mA g、  
1ぴsb、134cs、137cs、144ce、207Biの16核種である。また、他の天然放射性核種も対象とした。   
4）分析結果と考察   

各捕集瓶中の全粒子量は、乾重量で0．3 6gであった。全粒子束は、10月が最も低く、3 4月が  
大きく、その変動は約20倍であった（図2）。これは表層の生物生産の変動を反映したものと考えら  
れる。しかも、上層と下層で得られた全粒子束は同様な月変動を示しており、上層の変動が少なくも1  
月以内で下層まで伝搬していることを示していた。試料からは137csが検出され、沈降粒子中137csの  
放射能濃度は218m叫／gの範囲であった。この値は、日本周辺海域の海底土とほぼ同レベルな値で、  
特に異常な値として認められなかった。表には137csの沈降束を示した。137csの沈降束は、全粒子束と  
同様な傾向で約6倍変動していた。1年間の平均値は0．7mBq／m2／dayであり、これは過去1986年以前   
に短期間ではあるが他の海域で観測された値と同レベルか又は低い値であった。  

3．結語   

今回は、異常と思われる放射能の値は検出されなかった。このことは、現在のところ旧ソ連・ロシ   
アによる放射性廃棄物の海洋投棄の影響はないものと考えられる。今後は、試料の核種分析を継続し  
て行うとともに、経年的な変動を調べるため調査を継続し、不測の事態に備える基礎的データの蓄積   
を行っていく予定である。特に、沈降粒子は深海生物の餌となっていることから、その放射能水準を   
把握することは極めて重要である。   

これまで沈降粒子中の人工放射性核種の測定例は、どれも短期間であるため平均的なレベルを把握   
するには至らなかった。今回の調査では、これを月毎に1年間観測することに始めて成功した。その   
結果、定常時の放射能水準を把握できたことと、深海へ輸送される放射性核種量には季節変動がある   
という新たな知見を得ることが出来た。  
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Ⅱ－7  日本近海の海水及び海底土の放射能調査  

海上保安庁水路部海洋汚染調査室  

小嶋 哲鼓、三浦 幸広  

中内 博道、伊藤 禎信  

1．緒言   

本調査は、日本近海における放射性核種の分布及びその経年変化を把握することを目的と   
して、海水の調査は1959年より、海底土の調査は1973年に開始し、以降毎年継続して実施し   

ている。   

今回は、1999年の調査結果について報告する。  

2．調査の概要   

試料の採取は海上保安庁水路部及び管区海上保安本部が分担して海水試料は黒潮海域、親   
潮海域、日本海の各海域で表面海水を採取し、海底土は沿岸域で表面海底堆積物を採取して   

いる。   

採取試料は水路部海洋汚染調査室において放射化学分析を行い、海水は、90S r，137C s   
の2核種、海底土は、90S r，137C s，60Co，239・240Puの4核種について放射能測定を行っ   
た。   

表面海水中の90S r，137C sの経年変化を図－1に、海底土中の90S r，137C s，60Co，239・240  
Puの経年変化を図－2に示す。  

3．結語   

我が国周辺海域の海水及び海底土の放射能濃度は各核種とも長期的にみて減少傾向にある   

今後も調査を継続し日本近海における海水及び海底土の人工放射性核種を調査測定し、そ   
の濃度分布及び経年変化を把握する。  
mBq／且  

10  

9  

0  

7  

8  

】5  

■■  

3  

2  

1  

0  

t070  1975  T980  1985  1g目白O  1995  

mBq／亀  
TO  

9  

8  

7  

16  

5  

4  

3  

2   

「  

0  

1970  1975  1980  t085  TgH∋0  1095  

園－1 表面海水中の10S．r、冊Csの経年変化  
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Ⅱ－8  日本海の海水・海底土調査  

海上保安庁水路部海洋汚染調査室  

小嶋 哲哉、三浦 幸広  
中内 博道、伊藤 禎信  

1．緒言   

海上保安庁水路部は旧ソ連・ロシアの放射性廃棄物海洋投棄による海洋環境への  

影響を把握するため1993年より日本海の放射能調査実施している。   

今回は、1999年の調査結果について報告する。  

2．調査の概要   

調査は海上保安庁水路部測量船「拓洋」及び「天洋」により実施した。   

〔調査の概要〕  

日本海に9測点、オホーツク海に1測点を設けた。（図－1）   

〔試料採取〕  

（1）海水  

海水試料は、Om，200m，500m，750m，1000m，以下1000m間隔及び海底上50m  
の各層でそれぞれ100Lを採取した。  
（2）海底土  

海底土の試料は、スミス・マッキンタイヤー型採泥器で採取し、表層泥2cmのみを分け  
取り分析試料とした。   

〔分析項目〕  

海水、海底土とも90sr，137cs，60co，239・240puの4核種である。  

〔測定結果〕   

海水及び海底土中の調査結果  

をそれぞれ．表－1，2に示す。  

3．結語   

今回までの測定結果については   

ロシアによる海洋投棄された放射   

性廃棄物による海洋環境への影響   

は認められなかった。   

海上保安庁では毎年1回、同規   
模の調査を継続し日本海・オホー   

ツク海の放射性核種濃度分布及び   

経年変化を明らかにし、深海流調   
査と合わせて海洋投棄された放射   

性物質の拡散状況の解明にあたる。  

園－1放射能調査の試料採取点  
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♯一1 日本鶉・オホーツク♯ 放射t■霊♯兼（1粥伯年）一 義水  

測点  
採取位t   採取月日  分析桟欄・測定値（m8q／り  

深度  
番号      （水深） （ 封け♪川pu   10 co   ‖けc＄   DO 

m）   
sr   

NOl  36－34  131－29  8．28  0  0．004±0．001   －0．08±0．03   1．49±0．05   1．34±0．02  
193  0．030±0．002  －0．03±0．03   2．08±0．06   1．28±0．02  

482  0．043士0．003  －0．08±0．03   2．ヰ1±0．07   1．13士0．02  
717  0．048土0．003  －0．05士0．03   1．49±0．07   0．75士0．02  

1．020  0．037±0．003  －0．10±0．05   1．00±0．05   0．81±0．03  
（1．926）                                                                        1．870  0．035±0．003   0．03±0．04   0．28±0．03   0．22±0．01   

NO2  38－00  132－00  8．29  0  0．019±0．002  －0．01±0．04   2．26±0．10   1．22±0．02  
194  0．022士0．002  －0．03±0．05   2．29±0．07   1．44±0．03  
481  0．028士0．003   0．00±0．03   1．95±0．0（享   1．13±0，02  
721  0．037±0．004   0．01±0．04   1．73±0．05   0．99±0．02  
973  0．034±0．003   0．01士0．04   1．41±0．05   0．78±0．02  

（1．579）                                                                        1．520  0．039±0．004  －0．02士0．05   0．73士0．04   0．49±0．02   

NO3  38－42  132－58  8．3  0  0．008±0．001   0．05±0．04   2．15±0．08   1．34±0．02  
192  0．022±0．002  －0．01±0．03   2．23士0．07   1．07±0．02  
481  0．029±0．002   0．00±0．03   1．97±0．10   1．17士0．02  
721  0．035土0．003  －0．02±0．03   1．55±0．05   0．67±0．02  
959  0．040±0．003  －0．01±0．03   0．32±0．04   0．97士0．02  
1．900  0．040±0．003   0，04±0．04   1．27±0．05   0，25士0．01  

（2．780）                                                                                      2．730  0．043±0．00ヰ   0．02士0．03   0．23±0．04   0．18±0．02   

NO4  39－58  134－33  8．31  0  0．010±0．001   0．00±0．03   2．21土0．09   1．52±0．03  
191  0．020±0．002   0．02±0．04   2．23±0．08   1．35士0．03  
478  0．036±0．003   0．01土0．05   1．91±0．08 ． 0．90±0．02  
718  0．038±0．003   0．01士0．04   1．58±0．06   0．95±0．02  

（1．232）                                                          1．180  0．083±0．005  －0．04士0．04   1．15±0．07   0．59±0．02   

NO5  39－59  135－59  9．1  0  0．015±0．001   0，03±0．03   2．26±0．08   1．24±0．02  
194  0．032±0．002   0．0ヰ±0．03   2．25±0．0¢   1．31±0．03  
481  0，070±0．005  －0．03士0．03   1．84土0．08   1．09士0．02  
721  0．034±0．002   0．01±0．03   1．57士0．05   1．04士0．03  
973  0．091士0．005   0．05±0．03   1．24±0．05   0．73±0．02  

（1．388）                                                                        1．336  0．037±0．003  －0．01士0．03   0．71±0．04   0．41±0．02   

NO8  40－59  138－19  9．3  0  0．039±0．003   0．00土0．07   2．14±0．07   1．37±0．03  
192  0．077±0．005  －0．0ヰ士0．04   2．26±0．09   1．18±0．02  
ヰ70  0．044±0．003  －0．0ヰ±0．04   1．87士0．08  
722  0．075±0．004  －0．04±0．03   1．52±0．05  0．49±0．02  
939  0．044±0．003  －0．02±0．05   1．34±0．08   0．42士0．02  
1，820  0．0ヰ0士0．003   0．00±0．05   0．40±0．07   0．25士0．02  

（3．311）                                                                                   3．280  0．034±0．002   0．00±0．03   0．11士0．03   0．12±0．01   

NO7  41－26  137－25  9．ヰ  0  0．005±0．001   0．07±0．03   2．18±0．08   1．47±0．03  
190  0．017±0．002  －0．02±0．03   2．19±0．06   1．43±0．03  
482  0．032士0．003  －0．01±0．03   1．85±0．06   1．38±0．02  
729  0．124±0．008  －0．01±0．03   1．71±0．07   0．98±0．02  
988  0．041±0．003   0．03±0．03   1．49±0．05   1．13±0．03  
1，960  0．032±0．002   0．02±0．03   0．32±0．03   0．28±0．02  

（3．587）                                                                                      3．530  0．031±0．002   0．00±0．03   0．13±0．04   0．15士0．01   

NO8  43－00  137－30  9．5  0  0．005±0．001   －0．01士0．03   2．16士0．08   1．40±0．03  
193  0．018±0．002  －0．05±0．04   2．20±0．08   1．26±0．02  
484  0．030±0．002   0．02±0．04   1．94±0．07   1．25土0．02  
734  0．046±0．003  －0．04±0．06   1．80±0．05   l．16±0．02  
966  0．0ヰ1±0．002  －0．05±0．03   1．37±0．05   0．98±0．02  
1．910  0．032±0．002   0．00±0．03   0．41±0．04   0．27±0．02  

（3．618）                                                                                      3．560  0．028±0．002  －0．04士0．03   0．14±0．05   0．14±0．02   

NO9  44－19  140－50  5．18   0  0．008±0．001  －0．06士0．05   2．41±0．08   1．58士0．03  
（254）  204  0．013±0．001  －0．02±0．04   2．30士0．08   1．60±0．03   

NOlO  44－49  143－59  5．17   0  0．003±0．00l  －0．05±0．04   1．48±0．05   0．93±0．02  
（183）  132  0．006±0．001   －0．03士0．04   1．40±0．05   0．85±0．02   

表－2 日本濱・オホーツク鶉 放射能講壬結果（1粥周年）一 葉底土  

測点  
採取位覆    採取  試料厚  分析核種・測定価（Bq／kg一乾土）  

書号  
月日  
1999   （cnl）  2さ8・…pu   137cs   lOsr   8¢c。   

NOl  36－34．4  131－29．8  8．28   1．926  0－2  1．09 ±0．05  3．24 ±0．07  0．498±0．012  0．041±0．009   

NO2  38－00．0  132－00．0  8．29   1．579  0・｝2  1．12 ±0．05  2．65 士0，06  0．475±0．009  0．029±0．008   

NO3  38－42．9  132－56．6  8．3   2．780  0～2  0．023±0．003  0．23 ±0．03  0．023±0．004  0．017±0．008   

NO4  39－58．3  134－33．1  8．31   1．232  0■－2  0．57 ±0．05  2．40 士0．08  0．053±0．005  0．038±0．009   

NO5  39－59．2  135－59．0  9．1   1．38（；  0一－2  0．88 ±0．04  2．75 ±0．07  0．351±0．009  0．028±0．008   

NO6  40－59．3  136－19．6  9．3   3．311  0～2  0．¢8 ±0．04  5．19 ±0．11  0．791±0．013  0，059士0．009   

●  41－26．7  137－25．9  9．4   3．587  0・｝2  0．29 士0．02  1．50 ±0．05  0．306±0．008  0．010±0．008   

● ；  43－00．0  137－30．9  9．5   3．818  0－2  0．007±0．002  0．001士0．030  0．026±0．005  －0．003±0．008   

NO9  44－19．5  140－50．2  5．18   254  0～2  1．93 ±0．10  3．35 ±0．07  0．411士0．008  0．012士0．008   

NOlO  44－49．7  143－59．4  5．17   183  0－2  1．30 ±0．07  2．69 ±0．07  0．127士0．005  0．018±0．008   
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Ⅱ－9  日本海の深海流測定  

海上保安庁水路部海洋汚染調査室  

小嶋 哲哉、三浦 幸広  

中内 博道、伊藤 禎信  

1．緒言   

1993年に日本海・オホーツク海において旧ソ連■ロシアは固体の放射性廃棄物を金属性コンテナ   

に詰めて海洋投棄していたことが明らかとなったことから、海上保安庁では、放射性物質の拡散の   

可能性を把握するため、1994年から当該海域において毎年2測点の深海流観測を実施している。   

今回は、1999年9月～2000年5月までの約9ケ月間連続測定結果を報告する。  

2．調査概要   

係留系は、AANDERAA社製の流向流速計を海底上50mと100mに直列に配置し、男鹿半島西方  
（測点NO¶C）佐渡島北西方（測点NO－D）に海上保安庁水路部測量船「柘洋」で設置し、測量船「天   

洋」で揚収した。（図－1）測定間隔は60分間隔である。   

〔調査結果〕  

（1）流速ベクトル  

25時間移動平均の流速ベクトルを図－2に示す。  

（2）平均流況  

今回観測を実施した測点NO－C及びNOqD並びに以前に観測を実施したNO－1～8，及びNOuA，  
NO－Bの平均流向流速図を底上50m（図－3－1）、底上100m（図－3－2）に示す。  
（3）流向別流速頻度分布  

測点NO－C及びNO→Dの流向別流速頻度分布をそれぞれ図－4，図－5に示す。  

3．結語   

流速ベクトル図、流向別流速頻度分   

布図によれば、NO－Cは海底上50m，  

100m層とも北西方の流れが卓越して   

おり平均流速はそれぞれ、1．7cm／sec   

及び1．2cm／secであった。NO－Dの海   

底上50m層は北北西方、海底上100m   

層は北方の流れが卓越しており、平均   

流速は50m層が4．3crn／sec、100m層   

が5．1cm／secであった。また両測点と   

も地球自転による17～18時間の慣性周   

期が顕著である。   

平均流況図によれば、NO－1，NO－3，   

NO－4，NO－6，NO山Aは海底上100m層，   

50m層共に北ないし北東方向の流向が   

観測されているのに対し、NO－一一2，NO   

－5は、海底地形の影響を受け南西方向   

へ流れている。また、NO－B，NO－C，   

NODは北ないし北西方向の流れがみ   

られ、NO一一Dは今までの測点に比べ流   

れが強い。しかし＼07，NO8は海底   

が平坦なこともあって強い流れはみら   

れない。  

日本海全体の流況を把握するため、   

今後も空白部分の調査を実施する予定   

である。  

1卸◆  1箔●  140●  145◆  

図－1 深海流速計の設置点  
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Ⅱ－10   日本近海海域における海洋放射能調査  

気象庁気候・海洋気象部  

高谷祐吉、増山昭博  

1．緒言   

気象庁は、昭和32（1957）年に、核爆発実験や原子力の平和利用に伴う海水中の放射能汚染  

を調査する目的で、放射能調査研究費による「表層海水の放射能調査」として、海洋気象観測  

船及び南方定点観測船を用いて表面海水中の全β放射能の観測を開始した。その後も観測は  

継続され、現在は同調査研究費による「日本周辺海域における海洋放射能調査」として日本近  

海の11ケ所の観測定点において調査を行っている。  

2．調査研究の概要  

1）試料採水   

海水の試料は、気象庁海洋気象観測船により図1に示す観測定点においてそれぞれ年2回、  

夏季及び冬季に表面の海水を採水している（旧南方定点は年5回）。さらに、沖合の観測定点  

では1，000m深の海水も採水している。  

2）試料採取及び放射能測定   

海水中の人工放射性物質の採取には、以下の鉄一バリウム共沈法を用いている。   

試料海水5且を量り取り、塩化アンモニウム10gを加え加熱する。その後塩化バリウム溶液  

（0．0729mol／且）1m且を加え撹拝する。沸騰し始めたら硫酸第二鉄アンモニウム溶液  

（0．0895mol／且）1皿且を加え、アンモニア水溶液によってPH8．4程度に調整する。その後約  

2時間緩やかに加熱を続け、このとき生じた水酸化第二鉄の沈殿に、硫酸バリウム及び他の  

人工放射性物質を吸着させる。冷却後、定量用濾紙を用いて試料海水を減圧濾過し、デシケ  

一夕内で乾燥させ測定試料とする。   

全β放射能測定には平成6（1994）年以前はGM計数装置、平成7（1995）年からはガスフロー  

検出器を用いている。放射能既知の試料（平成12（2000）年6月まで八酸化三ウラン、7月より  

ストロンチウムー90）を標準として1試料につき40分ずつ3回測定し、平均値を試料の測定値  

としている。また自然計数として、試料の調整に用いた濾紙についても同様の測定を行い、  

先に得られた試料の測定値とここで得られた自然計数の測定値との差から、試料の真の放射  

能を求めている。  

3）結果   

表1に、日本近海海域の各観測定点における表面海水中の全β放射能の平均値、標準偏差、  

試料数等を示す。また、図2には主な観測定点における年平均値の経年変化を示す。   

各観測定点における全観測期間及び平成12年の各平均値は、0．03～0．05Bq／£の範囲にあり、  

全観測定点の全観測期間の平均値は約0．04Bq／見であった。0．08Bq／且以上の値（0．08Bq／且  

は全観測定点の全観測期間の平均値＋2ロに相当する：ロは標準偏差）は、いずれも昭和  

60（1985）年以前に出現しており、その後は0．08Bq／且以上の値は1度も現れていない。  
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3．結語   

近年においては、日本近海の海水中全β放射能は低いレベルで推移しているが、放射能汚  

染事故が発生した時に的確に対応するためには放射能のバックグランド値を把握する事が必  

要であり、今後も気象庁は日本近海における海水中の全β放射能の観測を継続する。なお、  

個々の測定値については、「大気放射能観測成績」（気象庁編、年刊）に掲載されており、こ  

れを参照されたい。  

表1 日本近海の観測定点における表面海水中の放射能（単位Bq／且）  

観測点  旧南方  

定点   PN－6   

（平成12年）  

平均値   

（過去全データ）  

平均値   

標準偏差  0．04  0．03  0．02  0．02  0．02  0．02  0．02  0，02  0．04  0．01  0．01  0．02   

試料数   367          44  

Bq／1   
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1000m海水  
点（表面海水）  

面及  
南方  

1955 1960 1965 1970 1975 1980 1985 1990 1995 2000 2005 年  

図2 主な観測定点における海水中の  
放射能の年平均値の経年変化  
◆：表面海水  
◇：表面海水（近傍30海里以内）  
×：1000m深  
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Ⅱ－11 海洋環境における放射性核種の挙動に関する研究  

気象研究所地球化学研究部  

青山道夫、広瀬勝己、五十嵐 康人、根本 和宏   

1、緒言   

1954年3月1日にビキニ環礁で行われた水爆実験により、第5福竜丸乗組  

員が放射性物質を含む降灰（いわゆる死の灰）による被曝を受けた事件を契機に   

して、日本における環境放射能研究が本格的に始まった。気象研究所地球化学   

研究部（当時は地球化学研究室）は、当時から環境の放射能を分析・研究でき   
る日本有数の研究室であり、海洋及び大気中の放射能汚染の調査・研究に精力   
的に取り組んだ。その結果、当時予想されていなかった海洋の放射能汚染、海   

洋を経由しての日本近海や太平洋中緯度域への輸送速度、さらには大気を経由   
しての日本への影響など放射能汚染の拡大の実態を明らかにすることができた。   

一方、海洋の人工放射性核種は1945年以前には全く存在しなかったものであ   
り、海洋の物理的循環、生物地球化学的素過程を解明するための最もすそれた  
トレーサーとなっている。海水中の人工放射性核種の分布や経時変動を解明し   
ていくことは、海洋学を発展させるとともに、海洋における放射性核種の挙動   
に関するモデルを確立させ、将来予測が可能になることでもある。   

今回は、1990年代に我々が西部北太平洋で行った観測結果および過去デ   
ータを収集した太平洋の海洋放射能HAMデータベースと全球降下量IGFDデ   
ータベpス（データベースに関する情報はhttp：／／www．mri－jma．go．jp／Dep  
／ge／dbhead．htmlを参照）から得られた北太平洋での137csの海水中蓄積量   
と陸上降下量についての検討結果を報告する。  

2、調査研究の概要   
気象研究所がこの40年以上にわたり蓄積してきた海洋放射能データとあわ   

せて、過去に報告されているデータ（国内外の論文や機関報告書等計約100   
編）を太平洋を主たる対象海域として、できる限り原形に近い形でデータを入  
力し、様々な単位系で記述されているデータを現在のBqの単位系に変換して、   
データベースに納める作業を行っている。現時点で表面について137csで約   
3400個、90srで2300個、Pu で2000個が納められている。また、約500組   
の鉛直分布のデータがあり、137csで約4300個、90srで2300個、Puで600  
個のデータが集まっている。これらのデータから海面からほぼ海底までの海水   
中蓄積量を推定できる162のプロファイルを抽出し、137csの海水中蓄積量を  

求めた。また、全球での陸上観測点での降下量についてもも減衰を考慮した  

137cs積算降下量を求めた。これにより、海水中蓄積量および陸上積算降下量を   
あわせて検討できるようになった。  

3、結語   

陸上での減衰を考慮した137cs積算降下量がほぼ最大となった時期に相当す   

る1960年台後半での全球での積算降下量／海水中蓄積量を図1にしめす。  
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すでによく知られているように核実験により北半球の成層圏に打ち上げられた  

137csは中緯度での活発な成層圏一対流圏交換の結果、陸上海洋上ともに北半球  

中緯度で積算降下量／海水中蓄積量が大きい。昨年度（平成12年度報告書）  
日本近海でのデータに基づく検討結果を報告しているが同様に、積算降下量／  

海水中蓄積量の関係は全球で矛盾せず、継ぎ目のない分布をしている。さらに、  

詳細に検討した結果、降水量の分布を反映して、海洋上での緯度分布は陸上で  
のそれより太平洋では南に寄っており、全球陸上での緯度分布が北緯40度か  
ら60度で最大を示すのに対し、太平洋海洋上では北緯30度から40度の西  
部北太平洋で最大となることが分かった。そして、陸上海洋上を問わず、積算  

降下量／海水中蓄積量と年間降水量との間には正の良い相関が認められる。積  
算降下量／海水中蓄積量と年間降水量の関係と、年間降水量の分布から、北緯  
30度から北緯50度のあいだの137cs総降下量を推定することができる。得  
られた値は330 pBq であり、過去に報告されている230 pBq  
（UNSCEAR2000から求めた値）の約1・5倍に相当する。このことは、過去の  

全球表面への降下量を再検討する必要があることと、そのためには陸上での降  
下量に関する研究だけでなく海洋における研究が必須であることを示している。  

図1全球での1960年代での積算降下量および海水中蓄積量  
単位：Bq／m2 白抜きが陸上観測点の1966年末での積算降下量、ハッチ付  
が海洋での1960年に観測して得られた蓄積量を示す  
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Ⅱ－12  原子力発電所温排水等により飼育した海産生物の放射能調査  

（財）温水養魚開発協会  

菊地徳瀦  床嶋純孝  

横須賀幸正 岩野剛志  

1．緒言   

原子力発電所等周辺の海域における主要な漁場の放射能調査等の総合評価に資するため、  

原子力発電所からの温排水等により飼育した海産生物等の放射能調査を実施した。  

2．調査研究の概要  

（1）実施場所等   

調査は、茨城県那珂郡東海村の日本原子力研究所東海研究所構内の当協会東海事業所に  

おいて実施した。試験池は12面（720rげ）、4m¢水槽2面、若干の′ト型水槽を使用した。飼  

育海水は日本原子力発電（株）東海第二発電所の温排水、東海発電所の自然海水を毎分18  

d取水した。通水温の維持のため適宜温排水、自然海水、混合取水をした。  

（2）飼育海産生物と放射能測定試料   

飼育海産生物の種類はマダイ、ヒラメ、メジナ、スズキ、クロダイ、クロソイ、プリ、  

シマアジ 、ウナギ、クルマエビ、アワビの11種類である。このうち9魚種を放射能測定試  

料として、クロソイ、シマアジは飼育をした。マダイ、ヒラメについては種苗生産を行い、  

マダイは当年魚、1年魚、咋鱒、ヒラメは当年魚、2年魚を飼育した。飼料はロットの異な  
るマダイ当年魚用飼料を3試料とマダイ親魚用飼料1試料を、砂泥は排水路定点に沈殿した  
2試料を採取した。飼育海水は平成12年2月29日、4月30日、6月30日、8月31日、10月31日、  

12月31日に各60立を採水した6試料を分析した。  

（3）飼育海産生物等の放射能測定   

海産生物、飼料、砂泥の放射能測定は137c s放射化学分析によった。海産生物は筋肉と、  

一部試料ではその他の部位について測定した。飼育海水については、γ線スペクトロメト  

リーによった。また239＋240 p u分析、90s r分析は脊椎骨を分析した。   

マダイ当年魚は13了c sの放射化学分析を6回行った。年度間を通し成長するなかで取り込  

みと排出定数を求めた。試料は（財）日本分析センターヘ送付し同センターにおいて放射能  

を測定した。放射性核種分析結果は、次表の通りであった。海産生物については、137c s  

は0．022～0．10Bq／kg生、239＋240 p uは検出下限値未満、90s rは0．094±0．021Bq／kg生で  

あった。  

（4）飼育海水の放射能測定   

試験池の注水口に水モニターを設置し、放射能監視装置（NaIシンチレイション3．7Bq／生  

検出）によって常時放射能を測定記録した。年間を通じ43．5～50．Ocpsであった。年度間を  

通じ安定し、平年の変動範囲であり、異常はなかった。  

3．結語   

飼育海産生物、飼料、砂泥、飼育水等の137c s放射性核種分析の結果、分析値は、魚種、  

飼育期間等による相違はなく、平成5年度以降の本事業における測定値の範囲内であり異常は  

認められなかった。 239＋240 p uは飼育海産生物、飼料ともに検出されなかった。 90s rはマ  

ダイと飼料から検出されたが過去の分析値の範囲であった。マダイ当年魚は6回のlユ7c s放  

射化学分析を行い、マダイが同化した137c sは飼料から同化した137c sの2倍に相当すると  

見なして、日々の給餌量から期間を通した同化率の計算式をつくり、市販ソフトを用いて、  

取り込み排出定数を求めた。取り込み定数は期間中に0．59から0．24までの範囲で漸減した。  

魚体からの日単位の排出定数は0．006766でり、生物学的半減期は102日であった。また、飼育  

水の放射能モニターによる測定値も通常の値であり異常は認められなかった。  
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表 飼育海産生物等の放射性核種分析結果  

5ヰMn  平均  

試料名  測定年月日   1”cs  60co  
YO sr   体重  

1＝ce   （g）   

マダイ4年魚  筋肉   13．2．22（Cs）  0．10士0．010  1059  H8．4．6  

脊椎骨  ＊   ＿H12，6．1   

脊椎骨   0．094士0．021  

マダイ天然魚  筋肉   13．2．22（Cs）  0．097士0．0099  1053  H12．6．1  

脊椎骨  13，2．13（Pu〉  蠣  

脊椎骨  13．3．1（Sr）  ＊   

マダイ1年魚  筋肉   13。2．22（Cs）  0．062士0．0081  245  Hll．2．16  

～H12．11，14  

マダイ当年魚  筋肉   13．：，21（Cs）  24．6  

～Hl：三，8．16  

13．2．21（Cs）  43．7  

13．2．23（Cs〉  50．9  

13，2．22（Cs）  64．0  

13．2．28（Cs〉  64．0  

13．2．28（Cs〉   69．2   

ヒラメ当年魚  筋肉  13．2．28（Cs）  113  H12．5．16  

脊椎骨  ＊   ～H12．12．27  

脊椎骨  ＊  

ヒラメ2年魚  筋肉   13．2．22（Cs〉  0．071士0．0089  1850  HlO．3．18  

～H12．10．27  

クロダイ  筋肉  13．2．22（Cs）  73．7  Hll．5．20  

その他   13．2．22（Cs）   －H12．12．8  

スズキ   筋肉   13．2．22（Cs）  0．077土0．0089  1340  H4．4．22  

その他  13．2．22（Cs）  0．044士0．0073  ～H12．10．27   

メジナ   筋肉   12．3．16（〔：s）  0，0∈蔓3±0．0090  610  H6．4．26  

～H12．8．17  

ウナギ   筋肉   12．2．21（Cs）  0．058土（）．0079  1530  S62。2．6  

－H12．8．31  

プリ   筋肉   13．2．22（Cs）  0．061士0．0082  237  H12．5．31  

～H12．12．6  

クルマエビ  筋肉   13．2．28（Cs）  0．073士0．0087  14．4  H12．6．1：Z  

、H12．12．25  

アワビ   可食都  290  Hll．8，12  

～H12．9．22  

マダイ当年魚  MUU  13．3，1（Cs）  0．064土0．019  H12．8．16  

配合飼料  MUJ   13．3．1（Cs）  0．065土0．016  H12．9．1  

MNR  13．3．1（Cs）  0．15 土0．021  H12．10．29   

マダイ親魚用  13．2，13（Pu）  ＊  H12．4．1  

配合飼料  13．3．6（Sr）  0．19±0．027   

砂泥  12．11．ユ9（Cs）  3．9 士0．22  H12．5，18  

13．2．15（Cs）  1．4 ±0．13  H12．12．6   

飼育海水  13．2．13（γ繰）  ＊  H12．2．29  

13．2．14（γ絹）  ＊  H12．4．30  

13．2．14（γ線）   ＊  ＊  H12．6．30  

13．2．13（γ線）  2．1 土0．31   雫  H12．8．31  

13．2．15（γ線）  ＊  H12．10．31  

13．2．9（γ線〉   ＊  ＊  H12．12．31   

（注）1．放射性核種分析値の単位は、海産生物、飼餌料はBq／k g生、砂泥はBq／k g乾二土、飼育水はmBq／見である。  

2．分析結果の表示は、計数値が、その計数誤差の3借を越えるものについて有効数字2桁、それ以外のものについては＊で表示し、  

誤差は計数誤差のみを表示した。  

3．分析結果は試料採取日に減衰補正したゥ  

4．（C s）、（Pu）、（S r）は各】31c s、2512‥pu、Ms rの放射化学分析、（γ線）はγ線スペクトロメトリー。  

5．試料名で同一魚種名がある場合のみ年魚を付した。順化から12月31日までは当年魚、以下順次1年魚、2年魚、3年魚とした。  
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Ⅱ－13  原子力発電所等周辺海域における海産生物、海底土  

および海水中 仁＝cs濃度の長期傾向  

（財）海洋生物環境研究所  

高田和夫、鈴木譲、稲富直彦  

篠田芳晴、長屋裕、吉田勝彦  

1．緒言   

当研究所が文部科学省からの委託を受けて昭和 58 年度より実施  

しているわが国の原子力発電所等周辺海域放射能調査において、海  

産生物、海底土および海水の大部分の試料中に継続して検出される  

137csの、平成12年度までの測定結果について、その長期傾向を統  

計分析により評価し、検討した。  

2．調査研究の概要  

1）評価方法   

試料採取年度xと137cs濃度 yとの一次関係における Ⅹの係数の  

正負およびその信栢区間に基づき、y の経年的な増減の有意性を判  

定した（Excel付属の回帰分析使用）。また、その程度を評価する  

ために、指数近似により減衰係数（年・1）を求めた。ただし、チェ  

ルノブイリ発電所事故による影響を避けるため、海産生物について  

は昭和 61～63 年度、海水については昭和 61年度の結果を評価対象  

から除外した。また、ND（検出下限値未満）数が、全データ数の  

1／3を超える生物種または測点は評価対象から除外した。  

2）結果   

評価の対象とした総計195の生物種および海底土、海水採取測点  

のうち、1生物種および下層水採取1測点に見かけ上の経年増加が  

認められたが、いずれも有意ではなかった。したがって、以下で経  

年変化といえば、経年減少を意味する。長期傾向の評価結果を表1  

に示す。評価対象数のうち、海産′壬ミ物については 6／7以上の生物種  

に、海底土については 3／4以上の測点に117cs濃度の有意な経年減  

少が認められた。－・方、表面水については、すべての測点で、137cs  

濃度の有意な経年減少が認められた。下層水においても経年減少が  

有意である割合は大きかったが（評価対象数の約 9／10）、表面水に  

比べると、その割合は減少した。卜層水の傾向を水深別にみると（表  

2 参照）、200m 以浅では全測点で有意な経年減少が認められるのに  

対し、200m以探（205～496m）では有意な経年減少を示す割合が60％  

程度に減少した。このことは、200m 以浅と以深において経年変化  

の傾向に違いがあることを示している。去1および2の最右欄に各  

試料中1j7cs 濃度の平均減衰係数をホす。海産生物、200m 以浅の  
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海底土、表面水および 200m以浅の下層水中の1j7cs 濃度は、ほぼ  

同様の減衰係数0．039、0．041、0．041および0．045年－1で減少した。  

一方、200m以深（203～528m）の海底土および200m以深（205～496m）  

の下層水中の137cs 濃度もこれより低いほぼ同様の減衰係数 0．026  

および0．025年－1で減少した。  

3．結語  

1）経年変化の傾向が判然としなかった海産生物および海底土中  

1j7cs濃度について、有意な減少を示す割合の多いことを認めた。  
2）表面水および 200m以浅の下層水中1ユ7cs 濃度が明瞭な経年減少  

を示すことを確かめた。  

3）200m以深の海底土および下層水中137cs濃度は、以浅におけるよ  

りも、緩慢に減少することが判明した。  

4）200m以浅および200m以深（200～500m程度）の各層において、海  

水中137cs濃度と海底土（200m以浅では海産生物を含む）中137cs濃  

度は平衡状態にあることが示唆された。  

表1原子力発電所等周辺海域における海産生物、海底土および海水中137cs濃度  

の長期傾向  

試料  評価数  経年減少  平均減衰係数  

（生物種  ②有意■3  ③有意で   ①、（卦の  （年－1）  

または  有意＊2  ないり   割合  

測点数）  （％）   

海産生物  38（1）◆1   29   4   5   86．8   0．039±0．003－5   

海底土  45（17）   23   12   10   77．8   0．036±0．002   

海  56   53   3   0   100   0．041±0．001  

水   56   45   6   5   91．1   0．040±0．002   

●1（）内はNDを含む生物種または測点の数を示す、●2p＜0．01、’30．01＜p＜0．05、●40．05＜p、  

－5標準誤差  

表2 水深別海底土および下層水中137Cs濃度の長期傾向  

試料   水深（m）  評価数  
経年減少  平均減衰係数  

（測点  
（年－1）  

数）  有意I2   ないり   割合  

（％）   

海底土   ＜200   30（17）■1   17   5   8   73．3   0．041±0．003●5  

＞200   15   6   7   2   86．7   0，026±0．002   

下層水   ＜200   43   42   0   100   0．045±0．001  

＞200   13   3   5   5   61．5   0．025±0．006   

●l（）内はNDを含む測点の数を示す、一三p＜0．01、り0．01＜p＜0．05、－ヰ0．05＜p、●5標準誤差  
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Ⅱ－14  メバルのIj7cs濃度の雌雄差について  

（財）海洋生物環境研究所 研究調査グループ  

飯淵 敏夫、石川 雄介、鈴木 譲  

1．緒言   

海洋環境放射能モニタリングにおいては、核種濃度の水準を把握することが  

主要な業務になるが、他方、調査結果の評価には、核種濃度の変動要因に関す  

る情報も重要である。当研究所では主なモニタリング対象種について、成長段  

階や食惟など核種濃度に影響する要因について検討を進めてきた。今回はメバ  

ルの137cs濃度の雌雄差について報告し、変動要因としての雌雄差について考  

察する。  

2．調査研究の概要  

1）方法   

福島県沖産のメバルを雌雄別、体重段階別に分け、各コンポジット試料につ  

いて、筋肉中の137csを化学分離及びβ線計測により分析した。また、同じ試  

料の一部について、個体別に安定Cs濃度をICPNMS法により測定した。また、  

試料負から耳石を採取し年齢査定を行った。これらのデータを137csの蓄積モ  

デルに当てはめ137cs濃度の雌雄差の成因について検討した。  

2）結果   

250g以上の体重区で雄の137cs濃度が雌よりも高かった。安定Cs濃度につ  

いても雄の方が雌よりも高かった。   

雌雄の成長速度は雌が雄よりもかなり速かったが、この成長速度の差による  

137cs濃度の希釈効果はわずかで、濃度差を説明することはできなかった。  

137cs濃度を変動させる要因としては、これまで食性、水温、体重などが知  

られてきたが（Kasamatsu，F．，＆【shikawa，Y．（1997））、メバルは雌雄で同じ場所  

に生活し（Shinomiya，A．，＆Ezaki，0．（1989））、同じ種類の餌を食べていると考  

えられる′ら・雌雄差を合理的に説明するためには、今の知見では摂餌量が雌雄で  

異なるとせざるを得なかった。  

3．結語   

魚類のL37csの排出速度は比較的大きいと考えるのが一般的であるが、他方  

で魚類における137cs濃縮係数は比較的高く、その論理的整合性が古くから議  

論されてきた。近年、行動量と137cs濃度との関連が論議されている（Ro、Van，  

D．］．，＆Rasl－1uSSen，J．B．（1995，L996））。これついてはまだ研究例は少ないが、魚  

類における137（二s濃度を説明する鍵となり得るかどうか、今回考察を加えた。  

137cs濃度の雌雄差については、他の魚種でもあるようなので、今後とも検討  

を続けていきたい。  
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Ⅲ－15  茨城沖海域における海洋構造と人工放射性核種濃度について2  
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1．緒言   

当海域では海水中の137C s，9L）S rの濃度が、塩分値とともに変化する現象が認められてお  

り、利根川からの淡水負荷や、黒潮の離接岸等の影響が推察されている。しかし当海域に影響を  

及ぼすと考えられる水塊と放射性核種濃度の関係は明らかにされていない。本調査は茨城沖海域  

において、水塊と放射性各種濃度の関係を明らかにすることにより、モニタリングデータの評価、  

解析に資することを目的としている。  

2．調査研究の概要   

図1に示す測点において平成12年5月（4日～6日）および10月（4日～6日）にCTD測定  

および放射性核種分析のための海水試料の採取を行った。  

表1 採水およびCTD測点位置および分析項目（2000年5月および10月）  
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370 00′ N  14lO 40′ E  137Cs，90Sr，239＋240 Pu，  

DO，栄養塩類は全層で測定  

‡採取層のBは海底直上（10～50m）を示す。  

3．結語  

400m以浅を便宜上、上層水とよぶ（図3）。T－Sダイアグラム（図2）から、上層水の塩分値  

は10月に比べ5月に範囲が広く、深層普遍水中では相対的に季節差は少なかった。上層水におい  

て137C s，90S rともに倍程度の濃度変動が認められたが、塩分との明確な関係は認められな  

かった。また深層普遍水では塩分と137C s，90S r濃度の関係に直線性が認められた（図4）  

239＋2」（－ Puの鉛直分布（図5）では前年度と同様に深度500m（中層水直下）に濃度極大（以  

下Pu極大層と呼ぶ）が認められた。またPu極大層と溶存酸素量（DO）（図6），栄養塩類  

（図7）の鉛直分布に関連性は認められなかったが、DO極／ト層の深度は栄養塩類の極大層の深度  

と対応していた。Pu極大層の特徴は他海域（青森、島根等）と異なっており、それぞれの海域  

特性に起因していると考えられる。各海域特性に対応した現象把握のために広域に同様のデータ  

を蓄積する必要があると考えている。  
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Ⅱ－16   茨城海域における放射性核種の海底への蓄積機構調査  

（財）海洋生物環境研究所 研究調査グループ  

篠田 芳暗，稲富 直彦．長屋 裕  

1．緒言   

海洋環境放射能評価事業の一環として、平成5年度から原子力発電所等周辺  
海域及び核燃料サイクル施設沖合海域において海底堆積物中の13Tcsと酢朋Puの  

分布及び蓄積全量（堆積物内全量）の調査を行っている。今回は、平成1l～12年  

度に茨城海域で行った調査の結果を報告する。  

2．調査研究の概要  
1）方法  

①試料採取   

図1に示す茨城海域の6測点（平成11年度3測点、平成12年度3測点）におい  

て、採泥部の長さIm、内径12cmの自連式柱状採泥器を用い柱状試料を採取し、  

海底表面から3cmごとの層に切り取り、分析試料とした。  

②放射能分析   

放射性核種の鉛直分布と蓄積全量を調べるため13Tcs，つ3＝10puの分析及び堆積速  

度を求めるため：川Pbの分析を行った。  

2）結果   

図2に放射性核種の鉛直分布の例として、測点17と18の結果を示す。－■Opb濃  

度は、ほぼ指数関数的な減少を示した。他の測点においても減少の程度は異な  
るが同様の傾向を示した。また、13Tcs及び一三39冊Puの分布についても…pb濃度と  

同様に指数関数的な減少を示した。   

表1に蓄積全量と堆積速度の結果を示す。蓄積全量と堆積速度の関係は今ま  

で調査した海域（北海道、福井、島根海域）はどはっきりとした相関は見られな  

かった。…朋Puの蓄積全量については、測点6を除き全量が直接の放射性降下  
量より多いことから、陸からの流入が示唆された。また、…刷Pu、 137cs共に測  

点により蓄積全量に大きな差が見られることから、堆積過程における7k平移動  

や、堆積後の鉛直・水平混合が示唆された。  

3．結語   
今回の調査結果では、今までの調査で見られた堆積速度及び蓄積全量が陸か  

らの距離（水深の増加）に伴って低下するという傾向があまり明確に見られなか  

った。これは、茨城県沖合が今まで調査した海域よりも堆積過程が複雑で、か  

つ堆積後の鉛直・7K平混合が激しいためと考えられる。   

このように、堆積速度や堆持物中全量は、海流や陸からの流入等の影響を受  

けるため、その傾向を把握するには、海域毎にデーー一夕の集積し検討する必要が  

あると思われる。  
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Ⅱ一17 平成12年度原子力発電所等周辺海域の海洋放射能調査  

（財）海洋生物環境研究所  

岩澤龍彦、中村 誠、高田和夫、原崎 尭  
河村虞巳、畠山 博、飯淵敏夫、稲富直彦  
篠田芳晴、鈴木 譲、石川雄介、吉田勝彦  
長屋 裕、（故）笠松不二男  

1．緒言  

本調査は、昭和58年度から実施している原子力発電所等周辺海   
域の海洋環境放射能調査であり、文部科学省が行う海洋環境放射   

能の総合評価に必要な基礎資料を作成することを目的としている。  
2．調査の概要  

1）調査方法  

北海道、宮城、福島（第1、第2）、茨城、静岡、新潟、石川、   
福井（第1、第2）、島根、愛媛、佐賀及び鹿児島の計14海域の   
主要漁場で漁獲された水産業上重要な海産生物を各海域3種類ず   
つ年2回（4－7月及び9～12月）、計84試料収集した。  
また、当該海域の各3測点において1回（4月下旬～6月下旬）、   
海底土（海底表面から深さ3cmまでの表層土）を計42試料及び海   
水（表面水、下層水）を計84試料採取した。  

海産生物試料及び海底土試料については、それぞれ灰化及び乾   
燥した後γ線放出核種を、海水試料については化学分離後、90Sr、  

134Cs 及び137Cs を分析・定量した。   
2）調査結果  

海産生物及び海底土のすべての試料において、対象γ線放出核   
種のうち、検出された人工放射性核種は137Cs のみであった。  
①海産生物  

魚類などの肉部の137cs 濃度範囲は表1に示すとおりで  
ある。  

②海底土  

海底土言式料の137Cs 濃度範囲は表2に示すとおりである。  
137Cs 濃度は、前年度までの調査と同様に、砂質成分の割  

合が多い試料では低く、シルト質成分の割合が多い試料では  
高い傾向を示した。  

③海水  

表面水及び下層水の90S r 及び137Cs 濃度範囲は表3に  
示すとおりである。各海域（1測点）における表面水の  
134Cs 濃度はすべて検出下限値未満であった。  

3．結語  

平成12年度に原子力発電所等周辺海域の主要な漁場で実施した   
海洋放射能調査の結果は上記のとおりであり、海産生物、海底土   

及び海水の放射性核種濃度はいずれも、ここ数年間の本事業にお   
ける調査結果と同程度であった。  
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表1 平成12年度海産生物試料の137Cs 濃度範囲  
（単位：8q／kg 生鮮物）  

年   度   
試 料 名   試料数   137Cs   

魚 類   0．06 ～ 0．28  

平成12年度  イカ・タコ類   ND ～ 0．04  

エビ類   0．038～ 0．08   

魚 類   350   0．04 ～ 0．35  

平成7～11年度  イカ・タコ類   ND ～ 0．08  

（注）NDは検 出 下 限値未満 を 示 す。  

表2 平成12年度海底土試料の137Cs 濃度範囲  
（単位：Bq／kg 乾燥土）  

年   度   
試料数   137Cs   

平成12年度   42   ND ～ 9．5  

（注）NDは検 出 下 限値未満 を 示 す。  

表3 平成12年度海水試料の90S r 及び137Cs 濃度範囲  
（単位：mBq／ ゼ）  

年   度   試料名   試料数   90Sr   137Cs   

表面水   1．2 ～ 2．0  1．9 ～ 3．1  

平成12年度  

下層水   42   1．2 ～ 2．0  1．6 へ／3．0   

表面水   252   1．2 ～ 2．4  1．8 ～ 3．6  
平成7～11年度  
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Ⅱ－18 平成12年度核燃料サイクル施設沖合海域の海洋放射能調査  

（財）海洋生物環境研究所  

岩澤龍彦、中村 誠、高田和夫、原崎 尭  
河村贋巳、畠山 博、飯淵敏夫、稲冨直彦  
篠田芳晴、鈴木 譲、石川雄介、吉田勝彦  
長屋 裕、（故）笠松不二男  

1．緒言  

本調査は、平成2年度から実施している核燃料サイクル施設沖  
合海域の海洋環境放射能調査であり、文部科学省が行う海洋環境  

放射能の総合評価に必要な基礎資料を作成することを目的として  

いる。  

2．調査の概要  

1）調査方法  

核燃料サイクル施設沖合海域の主要漁場で漁獲された水産業上  

重要な海産生物を10種類ずつ年2回（4～7月及び10～12月）、  
計20試料収集した。また、当該海域の16測点において、海底土  

（海底表面から深さ3cmまでの表層土）を1回（4月中旬～下旬）  
計16試料、海水（表面水及び下層水）を2回（4月中旬～下旬及  
び10月上旬～中旬）計64試料採取した。  
海産生物試料及び海底土試料については90Sr、γ線放出核種  

及び 239＋240 Pu を、海水試料については 3H、90Sr、γ線放  
出核種及び 239十240 Pu を分析・定量した。  

2）調査結果  

すべての調査試料において、対象としたγ線放出核種のうち、  

検出された人工放射性核種は137Cs のみであった。  

①海産生物  

魚類などの肉部の放射性核種濃度範囲は表1に示すとおり  
である。  

②海底土  

海底土試料の放射性核種濃度範囲は表2に示すとおりであ  
る。137cs 濃度は、前年度までの調査と同様に、砂質成分  
の割合が多い試料では低く、シルト質成分の割合が多い試料  

では高い傾向を示した。  

③海水  

表面7K及び下層水の放射性核種濃度範囲は表3に示すとお  
りである。  

3．結語  

平成12年度に核燃料サイクル施設沖合海域の主要な漁場で実施  
した海洋放射能調査の結果は上記のとおりであり、海産生物、海  

底土及び海水の放射性核種濃度はいずれも、ここ数年問の本事業  

における調査結果と同程度であった。  
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表1 平成12年度海産生物試料の放射性核種濃度範囲  
（単位：Bq／kg生鮮物）  

年 度   
試料名   試料数   90Sr   137cs   239＋240 Pu   

魚 類   ND   0．061～0．24   ND  
平成12年度  

イカ・タコ類   4   ND   0．03～0．04  ND～0．0010   

魚 類  82（69）  ND－0．021   ND～0．30  ND～0．0008  

平成7～11年度  

（注）NDは検出下限値未満を示す。   

（）内数字は98Srを測定した試料数を示す。  

表2 平成12年度海底土試料の放射性核種濃度範囲  

（単位：Bq／k・g 乾燥土）  

年 度   
試料数   90Sr   137Cs   239十240 Pu   

平成12年度   ND ～0．91   ND～7．0   0．44～4．1   

平成7～11年度   ND －1．3   ND－8．4   0．35～4．9   

（注）NDは検出下限値未満を示す。  

表3 平成12年度海水試料の放射性核種濃度範囲  
（単位：mBq／β）  

年 度   
試料名  試料数   3H   90Sr   137Cs   239十240 Pu   

表面水   四  100～280  1．0～1．9  1．7～2．5  0．003～0．011  
平成12年度  

下層水   四  ND～240  ND～1．8  ND～2．4  0．003～0．030   

表面水   田  100～340  1．3～2．6  1．7～3．4   ND～0．013  

平成7～11年度  

（注）NDは検出下限値未満を示す。  
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Ⅲ．食品及び人に関する調査研究  
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Ⅲ－1   環境試料及び人体臓器中の239●240p u等の濃度  

放射線医学総合研究所  

湯川雅枝、渡辺嘉人、西村義一、  

佐藤愛子、田中千枝子  
千葉大学   関谷宗英、長田文夫  
大妻女子大学   桜井四郎  

環境科学技術研究所   大桃洋一郎   

1．緒言   

核爆発実験などによって生成したプルトニウム等超ウラン元素は、  
大気、食品などの経路を通じて人体内に取り込まれる。これらの放  
射性元素による国民の被ばく線量評価のために環境から人体への移  
行の機構を知ることは重要である。また、α放射性核種による被ば  

く評価上重要なU及びT hに関しても、同様の見地から、環境試料  
及び人体臓器中の元素濃度測定を実施している。  
2．調査研究の概要   
2－1．人体組織試料採取  

近年、人体臓器の採取は倫理上の問題等により困難を極め、従  
前から秋田大学に依頼していた試料採取も、1991年以降のもの  
は入手出来ない状況となった。今後の採取についても可能性は考え  
にくい。人体中のプルトニウム濃度の実測定を継続するという意味  

から、千葉大学医学部との共同研究として胎盤の分析を試行した。  
また、従来の臓器試料との代替性についてのバリデーションも行う  

こととした。本年度は、異常妊娠に関する元素の母子間移行に重点  

を置いた千葉大学医学部の研究計画により、正常分娩による胎盤の  
採取が行えなかった。   

2－2．日常食の採取   

環境から人体へのプルトニウム等超ウラン元素の移行において吸  
入による取り込みと食事からの取り込みが重要である。この点を考  

慮し、大気浮遊塵と食品の分析を行うことを検討した。平成9年度  
から、人が1日に摂取する全食品、日常食について大妻女子大学に  
依頼して1年に2回、各30件づつ陰膳方式で採取を行うこととし  
た。また、地方による摂取食品の違いを考慮して、青森県六ヶ所村  

の環境科学技術研究所にも協力を依頼した。さらに、本年度は、U  
及びT hの摂取に於いて重要な食品群を探るため、六ヶ所村におけ  
る市場での購入を行い、食品毎の元素濃度測定を行った。   
2－3．試料の前処理   

胎盤試料、食事試料とも、凍結乾燥を行い、チタンブレードを備  

えた食品用のブレンダーで粉砕混合した。それぞれ、湿重量と乾燥  
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重量を測定して水分含量を求めると共に、450℃で乾式灰化し灰  

分重量を求めた。   

2－4．プルトニウムの分離定量   

科学技術庁編の「プルトニウム分析法」に従って、灰化試料から  

陰イオン交換樹脂（DowexlX8）を用いてプルトニウムを分離  
し、ステンレス板上に電着してアルファ線スペクトロメーターによ  

り 239●240p uを定量する方法を用いているが、本年度は、P uの分  

析を実施していない。   

2－5．U、T hの定量   

六ヶ所村で採取した食品試料中のU、T h濃度をIC P－MS法  

による定量を行った。現在までの結果を表－1に示す。U及びT h  

の濃度が高いのは海草や煮干しであり、これらを用いた加工食品も  

重要であることが分かった。  

3．結語   

P uの人体への負荷量を把握するとともに、被ばく線量評価上重  

要なα放射性核種であるU、T hについて、胎盤、日常食、大気浮  

遊塵の分析を行うこととし、摂取量評価上重要な食品群の検索を開  

始した。   

胎盤は、採取可能な唯一の人体臓器とであるので、超ウラン元素  

以外の微量元素についても情報を得られるように、他の微量元素分  

析法を併用することを検討する。U、T h及びプルトニウム等超ウ  

ラン元素の人体への負荷量を把握するために、胎盤、日常食に引き  

続き、大気浮遊塵の分析に′っいて検討する。  

表－1．六ヶ所村で採取された食品中のU、Th濃度（ng／g・Wet）  

Th  U  
食品名  

1倍希釈  2倍希釈  1借希釈  2倍希釈   

リ ンゴ   0．105   0．076   0．032   0．022   

ねぶた漬け   0．430   0．447   4．489   3．400   

長芋   0．051   0．054   0．015   0．069   

煮干し   1．637   0．669   12．75   8．868   

昆布   5．89   4．955   162．6   112．2   

米   0．011   0．015   0．008   0．007   

標準試料  

（NISTTotal  1．585   1．117   3．858   2．618   

Diet）  
NIST Total 

Dietの参照  2  2．9±0．4   

値・保証債  
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Ⅲ－2 水産食品摂取経路における被ばく低減化に関する調査研究  

放射線医学総合研究所  

渡部輝久、横須賀節子、宮崎多恵子  

1．緒言   

水産食品の調理および食品加工等による除染効果を調べ、環境放  
射能汚染が生じた際の公衆の被ばく低減化対策立案に資するととも  
に水産資源の有効利用に資することを目的とする。本調査では、①  
水産食品として消費量の高い水産加工品について原材料及び製品を  
入手し、Cs、Sr等重妻な放射性核種の安定同位体を分析し、水産加  
工による低減効果を定量化し、②水産食材から食卓における消費ま  
での間の調理過程での低減効果をトレーサー実験ならびに安定元素  
分析により調べることを計画している。   

2．調査研究の概要   

本年度は、北海道および東北地方で得られたイカ製品とその原材  
料、すべての試料についてICP－AESを用いた安定元素分析結果を終  

了し、その結果の解析を行った。   
前報で定義した「調理加工係数」を求めると、乾燥重量を基準と  
した場合にはここで対象とした元素でほぼすべてが1以下であるが  
（鉄：1．2、ナトリウム：4．0）、われわれが摂取する形態である生  
重量を基準とするとカドミウム、亜鉛、鉄やナトリウムで1を越え  
る場合がある。すでに報告したように1より大なもののうちNaに関  
しては調理加工過程で調味料としてのNaの添加に起因する。塩辛中  
のFe、CuやCdについて、原材料よりも大と評価されるがこれは、加  
工品に原材料可食部以外に肝臓などのように非可食部を加工に利用  
していることに依っていると考えられる。肝臓をはじめとする内臓  

や骨部分の利用も多いと考えられる水産加工食品では、放射性物質  
の非可食部における蓄積も十分に考慮されなければならない。  
10地点で得られた計100試料のイカ可食部についての主要元素お  
よび微量元素濃度の累積頻度分布を図1、2に示す。図の対数正規累  
積分布において主要元素については急峻な傾きを持つ直線的な分布  
が得られ、濃度のばらつきが′トさいことが理解される。一方、微量  
元素については、マンガン、亜鉛、ストロンチウム、銅、カドミウ  
ム、そして銀等が高い頻度で検出された。これら微量元素の分布で  
は前三者のように主要元素と同様に急峻な傾きをもつ分布を示すも  
のがある一方、後者の三元素のように広い濃度分布を示す元素があ  
ることが分かった。微量元素の濃度分布は、マンガン、亜鉛、スト  
ロンチウムでは図上でほぼ直線的であり、対数正規分布することが  
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推定されるが、鉄やカドミウムのように図で折れ線様、あるいは湾  

曲することが観察され、これらの元素の含有に関して今回の試料は  

相異なる集団から構成されている可能性が推定された。、カドミウ  

ムとも産地別に濃度分布が異なっており、鉄では、遠洋で得られた  

もので高い濃度に偏っていると考えられる試料があり、カドミウム  

ではわが国沿岸で漁獲されたものが若干高い濃度域に分布している  

傾向があるなど、産地別に濃度分布が異なっていることもその一因  

であると考えられた。  

3．結語   

水産加工業は、冷凍技術の発達により利用する水産物の漁獲海域  

の広域化と加工・流通・消費に至る時間の遅延をもたらしている。  

食品加工が結果として放射線被ばく低減化に寄与していると言うこ  

とができる。漁獲海域の広域化に伴い放射線防護の観点からは市場  

希釈効果がはかれる一方で元素濃縮に関して近海生物種にはない特  

性を有している種の存在も考えられる。今後は、これら外来種の元  

素分析も積極的に行っていく。とくに、水産食品におけるCs、Ⅰ等  

重要元素の定量法も取り入れていく。また、安定元素分析のみなら  

ずGe半導体検出器を用いた放射能分析も行い、放射性核種の除染に  

関する直接的なデータも得ることにつとめる。さらに、放射性物質  

摂取に関わる家庭における調理過程での修飾要因について安定元素  

分析法も利用して明らかにしていく。  
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Ⅲ－3原子力施設周辺住民の放射性及び安定元素摂取量に関する調査研究  

放射線医学総合研究所  

村松康行、坂内忠明、吉田 聡、  

田上恵子、内田滋夫  

1．緒言： 放射性核種の摂取量を求めるためには、食品中に含ま  
れるそれらの核種を分析する必要がある。特に、原子力施設周辺に  

おいては、もしも事故が起こった場合、土壌や植物の汚染が懸念さ  

れており、農作物に注目することが大切である。安定元素も対象と  

するのは、放射性核種の体内での吸収率などは安定元素の量に影響  

を受けるためである。また、現状では人工放射性核種の濃度はきわ  

めて低く検出できないことから安定元素を指標にすることが有効と  

考えられる。  

本年度は、昨年度に引き続き、様々な種類の農作物中のヨウ素を  

分析し濃度を求めた。また、比較として臭素の分析も行った。  

2． 調査研究の概要： ヨウ素は、人や動物にとって必須元素で  
あり、甲状腺の機能に重要な役割を果たしている。また、環境安全  

の面から、放射性ヨウ素が環境中に放出された場合どのような農作  

物に移行しやすいのかも調べておく必要がある。特に、ヨウ素一129  
の場合は半減期が1570万年と長いので、環境中では安定ヨウ素と同  
様な挙動をとると考えられる。そこで、安定ヨウ素の分析を行った。  

分析方法は、以前我々が環境試料等のヨウ素の分析の為に開発し  

た方法を用いた。詳しくは、Schnetger ＆ Muramatsu1996 または  
Muramatsu＆Wedepohl1998を参照のこと。ここでは概要を述べる。  
試料を燃焼ボートに秤量し、それに酸化剤である五酸化バナジウム  

を混ぜ、石英燃焼管中で酸素を流しながら1000℃で加熱した。挿発  
したヨウ素は1％TMAH溶液（50ppmの亜硫酸ナトリウムを含む）で  
捕集した。それをICP－MSで測定した。検出下限値は試料溶液でヨウ  
素：0．2ppb、臭素：2ppb程度であった。分析精度はNIST等の標準  
試料を用い確認した。  

東海村及びその周辺で採取した種々の農作物について、ヨウ素と  

臭素を分析した結果を表－1にまとめる（濃度は乾燥重量で示す）。  
幾つかの試料においては昨年度のヨウ素の分析結果も併せて記して  

ある（＊印）。白米中のヨウ素濃度は非常に低く、0，005～0．01ppm程  
度であった。以前の我々が行った、土壌から水稲への移行係数を調  

べた実験からみても、白米へは移行しにくく、今回得られた分析値  

はそれを裏付ける。また、サツマイモ、タマネギ、ハナヤサイなど  

も0．01ppm程度と低い値であり、これらの作物はヨウ素を濃縮しに  
くいことを意味する。さらに、トマト、ナスなどの果菜類やダイコ  

ン、ニンジンなどの根菜類もヨウ素の濃度が低い傾向にあった。一  
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方、ヨウ素濃度が比較的高かった作物は、コマツナ、シュンギク、  

ホウレンソウなどの葉菜類（最高で1．8ppm）であった。これは、大  
気中のガス状ヨウ素または粒子状ヨウ素が沈着したことに起因する  

と考えられる。   

臭素濃度（乾燥重量）は、多くのもので数十ppm以下であるが、  
中には600ppmを越える試料もあった。臭化メチルが土壌の燻蒸剤と  
して使われていることもあり、高い濃度を示した試料は、それが原  

因である可能性が考えられる。   

上記以外に、JCO 事散に関連して被曝した3人の患者の血液や尿  
に含まれる放射化生成物を測定した結果を解析し、被曝線量の評価  

を行った。  

3． 結静： ヨウ素は原子力施設の事故や再処理施設の稼働に関連  

して大変注目されている元素であるが、分析が非常に難しいためデ  

ータが不足していた。ここでは、様々な種類の農作物に関してヨウ  

素の濃度を求めた。そして、ヨウ素濃度が高い作物や低い作物の種  

類に関する情報を得ることができた。また、農作物中の臭素濃度に  

関しても新しいデータが求まった。今後はヨウ素の分析値を更に蓄  

積するとともに、他の核種（元素）の分析デTタも整備していく予  

定である。  
喪－1 よ作物中のヨウ素及び臭♯濃よ（乾爛＝■t）  

ヨクー‖■J（平均）  臭事濃露（平均）  

鴫科名  Cod●   n       l（ppn） RSD（l）  Br（ppn） RSD（l）   

カブ（覆）  T881215  2   0．O17   2．Ol   6．1   0．8l   
カブ（集）  T881216  2   0．138   4．7l  21．3  1．4l   

カボチャ  L－い8●  3   0．061   4．8l  90．5    2．7l   

キャベツ  し－い19  2   0．019   7．2l  20．6    1．Ol   

キャベツ  L－い3   2   0．087   2．6l  49．4    7．2l   

キャベツ  L－い20  3   0．090   5．2l  117．2    5．6l   

キュウリ  T870801 1   0．032   31．0   

キュウリ  L－い5   2   0．052   7．1l  664．7    3．5l   

コマツナ  P－17－B   2   1．763   5．3t   2．0    2．6l   

コマツナ  T881215  2   0．096   4．7ヽ  20．4    8．Ol   

インゲン壬  L－い15●  2   0．008   7．3ヽ   7．8  17l   

サツマイモ  T871026  l   0．011   3．1   

サツマイモ  レl－10   4   0．010    26兄   9．6  20l   

サツマイモ  L－12   2   0．060   4．2l  12．8  22l   

サトイモ  T871102  2   0．022   0．2l   3．9  1．7l   

シイタケ  L－5■   2   0．271   5．1l   2．4    2．5l   

ジャガイモ  」－1小   2   0．030   8．9l   3．9    0．1l   

シュンギク  い18一■■  2   1．187   0．4l  224．8    4．6l   

ダイコン  T890208  2   0．030    6．9％   8．9    5．3l   

ダイコン（＃）  T898206  2   0．07t；   3．5l  23．2  1．1l   

タマネギ  4  2   0．008   9．1ち   ヱ．5  3．7l   

トマト  L－23   2   0．024   5．6㌔  10．2  1．3ヽ   

トマト  T880901暮 1   0．021   14．2   

ナス  T870823  1   0．018   24．1   
ニンジン  T898208  2   0．022   3．7l  10．8    3、8l   

ニンジン（葉）  T890208  2   0．147   3．3l  29．2    1．1l   

ネギ  L－t－6■  2   0．O18   8．6l  28．9    0．6l   

ネギ  L－2い▲  2   0．275   2．9l   5．5    4．2l   

ピー・マン  し一26   2   0．103   7．7ヽ  22．6    4．6l   

ピーマン  L－い11●  2   0．036   6．2l   9．1  1．OIi   

ブロッコリー  T881213■ 1   0．017   1．4   

ホウレンソウ    A・5い1  2   0．148   1．7l  10．7    0．6l   

ホウレンソウ    T881219  2   0．201   4，1l  24．8  1．9l   

ホウレンソウ  L－28一■  2   0．324   1．8l  70．8  8．9l   

ヤマイモ  L－11●   2   0．036   4．2，i  14．9    0．4l   

ハナヤサイ    T890206■  2   0．011   24ヽ   2．0    6．7ヽ   

白米（4覆）  71c．73c，74c 4   0．007    41％   0，2  40ち   

注）n：分析した試料数．但し、白米については4穫の異なる試料を各1  

回分析した平均。  

十ヨウ素の分析結果は前年度の鞘善書にも記載してある．  
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Ⅲ－4  人骨中の90Sr濃度及び骨線量について  

放射線医学総合研究所  

河村日佐男、白石久二雄、木村真三   

1．緒言   

人骨中のフォール・アウト 90Srは環境に放出された放射性核  
種による被ばく線量の推定・評価のうえで指標のひとつとして重  
要である。日本人における骨中の 90Sr濃度の分析測定により、  
骨中濃度と年次、年齢および地域別の解析を行うとともに、骨内  
の組織に対する被ばく線量の推定を行い、あわせて緊急時におけ  
る環境放射性核種による一般人の体内放射能の動向に被ばく線  

量の推定に資することを目的とする。   

2．調査研究の概要   

2－1方法  

試料は東京および北海道および一部は東北地区において国公   
立病院および国公立研究機関等の協力のもとに収集した。得  
られた試料は、発煙硝酸法によりカルシウム、リンなどの骨  

マトリ ックスからストロンチウム・キャリヤーを用いてスト  
ロンチウムー90を分離し、炭酸スト ロンチウムとしてデスク   

化する。放射平衡に達した後に 0Ⅹford4100 シリーズの低バ   
ックグラウンドα／βカウンターを用いて 90Srの放射能を測  
定した。  

2．2調査結果  

骨中（脊椎骨）の 90Sr濃度は、1960年代のフォール・アウ   
トの多いとき、例えば、0－4歳185mBq90Sr（gCa）Jl、  
と比べ、1970年代より緩慢になって来ている。平成6年（1994  
年）死亡の0－4才群では10 検体の合併試料につき19m   
Bq90Sr（gCa）．1、5－19才群では9．4mBq90Sr（gCa）‾1   
および成人群では13±4mBq90Sr／g（Ca），1であった。他の死亡  
年の試料については分析中であり、今後まとめて報告する予   
定である。近年の骨中の90Sr濃度はごく緩慢に減少する傾向  
にあるといえる。現在その後のデータを蓄積中である。  

赤色骨髄及び骨表面の細胞における年吸収線量を国連科学  
委員会のP45を日本人に適用して推定すると、1996年成人に  
おいては 6±1および14±3〃Gyと推定された。成人群に  
おける骨吸収  線量も 90Sr 濃度  

と同じく緩慢な減少傾向にあるが、その変化は小さい。線量  
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についてもまとめて報告したい。   

3．結語   

人体の90srおよび131Ⅰは、環境放射性核種による内部被ばく  
推 定における指標となる人工放射性核種である。 最近は放射  
能レベルの低下並びに試料の収集も困難になってきた。日本人に  

おける人工・ 自然放射能による集団線量推定のため、サンプリ  

ング拠点の確保およ   び分析測定法を含めて検討が必要である。  
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Ⅲ一5  平成12年度における牛乳の放射能調査  

独立行政法人農業技術研究機構  

畜産草地研究所  

西村宏一・宮本 進・山岸規昭  

北海道農業研究センター  

押尾秀一・大谷文博  

九州沖縄農業研究センター  

塩谷 繁・田中正仁・岩間裕子  

神谷 充  

1．緒言  

前年に引き続き、わが国の牛乳中の放射能濃度レベルを調べるため、原料乳中の   
90srおよび137csを測定した。環境への人為的放射能汚染レベルが減少していること   

から、牛乳中の汚染レベルも地域的な変動は多少あるものの、経年的には横這いの   

傾向を示し、測定値自体も非常に低いレベルになってきている。このような状況の   

中で、従来の規模と手法により調査を行った。北海道農業研究センター、九州沖縄   

農業研究センターにおいては、緊急時における牛乳の放射能調査の全国的調査網の   

一環として、例年どおりバックグランドとしての牛乳、牧草、野菜、土壌などの  

137cs の測定を実施した。  

2．調査研究の概要  

（1）牛乳中の90srおよび137csの経常調査（畜産草地研究所）  

経常調査は例年と同様に、全国の9カ所の国公立研究機関（北海道、岩手県、秋   

田県、福島県、茨城県（畜産草地研究所）、静岡県、福井県、香川県、福岡県）から、   

春、夏、秋、冬の4回、測定用試料（原料乳）を採取して90srおよび137csの測定を行   

った。平成12年度における牛乳中の90sr、137csの測定結果を表1、2に示した。  

9Osrは、1．7～65．6mBq／L、137csは、ND～43．5mBq／Lと前年度までと同様に低い値   

であった。季節（5月、8月、11月、2月）による全国平均値は20．5～26．9mBq／   

L（90sr）、14．8～19．3mBq／L（137cs）で同様に低い値で推移した。  

（2）北海道農業研究センターにおける137csの測定  

北海道内4地域（札幌、天北、十勝、根釧）の牛乳および牧草中の1〇7cs、札幌地   
域の野菜中の137csを測定した。4地域の牛乳中の137csはND～46．9mBq／Lで、いずれ   

の地域も低いレベルであった。また、牛乳試料と同時に採取した粗飼料中の137cs濃   

度は、サイレージでは79．3～238．5mBq／kg、乾草ではND～321．2mBq／kg、配合飼料で   

は39．0，93．7mBq／kgであり、いずれも低いレベルであった。野菜としてはジャガイモ   

を測定したが、151．7mBq／kgの低い値であった。  

（3）九州沖縄農．業研究センターにおける137csの測定  

九州および沖縄地方の牛乳・牧草および土壌中の放射能調査を2カ所で実施し、   

土壌と牧草および牛乳中の137csを測定した。土壌中の137csはそれぞれ2．96Bq／kg、   

0．29Bq／kgであった。牧草はそれぞれ0．28Bq／kg、NDであり、牛乳からは検出され   

なかった。  

3．結語  

最近は牛乳中の放射能が上昇するような人為的アクシデントもなく、牛乳中の放   

射能濃度は低いレベルで推移している。地域による変動は、局地的な土壌濃度の差   

異、乳牛が摂取する飼料や飲水の汚染の程度等を反映しているものと考えられる。  
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表1 平成12年度 牛乳中90sr  

（mBq／L，測定値±計数誤差）  

12年5月  12年8月  12年11月  13年2月  

65．6±10．4  41．8±4．7  36．6±5．3  52．5±7．3  A
 
B
 
C
 
D
 
E
 
F
 
G
 
H
 
I
 
 

35．3± 4．7  30．0±4．3  34．3±5．5  

23．9± 4．4  36．0±4．7  37．0±4．9  

22．8± 4．0  15．0±3．8  14．3±3．9  

26．2± 4．3  14．8±6．6  15．8±4．6  

29．6±5．7  

39．9±6．6   

9．6±3．0  

1．7±1．2   

7．9±3．0   

6．8±5．2  

23．7±4．9  

12．4±3．8  

10．8±3．6  13．4±5．1  

19．5±3．9  13．0±3．7  

19．6±3．9  41．9±5．4  

6．8±3．8  8．8±4．4  

19．1±  

9．5±  

28．9±  

10．5±  

1
 
7
 
5
 
6
 
 
 

4
 
3
 
4
 
3
 
 

平 均  26．9±16．7＊   21．6±11．8＊  23．9±13．1＊  20．5±17．2＊  

＊ 平均値±標準偏差，ND：検出不可  

表2 平成12年度 牛乳中137cs  

（mBq／L，測定値±計数誤差）  

12年5月  12年8月  12年11月  13年2月  

16．8±3．2  

30．7±3．7  

18．6±3．2  

19，5±4．0  

10．9±3．3  

31．3±4．0  

14．8±4．0  

16．0±2．8  

10．5±2．4  

25．4±3．7  

23．1±3．4  

16．3±3．1  

21．1±3．0  

15．0±2．7  

30．0±3．5  

10．8±3．1  

22．2±3．4   

9．8±2．3  

22．3±3．3  

18．4±3．5  

18．1±3．4  

43．5±4．1  

14．3±3．2  

14，5±3．6   

9．4±2．9   

7．3±2．3   

5．8±2．6  

A
 
B
 
C
 
D
 
E
 
F
 
G
 
H
 
I
 
 

14．9±3．7  

21．8±4．1  

14．5±3．2  

17．6±4．4  

12．2±3．0  

17．4±2．8   

7．7±3．5  

12．6±3．2  

ND  

平 均   14．8±4．2＊   17．1±11．3＊   18．8±7．6＊  19．3±6．8＊  

＊ 平均値±標準偏差，ND：検出不可  

次年度以降、全国から牛乳、飼料（年に1回）を採取し、所定の方法で90s r（牛  

乳）と137c s（牛乳・飼料）を分析し、平常時における牛乳中放射性核種の動態を把  

握する（畜草研）。北農研、九農研においては、緊急時における牛乳の放射能調査の  

全国的調査網の一環として、例年どおりバックグランドとしての牛乳、牧草、野菜な  

どの－37 c sの測定を実施する。   

緊急時に備えては、畜草研、北農研、九州研が共同し、連絡を密にとり牛乳及び飼  

料等の測定体制の整備を図るゥ  
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Ⅲ－6  家畜の骨中00Sr濃度調査（2000年度）  

独立行政法人 農業技術研究機構  

動物衛生研究所 北海道支所  

臨床生化学研究室 八木行雄 塩野浩紀  

渡部 淳 近山之雄  

1． 緒   言   

馬、牛等の草食家畜はフォールアウトによって汚染された飼料を直接  

摂取するため、その骨中の90Srを測定することは環境の汚染状況を知る  

よい指標となると考えられる。当研究室では家畜の飼養環境における放  

射能汚染を家畜の骨中90Sr濃度測定により、1957年以来、継続調査して  

おり今年度も例年と同様に、北海道内における馬および牛の骨中90Sr濃  

度の測定を行った。   

2． 調査研究の概要  

（1）材料と方法   

測定材料として、2000年度内に、北海道各地から採取した馬30例、  

牛40例の中手骨を用いた。gO Sr濃度はジー（2－エチルへキシル）－リン酸  

を用いた90Y溶媒抽出法により測定した。  

（2）測定結果   

馬の骨では117．9±56．3mBq／g・Caまた牛の骨では60．3±22．5mBq／g・Ca  

という結果が得られた（表1，2）。これらの値は馬では前年（143．2±  

65．7mBq／g・Ca）より若干低い値を示したものの、牛では前年（37．8±  

18．3mBq／g・Ca）よりも若干高い値を示した。また例年同様、牛よりも馬  

の方が高い値を示した。   

3． 結  語   

骨中90Sr濃度は1965年をピークとして、次第に減少し、現在では低い  

水準で推移している。本年度は馬において昨年より若干低い値を示し、  

過去二番目に低い値を記録した。牛では昨年より若干高い値を示したが  

有意ではなかった。また例年同様、馬の方が牛よりも高値を示したが、  

これは飼料の違い（馬の場合牧草が多いのに対し、牛では濃厚飼料が多  

い）を反映しているもの考えられる。  
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Ⅲ－7 平常時（緊急時に備えて）における野菜等農作物の放射能調査（平成12年度）  

農業環境技術研究所  

結田康一・藤原英司・木方展治  

1．緒言  

原子炉事故等緊急時に備えて茎葉莱類，果菜類，根菜類，穀・豆類を農環 研ほ場  

（つくば市）で周年的・経年的に栽培している。収穫した作物の人工の降下性核種  

137cs，131Ⅰのほか，天然の降下性核種の代表として210pb，作物中に最大量含まれる   
天然の40Kを分析し，バックグラウンドレベルを把握する。今回は平成12年度に収穫   

した葉菜および根菜の分析結果について報告する。  

2．調査研究の概要  

1）試料採取と分析法   

すべての供試作物は農業環境技術研究所畑ほ場（環境放射能調査ほ場）で栽培した。   

栽培作物は収穫期に器官別（可食部のみ）に分けて採取・切断・乾燥（70℃）後，電気   

炉（450℃で40時間）で灰化した。灰化試料は乳鉢ですりつぶした後，測定容器に50～   

85gを詰め，γ線スペクトロメトリで16～24万秒計測した。  

2）調査結果   

①131Ⅰはすべての野菜で検出されなかった。   

②野菜の137csは非結球葉菜（平均0．0098Bq／kg生重）＞根菜（平均0．007Bq／kg   

生重）≧結球葉菜（平均0．0058Bq／kg生重）であり，いずれも極めて低レベルであ   

った。   

③210pbは非結球葉菜が最も高く（平均0．24Bq／kg生重），すべての試料で検出され   

た。中でも越冬野菜など長期間ほ場で栽培されたものほど高い傾向を示した。次い   

で結球葉菜P（平均0．031Bq／kg生重）であり，根菜ではすべて検出されなかった。こ   

の結果は210pbが大気中からの降下性核種であり，ほとんどが作物地上部への直接沈   

着により210pb濃度を高めることを示唆しており，大気に直接ふれる葉の表面積が大   

きい非結球葉菜が突出して210pb濃度が高くなることが理解できる。一方，根菜類の   

可食部ではすべて検出されておらず、植物根を通じての間接吸収の寄与は極めて小   

さいことも示唆している。   

④40Kは作物間差異は小さく，78．5～227．8Bq／kg生重で，平均は112・8Bq／kg生重で   

あった。  

3．結語   

137cs集積植物のシイタケ等作物種を増やすなどして、引き続きデータの集積を行う   

とともに，バックグラウンドレベルを把握していくとともに、緊急時に的確に対応で   

きる体制の強化を図っていく。  
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表1農環研環境放射能調査ほ場栽培野菜の耕種概要（平成12年度）  

栽培野菜   品種名   播種・移植日   収穫日   
収穫時乾物率   

％   

1．キャベツ   富士早生味富   1999．11．19移植   20α），5．15   5．4  
結   

新京都3号   200仇9．4移植   二犯（粕．11．14   5．7  

球   メルボルンM汀   2000．4．14移植   2∝）0．6．6   3．9  

葉 菜  メルボルンm   2皿）．9．詔移植   a）α）．12．12   4．4  

4．レタス           5ノ→クサイ   のぞみ任）   2αカ．9．17移植   抑．11．14   3．7   

1．ホウレンソウ   オリオン   19労．11．8播種   2αX）．3．31   6．3  

非   ソロモン   廟瓦i言海雇  2（カ1．2．5   12．8  

結   20（D．6．犯播種  2000．8．22  5．1  

球 葉  20α）．9．苫播種  抑．11．28  4．3  

中葉シュンギク   劫00．10．13播種   劫00．12．20   8．6  

菜  あおい小松菜   2000」3．15播種   2（刀0．5．2   5．1   

1．ニンジン   新黒田五寸   2∝D．3．15播種   20q）．7．10   10．2  

根              2．ダイコン   耐病総太り大根   20（刀．9．13播種   a）00，11．28   4．5  

菜                        3．サツマイモ   ペニアズマ   20（敗4．お移植   20（氾．9．14   25．1   

表2農環研環境放射能調査ほ場栽培野菜中の131Ⅰ，137cs，210恥40K分析結果（平成12年度）  

放射能Bq／kg生重（収穫日換算）  

栽培野菜   
131Ⅰ   137cs   210pb，   側K   

1ヰヤベツ   ND   0．0073   0．099   78．5  

2．キャベツ   結   ND   0．0022   ND   90．3  

ND   ND   ND   72．2  

球   菓  ND   0．011  0．19  101．7  

菜  ND  0．0085  ND  85．5  

平均（最小～最大）［5点］   
ND   0．0058   0．058   85．6  

（ND－0．0085）  （ND～0．19）  （72．2～101．7）   

1．ホウレンソウ   ND   0．016   0．37   227．8  

2．ホウレンソウ   ND   0．011  0．18   122．9  

非   ND  0．013  0．01   95．6  

結   ND   0．0似   0．18   124．4  球  
葉  ND   0．003   0．29   162．3  

菜  ND   0．012   0．43   144．6  

平均（最小～最大）［6点］   
ND   0．0098   0．24   146．3  

（α003～0．016）  （0．01～0．43）  （95．6～27．8）   

1．ニンジン   ND   0．0（刃   ND   1271  

根  ND   0．003   ND   101．0  

3．サツマイモ   ND   0．0（》   ND   119．4  

菜  
平均（最小～最大）［3点］   

ND   0．007   ND   115．8  

（0．003～0．0（衿）  （101．0～127．1）   

総平均（最小～最大）［14点］  ND   0．0078   0．12   118．1  

注；平均値はND＝0として算出した  （ND～0．016）  （ND～0．43）  （72．2～227．8）   
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Ⅲ－8 農作物中における放射性Cs、安定CsおよびKの分布と挙動について  

環境科学技術研究所 環境動態研究部  

塚田祥文，長谷川英尚，久松俊一，稲葉次郎  

1．緒言  

環境中に放出された放射性核種は、様々な経路を経て人体中へ移行するため、   

その分布や移行を把握することが重要な課題である。放射性Csは、被ばく線   

量評価上重要な核種であり、土壌から植物へのCsの移行は、土壌中K濃度に   

依存することが報告されている等、アルカリ金属に属する両者は、比較して論   

ぜられることがある。ところが、植物にとってKは、細胞活性の維持、酵素活   

性、浸透圧やpHの調節等の生理的役割を担う多量必須元素である。一方、Cs   

の植物体内における役割は不明な点が多く、多量に吸収した場合には成長阻害   

を起こすことが知られている。そこで、正常に生育した植物体中における Cs  

とKの分布を求め、挙動を比較・類推した結果を報告する。  

2．調査研究の概要  

実験圃場でイネおよびキャベツを栽培し、充分に生長した収穫時の試料を採   

取した。イネの種子部は、玄米を白米と糠に分け、また、図1に示すように止   

葉（1番目）から順に5番目までの葉身を試料とした。キャベツの葉は、内側   

から3～5枚毎に試料とし、乾燥・粉砕し、分析試料とした。一部の試料は450℃   

で灰化し、分析試料とした。137cs濃度は、Ge半導体検出器で計測・定量した。   

安定Cs濃度はICP－MS法で、K濃度は原子吸光法により定量した。  

白米と糠中137cs、安定CsおよびK濃度を測定した結果、137csと安定Csの   
分布割合は類似していたが、137c5および安定Csの分布割合は、Kのそれと異   

なっていた。また図1に示すように、イネの葉身における安定Cs濃度は上部   

（1番目：生育中の葉）から下部（5番目：枯れた葉）にかけて増加するが、K   

濃度は減少した。これは、葉身中Csは、Kに比べ再転流しづらく、時間の経   

過とともに蓄積するためと思われる。一方、Kは、老化とともにすばやく再転   
流するものと考えられる。図2にキャベツの葉における安定CsおよびK濃度   

分布を比較して示した。安定Cs濃度は、内側の球葉部で一様な値を示し、外   

側の開いている葉で高い値を示した。一方K濃度は、内側から外側の葉で、比   
較的一様な値であった。したがって、Csは蒸散の盛んな外側に蓄積するが、K  

は、すみやかに再転流されるため内側から外側の葉まで比較的一様に分布する  

と考えられる。  

3．結語  

植物体内において、り7csと安定Csの分布は同等であるが、CsとKの分布に   

違いのあることを見出した。この結果は、正常な細胞と細胞膜中のK＋チャネル   

を破壊した変種植物を用いてCsとKの植物体内への移行を比較した結果、K＋  

チャネルでのCsの出入りは認められず、植物体内においてCsとKの挙動は異  

なっているとの報告とも矛盾しない内容であった。  
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Ⅲ－9  食品の放射能水準調査  

財団法人 日本分析センター  

上杉正樹、越川昌義、太田智子、佐藤兼章  

1．緒言   

本調査は、放射能水準調査の拡充強化の一環として文部科学省の委託により実施して  

おり、国内に流通している食品中の放射能レベルの把握及び食物摂取による内部被ばく  

線量の推定・評価に資するデータの蓄積を目的としている。   

今回は、平成12年度に実施したγ線スペクトロメトリーによる分析結果ならびに放  

射化学分析による90sr、137cs、238pu及び239＋240puの分析結果を報告する。  

2．調査の概要   

食品中の放射能レベルを把握するとともに、原子力施設周辺住民の不安を除き、理解  

を得ることが重要であるため、食品の購入は、原子力発電所が稼動している総出力数上  

位の5県（福島県、新潟県、福井県、静岡県、佐賀県）と、それらを除く人口の多い5都  

道府県（北海道、東京都、大阪府、広島県、愛媛県）から行った。  

（1）食品の選定   

文部科学省が放射能水準調査として実施している食品（米、牛乳、大根、じやがい  

も、たまねぎ、はくさい、キャベツ、ほうれん草）及び生産地域が限定された食品（柑  

橘類、りんご）を除いた中から、摂取量の多い10食品（食パン、中華生そば、とうふ、  

にんじん、しょうゆ、ビール、牛肉もも、豚肉もも、鶏肉もも、鶏卵）を選定した。  

（2）分析方法   

文部科学省放射能測定法シリーズ16「環境試料採取法」（昭和58年），同シリー  

ズ7「ゲルマニウム半導体検出器によるガンマ線スペクトロメトリー」（平成4年改  

訂），同シリーズ2「放射性ストロンチウム分析法」（昭和58年改訂），同シリーズ3  

「放射性セシウム分析法」（昭和51年改訂），同シリーズ12「プルトニウム分析法」  

（平成2年改訂）に準じた方法で行った。  

（3）分析結果  

①γ線スペクトロメトリー：結果を表1．1～1．3に示す。なお、全試料から検出され  

た40Kの各食品における平均値、最小値及び最大値を以下に示す。  
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Bq／kg（検出数：10／10試料）  

Bq／kg（検出数：10／10試料）  

Bq／kg（検出数：10／10試料）  

Bq／kg（検出数：10／10試料）  

Bq／kg（検出数：10／10試料）  

Bq／kg（検出数：10／10試料）  

Bq／kg（検出数：10／10試料）  

Bq／kg（検出数：10／10試料）  

Bq／kg（検出数：10／10試料）  

Bq／kg（検出数：10／10試料）  

29 （24 ～46）  

113 （82 ～140）  

61（39 ～73）  

90 （78 ～100）  

121（100 ～140）  

14 （3．8～20）  

89 （72 ～110）  

99 （92 ～110）  

85 （81～90）  

40 （37 ～41）  

食パン  

中華生そば  

とうふ  

にんじん  

しょうゆ  

ピー／レ  

牛肉もも  

豚肉もも  

鶏肉もも  

鶏卵  

②90sr及び137cs：結果を表2．1～2．2に示す。各試料における平均値、最小値及び最   

大値を以下に示す。検出下限以下の結果も計算に用いた。なお、負の結果はOBq／kg  

とした。   

食パン  90sr o．035  

137cs o．015   

中華生そば 90sr o．034  

137cs o．0051   

とうふ  90sr o．044  

137cs o．0095   

にんじん  90sr o．16  

137cs o．018   

しょうゆ  90sr o．13  

137cs o．030   

ビール  90sr o．0068  

137cs o．00039   

牛肉もも  90sr o．0039  

137cs o．034   

豚肉もも  90sr o．0040  

137cs o．097   

鶏肉もも  90sr o．0013  

137cs o．025  

Bq／kg（検出数：10／10試料）  

Bq／kg（検出数：6／10試料）  

Bq／kg（検出数：10／10試料）  

Bq／kg（検出数：2／10試料）  

Bq／kg（検出数：10／10試料）  

Bq／kg（検出数：5／10試料）  

Bq／kg（検出数：10／10試料）  

（0．023～0．046）  

（0．0024～0．038）  

（0．029～0．043）  

（0．000～0．012）  

（0．023～0．071）  

（0．00062～0．029）  

（0．020～0．34）  

（0．000～0．044）  

（0．080～0．17）  

（0．000～0．066）  

（0．0030～0．010）  

（0．000～0．0020）  

（0．000～0．0068）  

（0．020～0．057）  

（0．000～0．0083）  

（0．041～0．22）  

（0．000～0．0044）  

（0．011～0．055）  

（0．000～0．013）  

（0．0026～0．011）  

Bq／kg（検出数：  

Bq／kg（検出数：  

Bq／kg（検出数：  

Bq／kg（検出数：  

Bq／kg（検出数：  

Bq／kg（検出数：  

5／10試料）  

10／10試料）  

2／10試料）  

1／10試料）  

0／10試料）  

0／10試料）  

Bq／kg（検出数：10／10試料）  

Bq／kg（検出数：0／10試料）  

Bq／kg（検出数：10／10試料）  

Bq／kg（検出数：0／10試料）  

Bq／kg（検出数：10／10試料）  

Bq／kg（検出数：3／10試料）  

Bq／kg（検出数：4／10試料）  

鶏卵  90sr o．0080  

137cs o．0062  

③238pu及び239’240pu：100試料全て検出されなかった。  

3．結語   

今年度調査した食品中のγ線放出核種、90sr、137cs及びプルトニウムの放射能濃度は、  

昨年度までの調査とほぼ同じレベルであった。  
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Ⅲ－10 食品中放射性核種による被ばく線量評価に関する研究  

一マウスにおける 57co代謝実験に基づく線量評価－  

国立公衆衛生院  

緒方裕光、山口一郎、出雲義朗  

l．緒 言   

放射性降下物など環境中の放射性核種（RI）を蓄積した食品の摂取  

における人体内の被ばく線量は、従来、主として無機化学形の RIに  

関する哺乳動物の体内代謝パラメータに基づき算定、評価されている  

したがって、本評価が実際的な食品摂取の場合の被ばく線量を示して  

いるとは必ずしもいえない。出雲らは、106Ruや137cs（134cs）を海産甲  

殻類などにとりこませた食品（乾燥）を調製してマウスに投与しこれ  

ら核種の体内代謝を調べ、非放射性の甲殻類に無機化学形の RIを混  

入した対照食品との差異や、モデル食品（生肉）における化学的存在  

状態などを調べた。しかし、食品は生や乾燥のみならず、加熱（煮、  

焼）、醗酵のほか各種の調理加工処理がしばしば行われ、その過程で  

RIの存在量や化学形が変化する可能性がある。また、これらの変化は  

摂取後の体内代謝や被ばく量に影響を与えると思われるが、このよう  

な問題を解明した研究例はきわめて少ない。そこで、前年度では、原  

子力施設等から環境中へ放出される放射性核種（RI）による公衆の被  

ばく線量の推定を目的として、各種調理加工をした食品中の 57co の  

存在形態とその代謝につき報告した。本年度では、それらの結果を基  

に、実際的な食品を摂取した場合の被ばく線量推定における補正要因  

等を検討した。  

2．調査研究の概要  

1）方法   

各組織・臓器における放射性 Co蓄積量の経時変化について、消化  

管吸収率や各臓器への移行速度に我々の実験値と従来の文献値を用  

い、ICRP胃腸管モデルにあてはめて比較した。同モデルでは各組織・  

臓器の各コンパートメントにおける放射能量q（t）は、60coが当該コン  

パートメントから排泄される速度定数、当該コンパートメントへ移行  

する速度定数、60coの壊変定数、血液中から消失する速度定数、消化  

管から血液中に吸収される割合などのパラメータを用いた連立微分  

方程式により記述される。なお、本実験では、Co の摂取は、一過性  

摂取であり、モデル計算では一過性摂取について計算した。計算は、  

日本原子力研究所：内部被ばく線量評価システムINDESVers．4．1を用  

いた。  

2） 結果及び考察  

2－1）消化管吸収率の影響：Coの消化管吸収率については、従来の無  
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機化学形に関する哺乳動物では約10％と推定されている。しかし、本  
実験において水煮した Coとりこみ飼料（メダカ）の投与では、38％  

となり、また、乾燥した場合は19％となった。消化管吸収率以外のパ  

ラメータを固定し、消化管吸収率について文献値0．1から、本実験で  

得られた実験値 0．4まで、0．1刻みで変化させたところ、消化管吸収  

率にほぼ比例して臓器内放射能量が増加し、結果的に内部被ばく量も  
増大した。したがって、核種によっては、従来の動物実験で投与され  
ている化学形と、食品として投与された場合とでは、その吸収率が大  
きく異なることが考えられ、その場合の被ばく線量は消化管吸収率に  

大きく影響を受けることが示唆された。  

2－2）臓器内長半減期コンパートメントの分布割合、およびその半減期  

と被ばく線量との関係：57coの全身からの排せつ速度（経時的な全身  

残存率）については、実験では、水煮した肉において特に最初に著滅  
する期間の生物学的半減期（0．9 日）が、従来報告されている無機化  
学形の値（0．5 日）よりも長かった。この場合には、臓器からの消失  

半減期も長くなることが推定される。そこで、長半減期コンパートメ  
ントの分布割合を増加させ、さらに、その半減期を延長させたところ、  
特に臓器における被ばく線量が増加した。6Ucoに関する主要な線源臓  

器は肝臓であるが、肝臓及び周囲臓器の臓器荷重係数が大きくないた  

め、実効線量の増加は顕著ではなかった。預託実効線量の約1／10は、  

主に最初の3日間の被ばくが占めている。このため、被ばく低減化を  
図るためには、体内に吸収される割合をなるべく少なくする方法が有  

用であろう。  

2－3）消化管通過速度とその影響：本実験では、投与後24時間以内に  

フン中に排せつされた 57co の量の個体差がきわめて大きかった。そ  

こで、消化管通過速度を変化させ、消化管の等価線量および実効線量  
の変動を算出した結果、消化管通過速度の低下により、当該部位の消  
化管等価線量は若干上昇した。しかし、これらの臓器の組織荷重係数  
は低く、また、肝臓における等価線量はほとんど変化せず、実効線量  

にも、ほとんど影響を与えなかった。  

3．結 語   

内部被ばく線量は消化管吸収率の影響を大きく受けることが分っ  
た。また、ICRP 胃腸管モデルは単純なコンパートメントモデルを用  
いているが、実際には食品への調理加工によりこれらのモデルのパラ  
メータが変動する可能性がある。実際的な食品摂取の場合、無機化学  
形で評価されている従来の被ばく線量よりも被ばく線量が多くなる  
ことが示唆された。これらのことから、食品中に含まれる放射性物質  
によるヒトへの被ばく線量を推定する際には、調理加工による影響を  

十分に考慮する必要があると思われる。  
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Ⅲ－11  輸入食品の放射能調査研究  

国立公衆衛生院  

杉山英男、寺田 宙、出雲義朗  

成田空港検疫所、東京検疫所、横浜検疫所、  

大阪検疫所、神戸検疫所  

1．緒 膏   

わが国の食品需給は輸入食品への依存度が高く、重量ベースでは約40％、  

カロリーベー スでは約60％と される。ここ数年は、年次別の輸入重量に大  

きな変化はないものの食事情の多様化を反映して、届出件数が著しく増加  

している こ とが特徴的である。例えば、チェルノブイリ原子力発電所事故  

が発生した1986年次の数値を1と して基準にする と2000年次の輸入重量は  

1．4倍程度であるが、届出件数は3．4倍程度に相当する。地域別の輸入重量  

（2000年次）は、北アメリ カ州 と アジア州で全体の8割近く を占めており、  

その内訳は北アメリ カ州が52．3％で最も多く、次いでアジア州の25．3％で、  

以下、大洋州7．8％、ヨーロ ッパ州7．0％、南アメリ カ州5．9％、アフリ カ州1．  

7％である（以上、最新の統計報告1）による）。このため、現行の暫定限度に  

基づく輸入食品の放射能検査（厚生労働省の各検疫所で実施）とは別に、ヨ  

ーロ ッパ地域に限定しない諸外国からの各種輸入食品について、その放射  

能濃度レベルを調べることは食品衛生の安全を確保する上からも大切であ  

る。このため、上記の輸入統計の地域区分に準じて、これら地域から輸入  

される農産品、畜産品、水産品、その他の食品を対象にγ線放出核種濃度  

の調査を実施している。   

2．調査研究の概要   

（1）試料：北アメリ カ州、南アメリ カ州、アジア州、大洋州、アフリ カ  

州、ヨーロ ッパ州などの地域を生産国とする穀類、肉類、種実類、魚介類、  

キノコ類などの輸入食品は成田空港、東京、横浜、神戸の各検疫所が輸入  

業者よ り採取した。   

（2）分析方法：各種の食品は輸入時における形態のまま、あるいは細断  

して凍結乾燥し、450℃で灰化後、U－8容器に充填し、Ge半導体検出器を用  

いたγ線スペクトロメトリ を行った。な．お、一部の食品試料については未  

灰化のまま、マリネリ容器（容積1L）を用いて測定した。  

（3）分析結果：結果を表1に示す。人工放射性核種では137csのみが検出  

された（検出数：22／40試料）。最小値はN．D．（不検出）で、最大値は69．4Bq／  

kgであった。その内訳は、N．D．が18／40試料、0．1Bq／kg未満が3／40試料、0．  

1～1Bq／kg未満が18／40試料、1Bq／kg以上が1／40試料であった。なお、40Kの  

濃度範囲は3．33Bq／kg～1540Bq／kgであった。   

3．結薄 対象と した輸入食品からは人工放射性核種と して137csのみが定  

量された。137cs放射能濃度は全般的に低く、乾燥キノ コ（スペイン産）の69．  
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4Bq／kgを除き、その他はすべて1Bq／kgを下回る値であった。これら輸入食  

品中の137cs濃度は、これまでに調査・報告されている国内流通食品の濃度  

と同レベルであった。従って、食品種類別あるいは生産地域別の濃度分布  

特性の検討には至っていない。引き続き、平成13年度は穀類（と うもろこし  

他）、肉類（鶏肉、牛肉）、野菜類、果実類、魚介類、キノコ・ハープ類等の  

調査を実施する。   

表1輸入食品中の137csぉよびヰOK濃度（平成12年度）  

食品品目 ⊆採取   生産国  137c5濃度  ＋－  137cs  187c5検出限界値  その他の  亜K濃度  ＋－  40K  00K検出限界値  

状態  （B8／kg）  計数器羞   （Bq／k）   人工放射性核種  （BQ／k）  計数誤差   （Bq／kg）   

小麦   乾燥  アメリカ  0．12  ＋－  0．037   0．109   N．D．   137  十一  1．29   2．17   

乾操  アメリカ  N．D．  小麦  く0．049   N．D．   135  十－  l．21   0．83   

ソバ   乾燥  アメリカ  N．D．  0．12   軋D．   164  ＋－  1．34   0．9   

ソバ   乾燥   中国   0．092  十－  0．0017   0．049   N．D．   149  十－  1．21   0．86   

ソバ   乾燥  中国   0．12  十一  0．025   0．076   N．D．   168  ＋一  1．68   1．32   

ソバ   乾燥   中国   0．45  十－  0．041   0．15   軋D．   181  十－  1．6l   1．2   

冷凍フライドホ●テト  冷凍   カナダ  N．D．  0．056   N．D．   78．6  ＋－  1．06   0．99   

大豆   乾燥   カナダ  N．D．  く0．098   N．D．   508  ＋－  2．95   1．44   

大豆   乾燥   中国   0．58  十－  0．048   0．18   N．D．   749  十－  3．82   1．6   

ごま   乾燥   中国   N．D．  0．111   N．D．   186  十－  3．94   0．88   

乾燥  アメリカ  N．D．  アーモンド  〈0．084   N．D．   218  十－  1．78   1．23   

アーモンド   乾燥  アメリカ  N．D．  0．167   N．D．   227  ＋－  2．09   2．62   

くるみ   生鮮  アメリカ  N．D．  く0．021   N．D．   102  十－  0．66   0．48   

煎茶   乾燥   中国   0．45  十－  0．肌8   0．128   N．D．   362  ＋－  2．76   1．22   

プーアール茶  三激二∵＝   中匡l   0．79  ＋－  0．033   0．0モ；8   N．D．   571  十－  1．83   1．08   

コーヒー豆   乾操  ブラジル  0．12  ＋一  0．032   0．093   N．D．   498  十－  2．8   1．36   

コーヒー豆  乾燥  ブラジル  0．19  ＋－  0．059   0．18   N．D，   548  十－  2．59   2．83   

カカオ豆   乾燻   ガーーナ   0．19  十－  0．038   0．15   N．D．   333  十－  2、16   1．2   

ココアプレハ■レーン］ン  乾燥  ニューリーランド  0．34  十－  0．057   0．166   軋D．   397  十－  2．97   1．75   

ココアプレハ○レーション  乾燥  ニューシ●－ラント●  0．39  ＋－  0．092   0．272   N．D．   574  十－  5．08   4．89   

ココアプレハ○レーション  乾燥  シンガポール  N．D．  〈0．056   N．D．   68．3  ＋－  0．67   1．17   

中国   N．D．  たけのこ水煮  缶誰  0．08   凡D．   63．4  十－  0．72   0．08   

アガリクスタケ  乾燥  アメリカ  0．6  ＋－  0．036   0．097   N．D．   979  十－  2．61   1．91   

マッシュルーム  生鮮  オーストラけ  N．D．  く0．141   N．D．   113  十－  2．44   2．9l   

マッシュルーム  乾燥   イラン  0．31  十－  0．089   0．266   N．D．   1540  十一  9．1   4．69   

スライスマッシュルーム   冷凍  ベルギー   N．D．  く0．035   N．D．   80．7  十－  0．97   0．73   

乾燥キノコ   乾燥  スペイン  69．4  十一  0．62   0．695   N．D．   1530  十一  10．7   5．42   

冷凍豚肉   冷凍  アメリカ  0．15  ＋－  0．036   0．106   N．D．   123  十－  1．83   2．41   

冷凍豚肉   冷凍  アメリカ  0．044  十－  0．011   0．032   N．D．   60．9  十－  0．76   0．64   

冷凍豚肉   冷凍  アメリカ  N．D．  〈0．129   N．D．   117  十－  1．55   l．98   

冷凍豚肉   冷凍  カナダ  N．D．  く0．0913   N．D．   66．7  十一  1．37   2．3   

冷凍豚肉   冷凍  メキシコ  0．097  十－  0．022   0．066   N．D．   115  十－  1．08   1．83   

冷凍豚肉   冷凍  デンマーク  0．19  十－  0．046   0，135   N．D．   85．3  十－  1．37   L95   

さけ   冷凍   チリ   0．11  十－  0．031   0．093   N．D．   109  十－  0．16   2．14   

さけ   冷凍  ノルウェー  0．67  十一  0．038   0．091   軋D．   126  十－  1．6   2．03   

さけ   冷凍  ノルウェー  0．52  ＋－  0．04   0．10l   Ⅳ．D．   127  ＋－  1．8   2．31   

いとよりすり身  冷凍  カナダ  N．D．  く0，023   N．D．   3．33  ＋一  0．22   0．47   

冷凍生食用エビ  冷凍   タイ   N．D．  く0．047   軋D．   80．5  ＋－  1，06   1．17   

冷凍エビむき身  冷凍   タイ   軋D．  く0．028   N．D．   11．5  十－  0．38   0．65   

冷凍エビ   冷凍   タイ   N．D．  く0．039   N．D．   24．7  ＋－  0．54   0．89   

＊濃度表示は採取時の状態を重iベース（kg）とした  

擁定量値が計数誤差の3借以下の場合はN．D．とした  

・本調査研究にご協力いただいた兵庫県立衛生研究所の磯村公郎氏に謝意を表します。  

＝厚生労働省医薬局食品保健部：平成12年輸入食品監視統計，食品衛生研究，51（10），l13－167（2001）  
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Ⅳ．分析法、測定法等に関する調査研究  
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Ⅳ－1   放射能迅速評価システム（ERENS）  

放射線医学総合研究所  
柴田貞夫、富谷武浩、本郷昭三、竹下 洋  

西村義一、古川雅英、藤元憲三  

神奈川県衛生研究所  高城裕之   

1．緒言   

放射能迅速評価 シ ス テ ム（ERENS：EnvironmentalRadiation  
Estimation System）は、放射線医学総合研究所（放医研）の放射能  

調査研究で得られたデータ・成果を、電算機ネット ワークを用いて  
デー タベースを構築し資源の共有化をはかる と と もに、平常時／緊  
急時の放射能レベル把握、線量評価の基礎処理を行う こ とをを目的  

と して、昭和63年度から5ケ年計画で開発したものを基本と して発  
展してきており、種々の環境放射線測定機器をイ ンターネットプロ  

トコール（IP）を用いた分散処理型のコンピュータネットワーク と し  
て稼働している。また、平成9年度からは遠隔地モニタリ ングデー  
タの情報交換システムの開発も手がけてきた。  

2．調査研究の概要   

ERENS の計測器と しては、Ge半導体検出器2台  

ルアナライザー、空間γ線スペクトルアナライザー  

射能モニターが接続され稼働している。ERENSの  

、 線
気
器
 
 

β
大
測
 
 

、
計
 
 

ト
 
 
 

ク
 
 

ペ
 
 

ス
 
 浮遊塵放  

はMSDOS  
をOSと したパーソナルコ ンピュータ（PC）を介して、自作のソフト  

ウェアによ りネット ワークに接続されていたが、老朽化が進んだこ  

と及びWindowsでの利用にも対応するためSambaサーバを導入し、  

β線スペクトルアナライザのソフトウェアの移植およびバージョ ン  

アップ等々、順次接続機器、ソフト ウェアの更新を行ってきた。平  

成13年2月末には空間γ線スペクトル測定器を更新した。空間γ線  

を計測しているPCは指定された時間計測を行って、そのデータが以  

前のデータ と有意な差がなければ、合計の計数率だけをフ ァイル  

サーバに登録し、何らかの差がある と判定された場合のみスペクト  

ルもファイルサーバに登録している （図1）。現在、ERENSのデータ  

のほとんどは当所の内部むけWWWサーバに登録され閲覧が可能で  
ある。  
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図1 放医研屋上における放射線計測データ（平成12年）   

また、これまで長年にわたって連続測定されてきたチャート紙か  

ら放射線量率の変化の原因別に取捨選択を行い、一部を電子記録化  

した。また、遠隔地のモニタリ ング・ポストでの計測データがイ ン  

ターネット を通してオンライ ンで観測できる様になってお り、連続  

した計数スペクトルを変動スペクトルに変換する1）こ とによ り変動  

の原因放射性核種の監視が可能となっている（図2）。  
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図2  雨天時の空間γ線挙動   

3．結語   

平成12年度の調査結果において異常は認められていない。また、  

変動スペクトルを観測することで空間γ線の変動原因を推定するこ  

とが容易になった。   

1）柴田、立石、秋山、構口：放射線測定装置及び方法、特開2000－  

258538、2000．9  
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Ⅳ－2  緊急時被曝線量評価法に関する研究  

放射線医学総合研究所   

白石久二雄、米原英典   

中島敏行（特別研究員）  

1．緒言   

緊急被ばく時において一般住民は職業人（放射線作業従事者）と違い被ばく線量  

計を携帯していないために被ばく線量の推定が困難である。生活周辺の物質中のラ  

ジカルをESR測定することにより一般住民の線量推定ができると考えて、種々の  

有機物について検討を行い、砂糖の有効性を見つけた。実証例としては、チェルノ  

ブイリ事故において家屋内に残された砂糖を用い、屋内線量並びに避難住民の被ば  

く線量を推定、旧ソ連側の結果と良い一致が認められている。  

2．調査研究の概要   

これまでに放射線（主にガンマ線）による有機化合物における遊離基の生成度合  

いや生成した遊離基の安定性について知る目的で、砂糖（ショ糖）の構成糖（果糖  

とブドウ糖）を含む少糖類や糖誘導体等、13種類の糖類に関して検討を行った。  

またアミノ酸の一つ、アラニンが線量計材料として有効性が認められ実用化されて  

いるが、アラニンを含む25種類のアミノ酸に関しても検討を行った。   

本年度はバンコック南部のサムット・プラカンで起きた放射線被ばく事改に関連  

して、線源が放置されていた廃棄物集積場付近の民家から収集した砂糖について  

ESR法により線量推定を行った。  

3．方法   

砂糖試料は事故後、線源場所から40mの範囲内で8ケ所から収集した。コントロ  

ールとして白色及び褐色グラニュー糖を事故の影響の無い場所から収集した。各試  

料は付加線量法を用いて測定した。即ち、放医研内のコバルト60線源を用いて試  

料を0から1．8Gyの付加線量になるように照射した。照射後、各試料を石英試料管  

に一定容量になるように充填したのちESR装置にて測定した。 試料重量としては  

約400mgであった。ESR測定装置はJEOL－RET2X［日本電子（株）製］を使用した。測  

定条件は中心磁場335mT、磁場挿引巾±15mT、変調巾1．00mT、マイクロ波  

出力3mWである。  

4．結語   

この事故は医療用放射線照射装置のγ線（60co線源）によるものである。褐色  
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の砂糖試料についてはプレドーズのために利用できなかったが、白色砂糖のESR  

法による推定値は16～290mGyの範囲にあり、ESR線量法の有効性がここでも証明さ  

れた。  

図1．砂糖の収集地点  

表1．砂糖による推定線量   

試料番号   線源からの距離（m）   砂糖の色   推定線量（mGy）   

30   白色   49   

2   40   白色   61   

12   褐色  

4   17   白色   290   

5   10   白色   16   

6   20   白色   53   

7   25   白色   20   

8   30   白色   20   

コントロール  白色   18   

コントロール  褐色  
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Ⅳ－3 Ge半導体検出器を用いたγ線測定における宇宙線の影響  

財団法人 日本分析センター  

秋山 正和，長岡 和則  

大橋 番之，虻川 成司  

1．緒言  

現在、核爆発実験やチェルノブイル事故等の影響が減少し、γ線を放出する核種   

のうち、環境試料から検出される人工放射性核種は、通常137csのみである。その   

濃度も年々低くなり、精確な結果を把握するためには相対効率の高い検出器での測   

定や長時間の測定、あるいはバックグラウンドの低い条件での測定が必要である。  

日本分析センターでは、年間およそ2000個の環境試料（7万秒測定）のほか、検出   

器の汚染の有無を確認するために1週間ごと（2 日間：14 万秒測定）にバックグラウ   

ンドの測定を行なっている。  

平成2年にコンクリート製建物から軽量コンクリート製建物に測定室を移転し   

てから、試料及びバックグラウンドのスペクトル中に12さSb（600．6keV）、134cs（604．7   

keV）、65zn（1115．5keV）といった平常時には存在しない核種が計数誤差の3倍を超   

えて検出されるようになった。なお、65znについては、ある特定の検出器で検出さ   

れた。今回、これら核種の検出される原因について検討した。  

2．研究の概要  

（1）内容  

コンクリート製建物（壁厚，屋根厚20～25cm，1階建て）と軽量コンクリート製建物   

（壁厚15cm，屋根：トタン製，1階建て）の異なる2箇所の測定室で測定した同一検出器   

（ORTEC GEM－25185S，相対効率27％，鉛遮蔽体15cm厚）のバックグラウンドスペ  

クトルを比較した。  

エネルギー校正を日々厳しく確認していることに着目し、1週間ごとに測定した  

バックグラウンドスペクトル1年間分（計660万秒）を積算し、上記核種のピー  

ク解析領域のスペクトル形状やピークの半値幅、計数率について検討した。  

また、65znの検出される検出器（CANBBERA7229P－7915－30S，相対効率27％，  

鉛遮蔽体15cm厚，銅内張り1cm厚）については、20台所有している検出器のうち、  

この検出器のみ遮蔽材として銅を内張りしているため、遮蔽材（銅）と宇宙線との相  

互作用により生じるピークについてバックグラウンドスペクトルを積算（計140万  

秒）し、検討した。  

（2）結果  

コンクリート製建物と軽量コンクリート製建物の2箇所で測定したバックグラ   

ウンドスペクトルを比較すると、後者のスペクトルにおいて0．6及び0．7MeV（γ線   

エネルギーに換算）付近のスペクトルについて盛り上がりが認められた。  

その盛り上がりは、積算したバックグラウンドスペクトルでより鋸著に現われ、   

魚の背びれ状の形状となった。（図1）  

この原因は、検出器設置建物の建材の厚さ（壁、屋根）や材質が変わったことによ   

り宇宙線（中性子）の影響をより強く受けたものと考えられたt）2〕ニー）。  

遮蔽材に銅を用いたバックグラウンドの積算スペクトルからは、銅を使川しない  
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検出器のバックグラウンドスペクトルには認められない63zn（669・6keV，962・1keV）  

および65zn（1115．5keV）のピークが認められた。（図2）   

この原因は、宇宙線と銅との相互作用によるものであると考えられた。  

3．結語  

Ge半導体検出器を用いたγ線測定においては、宇宙線がバックグラウンドスペ   
クトルに影響を与えていることが確認できた。  

今後、簡易的に効率良くこれらの影響を減らす対策について検討を行う予定であ  
る。  

4．参考文献  

1）木村逸郎，阪井英次訳：放射線計測ハンドブック，日刊工業新聞社   

2）関口 晃著：放射線計測概論，東京大学出版会   

3）小川岩雄著：放射線（改訂版）、コロナ社  

図1 バックグラウンドの積算スペクトル  
J－丁．ナ■」ト  照芝＿L  

．．  

さ3zJlr669．62keV）  

‘3zn（962．06keV）  

ホ5zn（1115．5kelり  

EトJERG†′†減刑  

図2 遮蔽体内張りに銅を使用した検出器の積算バックグラウンドスペクトル  
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Ⅳ－4   質量分析法による土壌中129Ⅰの定量  

核燃料サイクル開発機構 東海事業所  

藤田 博喜、植頭 康裕  

1．緒言   

体内に取り込まれると甲状腺に蓄積され、また環境中で挙動が複雑であるという  

特徴を持つヨウ素同位体の中でも、129Ⅰは非常に長い半減期（1．6×107年）を有し、  

核燃料サイクル施設の環境影響評価上重要な核種である。   

サイクル機構では、これまで再処理施設に係わる環境モニタリング技術の開発の  

一環として環境中のヨウ素－129（12りⅠ）の中性子放射化分析法（NAA）による測定  

法を開発してきた1）・2）。   

しかし、中性子放射化分析法には、中性子を照射するための原子炉が必要であり、  

原子炉の運転状況に分  表土  腐植層  

析の実施時期が影響を  

受ける等の問題点があ  

る。   

このため、1ご9Ⅰの比放  

射能が小さいことに着  

目 し、質量分析法を用  

（Bq／kg・dry）   

104  10‾3  10‾2  10‾1  100  10ユ  

放射化学  
（STA）  

NAA  
（．TNC）  

いた129Ⅰの定量法の開  

発を行っている。   

これまでの検討の結  

果、マイクロ波導入プラズマ質量  

分析装置（MIP－MS）を用いる方法  

3）により、129Ⅰと127Ⅰの原子数比の  

制約はあるものの、土壌中の129Ⅰを  

定量するこ とが可能となった。  

MIP－MS 法、中性子放射化分析法及  

び放射化学法による1ヱ9Ⅰの検出下  

限値を図1に示した。   

本法は、図2に示すように、最終  

的にヨウ化パラジウム（PdI2）の沈  

殿を熱分解し、生成したⅠ∠を10％  

水酸化テトラメチルアンモニウム  

（TMAH）溶液に溶解し、MIP－MS に導  

入している。このTMAHの濃度を変  

えてヨ ウ素の回収率を求め、最適  

濃度を検討した。  

MIP－MSによる目標検出下限レベル  

図1 環境中におけるト129濃度レベルと検出下限値  
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2．調査研究の概要  

1）MIfLMSを用いたト129の定量法の開発   

中性子放射化分析法による東海村周辺土壌中の129I濃度は、10．3叶10▼1Bq／kg・dry  

レベルであった。また、129Ⅰと安定ヨウ素（127Ⅰ）との原子数比は、10‾9－10‾7レベ  

ルであった。そこで、MIP－MSによる129Iの検出下限目標値を10．2Bq／kg・dryレベ  

ルに設定した。   

図2に示すように、中性子放射化分析法で開発したヨウ素の燃焼揮発及び活性炭  

吸着法による土壌からの129Ⅰの分離、さらにPdI2沈殿生成分離とヘリウム気流中  

での熱分解によるⅠ2の単離・精製法をMIP－MSによる測定法と組み合わせた。この  

際、Ⅰ2のMIP－MS導入法、最適測定条件を検討した。   

この方法による土壌試料の129Ⅰ定量結果は（2．4±0．10）×10‾1Bq／kg・dryであり、  

中性子放射化分析法による定量結果である2．3×10L）Bq／kg・dryと良く一致した。   

2）TMAH溶液の最適濃度の検討   

本分析法の実用化を図る目的から、図2の分析フローにおけるⅠ2コールドトラ  

ップからMIFJMSへ導入するためのTMAH溶液濃度の最適値を検討した。   

異なる濃度（0、0．1、0．5、1％）のTMAH溶液でコールドトラップ後のヨウ素を回  

収した結果、0．1％ではヨウ素回収率が 88％と低下したが 0．5％TMAH溶液ではヨ  

ウ素回収率98％が得られ、当初の10％から 0．5％までTMAHの濃度を下げることが  

できた。  

3．結語   

MIP－MSを用いた129Ⅰの定量法では、東海村周辺の土壌中】2リⅠの最大レベルにつ  

いては、定量可能であることが分かった。   

また、実用化のためのTMAH溶液濃度の最適化についても、TMAH溶液濃度を0．5％  

に低減させても、分析工程における回収率を下げることなく、安定してヨウ素を回  

収できることが分かった。   

参考文献  

1）武石，並木他：環境試料中】27Ⅰおよび129Ⅰの中性子放射化分析法，保健物理，  

22，39 － 45（1987）  

2）Katagiri，H．et al． Lowlevelmeasurements。f）29Iin envir。nmental  

Samples，J．Radioanal．Chem．Artic．，138，（1），187－192（1990）  

3）植頭，他‥ 質量分析法による環境試料中のヨウ素－129 定量法の開発，  

Radioisotpes，49，136 －139（2000）  
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Ⅴ．都道府県における放射能調査  
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北海道における放射能調査  Ⅴ－1   

北海道立衛生研究所生活科学部放射線科学科  

福田一義、青柳直樹、横山裕之  

1．緒 言   

前年に引き続き、科学技術庁委託による平成12年度の北海道における環境放射能水   

準調査の概要を報告する。  

2．調査の概要  

（1）調査対象  

降水（定時採取）については全ベータ放射能の測定、降下物（大型水盤による1か月採  

取）・陸水・海水・海底土・土壌・農畜水産物・日常食についてはGeガンマ線スぺク   

トロメータによる核種分析を行った。あわせて、牛乳の131Ⅰならびに牛乳・野菜・  

海産生物の90Srおよび137Csの核種分析を行った。また、空間放射線量率調査を行  

った。  

（2）測定方法  

測定は、科学技術庁編「全ベータ放射能測定法」、「Ge（Li）半導体検出器等を用いた  

機器分析法」、「ゲルマニウム半導体検出器によるガンマ線スヘクトロメトリーム「放射  

性ヨウ素分析法」、「放射性ストロンチウム分析法」、「放射性セシウム分析法」に準拠し  

て行った。なお、空間放射線量率は、モニタリングポストによる連続測定および  

シンチレーションサーベイメータによる月に一度の測建を行った。  

（3）測定装置  

GH計数装置；アロカTDC－103（GIト肌B－2501）  

Geガンマ線スぺクトロメータ；ORTEC GEH－25185P  

低バックグラウンド放射能自動測定装置；アロカLBC－471Q  

モニタリングポスト；アロカ皿－21  

サーベイメータ；アロカTCS－166  

原子吸光分光光度計；日立180－50  

（4）調査結果  

月毎の降水（定時採取）の全ベータ放射能調査結果を表Ⅰ、90Srおよび137Csの放射  

化学分析結果を表ⅠⅠ、牛乳中の131Ⅰ分析結果を表HL Ge半導体検出器による核種分  

析測定結果を表Ⅳ、空間放射線量率測定結果を表Ⅴに示す。  

牛乳の90Srおよび137Csの測定値には従前と同様な地域差が認められた。  

3．結 語  

本年度の調査において、特に異常は認められなかった。  
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Ⅰ定時降水試料中の全ベータ放射能調査結果  

採 取 年 月   降水量  測定数   放射能濃度（Bq几）  月間降下量  

（mm）  最低値   最高値   （MBq／km2）  

平成12年 4月   113．0   13   ND   ND   ND   

5月   71．5   12   ND   ND   ND   

6月   57．0   6   m   ND   ND   

7月   194．5   12   ND   ND   ND   

8月   108．5   9   ND   ND   ND   

9月   239．0   15   ND   ND   ND   

10月   23．5   5   ND   ND   ND   

11月   111．5   16   m   ND   ND   

12月   64．5   19   ND   ND   ND   

平成13年1月   51．0   16   ND   ND   ND   

2月   36．5   8   ND   ND   ND   

3月   58．0   10   ND   ND   ND   

年 間 値   1128．5   141   ND   ND   ND－ND   

前年度まで過去3年間の値  431   ND   ND   ND一－ND   

ⅠⅠ放射化学分析結果  

試 料 名  採取  90Sr  137Cs  単位  

年月   

野  0．124  0．060～0．147  0．009   ND－0．058  Bq／kg生  

菜   ND   ND～0，027  ND   ND－0．20  Bq／kg生   

牛 乳  平12 6   4  0．016  0．039  0．022～0．054  0．016  0．046  0．028－0．25  Bq瓜生   

海  平131   ND   ND～ND  0．244  0．18～0．21  Bq／kg生  

産  ND   ND－ND  ND   0．031－0．044  Bq／kg生  

生  ND   ND～ND  0．040  0．023－0．035  Bq／kg生  

物   平12 6   0．042  0．037－0．042  0．044  0．028－0．078  Bq／kg生   

＊前年度まで過去3年間の値  

ⅠⅠⅠ牛乳中の131Ⅰ分析結果  

採取場所   札幌市北区  ＊過去の値   

採取年月日  平12 5．9  平12 7．10  平12 9．4  平1211．6  平131．9  平13 3．5  最低値  最高値   

131Ⅰ（Bq几生）   ND   ND   ND   ND   ND   ND   ND   ND   

採取場所   音更町  ＊過去の値   

採取年月日  平12 5．11  平12 7．13  平12 9．6  平1211．8  平131．10  平13 3．6  最低値  最高値   

131Ⅰ（Bq／L生）   ND   ND   ND   ND   ND   ND   ND   ND   

＊前年度まで過去3年間の値  

－134－   



Ⅳ ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定結果  

試 料 名  採取場所   採取年月   検体  137Cs  ＊過去の値   単位  

数               最低値  最高値   

降下物  札幌市  毎 月   12   ND   m   N℃ト0．10  M】〕q／km2   

陸  札幌市  平成12 7月、平成131月  2   ND   m   ND－ND   mBq／L  

蛇口水   稚内市  平成12 6，12月  2   m   m   NDイND   mBq／L  

水   石狩市  平成12 7月   ND   ND～Nつ   mBq／L   

0一－5cm  札幌市  平成12 8月   1  26   21－28   Bq収g乾土  

土  0．72   0．72－1．1   GBq肱m2  

5一－20cm  札幌市  平成12 8月   13   8．5－8．6   Bq／kg乾土  

壌  1．4   1．2～1．7   GBqnim2   

精  石狩市  平成1211月   ND   N℃ルN℃   Bq／kg精米  

米   札幌市  平成1211月   ND   N℃トND   Bq／kg精米   

野  恵庭市  平成12 8月   1  0．018  ND－0．022   Bq／kg生  

菜   恵庭市  平成12 8月   ND   N℃トND   mBq／kg生   

牛  m   m   ND－0．088   Bq／L  

平成132月   

乳   札幌市  平成12 8月、平成18 2月  2   m   ND   ND～ND   Bq／L   

淡水産生物   鮒   石狩市  平成12 7月   1  0．066  0．054－0．066  Bq耽g生   

日常食  都市部  札幌市  平成12 6，12月   2   0．028  0．031  0．022～0．047  Bq／人・日  

農漁村部  岩内町  平成12 6，12月   2   0．033  0．037  ND－0．042  Bqノ人・日   

海水  余市町  平成12 6月   m   N℃トND   mBq／L   

海底土  余市町  平成12 6月   ND   N℃ト0．65  Bq／kg乾土   

海産生物   鮭   浦河町  平成12 9月   1  0．075  0．072～0．11   Bq／kg生   

＊前年度まで過去3年間の値  

Ⅴ 空間放射線量率測定結果  

測定年月   モニタリングポスト（nGy仙）    サーベイメータ  備 考  

最低値  最高値   平均値   （nGy仙）  

平成12年 4月   24   38   26   76   エネルギー補償者り   

5月   25   42   26   78   〝   

6月   25   38   27   76   ノ／   

7月   26   51   27   75   〝   

8月   26   40   27   69   〝   

9月   25   52   27   76   〟   

10月   25   44   27   78   ノ／   

11月   21   54   27   78   〝   

12月   22  48   25   71   〝   

平成13年 1月   22   42   25   75   ノ／   

2月   22   41   24   73   〝   

3月   23   36   25   72   〝   

年  間  値   21   54   26   69－78  

前年度まで過去3年間の値   19   68   24・－29   63・－79  
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Ⅴ－2  青 森 県 に お け る 放射 能 調 査  

青森県環境保健センター  

嘉山定伸、今武純、木村杏樹  

安達大介※l、エ藤イ変明※2、高橋杏昭  

木立健慈※3、木村芳伸、エ藤香織  
※1規 ノ＼戸！1塊管理事雅所  

X2‡見 残・テカ寄合割乳拝  

X3規 六ナ戸斤枚一寸練監視局  

1，緒 言   

前年度に引き続き、平成12年度に文部科学省の委託により実施した青森県に  

おける放射能調査の概要を報告する。   

2．調査の概要  

1）調査対象  

降水、降下物、上水、土壌、日常食、農首産物、海水、海底土、海産生物、空間  

線量率   

2）測定方法  

試料の前処理及び測定は、科学技術庁編「仝ベータ放射能測定法（昭和   

51年改訂版）」、「放射性ヨウ素分析法（昭和52年改訂版）」、「ゲルマニウム  

半導体検出器によるガンマ線スペグトロメトリー（平成2年改訂版）」に準拠して  
行った。  

また、空間線量率は、科学技術庁編「連続モニタによる環境ガンマ線測定法   

（昭和57年）」及び「放射能調査委託実施計画書（平成12年）」により測定し  
た。   

3）測定装置  

①ベー タ線の計測  

低バックグラウンド放射能自動測定装置（アロカ製 」BC－472P型）  
②ガンマ線スペグトロメトリー  

ゲルマニウム半導体検出器（セイコー EG＆G製）  
③空間線量率  

Nql（Tl）シンチレーションサーベイメータ（アロカ製 TCS－1と）6型）  

モニタリングポスト（富士電機製 N13－34型）   

4）調査結果  

①青森市における降水（定時採取）中の仝ベータ放射純調査結果は、表1に  

示すとおり、過去3年間と同様のレベルにあり異常値は認められなかった。  

②牛乳中の－3－1の分析結果は表2に示すとおり、全て検出限界以下であった。  

③各種試料中のゲルマニウム半導体検出器による核種分析調査結果は表3  

のとおりである。降下物、上水、牛乳の137csの測定値が過去3年間の範囲を  

上回ったが、環境レベルの変動と考えられる。また、も’っ市の土壌．の値が過  

去3年間の範囲を大幅に下回ったのは、採取場所の変更により土質が異な  

るためであると考えられる。  

④青森市におけるモニタリングポストとシンチレーションサーベイメータの調査結  

果を表4に示す。空間線量率は過去3年間と同様のレベルであった。   

3．結 語   

平成12年度の空間線量率及び環境試料中放射能濃度は、これまでと同じ水準  

であった。  
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表1 定時降水試料中の仝ベータ放射能調査結果  

降水の定時採取（定時降水）  

採 取  降水量  月間降下量  

年 月  （mm）  

放射能濃度（Bq／l）  
（MBq／km2ノ  

測定数   最低値   最高値   

平成12年4月   63．9   13   N．D   3．6   40   

5月   85．1   10   N．D   1．2   32   

d月   29．0   3   N．D   0．9d   1．2   

7月   254．7   N．D   0．71   5．9   

8月   23．8   2   N．D   N．D   N．D   

9月   1と）5．3   12   N．D   N．D   N．D   

10月   58．0   12   N．D   2．0   15   

11月   117．8   14   N．D   2．6   △2   

12月   151．占   19   N．D   1．7   130   

平成13年1月   118．4   1d   N．D   1．5   d9   

2月   73．7   12   0．34   1．3   59   

3月   46．9   N．D   2．3   29   

年 間 偵  1188．2   135   N．D   3．占   N．D～130   

前年度までの過去3年間の値  400   N．D   7．8   1．4～190   

表2 牛乳中の13－1分析結果  

採取場所   青森市  
前年度までの  

過去3年間の値   

採取年月日  13．6．6  13．7．18  13．8．2  13．9．19  13．10．23  13．11．8   

放射能濃度  
最高値  最低値  

（Bq／ど）   

N．D   N．D   N．D   N．D   N．D   N．D  
N．D   N．D   
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表3 ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定調査  

1コ7 前年度までの  
cs  

試料名  
過去3年間の値  その他の  

採取場碑  採取年月  検体数  検出された  単位  

人工放射性核種         最高値  最低値  最高イ直  最低値   

降下物  青森市  H12．4｛、一H13．3  12  0．18  N．D  0．09占  N．D  MBq／Km∠   

陸水  上水（蛇口水）  青森市  H12．占．H12．12  2  0．37  N．D  N．D  N．D  mBq／ど   

N．D  8．7  N．D  Bq／Kg乾土  

青森市   H12．7   1  

N．D  300  N．D  MBq／Km2  
0一、－5cm  

3．9   57   20  Bq／Kg乾土  

むつ市   H12．7   1  

土  1と〉○  1800  730  MBq／KmJ  

壌  
N．D  4．1   N．D  Bq／K9乾土  

青森市   H12．7   1  

N．D  440  N．D  MBq／Km丘  

5一、－20cm  

N．D   3d   5．1  Bq／K9乾土  

£、っ市   H12．7   1  

N．D  2800  4dO  MBq／Km〇   

精米  弘前市   H13．1   1  N．D  N．D  N．D  Bq／K9精米   

ジャガイモ  £、っ市   H12．8   1  0．045  0．073  ○，055  

三戸町  H12．11   1  N．D  N．D  N．D  
野  

キャベツ  菜  Bq／Kg生  

£、っ市  H12．10   1  N．D  0．041  N．D  

ダイコン   三戸町  H12．11   1  N，D  N．D  N．D  

牛乳  青森市  H12．8，H13．2  2  0．09d  0．Od4  0．0と）2  N．D  Bq／ど   

青森市  H12．6，H12．12  2  0，078  0．10  0．080  N．D  
日常食  Bq／人・日  

鯵ヶ沢町  H12．ら出12．12  2   N．D  N．D  0．055  N．D  

£、っ市  

関根浜沖   
【12．7   N．D  N．D  N．D  

潅水  mBq／ど  

陸奥湾   H12．8   1  卜」．D  N．D  N．D  

£、っ市  
H12．7   

関根浜沖  1  N．D  N．D  N．D  
‡毎底土  Bq／Kg乾上  

陸奥湾   【12．8   1  5．9  d．3  5．0  

L、っ市  
H12．5   

関根浜沖  1  N．D  N．D  N．D  
ワカメ  

海  深浦町   H12．5   1  N．D  N．D  N．D  

産  
生  1  N．D  N．D  N．D  Bq／Kg生  

物  
カレ イ   陸奥湾  H12．11   1  0．092  0．12  0．097  

ホタテ   陸奥湾  H12．11   
1  N．D  N．D  N．D  
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表4 空間放射線董率測定結果  

モニタリングポスト（nGv／h）  
サーへこイメータ  

測定年月  
（nGY／h）  

最低値   最高値   平均値   

H12．4   22   44   25   40   

H12．5   51   

H12．d   24   39   2△   53   

H12．7   23   53   26   57   

H12．8   24   45   26   53   

H12．9   24   40   2d   53   

H12．10   24   39   2d   51   

H12．11   24   51   2d   55   

H12．12   17   55   25   51   

12   43   18   43   

H13．2   9   42   13   43   

H13．3   39   14   40   

年間値   9   55   23   40一、－57   

前年度までの過去3年間の値   9   73   24   4巨－58   
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Ⅴ－3   岩手県における放射能調査  

岩手県環境保健研究センター  

田中舘 泰 中南 真理子 五日市 恵里 千葉 紀穂   

1 緒言   

前年度に引き続き、・平成12年度に実施した科学技術庁（現文部科学省）委託   

による環境放射能水準調査結果の概要を報告する。   

2 調査の概要  

（1）調査対象  

① 定時降水の全ベータ放射能  

② 空間放射線量率  

モニタリングポスト及びサーベイメータ  

③ Ge半導体検出器による核種分析  

大気浮遊じん、降下物、上水（蛇口水）、土壌、精米  
野菜（大根、白菜）、牛乳、日常食、海産生物（ほたて貝）   

（2）測定方法  

試料の採取、前処理及び空間放射能線量率の測定は、「放射線測定調査委   
託実施計画書（科学技術庁・平成12年度）」の指示に従った。  
全ベータ放射能測定は科学技術庁編「全ベータ放射能測定法（1976）」、核   
種分析は同編「ゲルマニウム半導体検出器によるガンマ線スペクトロメト   

リ（平成2年改訂）」に従った。   

（3）測定装置  

① 全ベータ放射能 GM自動測定器 Aloka製JDC－163  
② Ge半導体核種分析装置SEIKO・EG＆G7700、ORTECGEM－15180P  

③ 空間放射能線量率   サーヘヤイメづ  Aloka製 TCS・131  

モニタリンクヾポスト Aloka製 MAR・11   

（4）測定結果  

① 定時降水の全ベータ放射能は測定数75で異常はみられなかった。  

② Ge半導体検出器よる核種分析の結果、30件中8検体（月間降下物  
2件、土壌2件、日常食4件）から137c sが検出されたが異常値は  
見られなかった。  

③ 空間放射線量率（サーベイメータ、モニタリングポスト）に異常は  

みられなかった。  

号五  
日ロ   

いずれも調査項目においても異常はみられず、前年度とほぼ同程度の測  

定値であった。  
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Ⅰ 定時降水試料中の全β放射能調査結果  

降水量  
降水の定時採取（定時降水）  

採取年月 日  
（mm）  

放射能濃度（B q／1）  月間降下量  

測定数  最低値   最高値   （MBq／krぱ）  

平成12年 4月   167．8   10   N．D   2．3   20．8   

5 月   159．9   4   N．D   N．D   N．D   

6 月   52．6   5   N．D   N，D   N．D   

7 月   221．9   8   N．D   N．D   N．D   

8 月   28．7   5   N．D   N．D   N．D   

9 月   897．9   8   N．D   N．D   N．D   

10 月   50．5   5   N．D   N．D   N．D   

11月   59．7   6   N．D   N．D   N．D   

12 月   62．0   7   N．D   N．D   N．D   

平成13年 1月   41．3   6   N．D   N．D   N．D   

2 月   13．2   3   N．D   N．D   N．D   

3 月   82．8   8   N．D   N．D   N．D   

年  間  値   1838．3   75   N．D   2，3   N．D ～ 20．8   

前年度までの過去 3年間値  196   N．D   2．6   N．D ～ 29．4   

Ⅲ  空間放射線量率測定結果  

モニタリンク～ホ○スト（cps）  サーヘ～イメータ  

測 定 年 月 日  
最低値  最高値   平均値   （nGy／h）   

平成12年 4月   7．1   12．0   8．3   37   

5 月   7．1   11．3   8．2   38   

6 月   7．8   11．0   8．5   39   

7 月   7．1   14．1   8．4   41   

8 月   7．1   10．2   8．3   37   

9 月   7．3   12．0   8．4   40   

10 月   7．8   12．0   8．7   39   

11月   7．2   15．7   8．8   38   

12 月   7．5   13．1   8．7   37   

平成13年 1月   6．9   12．0   8．0   37   

2 月   6．5   10．1   7．6   32   

3 月   7．2   16．2   8．6   36   

年  間  値   6．5   16．2   8．4   32～41   

前年度までの過去3年間値   6．9   15．0   8．3   32～41   
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Ⅲ ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定結果  

検  137cs  
前年度まで  

その他の検出  

試 料 名   採取場所  採取年月日   体  
過去3年間の値    された人工放  

数            射性核種   

大気浮遊じん  
盛岡市   四半期毎   4   N．D   N．D  N．D   N．D   な し   mBq／m3   

降 下 物  盛岡市   毎  月   12   N．D   0．14  N．D   N．D   な し   MBq／k汀f   

陸  

水   
盛岡市  H12．6、12．  2   N．D   N．D  N．D   N．D   な し   mBq化   

45  14   54   な し   Bq／kg乾土  

0～5cm  滝沢村   H12．8   1  

土  
1400  630   1800   な し   MBq／knf  

壌  
7．6   19   な し   Bq几g乾土  

5～20cm  滝沢村   H12．8   1  

1200  890   2600   な し   MBq／knぞ   

精  米  滝沢村   H12．11   1   N．D  N．D   0．16   な し   Bq耽g精米   

野  
大根   玉山村   H12．10   1   N．D  N．D   N．D   な し   

Bq此g生  

菜                        白菜   玉山村   H12．10   1   N．D  N．D   0．032   な し   

牛 乳  滝沢村   H12．8 H13．2   2   N．D  N．D   N．D   0．13   な し   Bq佃   

盛岡市  

日 常 食  4   0．047  0．093   N．D   0．11   な し   Bq／人・日   

岩泉町   

海産生物  
山田町   H13．2   1   N．D  N．D   N．D   N．D   な し   

ほたて貝  
Bq肱g生   

※ 計数値がその計数誤差の3倍を下回るものについては「N．D」とする。  
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Ⅴ－4  宮 城 県 に お け る 放 射 能 調 査  

宮城県原子力センター  

今野達矢  木立 博  
吉田徳行  石川陽一  
加賀谷秀樹 星野和行   

1 緒  言   

前年度に引き続き、平成12年度に科学技術庁の委託を受けて宮城県が実施した「環   
境放射能水準調査」の結果を報告する。   

2 調査概要  

（1）調査対象   

定時降水については全ベータ放射能の測定、降下物、陸水、土壌、日常食、農畜産物   
海産生物、及び牛乳についてはゲルマニウム半導体検出器による核種分析を行った。   
また、サーベイメータによる空間線量率を毎月1回、モニタリングポストによる空間   
線量率を周年連続で測定した。  

（2）測定方法  

全ベータ放射能は科学技術庁編「全ベータ放射能測定法」（昭和51年改訂）、核種   
分析は同庁編「ゲルマニウム半導体検出器によるガンマ線スぺクトロメトリー」（平成   
2年改訂）、サーベイメータ及びモニタリングポストによる空間線量率は「放射能測定   
調査委託実施計画書（平成12年度）」に基づいて行った。  

（3）測定装置   

①全ベータ放射能   

②核種分析  

オートサンプルチェンジャー付GM計数装置  
（アロカ製JDC－3201）  

オルテックGe半導体検出器  
セイコーEG＆G多重波高分析装置  

③サーベイメータによる空間線量率  
N aI（Tl）シンチレーション式サーベイメータ  

（アロカ製TC S－166）  
④モニタリングポストによる空間線量率  

NaI（Tl）シンチレーション式モニタリングポスト  
（アロカ製MAR－21）   

（4）調査結果   
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 3 結   

平成12年度に実施した全ベータ放射能及び空間線量率の測定結果は、例年と同レベ   
ルであった。また、昭和63年度から開始した核種分析結果についても、特に異常な値   
は認められなかった。  
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表－Ⅰ 定時降水試料中の全ベータ放射能調査結果  

採  取  降水量  放射能濃度（Bq／1）  

年  月  （mm）  測 定 数  最 低 値  最 高 値   

平成12年 4月   20 3．0   8   ND   2．3   

5月   139．8   5   ND   2．0   

6月   63．7   6   ND   ND   

7月   279．2   5   ND   1．2   

8月   18．6   1   ND   ND   

9月   141．5   6   ND   ND   

10月   91．6   5   ND   ND   

11月   126．7   6   ND   1．4   

12月   9．9   ND   ND   

平成13年 1月   86．7   4   ND   ND   

2月   13．2   ND   ND   

3月   88．2   6   ND   3．6   

年  間  値  1262．1   54   ND   3．6   

前年度までの過去3年間の値  165   ND   4．5   

表－Ⅱ 牛乳（原乳）中の▲31Ⅰ分析結果  

採 取 場 所  宮 城 県 畜 産 試 験 場 （岩出山町）       前年度まで過去3年間の値   

採 取 年 月 日  12．5．18  12．6．13  12．7．4  12．8．9  12．9．19  12．10．12  最 高 値  最 低 値   

放射能濃度（Bq／1）  N D  N D  N D  N D  N D  N D   N D   N D   
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義一Ⅲ ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定調査結果  

前年度まで過  

検  

試  料  名   採取場所  採取年月   体  単 位  

数   

降  下  物   女 川 町  12．4～13．3  四  ND  0．065  ND  0．054   なし   MBq／km2   

陸水（蛇口水）   仙 台 市  12．7，12．11  田  ND  ND  ND  ND   なし   mBq／1   

土  なし   

Bq／kg乾土  

壌   なし   

精  米   石 巻 市  H12．11  口  ND  ND  ND  ND   なし   Bq／kg精米   

野  なし   

Bq／kg生  

菜   根  利 府 町  H12．9  口  ND  ND  ND  0．077   なし   

牛乳（市販乳）   仙 台 市  12．5，12．9  田  ND  ND  ND  ND   なし   Bq／l   

日  常  食   石巻市、他  12．7，12．11  4  0．027  0．053  ND  0．095   なし   Bq／人・日   

海産生物（カレイ）   仙 台 市  H12．7  口  0．056  0．056  0．039  0．052   なし   Bq／kg生   
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表－Ⅳ 空間放射線量率測定結果  

モニタリングポスト（nGy／h）    サーベイメータ  

測  定  年  月  

最低値  最高値  平均値  （nGy／h）   

平成12年 4月   20．5  38．7  22．1   63   

5月   20．0  29．6  21．5   6 3   

6月   20．5  34．9  22．2   68   

7月   21．0  37．0  22．4   66   

8月   21．0  37．0  22．4   66   

9月   20．3  32．9  22．2   69   

10月   20．2  30．5  21．6   65   

11月   19．9  31．3  21．7   68   

12月   20．2  46．4  22．1   65   

平成13年 1月   16．5  45．3  21．0   67   

2月   19．5  31．4  21．1   6 8   

3月   18．8  49．1  22．1   62   

年  間  値   16．5  49．1  21．8  62 ～ 69   

前年度までの過去3年間の値（注）  18．8  46．7  22．9  60 ～ 82   
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Ⅴ－5   秋田県における放射能調査  

秋田県衛生科学研究所   

武藤 倫子 鈴木 憲  

1）緒 言   

平成12年度（平成12年4月～13年3月）に実施した科学技術庁委託による秋田県における環境   

放射能水準調査の結果について報告する。  

2）調査研究の概要  

（1）調査対象  

定時降水・大気浮遊じん・降下物・陸水（蛇口水、淡水）・土壌・農畜産物（精米、ダイコ  

ン、キャベツ、牛乳）・水産生物（コイ、タイ）・日常食・空間線量率（モニタリングポスト、  

サーベイメータによる。）  

（2）測定方法  

試料の萌整及び測定は、科学技術庁編「放射能測定調査委託実施計画書（平成9年度）」・   

「全ベータ放射能測定法（昭和51年度）」・「放射性ストロンチウム分析法（昭和52年）」   

「ゲルマニウム半導体検出器を用いた機器分析法（平成2年改定）」等に準じた。  

（3）測定装置  

① 低バックグランド自動測定装置：Aloka LBC－471Q型  
② シンチレーションサーベイメータ：Aloka TCS－166塑  

⑧ モ ニ タ リ ン グ ポ ス ト：Aloka MAR－21型   
④ ゲルマニウム半導体検出器付波高分析装置：SEIKO EG＆G MCAp7800塑  

ORTEC GEM－15180－P  
（4）調査結果   

① 定時降水中の全β放射能結果を表Ⅰに示した。年間の絵降水量は1，578皿、定時採水の測  

定回数は137回であり、全β放射能濃度の最高値は3月の3．7Bq／1であった。また、年間総  

放射性降下量は587MBq／随2で、総降水量、測定回数及び年間総降下量は昨年度より下回って  

ていた。全β放射能濃度の最高値は昨年度よりわずかに高かった。   

② 放射化学分析による90Srでは、キャベツが昨年度より高く、海水産生物（鯛）で昨年度よ  

り低い値であった。その他の試料は、はぼ例年の備に近かった（Ⅱ）。  

⑧ 牛乳中の131Ⅰの分析結果を表Ⅱに示した。全て検出限界以下であった。   

④ ゲルマニウム検出器による137csの測定結果を表Ⅳに示した。キャベツから若干検出されたもの  

の、他試料は過去3か年の値と同レベルであった。   

⑤ 空間線量率の結果を表Ⅴに示した。年間を通じて昨年度より低い値であった。  

3）結 語   

降下物では年間総降水量、測定回数は昨年度より少なく、年間総降下量は昨年度より低かった。   

また、空間線量率が年間を通じて昨年度より低く、その傾向は1月、2月で顕著であった。  
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表Ⅰ．大型水盤による月間降下物試料及び定時降水試料中の全β放射能調査結果  

降水の定時採取 （定時降水）  

採取年月 日   降水量  放 射 能 濃 度  月間降下量  

（皿m）  

（MBq／Km2）  

測定数  最低値  最高値   

平成12年4月   161．3   11   N．D．   2．0   107．9   

／／  5月   121．5   8   N．D．   1．4   29．8   

／／  6月   77．4   8   N．D．   0．9   21．6   

／／  7月   167．4   9   N．D．   1．1   7．1   

／J  8月   23．4   5   N．D．   1．5   7．4   

J／  9月   255．3   12   N．D．   0．4   0．6   

JJlO月   126．1   11   N．D．   1．2   36．1   

／／11月   181．8   14   N．D．   1．4   66．8   

／J12月   141．1   16   N．D．   2．1   99．1   

平成13年1月   146．3   16   N．D．   1．7   74．3   

J／ 2月   53．3   13   N．D．   3．2   39．7   

′3月   122．8   14   N．D．   3．7   96．1   

年 間 値   1577．7   137   N．D．   3．7   0．6～107．9   

前年度までの過去3年間の値  5．0  
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表Ⅱ．放射化学分析結果  

平成12年度の  

90srの値  過去3年間の  
試 料 名  採取場所  採取年月日   検体数  90srの値   単  位  

最低値  最高値   

5．09  0．21～3．78   Bq／Kg乾土  

0～5cm   秋田市  12年9月   ロ  

土  

175  7．58～257   MBq／Km2  

壌  5．45  2．35～6．59   Bq／Kg乾土  

5～20cm   12年9月   

662  84．8～722   MBq／Km2   

穀 類（精米）  12年11月   0．037  0．019～0．056  Bq／Ⅹg精米   

野  大 根   12年11月   0．047  0．030～0．101   

Bq／Kg生  

菜  12年11月   0．162  0．035～0．125   

牛  乳  12年8月・12月   2   0．029  0．060  0．027～0．055   Bq／1   

淡水産生物（鯉）  12年8月   1   3．15  2．43～8．34   Bq／Kg生   

12年7月・12月   2   0．06   0．072   0．03～0．11   
日   
常  食  0．02～0．09   

Bq／人・日  
2   0．08   0．09  

海水産生物（鯛）   天王町  12年8月   0．026  0．037～0．069  Bq／Kg生   

表Ⅲ．牛乳中の131Ⅰ分析結果  

採 取 場 所  秋田市  秋田市  秋田市  秋田市  秋田市  秋田市   前年度までの過去3年間  

の値   

採取年月 日  12．5．10  12．6．22  12．8．10  12．11．15  12．12．14  13．2．23  最 低 値  最 高 値   

讐度（Bq′1）  lN・D   N．D   】 ＿＿」   
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表Ⅳ．ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定調査結果  

平成12年度の  

137csの値  3年間の値  

試 料 名  採取場所  採取年月   検体数  単  位  

最低値  最高値   最低値  最高値   

大気浮遊じん  秋田市  年4回   4   N．D  N．D   N．D  N  

D．   

降下物  4月～3月   12  N．D  0．106   N．D   0．05  
7   

陸  12年7月・12月   2   N．D  N．D  

mBq／1  

水   12年8月   N．D  N．D   

30．8  23   40  Bq／Ⅹg乾土  
土  12年9月   

1059．0  794   1369  MBq／Km2  

25．4  12   39  Bq／Kg乾土  
壌   12年9月   

3088．9  1072  1339  MBq／Km2   

精米  12年11月   N．D  N．D  Bq／Kg精米   

野  12年11月   N．D  N．D  N．D   

Bq／Kg生  

菜   12年11月   0．16  N．D  N．D   

牛乳  12年8月・12月   2   N．D   N．D  N．D  N．D．  Bq／l   

淡水産生物（鯉）  12年8月   ロ   0．142  N．D  0．223  Bq／Kg生   

12年7月・12月   2   N．D   N．D  N．D  0．074   

日常食  Bq／人・目  

横手市  12年7月・12月   2   N．D   0．05  N，D  0．077   

海水産生物（鯛）   天王町  12年8月   0．070  N．D  0．057  Bq／Kg生   
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表Ⅴ．空間放射線量率測定結果  

モニタリングポスト（nGy仇）  サーベイメータ  

測 定 年 月 日  

（nGy瓜）  
最低値   最高値   平均値   

平成12年 4月   34．6   53．0   36．6   51．0   

／J   5月   34．6   48．9   36．5   54．6   

J／   6月   34．8   52．7   37．0   48．4   

／J   7月   34．6   46．3   36．9   43．0   

／／   8月   35．3   43．2   37．3   48．8   

J／   9月   34．9   45．3   37．5   52．1   

J／ 10月   34．9   51．1   37．4   42．7   

／J ll月   34．1   72．4   37．5   42．5   

J／ 12月   32．3   58．8   37．5   52．6   

平成13年1月   29．1   54．6   33．8   35．0   

J／   2月   28．7   45．1   32．9   34．5   

J／   3月   33．0   51．8   36．6   42．2   

年  間  値   28．7   72．4   36．5   45．6   

前年度までの過去3年間の値   27．0   66．8   36．7   48．4～68．7   
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Ⅴ－6  山 形 県 に お け る 放射能調 査  

山形県衛生研究所  

伊藤 健，笠原義正  

1．緒言  

平成12年度に山形県が実施した科学技術庁委託環境放射能水準調査結果の概要を報   

告する。  

2．調査の概要  

1）調査対象  

定時降水の全β放射能および降下物・陸水（上水）・土壌・精米・野菜・牛乳・日常食・   

海産生物（魚類，貝類，海藻類）の各々γ放射能，並びにサーベイメータ，モニタリング   

ポストによる空間線量率を測定した。  

2）測定方法  

試料採取，前処理，全β，γ放射能測定及び空間線量率の測定は、科学技術庁編『環   

境試料採取法（昭和58年）』，『全ベータ放射能測定法（昭和51年）』，『ゲルマニウム半   

導体検出器によるガンマ線スペクトロメトリー（平成2年）』及び平成12度放射能測定   

調査委託実施計画書により行った。  

3）測定装置  

GM自動装置（Aloka製JDC－163）  

Ge半導体検出器（セイコーEG＆G製ORTECGEM15180）  

シンチレーションサーベイメータ（Aloka製TCS－171）  

モニタリングポスト（Aloka製MAR－21）  

a．全β放射能  

b．γ線核種分析  

c．空間線量率  

4）調査結果  

a．定時降水試料中の全β放射能調査結果を表Ⅰに示した。  
b．γ線核種分析調査結果を表Ⅲに示した。  

c．空間線量率測定結果を表Ⅲに示した。  

3．結 語  

平成12年度の山形県の環境放射能レベルは、前年度までの過去3年間の本県におけ  

る放射能レベルと同程度であった。  

－152－   



（Ⅰ）大型水盤による月間降下物試料及び定時降水試料中の全β放射能調査結果  

降水の定時採取（定時降水）  大型水盤による降下物  

採取  降水量  
放射能濃度（Bq／ゼ）  

年月  （mm）  

月間降下量  月間降下量  

（MBq耽m2）  （MBq／km2）  
測定数   最低値   最高値   

平成12年4月   99．6   13   N．D   N．D   N．D  

5月   113．0   7   N．D   N．D   N．D  

6月   94．4   7   N．D   N．D   N．D  

7月   220．7   12   N．D   N．D   N．D  

8月   67．5   7   N．D   N．D   N．D  

9月   119．1   9   N．D   N．D   N．D  

10月   80．7   12   N．D   N．D   N．D  

11月   118．2   10   N．D   N．D   N．D  

12月   76．9   N．D   N．D   N．D  

平成13年1月   124．7   12   N．D   N．D   N．D  

2月   50．3   7   N．D   N．D   N．D  

3月   77．3   15   N．D   N．D   N．D  

年 間 値   1242．4   124   N．D   N．D   N．D  

前年度までの過去3年間の値  381   N．D   0．27   2．7  
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（Ⅲ）ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定調査結果  

検  137cs  
前年度まで  

試料名  
過去3年間の値   その他の検出された  

採取場所  採取年月   体  単 位  

数  
人工放射性核種  

大気浮遊じん  山形市  12．4～ 13．3  4  N．D  N．D  N．D  N．D  mBq／m3   

降下物  山形市  12．4～ 13．3  12  N．D  0．O19  N．D  0．09  MBq耽m2   

上水 源水  
陸  

蛇口水  山形市  12．6，13．1  2  N．D  N．D  N．D  N．D  mBq／g  
水  

淡水  

20   16   23  Bq／kg乾土  

0～5cm   山形市   12．7   

土  1295  850  1200  MBq／km2  

壌  3．5   2．5   5．1  Bq／kg乾土  

5′－20cm  山形市   12．7   
431   236   570  MBq耽m2   

精 米  山形市  12．11  口  N．D  N．D  N．D  Bq／kg精米   

野  大根   山形市  12．10  口  N．D  N．D  0．027  

Bq／kg生  

菜                       ホウレン草  山形市  12．10  口  N．D  N．D  N．D  

茶  Bq耽g乾物   

牛 乳  山形市  12．8，13．2  2  N．D  N．D  N．D  N．D  Bq／ゼ   

淡水産生物  Bq耽g生   

日常食  山形市他  12．5，11  4  N．D  0．105  N．D  0．079  Bq／人・日   

海水  mBq／ゼ   

海底土  Bq／kg乾土   

海  酒田市   12．6   N．D  N．D  0．005  
産  

ワカメ   酒田市   12．6   N．D  N．D  N．D  
生  

Bq／kg生  

物   
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（Ⅲ）空間放射線量率測定結果  

モニタリングポスト（nGy几）  サーベイメータ  

測 定 年 月  
最低値   最高値   平均値   （nGy／h）   

平成12年 4月   42   60   43   71   

5月   42   52   43   63   

6月   42   58   44   76   

7月   41   62   43   79   

8月   42   53   43   70   

9月   41   52   43   67   

10月   42   58   43   68   

11月   41   55   43   74   

12月   40   65   44   0   

平成13年1月   32   77   38   59   

2月   33   54   38   64   

3月   41   77   44   57   

年 間 値   32   77   38．8   59．2～78．8   

前年度までの過去3年間の値   33   70   44．8   57．9～76．1   
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Ⅴ－7   福 島 県 に お け る 放 射 能 調 査  

福島県原子カセンタ一  

石井 輝雄 石井 常雄 遠藤 光義  

合津   勇 阿部 幸雄 佐々木広朋   

1．緒 言   

平成12年度に科学捜術庁委託により福島県が実施した，環境放射能水準調査結呆を報告する。  

2．調査の概要  

1）調査対象  

①仝β教射能  

②1＝Ⅰ分析  

（針路種分析  

定時降水  

牛乳（原乳）  

大気浮獲じん，降下物，陸水（上水（蛇口水），淡水），土壌，精米，  

野菜（大根，ほうれん草），牛乳（市販乳），淡水産生物（イワナ），  

日常食，海水，海底土，海産生物（アイナメ）  

モニタリングポスト NaI（Tl）シンチレーションサーベイメータ  ④空間線喜率  

2）測定方法   

或料の採取，前処理及び測定は，科学披術庁編「放射能測定法シリーズ」並びに「平成12年   

度環境放射能水準調査委洗実施計画書」に基づいて行った。  

3）測定装置   

①仝β放射能   

②1さ1Ⅰ分析   

③核種分析   

（参空間線量率  

GM自動測定蓑置（アロカ製 JDC－161）  
Ge半導体検出器（CANBERRA梨GC－3018－7500RPC）  

Ge半導体検出器（CANBERRA製GC－3018－7500RPC）  

NaI（Tl）シンチレーション検出器（アロカ製 ADP－112）  
NaI（Tl）シンチレーションサーベイメータ（アロカ梨TCS－166）   

4）調査結果  

①定時降水中の仝β放射能は，仝91試料中90試料は検出限界未満であったが，5月に1試  
料で1．5 MBq／kI紬；検出された。  

②牛乳（席乳）では131Ⅰは検出限界未満であった。  

③核種分析では，137Csが降下物で0．14MBq／姐 土壌（0～5cm）で1．2×103MBq／kni  
土壌（5～20cm）で8．4×102岨q／撼，汲水産生物（イワナ）で0．15Bq／Ⅹg生，日常食  
では福島市でⅣ．D，大熊町で0．03Bq／人・日，海底土で1．3軸／kg乾土，海産生物（アイナ  

メ）で0．12Bq／kg生が検出された。  

④空間線量率はモニタリングポストで31～64 nGy／h（年間平均値40nGy／h）の範囲  
で，サーベイメータで64～78 nGy／h（年間平均値72 nGy／h）であった。   

3．結 語   

平成12年度の本県の調査結呆は，環境中の敦射能は例年と同レベルであり，全般的に低レベル   

で推移しており，異常ほ盗められなかった。  
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（1）定時降水試料中の仝β教射能調査結果  

降水の定時採取（定時降水）  

採 取 年 月   降水量  教射能濃度（Bq／ゼ）  月間降下量  

（m）  （岨q／昆）    測 定 数  最 低 値  最 高 値   

平成12年 4月   207．5   11   N．D   N．D   N．D   

5月   150．0   12   N．D   3．1   1．5   

6月   135．5   11   N．D   N．D   Ⅳ．D   

7月   252．5   8   N．D   N．D   N．D   

8月   21．0   5   N．D   N．D   N．D   

9月   333．0   10   軋D   N．D   軋D   

10月   96．5   7   N．D   N．D   N．D   

11月   113．5   6   N．D   N．D   N．D   

12月   4．5   N．D   N．D   Ⅳ．D   

平成13年 1月   85．5   7   N．D   軋D   札D   

2月   19．0   3   N．D   N．D   N．D   

3月   76．5   10   N．D   軋D   N．D   

年  間  値   1495．0   91   N．D   3．1   1．5   

前年度までの過去3年間の値  385   N．D   3．0   N．D～21．2   

（2）牛乳中の131Ⅰ分析結果  

採 取 場 所  大熊町  大熊町  大熊町  大熊町  大熊町  大熊町  過去3年間の値   

採取年 月 日   12．tll  ほ 6．13  12．＆22  1乙10．17  12．12．14  13．ま14  最低値  最 高値   

放射能濃度（8q／g）  軋D  札D   Ⅳ．D   Ⅳ．D   軋D   Ⅳ．D   N．D   N．D   
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（3）ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定調査結呆  

凍  前年度まで  

或 科 名   採取  137CSSSSS 過去3年の値  

場所  た人工敦  

月   射性核種   

大気淳遵じん   大熊町  四半期  4  N．D   軋D   N．D   Ⅳ．D   N．D   皿Bq／d   

降 下 物   大熊町  毎 月  12  Ⅳ．D   0．14  N．D   0．065  N．D   脇q／適   

陸  軋D   N．D   N．D   N．D   

（蛇口水）   12．11   
mBq／ゼ  

水   N．D   Ⅳ．D   N．D   Ⅳ．D   

36   22   41   N．D   Bq／kg鮎．  

土  0～5cm  福島市  12．6  口  

1200   880  1200   N．D   MBq／撼  

9．4   4．8   14   N．D   的／kg軋  
壊                                        5′～20cln  福島市  12．6  口  

840   680  1300   N．D   岨q／ぱ   

精  米   福島市  12．11  6  軋D   N．D   N．D   N．D   Bq／kg裾   

野  N．D   N．D   軋D   N．D   

Bq／kg生  

菜   Ⅳ．D   N．D   軋D   N．D   

牛  乳  N．D   N．D   Ⅳ．D   軋D   Bq／ゼ   

（市販乳）  13．2   

汲水産生物   福島市  12．9  口  0．15  0．08  0．20   N．D   Bq／kg生   

福島市  12．6  N．D．   Ⅳ．D．   0．09   N．D．   

12．11   
日 常 食  8q／人・日  

大熊町  12．6  0，11   N．D．   

12．11   

海  水   相馬市  12．7  口  Ⅳ．D．   N．D．   N．D．   N．D．   嘘q／ゼ   

海 底 土   相馬市  12．7   1．3   N．D．   1．3   N．D．   Bq／kg紐   

海産生物  相馬市  12．10  n  0．12  0．12  0．17   N．D．   Bq／kg生   

（アイナメ）  

（注）汲水産生物はイワナ，11年度はブラウントラウト。  
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4）空間敦射線宝率測定結果  

モニタリングポスト（nGy／b）  サーベイメータ  

測 定 年 月  

最低値   最高値   平均値   （nGy／h）  

平成12年 4月   37   53   39   70   

5月   38   51   40   73   

6月   38   6 4   41   70   

7月   38   60   41   ・ 70   

8月   39   45   41   73   

9月   40   5 6   42   72   

10月   40   53   42   71   

11月   38   53   41   72   

12月   38   51   40   73   

平成13年 1月   31   5 5   39   78   

2月   35   5 6   38   64   

3月   36   5 7   40   7 2   

年   間   値   31   6 4   40   64 ～ 78   

前年度までの過去3年間の値   32   63   39   59 ～ 80   
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Ⅴ－8   
茨城県 に お け る 放射能調査  

茨城県公害技術センター  

平井保夫 鹿田修二 橋本和子  
児玉弘人 平柳典亮 嘉成康弘  

1 緒 言   

平成12年度に茨城県で実施した文部科学省委託の環境放射能水準調査結果について   

報告する。   

2 調査結果の概要  

1）調査対象   

①全β放射能：定時降水（水戸市石川）   

②核種分析：降下物，大気浮遊じん，陸水（蛇口水），農産物（精米，大根，ホウレン草）  

空間放射線量率；水戸市石川  

陸水（淡水），水産生物（コイ）；霞ケ浦  

畜産物（原乳）；水戸市見川  

土壌；東海村石神  

海水，海底土；東海村沖  

水産生物（シラス）；大洗沖  

日常食；水戸市，東海村   

2）測定方法  

試料の前処理，全β放射能測定及び核種分析は，主として科学技術庁のマニュアル   

に従って実施した。   

3）測定装置   

①全β放射能：低バックグランドβ線測定装置 アロカ LBC－472Q   

②核種測定：ゲルマニウム半導体検出器  キヤンへぃラGC－4019   

③空間放射線量率：車載エリアモニター  アロカHSR－R74－3260（2”¢NaI（Tl）検出器）  

モニタリンクやステーション アロカHAR－R74（2”¢ⅣaI（Tl）検出器）   

4）調査結果   

①表1に定時降水の全β放射能を示した。93試料中12試料で検出された。   

②表2に原乳中の131Ⅰの分析結果を示した。全試料検出限界値未満であった。   

③表3にゲルマニウム半導体検出器による核種分析結果を示した。淡水，土壌，日   

常食，コイ，シラスで微量の137Csが検出された。   

④表4に空間放射線量率を示した。異常は認められなかった。   

3 結 語   

平成12年度の本調査に係わる環境中の放射能水準は，例年とほぼ同レベルであり，   

異常は認められなかった。  
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（表1） 定時降水試料中の全β放射能調査結果（水戸市石川）  

降水の 定時採取（定時降水）  

採 取   降水量  放射能濃度（8q／L）  月間降下量   

月  日   （m）   測定数  最低値   最高値  （HBq／kmり   

平成12年 4月   159．5   10   N．D．   0．8   65．9   

5月   145．0   10   N．D．   0．6   6．9   

6月   190．0   N．D．   Ⅳ．D．   Ⅳ．D．   

7月   225．5   6   Ⅳ．D．   Ⅳ．D．   Ⅳ．D．   

8月   62．5   Ⅳ．D．   0．5   31．7   

9月   212．0   12   N．D．   N．D．   Ⅳ．D．   

10月   122．5   7   Ⅳ．D．   N．D．   Ⅳ．D．   

11月   69．5   N．D．   Ⅳ．D   Ⅳ．D．   

12月   4．0   Ⅳ．D．   Ⅳ．D   N．D．   

平成13年1月   98．0   Ⅳ．D．   Ⅳ．D．   N．D．   

2月   17．0   3   N．D．   Ⅳ．D．   N．D．   

3月   111．5   10   N．D．   1．4   18．0   

年 間 値   1417．0   N．D．   1．4  Ⅳ．D．～65．9   

前年度までの過去3年間の値  Ⅳ．D．   4．1  Ⅳ．D．～79．3   

（表2） 牛乳中の131Ⅰ分析結果  

採 取 場 所   水 戸 市 見 川  過去3年間の値   

採 取 年 月 日  12．4．19  12．7．18  12．9．14  12．10．13  13．1．17  13．3．15  最低値  最高値   

放射能濃度（Bq／且）  Ⅳ．D．  Ⅳ．D．  Ⅳ．D．   N．D．   N．D．   N．D．   N．D．   N．D．   
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（表3）ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定調査結果  

採取  137cs  前年度まで  その他検出  

試料名   採取場所  体  過去3年間の値    された人工  

年月   

大気浮遊じん   砦扁市  1回／3カ月  4  Ⅳ．D．  N．D．  Ⅳ．D．  Ⅳ．D．  
mBq／m3   

降 下 物  〝   1回／月  四  N．D．  N．D．  Ⅳ．D．  0．094  HBq／加2   

陸  〝   6月，12月  2  N．D．  Ⅳ．D．  N．D．  N．D．  mBq／L  

水   5月   0．3   0．4   0．6  

0－ 5c皿  東海村  ノ／   49   57  Bq／kg乾  

土  石神  3000  2750  4400  HBq／km2  

壌  〝   〝   9．6   5．1   的／kg乾  

150000 960  2940  HBq／km2   

精  
米   蛮行市  10月   

y．D．  N．D．  Ⅳ．D．  
轍g   

野  ／／   11月   N．D．  Ⅳ．D．  N．D．  Bq／kg生  

菜   〝   11月   N．D．  Ⅳ．D．  Ⅳ．D．  

牛乳（原乳）   新市  8月，2月  国  N．D．  Ⅳ．D．  N．D．  0．017  Bq／L   

冊コイ   霞ケ浦   5月   0．19  0．26  0．32  Bq／kg生   

日 常 食   水戸市  6月，12月  2  0．056  0．056  0．016  0．048  Bq／人・日  

東海村   〝   2  0．037  0．061  0．018  0．060  

海  水   東海村沖  7月   N．D   N．D．  Ⅳ．D．  皿Bq／L   

海 底 土  〝   〟   Ⅳ．D   N．D．  Ⅳ．D．  Bq／kg乾   

酬lシラス   大洗町沖  8月   0．062  0．068  0．085  Bq／kg生   
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（表4） 空間放射線量率測定結果（水戸市石川）  

測定年月   モニタリンク÷ステーション（nGy／h）  サーベイメータ  

（除宇宙線）  

（nGy／h）  

平成12年 4月   43．9  74．0   45．9   27   

5月   43．7  64．1   45．4   28   

6月   42．7  63．7   46．0   27   

7月   43．5  63．3   45．6   27   

8月   44．4  58．1   45．8   27   

9月   44．5  58．7   46．1   27   

10月   45．0  60．2   47．2   28   

11月   44．7  62．9   47．1   27   

12月   45．0  55．6   46．9   28   

平成13年1月   43．6  60．8   47．2   28   

2月   45．4  57．6   47．0   28   

3月   44．7  68．6   47．7   27   

年 間 値   44．3  62．3   46．5   27一－28   

過去3年間の値   41．8  76．4   46．5   26～33＊   

■平成10－11年度の値  
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Ⅴ－9  栃   木  県 に お け る 放 射 能 調 査  

栃木県保健環境センター大気環境部  

吉成 友徳 山家 理恵 福田 訓眞  

1．緒 言   

平成12年度に実施した科学技術庁委託による環境放射能水準調査につ  

いて、その結果を報告する。  

2．調査の概要  

1） 調査対象   

降水（定時降水）  

菜（大根及び白菜）  

大気浮遊じん 、降下物、陸水（蛇口水）、精米、野  

牛乳、土壌、日常食の核種試料及び空間線量率   

2） 測定方法   

試料の採取、前処理及び測定は科学技術庁の放射能測定法マニュアル及  

び平成12年度放射能測定調査委託実施計画書に従い行った。  

3） 測定装置   

a 全β放射能  GM式全β 自動測定装置  

（アロカT D C－16 3型）  

b γ線核種分析 G e半導体核種分析装置  

（O R T E C G E M－15180－9）  
c 空間線量率   N aI（Tl）シンチレーションサーベイメータ  

（アロカ T C S－16 6）  

モニタリ ングポスト  

（アロカMAR－21）  

4） 調査結果   

a 全β放射能  結果を表1に示した。年間測定数8 8検体中8月  

に1検体検出された。  

b γ線核種分析 結果を表2に示した。土壌及び日常食から137c  

sが検出された。  

c 空間線量率  結果を表3に示した。サーベイメータ、モニタリ  

ングポストの値ともほぼ一定の水準で推移した。  

3．結 語   

各種環境試料中の放射能濃度は、前年度までの調査結果とほぼ同程度  

で、全般に低レベルで推移しており異常は認められなかった。  
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（表－1）大型水盤による月間降下物試料及び定時降水試料中の全β放射能調査結果  

降 水 の 定 時 採 取 （定時降水）  

採取  

降水量  放射能濃度（恥／L）  月間降下量  

年月  （M恥／h2）  

測定数   最低値   最高値   

12年 4月  169．6   10（0）   N．D   N．D   N．D   

5月  118．4   8（0）   N．D   軋D   N．D   

6月  208．6   12（0）   軋D   N．D   N．D   

7月  284．3   10（0）   N．D   N．D   N．D   

8月  183．0   7（1）   N．D   0．22   5．62   

9月  303．4   9（0）   N．D   N．D   N．D   

10月  139．3   7（0）   N．D   N．D   N．D   

11月   80．0   8（0）   N．D   軋D   N．D   

12月   3．8   1（0）   軋D   N．D   N．D   

13年1月   77．1   5（0）   凡D   N．D   N．D   

2月   22．8   3（0）   N．D   N．D   軋D   

3月   96．0   8（0）   N．D   N．D   N．D   

年 間 値   1686．3   軸（l）   N．D   0．22   N．D・－5．62   

前年度までの過去3年間の値  2槌（4）   N．D   0．25   N．Dへ名．76   
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（表－2）ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定誰査結果  

採  検  

取  137cs  前年度まで  その他の検出された  単 位  

試料名   採取場所    年  体  過去3年間の値  人工放射性核種  

月  

数                    最低値  最高値  最慨直  最高値   

大気浮遊じん   河内町  12．4～  n政l／m3   

13．3  4  N．D   N．D   N．D   N．D   な  し  

降 下 物   河内町  12．4～  0．14  M馳／′血2   

13，3  12  N．D   N．D   N．D  ±0．034   な  し  

陸  12．6．19  

蛇口水  河内町   12．12．18  2   N．D   N．D   N．D   N．D   な  し   

水  nl軸几   

土  31±1．1  42±1．2  50±1．0   な  し   恥／短乾土  

5  今市市  12．7．25   7．1  6．3  16  な  し   恥／短乾土   

壌   ＝±0．53   ±0．63   ±0．71  

精 米   宇都宮市  12．12．7   N．D   N．D   N．D   な  し   恥／短精米   

野  N．D   N．D   0．（裕3  

±0．00封   な  し   
菜   

恥／短生  

白 菜  宇都宮市  12．12．7   0．035  

N．D   N．D  ±0．0081   な  し   

牛   乳   西那須野  0．14  恥／L   

町   13．3．19   N．D   N．D   N．D  ±0．034   な  し  

日 常食   宇都宮市   恥／人・日   

12．7．31  0．037  0．㈱  

他   4   N．D  ±0．011   N．D  ±0．018   な  し  

13．1．9  
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（表－3）空間放射線量率測定結果  

モニタリングポスト（nGy／h）  サーベイメータ  

測 定 年 月  

最低値   最高値   平卿直   （nGy／h）   

平成12年 4月   31   51   35   α）   

5月   33   63   35   槌   

6月   34   48   35   祝）   

7月   34   48   35   58   

8月   34   47   35   α）   

9月   34   46   35   58   

10月   34   45   36   50   

11月   34   46   36   00   

12月   34   42   35   餌   

平成13年1月   30   42   35   70   

2月   34   45   35   （氾   

3月   34   47   35   58   

年 間 値   30   63   35   50 ～ 70   

前年度までの過去2年間の値＊）   33   60   36   56 ～ 70   

＊）モニタリングポスト及びサーベイメータに関しては平成10年度より現在の機種で測定を   

開始したため、平成10年度及び11年度の2年間の平均とした¢  
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Ⅴ－10  群 馬 県 に お け る 放 射 能 調 査  

群馬県 衛生環境研究所  

飯島明宏 大谷仁巳 嶋田好孝  

1．緒 言  

平成12年度に群馬県で実施した科学技術庁委託環境放射能調査の結果について  

報告する。  

2．調査の義要  

1） 調査対象  

ア 定時降水中の全ベータ放射能  

イ 各種環境試料中の核種分析  

大気浮遊じん、降下物、土壌、上水、精米、牛乳、野菜類（大根・ホウレン  

草）及び日常食  

ウ サーベイメータ及びモニタリングポストによる空間放射線皇率   

2） 測定方法  

「放射能測定調査委託実施計画書（平成12年度）」及び「科学技術庁放射能測  

定法マニュアル」に準じて行った。   

3） 測定装置  

ア 全ベータ放射能調査 GM自動測定装置（アロカ JDC－163）  

イ 核種分析調査  G e半導体核種分析装置（セイコー GEM－20190－S）  

ウ 空間放射線量率調査 モニタリングポスト（アロカ MAR－15）  

シンチレーショ ンサーベイメータ（アロカ TCS－151）  

4） 調査結果   

ア 全ベータ放射能調査  別紙（1）のとおり   

イ 核種分析調査  別紙（2）のとおり   

夕 空間放射線量率調査  別紙（3）のとおり  

3．結 語  

いずれの試料についても放射能濃度は過去の結果と同レベルであり、異常値は認め  

られなかった。  
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（1）大型水盤による月間降下物吉武料及び定時降水試料中の全β放射能調査結果  

降水の定時採取（定時降水）  大型水盤による降下物  
降水量  

採 取 年 月  放射能濃度（Bq／L）  月間降下量   月間降下量  

（mm）  測定数  最低値  最高値  （MBq／km2）   （MBq／km2）   

12 年 4 月  110．0   8   N．D．   N．D，   N．D．  

5 月  122．0   7   N．D．   N．D．   N．D．   

6 月  158．5   10   N，D．   N．D．   N．D．   

7 月  159．5   9   N．D．   N．D．   N．D．   

8 月  49．0   8   N．D． N．D．   N．D．   

9 月  173．0   10   N．D．   N．D．   N．D．   

10 月  62．5   8   N．D．   N．D N．D．   

11月  38．0   4   N．D．   N．D．   N．D．   

12 月   0．5   N．D．   N．D．   N．D．   

13 年 1月  37．0   5   N．D．   N．D．   N．D．   

2 月  20．0   2   N．D．   N．D．   N．D．   

3 月  43．5   6   N．D．   N．D．   N．D．   

年 間 値   973．5   78   N．D．   N．D．  N．D．～N．D．   

前年度までの過去3年間の値  204   N．D．   N．D．  N．D．～N．D．  
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（2）ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定調査結果  

137cs  前年度まで  

検体  
その他の検出さ  

試料名  採取場所  採取年月   数  過去3年間の価    れた人工放射性   

核種   

最低値  最高値  最低値  最高値   

大気浮遊じん   前橋市  H12．4一－ H13．3   4   N．D．   N．D．   N．D．   N．D．  mBq／m3   

降下物  前梼市  H12．4・－ H13．3  12   N．D．  0．0180± 0．0020  N．D．  0．0580± 0．0159  MBq／km2   

上水 源 水  

陸 水  蛇口水  前橋市  H12．6， H12．12  2   N．D．   N．D．   N．D，   N．D．  mBq／L  

淡 水  

N．D．   N．D．   
1．39±  

N．D．  
0．21  

Bq／kg手乞土  

0・一5cm  前橋市  H12．8   

N．D．   N．D．   
95．0±  

土  
N．D．  

14．1  
MBq／km2  

壌  
N．D．   N．D．   

1．98±  
N．D．  

0．25  
Bq／kg乾土  

5・－20（；m  前橋市  H12．8   

N．D．   N．D．   N．D．  327±41  MBq／km2   

精 米  前橋市  H12．12   N．D．   N．D．   N．D．   N．D．  Bq／kg精米   

野  
前橋市  H12．12   N．D．   N．D．   N．D．   N．D．  

Bq／kg生  

菜   N．D．   N．D．   N．D．   N．D．  

茶  Bq／kg乾物   

牛 乳  古土見村  H12．11， H13．3  2   N．D．   N．D．   N．D，   N．D．  8q／L   

淡水産生物  Bq／kg生   

0．0461±  

前橋市  H12．8． H12．12  2   N．D．  0．0228± 0．0071  N．D．  0．0125  Bq／人・日  

已常食  

N．D．   N．D．   
0．0716±  

中之条町  H12．6， H12．12  2  N．D．   0．0129  Bq／人・日   

海 水  mBq／L   

海底土  Bq／kg乾土   

海  
産  
生  

Bq／kg生  

物  
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（3）空間放射線主率測定結果  

モニタノングポスト（cps）  サーベイメータ  

測 定 年 月  
最低値   最高値   平均値   （nGy／h）   

平成12 年 4 月   7．3   11．9   8．0   55．3   

5 月   7．3   15．3   8．0   51．5   

6 月   7．1   14．7   8．1   61．5   

7 月   7．1   16．0   8．0   58．1   

8 月   7．2   13．8   7．9   69．7   

9 月   7．1   10．6   7．9   75．4   

10 月   7．4   10．9   8．1   69．4   

11月   7．4   11．2   8．2   63．2   

12 月   7．4   13．3   8．1   59．4   

13 年 1月   7．2   11．2   8．1   58．9   

2 月   7．3   12．7   8．1   61．9   

3 月   7．4   12．8   8．1   68．5   

年 間 値   7．1   16．0   8．1   51．5～75．4   

前年度までの過去3年間の値   7．0   19．6   8．9   51．5～75．4   
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Ⅴ－11  埼 玉 県 に お け る 放 射 能 調 査  

埼玉県衛生研究所  

日笠 司 三宅定明 中澤清明  

1 緒 言   

平成12年度に埼玉県で実施した文部科学省委託放射能調査の結果について報告する。  

2 調査の概要  

（1）調査対象  

定時雨水、降下物、陸水、土壌、農畜産物、淡水産生物、日常食及び空間線量。  

（2）測定方法  

試料の採取及び前処理は「平成12年度放射能測定調査委託実施計画書」に基づいて行っ  

た。測定方法は文部科学省編「全ベータ放射能測定法（1976）」、「ゲルマニウム半導体検出  

器によるガンマ線スペクトロメトリー（1991）」に基づいて実施した。  

（3）測定装置  

全ベータ放射能  

核種分析  

GM計数装置：AlokaTDC－103，AlokaTDC・105  

Ge検出器：EG＆GORTEC GEM・15180・P  

波高分析器：SEIKOEG＆GMCA7800  

シンチレーションサーへ十イメータ：AlokaTCS．166  空間線量  

モニタルタやポスト：AlokaMAR＿15  

（4）調査結果   

ア全ベータ放射能測定結果  

定時降水の全ベータ放射能測定結果を表1に示した。異常値は認められなかった。   

イ 牛乳中の131Ⅰ分析結果  

牛乳中の131Ⅰの分析結束を表2に示した。全検体が検出限界値未満であった。   

ウ ゲルマニウム半導体検出器による核種分析結果  

ゲルマニウム半導体検出器による核種分析結果を表3に示した。土壌、野菜、茶、  

淡水産生物及び日常食から137c sが検出されたが、異常値は認められなかった。   

エ空間放射線豊率の測定結果  

サーベイメータ及びモニタリングポストによる空間放射線量率の測定結果を表4に示し  

た。異常値は認められなかった。  

3 結 語   

調査結果は前年度とほぼ同程度の値であり、異常値は認められなかった。  
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表1 大型水盤による月間降下物試料及び定時降水試料中の全β放射能調査結果  

降水の定時採取（定時降水）  大型水盤による降下物  

採 取 年 月   降水量  放射能濃度（Bq／L）  月間降下量   月間降下量  

（皿）   測定数  最低値  最高値  （MBq此m2）   （MBq耽m2）   

平成12年4月   157．5   9   N．D   N．D   N．D  

5月   118．4   8   N．D   N．D   N．D   

6月   195．6   12   N．D   N．D   N．D   

7月   165．4   5   N．D   N．D   N．D   

＄月   231．7   10   N．D   N．D   N．D   

9月   265．7   12   N．D   N．D   N．D   

10月   115．5   ＄   N．D   N．D   N．D   

11月   119．6   6   N．D   N，D   N．D   

12月   3．0   N．D   N．D   N．D   

平成13年1月   109．5   6   N．D   N．D   N．D   

2月   12．4   2   N．D   N．D   N．D   

3月   112．S   9   N．D   N．D   N．D   

年間値   1607．1   88   N．D   N．D   N．D   

前年度までの過去3年間の値   260   N．D   3．5   N．D～4．0  

表2 牛乳中の131Ⅰ分析結果  

採 取 場 所  江南町  江南町  江南町  江南町  江南町  江南町  前年度まで過去3年間の鰭   

採 取 年 月 日  H12．5．10  H12．7．7  H12．9．6  H12．1l．6  H13．l．10  H13．3．6  最低値  最高値   

放射能濃度（Bq／L）  N．D   N．D   N．D   N．D   N．D   N．D   N．D   N．D   
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表3 ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定調査結果  

検  前年度まで  

試 料 名   採取場所  採取年月   体  137cs    過去3年間の値  位  

数  

大気浮遊じん  mBq／m3   

降下物  浦和市  H12．4～H－13．3  12  N．D  N．D  N．D  0．12l  MBq仙2   

陸  

蛇口水  浦和市  H12．6，H12．12  2  N．D  N．D  N．D  N．D  mBq／L  

水   淡 水  

0～5cm   浦和市   H12．8   9．5   9，1   Bq／短乾土  

土  240   210   290  MBq／血2  

壌  H12．8   N．D  N．D   l．9  Bq／短乾土  

N．D  N．D   160  MBq／h2  

精 米  浦和市   H12．1l   N．D  N，D  N．D  Bq他精米   

野  浦和市   H12．10   0．036  0．047  0．072  Bq／鹿生  

菜   浦和市   H12．10   N．D  N．D  N．D  

茶  所沢市他  H12．6   2  N．D  0．47  0．32  0．48  Bq／短乾物   

牛 乳  浦和市   H12．8，H13．2  2  N．D  N．D  N．D  N．D  Bq／L   

淡水産生物  熊谷市   H12．10   0．18  0．14  0．29  Bq／短生   

日常食  浦和市他  H12．6，H12．11  4  N．D  0．066  N．D  0．06l  Bq／人・日   

海 水  mBq／L   

海底土  Bq／短乾土   

海  

産  Bq／短生  

生  

物  
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表4 空間放射線量率測定結果  

モニタリ ングポスト（cps）  サーベイメータ  

測  定  年  月  

最 低 値  最 高 値  平 均 値   （nGy用）  

平成12年 4月   11．5   20．8   12．2   45   

5月   11．4   16．7   11．9   51   

6月   11．3   15．3   12．1   45   

7月   11．3   18．2   11．9   48   

8月   11．3   14．0   11．7   48   

9月   11．3   15．3   11．9   45   

10月   11．4   15．3   12．2   47   

11月   11．6   16．4   12．3   45   

12月   11．5   13．8   12．3   43   

平成13年 1月   10．6   16．3   12．3   43   

2月   11．4   15．0   12．2   45   

3月   11．6   17．5   12．3   45   

年  間  値   10．6   20．8   12．1   43～51   

前年度までの過去3年間の値   9．8   19．3   12．1   42～54   
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Ⅴ‾12   千葉県における放射能調査  

千葉県環境研究センター  

井上智博 伊藤 章夫 内藤季和  

押尾敏夫 水上雅義  

1．緒言  

千葉県は、前年度にひき続き平成12年度科学技術庁委託の環境放射能水準調査を   

実施したので、その結果について報告する。   

2．調査の概要  

1）調査対象   

a．全β放射能：定時降水   

b．γ線核種：大気浮遊じん・降下物・土壌・陸水（源水、蛇口水）・精米・  

牛乳・野菜類（ダイコン、ホウレンソウ）・日常食・海水・  

海底土および海産生物（ゴマサバ）   

c．空間線量率：モニタリングポストおよびサーベイメータによる測定  

2）測定方法  

試料の採取および前処理は、「平成12年度放射能測定調査委託実施計画書」に基   

づきおこなった。測定は科学技術庁編の各種放射能測定法シリーズに基づいておこ   

なった。  

3）測定装置   

a．全β放射能  GM式全β自動測定装置：アロカ JDC－163   

b．γ線核種分析 Ge半導体検出器：ORTEC GEM－15180P  

波高分析装置：SEIKO EG＆G MCAq7700   
C．空間線量率  モニタリングポスト：アロカ MAR－15（～平成13年2月）  

アロカ MAR－21（平成13年3月～）  

シンチレーション式サーベイメータ：アロカ TC S－151  

4）調査結果   

a．全β放射能調査  定時降水中の全β放射能調査結果を表1に示した。   

b．γ線核種分析調査 測定結果を表2に示した。   

C．空間線量率調査  測定結果を表3に示した。   

3．結語   

平成12年度の調査結果は、定時降水試料中の全β放射能調査では1試料から放射能  

が検出され、γ線核種分析では土壌2深度・日常食・海底土・水産生物から137C s  

がわずかに検出されたが、いずれも低レベルで特に異常値と認められるものでなかっ  

た。また、空間放射線量率についても異常値は認められなかった。  
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表1 大型水盤による月間降下物試料および定時降水試料中の全β放射能調査結果  

降水の定時採取（定時降水）     大型水盤による降下物  

採取  降水量  

放射能濃度（Bq／1）    月間降下量  月間降下量  

年月  （mm）  

（MBq／k皿2）  （M8q／km2）  

平成12年 4月   107．3   8  ND  ND   ND  

5月   120．0   7  ND  ND   ND  

6月   218．3   11  ND  ND   ND  

7月   207．6く   6  ND  ND   ND  

8月   167．3   5  ND  ND   ND  

9月   228．8   10  ND  ND   ND  

10月   124．3   7  ND  2．5  54．2  

11月   93．8   9  ND  ND   ND  

12月   16．8   4  ND  ND   ND  

平成13年 1月   180．8   6  ND  ND   ND  

2月   56．3   5  ND  ND   ND  

3月   105．3   7  ND  ND   ND  

年 間 債   1626．6く  85  ND  2．5  ND～54．2  

前年度までの過去3年間の値   2 58  ND  3．4  ND′－47．6  
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表 2 ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定調査結果  

採  前年度まで  

取  137CSSSSS その他の検出さ  

試 料 名   採取場所    年  過去3年間の値    れた人工放射能  

月   核種   

数  

H12．4  
大気浮遊じん   市原市  ～  m8q／m3   

H13．3   

H12．4  
降 下 物  市原市  ′ヽ■・  甘Bq／k血2   

H13．3   

H12．6  
上水 源水  木更津市  2  ND  ND  ND  ND  

陸  H12．12  

H12．6  m丑q／l  

蛇口水  市原市  2  ND  ND  ND  ND  
水  H12．12  

淡水  

1．5  ND   2．4  Bq／kg乾土  
0～5cm   市原市  H12．8  ロ  

土  43  ND   83  脇q／加2  

壌  1．7  ND   1．2  8q／kg乾土  
5～20cm  市原市  H12．8  口  

250  ND  180  甘Bq／k皿2   

精  米  千葉市  H12．8  ロ   ND  ND  ND  Bq／kg精米   

野  ND  ND  0．021  

Bq／kg生  

菜   ND  ND  ND  

茶  Bq／kg乾物   

H12．8  
牛  乳  八街市  2  ND  ND  ND  ND  

H13．2  
Bq／1   

淡水産生物  Bq／kg生   

千葉市  H12．6  

日 常 食  Bq／人・日  

H12．11   

海  水  市原市  H12．8  口   ND  ND  ND  mBq／1   

海 底 土  市原市  H12．8  6   2．7  2．4   3．6  Bq／kg乾土   

海産生物（コ・マサ八・）千倉町    H13．2  ロ   0．12  0．09l  0．13  Bq／kg生   
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表 3  空間放射線量率測定結果  

モニタリングポスト（cps）  サーベイメータ  

測 定 年 月  

最低値  最高 値  平均値   （mGy／h）  

平成i2 年  4 月   9．3  15．2  10．0   48   

5 月   9．3  13．9   9．7   49   

6 月   9．2  13．7   9．9   49   

7 月   9．2  15．5   9．7   47   

8 月   9．2  18．5   9．6   48   

9 月   9．2  12．3   9．7   49   

10 月   9．3  13．5  10．0   49   

11月   9．4  13．8  10．1   45   

12 月   9．5  13．1  10．1   51   

平成13 年  1月   9．3  14．6  10．2   49   

2 月   9．4  15．2  10．0   50   

3 月   7 2●   106●   7 6●   51   

年  間  値   9．2  18．5   9．9  45・、一 51   

前年度までの過去3年間の債   9．0  21．4   9．9  43・－ 51   

＊モニタリングポストの更新のため、平成13年3月のデータの単位は nGy／hで、年間値は   

平成12年4月から平成13年2月までのデータから求めている。  
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Ⅴ－13 東京都における放射能調査  

東京都立衛生研究所   

坂本朋子  鈴木秀雄  真木俊夫  

1．緒 言  

東京都において平成12年度に実施した放射能測定調査に  
ついて報告する。   

2．調査の概要   

（1）調査対象  

雨水、降下物、陸水、土壌、農畜産物、日常食、海産生物。   

（2）測定方法  

放射能測定調査委託実施計画書（平成12年度）並びに  
科学技術庁編各種放射能測定法に準じた。   

（3）測定装置  

GM計数装置  
シンチトションサーへ予メーター  

モニタリンクやホ0スト  

核種分析装置   

（4）調査結果  

ALOKA TDC－511  
ALOKA TCS－121  
ALOKA MAR－15  
CANBERRA Genie2000 System 

各試料の全β放射能測定結果を表Ⅰ、ⅠⅠに示す。  
表ⅠⅠⅠ，Ⅴ に核種分析結果を示す  ○  

0
 
す
 
 

示
 
 

を
 
 

果
 
 

結
 
 

定
 
測
 
 

率
 
 

表Ⅳ に空間放射線量  

3．結 石吾  

平成12年度の東京都における放射能測定調査では   
特に異常は認められなかった。  
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Ⅰ 全ベータ放射能調査結果  

採取  検  前年度まで  

試 料 名  採 取 年 月   体  
（含K）  過去3年間の値  単 位  

場所  数   

大気浮遊じん  嘘q／m3   

降 下 物  新宿区  H12．4～H13．3  四  N．D   N．D   N．D   N．D   肥q／k汀デ   

N．D   N．D   N．D   
陸  

蛇口水   葛飾区  H12．6， H12．12  国  N．D   N．D   N．D   N．D  Bq／L  

水   淡 水  

N．D   0．43   0．72  Bq／g乾土  
0～5cm  葛飾区  H12．7   

土  N．D   16000  27000   氾q／kT据  

壌  N．D   N．D   0．57  Bq／g乾土  
5～20cm   葛飾区  H12．7   

N．D   N．D   57000  偲q／k打ぎ   

精  米    新宿区  H12．10   0．020  0．025  0．028  Bq／g精米   

野  大 根   新宿区  H12．11      0．059  0．043  0．086  Bq／g生  
菜  0．22   0．20  0．31   

茶  Bq／g生   

H12．5，H12．8  
八丈島  4  42   

牛  乳  H12．11，H13．2  Bq／L  

新宿区  H12．8， H13．2  国  49   45   

淡水産生物  Bq／g生   

八丈島  H12．6， H12．12  国  54   49   
貼  Bq／人・目   

新宿区  H12．6， H12．12  国  42   46   38   

海  水  mBq／L   

海 底 土  Bq／g乾土   

海  0．096  0．065   0．091   

産  
Bq／g生  

生  

物  
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ⅠⅠ大型水盤による月間降下物試料及び定時降水試料中の全β放射能調査結果  

採取  降水の定時採取 定時降水）  大型水盤による降下物  

降水量            放射能濃度（Bq／L）    月間降下量   月間降下量  

年月  （mm）  測定数  最低値  最高値   （MBq／K汀り   （HBq／Kポ）   

平成12年 4月   田   N．D  N．D   N．D   N．D   

5月   7   N．D  N．D   N．D   N．D   

6月   231  四  N．D  N．D   N．D   N．D   

7月   254  4   N．D  N．D   N．D   N．D   

8月   200  田   N．D  ■N．D   N．D   N．D   

9月   246  田   N．D  N．D   N．D   N．D   

10月   125  8   N．D  Ⅳ．D   N．D   N．D   

11月   98  7   N．D  N．D   N．D   N．D   

12月   7  田   N．D  N．D   N．D   N．D   

平成13年1月   156  田   N．D  N．D   N．D   N．D   

2月   45  同   N．D  N．D   N．D   N．D   

3月   四  田   N．D  N．D   N．D   N．D   

年 間 値  1718  79   N．D  N．D  N．D～N．D   N．D～N．D   

前年度まで3年間の値   243  N．D  N．D  N．D～N．D   N．D・－N．D   

ⅠⅠⅠ牛乳中の 131Ⅰ分析結果  

採取場所  八丈町  新宿区  八丈町  八丈町  新宿区  八丈町  前年度まで過去3年間の値   

採取年月日  H12．5．29  H12．8．25  H12．8．21  H12．11．17  H13．2．14  H13．2．16  最低値  最高値   

放射能濃度（Bq／1）  N．D．   N．D．   Ⅳ．D．   N．D．   Ⅳ．D．   N．D．   N．D．   N．D．   
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Ⅳ空間放射線量率測定結果  

モニタリングポスト（cps）    サーベイメータ（nGy／h）  

測 定 年 月  最低値  最高値  平均値   八丈島   新宿区   

平成12年   4月   13．7   20．0   14．3   40   園   

5月   13．6   16．3   14．0   40   60   

6月   13．6   17．1   14．2   40   50   

7月   13．5   22．2   14．0   40   60   

8月   13．4   17．1   13．9   40   60   

9月   13．4   16．3   14．0   40   70   

10月   13．7   16．9   14．3   40   60   

11月   13．7   17．8   14．4   50   60   

12月   13．8   15．4   14．4   40   60   

13年   1月   13．1   17．3   14．4   40   囲   

2月   13．7   17．7   14．3   40   園   

3月   13．8   18．0   14．4   40   60   

年 間 値   13．1   22．2   14．2   40 ～ 50  50 ～ 70   

前年度までの過去3年間の値  12．1   22．3   14．2   30 ～ 50 50・～ 70   
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Ⅴ ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定調査結果  

採取  検  前年度まで  

試 料 名  採 取 年 月   体  
137cs    過去3年間の値   その他検出された 人工放射性核種   

単 位  

場所  
数                    最低値  最高値  最低値  最高値   

大気浮遊じん  嘘q／皿3   

降 下 物  新宿区  H12．4～H13．3  四  N．D  N．D  N．D   N．D  憶q／kr迂   

陸  

蛇口水  葛飾区  H12．6，H12．12  国  N．D  N．D  N．D   N．D  ’嘘q／L  

水   淡 水  

N．D  2．01  3．98  
0 ～ 5 cm  葛飾区  H12．7   

Bq／kg乾土  

土  N．D  74．4  149  憺q／k一正  

壌  2．05  2．00  3．22  
5 ～20c皿  葛飾区  H12．7   

Bq／kg乾土  

234 199 369  肥q／k汀ぎ   

精  米   新宿区  H12．10   N．D  N．D   N．D  Bq／kg精米   

野  N．D  N．D   N．D  

菜   
Bq／kg生  

N．D  N．D   N．D  

茶  Bq／kg乾物   

H12．5，H12．8  
八丈島  4  N．D  N．D  N．D   N．D  

牛  乳  H12．11，H13．2  Bq／L  

新宿区  H12．8，H13．2  田  N．D  N．D  N．D   N．D  

淡水産生物  Bq／kg生   

八丈島  H12．6，H12．12  国  N．D   N．D  0．0403  0．068  
日 常 食  

Bq／人・口  

新宿区  H12．6，H12．12  国  N．D   N．D  0．0305  0．0861  

海  水  m的／L   

海 底 土  Bq／kg乾土   

海  0．12  0．08  0．14  

産  

生  
Bq／kg生  

物   
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神奈川県における放射能調査  Ⅴ－14   

神奈川県衛生研究所   

高城裕之，飯島育代   

桑原千雅子，小山包博  

1．緒言   

文部科学省（旧科学技術庁）委託により2000（H12）年度に実施した「環境放射能水  

準調査」の概要を報告する．  

2．調査の概要   

1） 調査対象  

全ベータ放射能：定時降水  

ガンマ線スペクトロメトリによる核種分析：定時降水．浮遊じん．降下物，  

陸水，土壌，精米，野菜類，牛乳，日常食，海水．海底土．海産生物  

ウラン分析：河川水，土壌，河底土，海水，海底土，海産生物  

空間放射線量率：横浜市旭区，横須賀市長坂，足柄上郡箱根町   

2） 測定方法  

ガンマ線スペクトロメトリ、 全ベータ放射能及び空間放射線量率：放射能調査   

委託実施計画書（平成12年度）に準じた．  

ウラン分析：固体ケイ光光度法を用いた．   

白） 測定装置  

①全ベータ放射能：アロカ製TDC－6型GH計数装置  

②ガンマ線スペクトロメトリ：オックスフォード社製Ge半導体検出器及び  

マルチチャンネルアナライザ  

③ウラン分析：アロカ製FMT－3B型フリオリメータ  

④空間放射線量率：アロカ製TCS－166型シンチレーションサーベイメータ   

4） 調査結果  

①定時降水  

101試料について計測したが，全ベータ放射能，人工放射性核種ともに検出さ  

れなかった．  

②環境試料  

2000年4月及び2001年3月採取の降下物，8月採取の土壌及び海底土から定常的  

に137Csが検出されている．  

③食品試料  

2000年5月採取の生乳．8月採取の市販乳，8月採取の日常食及び11月採取の海  

産生物から137Csが検出されている．  

④ウラン濃度  

測定を行った50試料とも．昨年度と同様の値であり．環境における平常の範  

囲であった．  

⑤空間放射線量率  

昨年度と同様の値であり，変化はなかった．  

3 結語   

全般的には環境放射能レベルは低いながら一定の濃度を推移し、いくつかの食品  

試料．降下物等に－37csが断続的に検出されている．また、工場周辺のウラン濃度も平  

常の範囲で推移しているが．今後も環境での動態．摂取量などについて継続した調  

査が必要と考える．  

－185－   



降水の定時採取（定時降水）  大型水盤による降下物  

採取年月   降水量  放射能濃度（恥／り  月間降下量  月間降下量  

（血）  測定数   最低値   最高値   腫〟kポ  腫扉加Z  

2【Ⅸ）年4月   121．5   10   トD   ND   HD  

5月   54．9   7   

6月   2説）．2   12   ／／  

7月  151．5＋   9   ／／   
／／  

8月   124．0   10   

9月   250．3   ／／   

10月   172．0   9   ／／   

11月   146．8   12   ／／   

12月   9．7   2   ／／  

2∝）1年1月   1盟．5   5   ／／  

2月   39．9   8   ／／  

i  

3月   1肪．7   6   

′′ f  
′′  

年間値   1434．5＋   101   川）   HD   ND  

前年度までの過去3年間の値  トD   ND き ND   

表2 牛乳中の13†■I分析結果  

採取場所   藤沢市  藤沢市  藤沢市  藤沢市  藤平市  藤沢市  前年度までの過去3年間の値   

採取年月日   00／05／25  00／07／13  00／09／21  00／11／16  01／01／18  01／03／15  最低値   最高値   

放射能漉度（Bq／l）   HD   HD   HD   HD   HD   ND   HD   HD   
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表4 ウラニイ油闇黒  

ウラン煽痩  過お年間の値  単位  

試料名  採取場所   
．▼；r・＝   

試料数  

鮒直  最高値  最鮒直  覇者直   

河l比  撹軒  ：江Ⅳ8，託m／2   0．4   1．1   0．3   1．3   

〟釘l   

海水  岩－≠摘   a刀1／2   4   2．8   3．0   2．4   3．0   

土壌  槻市  2ⅨⅣ9，2∝”／3   8   0．3   1．1   0．2   1．1   

河左上  ∈‘二端  狐／5，8，12，2ml／2  20   0．5   2．5   0．5   略／也乾土                2．4   

海底土  岩一≠摘   2∞1／2   4   0．7   1．2   0．8   1．6   

海産生物  槻市   孤）1／2   0．佗  0．陀  0．陀  0．糾  ［釘他生   

表 5  空間 放射綿 圭率測 定結果  

サ ーベ イ メ ー タ （nGy／h）  

測定 年 月  横浜 市   横領：賀市   箱根 町   

2000年4月   53   56   50   

5月   57   

6月   55   48   

7月   56   50   

8月   57   58   

9月   54   57   50   

10月   53   56   48   

11月   54   56   49   

12月   57   58   49   

2001年1月   56   49   

2月   56   57   46   

3月   54   57   

年平 均 値   54．8   56．7   49．1   

前年度までの過去   
3年間の値   

52・－ 58   49－ 60   45－ 52   
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Ⅴ－15  新潟県における放射能調査  

新潟県保健環境科学研究所  

丸田 文之、殿内 重政、加藤 健二、藤巻 広司  

山崎 興樹、大高 敏裕、江端 英和、眞保 隆博   

1．緒  言   

前年度に引き続き、平成12年度に実施した科学技術庁委託の環境放射能水準調査及び放射線監視交付金による原  

子力発電所周辺の環境放射線監視調査の概要を報告する。   

2．調査の概要  

1）調 査 対 象  

環境放射能水準調査は、降水、大気浮遊じん、降下物、陸水、土壌、精米、野菜、牛乳、淡水産生物、日常  

食、海水、海底土、海産生物、空間線量率を対象とした。  

原子力発電所周辺の環境放射線監視調査は、空間線量率、積算線量、大気浮遊じん、降下物、陸水、土壌、  

農産物、畜産物、海水、海底土、海産物、指標生物を対象とした。   

2）測 定 方 法  

試料の採取、前処理、調製及び測定は、科学技術庁編の各種放射能測定法シリーズ、「放射能測定調査委託実   

施計画書（平成12年度）」及び「柏崎刈羽原子力発電所周辺環境放射線監視調査年度計画書（平成12年度）」  

に基づいて行った。   

3）測 定 装 置  

自動サンプルチェンジャー付きGM計数装置：アロカ社製JDC－163  

低バックグランドGM計数装置：アロカ社製LBC－481  

低線量率測定器：DBM方式2′′ ¢×2′′NaI（Tl）シンチレーション検出器  

モニタリングポスト：アロカ社製 MAR－21  

シンチレーションサーベイメータ：アロカ社製 TCS－166  

ゲルマニウムガンマ線分光分析装置：検出器 キャンベラ社製  

γ線解析システム セイコーEG＆G社製  

低バックグランド液体シンチレーションカウンター：アロカ社製 LSC－LBⅢ  

低バックグランドGM計数装置：アロカ社製LBC－481  

α線エネルギー分析装置：キャンベラ社製 シリコン半導体検出器、Genie2000  

TLD素子、リーグ：松下電器産業社製 UD－200S、UD－5120PGL  

ア．全ベータ放射能   

イ．空間線量率  

ウ．核種分析  

エ，積算線量  

4）調 査 結 果   

ア．全β放射能（表1、2）  

定時降水等について測定したが、各試料とも例年と同レベルだった。   

イ．空間線量率（表3、4）  

柏崎刈羽原子力発電所周辺地域及び新潟市において測定したが、各地点とも例年と同レベルだった。   

ウ．核種分析（表5、6）  

大気浮遊じん等について、ゲルマニウム半導体検出器により機器分析し、海水等に137csを認めた。  

また、放射化学分析により90sr、3H、239＋240 puを認めた。これら検出された人工放射性核種は、いず  

れも例年と同レベルだった。   

エ．積算線量（表7）  

原子力発電所周辺地域及びその対照地点において測定したが、各地点とも例年と同レベルだった。  

3．結  

平成12年魔の調査結果からは、一部の試料から過去の核実験等の影響によるものと判断される人工放射性核  

種が検出されたが、これらはいずれも極めて低い値であり、異常値は認められなかった。  
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表1環境試料中の全ベータ放射能調査結果（原子力発電所周辺監視調査）  

放射能濃度（含K）   前年度まで過去3年間の値  
試 料 名  採取場所  採取年月  検体数  単位  

最低値  最高値   最低値   最高値   

上水  H12．6，9，12  
陸  
（蛇口水）   西山町  H13．3   水  mBq／L  
河川水  柏崎市   H12．6，12   

柏崎市  
精  米  刈羽村  H12．10   Bq／kg生   

西山町  

柏崎市  H12．4，7，10  Bq／L   
牛  乳  

（2地点〉  H13．1   

柏崎市  
松  葉  

（2地点）   

H12．7，11   Bq／g生   

海  水  前面海域（3地点） 放如付近（3地点）  H12．5，11   mBq／L   

表2 大型水盤による月間降下物試料及び定時降水試料中の全ベータ放射能調査結果（環境放射能水準調査）  

降水の定時採取（定時採水）  大型水盤による降下物  

採取年月   降水量  

放射能濃度（Bq／L）  月間降下量  月間降下量  

（mm）  （MBq／km2）  （MBq／k皿2）  

測定数   最低値   最高値   

H12年 4月   75．97   ＊   9．2   39．5  

5月   73．60   ＊   2．6   10．8   

6月   124．10   10   ＊   ＊   ＊   

7月   197．36   ＊   ＊   ＊   

8月   10．19   l   ＊   ＊   ＊   

9月   206．91   ＊   ＊   ＊   

10月   121．23   ＊   1．3   6．5   

11月   183．37   ＊   1．4   10．4   

12月   232．15   ＊   2．6   29．9   

H13年 1月   142．31   ＊   ＊   ＊   

2月   161．58   ＊   ＊   ＊   

3月   102．52   ＊   3．1   4．9   

年 間 値   1631．29   ＊   9．2   ＊～39．5   

前年度までの過去3年間の値  6～17   ＊   ＊～3．60  ＊～37．5  

（注）1 調査地点は新潟市  

2 ＊は検出下限値未満  
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表3 低線量率測定器による空間線量率（原子力発電所周辺監視調査）  

空間線量率（nGy／h）  
測 定 地 点   測 定 年 月  

平均値   最高値   最低値   

柏崎市街局   H12年4月～H13年3月   42   

荒 浜 局   H12年4月～H13年3月   

下高町局   H12年4月～H13年3月   

刈 羽 局   H12年4月～H13年3月   

勝 山 局   H12年4月～H13年3月   107   

宮 川 局   H12年4月～H13年3月   

西 山 局   H12年4月～H13年3月   24   

表4  空間放射線量率測定結果（環境放射能水準調査）  

モニタリングポスト（nGy／h）  サーベイメータ  

測  定  年  月  
最低値   最高値   平均値   （nGy／b）   

H12年 4月   74   

5月   

6月   46   49   

7月   

8月   47   49   

9月   47   

10月   

11月   

12月   45   

H13年 1月   46   

2月   

3月   44   48   

年  間  値   103   48   

前年度までの過去3年間の値   73 ～ 88   

（注）1 測定場所は新潟市  
2 サーベイメータ測定値は宇宙線を含む。  
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表5－1 放射化学分析結果（90sr）（原子力発電所周辺監視調査）  

試料名   採取年月  検体数  最低値   最高値   過去3年の値   単 位   

精  米   H12．10   0．008   0．016   0．0078～ 0．015  Bq／kg生   

大根（根）  H12．11   0．047   0．083   0．049 ～ 0．088  Bq／kg生   

H12．4，7，10  
原  乳  

H13．1   
0．029   0．045   0．027 ～ 0．047  Bq／L   

貝類（ササ●ェ）  H12．7   ＊   ＊   ＊   Bq／kg生   

海産生物  
H12．5，10   

（ホげワラ）  

4   0．06l   0．070   0．047 ～ 0．12   Bq／kg生   

表5－2 放射化学分析結果（3H）（原子力発電所周辺監視調査）  

試料名  採取年月  検体数  最低値   最高値   過去3年の値   単 位   

陸  H12．6，9，12 H13．3   ＊   1．2   ＊  ～1．6   
Bq／L  

水   H12．6，12   ＊   0．96   0．57 ～1．1   

海  水  H12．5，10   ＊   0．68   ＊  ～ 0．82   Bq／L   

表5－3 放射化学分析結果（239＋240 pu）（原子力発電所周辺監視調査）  

試料名   採取年月  検体数  最低値   最高値   過去3年の値   単 位   

浮遊じん   H12．7 H13．1   ＊   ＊   ＊   Bq／m3   

降下物   H12．7 H13．1   ＊   0．00066   ＊  ～ 0．0099  Bq／m2   

海底土   H12．5，10   4   0．13   0．19   0．075 ～ 0．18   Bq／kg乾   

（注）＊は検出下限値未満  
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表6－1 ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定調査結果（原子力発電所周辺監視調査）  

検  
1：う7cs  前年度まで  

試料名   採 取 場 所   採取年月   体  過去3年間の値  
射性核種   

数  

大気浮遊じん   柏崎市・刈羽村  毎月   24  ＊   ＊   ＊   ＊  Bq／m3   

降 下 物   柏崎市・刈羽村  毎月   ＊  0．25   ＊  0．16  Bq／m2   

陸  Bq／L  

水   H12．6，12   ＊   ＊   ＊   ＊  

土  
0～5cm   

柏崎市  

壌  
H12．7，11   2．7   2．2   

刈羽村（2地点）  
Bq／kg乾   

精  米   柏崎市・刈羽村 西山町  H12．10   0．0094  0．033   ＊  0．063  Bq／kg生   

大 根（根）   刈羽村（2地点）  H12．11   0．036  0．051  0．029  0．060  Bq／kg生   

大 根（彙）   刈羽村（2地点）  H12．11   0．15  0．20  0．14  0．30  Bq／kg生   

キャベツ   刈羽村（2地点）  H12．11   0．068  0．10  0．074  0．38  Bq／kg生   

牛 乳  原 乳  柏崎市（2地点）  H12．4，7，10 H13．1   ＊   ＊   ＊  0．017  Bq／L   

松  葉   柏崎市（2地点）  H12．7，11   4  0．045  0．13   ＊  0．12  Bq／kg生   

海  水   前面海域（3地点） 放水口付近（2鮎）  H12．5，10   0．0017  0．0028  ＊  0．0033  Bq／L   

海 底 土   前面海域（3地点） 放水口付近（2地点）  H12．5，10   ＊   ＊   ＊   ＊  Bq／kg乾   

カレイ  柏崎市   H12．4   1  0．075  0．075  0．068  0．10  Bq／kg生  

マダイ  柏崎市   H12．6   0．14  0．14  0．14  0．16  Bq／kg生  
海  

ヒラメ  柏崎市   H12．10   0．16  0．16  0．14  0．19  Bq／kg生  

産  
サザエ  柏崎市   H12．7   1  ＊   ＊   ＊  0．049  Bq／kg生  

生  
ワカメ  柏崎市   H12．5   ＊   ＊   ＊   ＊  Bq／kg生  

物  
テンクーサ  柏崎市   H12，6   ＊   ＊   ＊  0．064  Bq／kg生  

放水口付近（2舶）  H12．5，10  
＊  0．074   ＊  0．11  Bq／kg生  ホンダワラ     1汀ど．●打肝i㌢ H13．3  四  

（注）1 ＊は検出下限値未満  
2 ＋ は検出されなかったことを示す。  
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表6－2 ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定調査結果（環境放射能水準調査）  

検  
137cs  前年度まで  

試料名  採 取 場 所  採取年月   体  過去3年間の値  
射性核種   

数  

大気浮遊じん   新潟市   毎月   4  ＊   ＊   ＊   ＊  mBq／m3   

降 下 物   新潟市   毎月   ＊   0．22   ＊   0．19  MBq／km2   

陸  H12．6，12   ＊   ＊   ＊   ＊  

mBq／m3  
水   H12．11   0．46  0．46   ＊   ＊  

5．3   5．3   6．8   Bq／kg乾  

土  H12．7   
250   460  1200  MBq／km2  

7．8   7．8   9．3   Bq／kg乾  

壌   H12．7   l  

1400  1400  2000  3800  MBq／km2   

精  米   巻町・新潟市  H12．10   ＊   ＊   ＊   ＊  Bq／kg生   

大 根（根）   新潟市   H12．1l   ＊   ＊   ＊   ＊  Bq／kg生   

ホウレン草   新潟市   H12．6   ＊   ＊   ＊   ＊  Bq／kg生   

H12．5，8，11  
牛  4  ＊   ＊   ＊   ＊  

H12．8  
Bq／L  

乳   ＊   ＊   ＊   ＊  

H13．2   

淡水産生物    新潟市   

（フナ）  

H12．11   0．18  0．18  0．14  0．17  Bq／kg生   

日 常 食   西川町・柏崎市  H12．6，12   ＊   0．057  ＊   0．082  Bq／人目   

海  水   新潟港沖   H12．7   ＊   ＊   ＊   ＊  mBq／L   

海 底 土   新潟港沖   H12．7   1，3   1．3   0．65  1．5  Bq／kg乾   

海  H12．11   0．076  0．076  0．071  0．087  Bq／kg生  

産  
生  H12．5   ＊   ＊   ＊   ＊  Bq／kg生  

物   
ワカメ  両津市   H12，5   ＊   ＊   ＊   ＊  Bq／kg生   

（注）1 ＊は検出下限値未満  
2 ＋  は検出されなかったことを示す。  

表7 積算線量（原子力発電所周辺監視調査）（単位：mGy／91日）  

四半期 測定地点  第1四半期  第2四半期  第3四半期  第4四半期  年間積算線量   

監 視 調 査 地 域   0．12   0．12   0．13   0．12   0．50   

対  照  地  点   0．14   0，14   0．14   0．12   0．54   

（注）1 年間積算線量の単位は、mGy／365日  
2 測定地点数は、監視調査地域19か所、対照地点5か所  
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Ⅴ－16  富山県における放射能調査  

富山県環境科学センター  

森  友 子  

1．緒言  

前年度に引き続き、富山県において平成12年度に実施した文部科学省委託による  

環境放射能水準調査の結果について報告する。  

2．調査の概要  

1）調査対象  

降水（定時降水）、大気浮遊じん、降下物、陸水（蛇口水）、土壌、精米、野菜（大  

根、ホウレン草）、牛乳（生産地）、日常食、空間放射線量率  

2）測定方法  

試料の採取、前処理及び測定は文部科学省編の各種放射能測定法シリーズ及び「環   

境放射能水準調査委託実施計画書（平成12年度）」に準じて行った。  

3）測定装置   

①全ベータ放射能   

② γ線核種分析   

③空間放射線量率  

GM計数装置（AlokaJDC－163）  

Ge半導体検出器（CANBERRA GC－2519）  

モニタリングポスト（Aloka 舶R－11及び－21）  

シンチレーションサーベイメータ（Aloka TCS－166）  

4）調査結果   

①全ベータ放射能  

測定結果を表1に示す。測定した130検体中、7検体で検出された。   

② γ線核種分析  

測定結果を表2に示す。137cs及びその他の人工放射性核種は検出されなかった。   

③空間放射線量率  

測定結果を表3に示す。過去3年間とほぼ変わらない値であった。  

3．結語  

平成12年度の宮山県における調査結果は例年とほぼ同程度の値であり、異常は認  

められなかった。  
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（表1）定時降水試料中の全ベータ放射能調査結果  

降水の定時採取（定時降水）  

採取年月   
降水量  

（mm）  

放射能濃度（Bq／L）  
月間降下量  

測定数   最低値   最高値   
（MBq／km2）  

平成12年4月   115．2   N．D   N．D   N．D   

5月   42．9   N．D   2．4   23．l   

6月   196．7   N．D   N．D   N．D   

7月   59．4   5   N．D   l．8   18．6   

8月   50．1   4   N．D   N．D   N．D   

9月   285．8   7   N．D   N．D   N．D   

10月   177．2   N．D   N．D   N．D   

11月   220．9   N．D   軋D   N．D   

12月   197．2   18   N．D   1．7   56．7   

平成13年1月   247．6   N．D   N．D   N．D   

2月   116．0   N．D   2．2   12．6   

3月   149．0   16   N．D   4．3   36．4   

年間値   1．858．0   N．D   4．3   N．D～56．7   

前年度までの過去3年間の値  409   N．D   3．9   N．D～101．0   

注 N．Dとは、計数値がその計数誤差の3倍を下回るものを示す。  
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（表2）ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定調査結果  

検  137cs  
前年度まで  

試料名  採取場所  採取年月  体  
過去3年間の値  

単位  
た人工放  

数  

大気浮遊じん   小杉町  H12．4～H13．3  田  N．D  N．D  N．D  N．D  mBq／m3   

降下物  小杉町  H12．4～H13．3  四  N．D  N．D  軋D  0．24  MBq／km2   

陸  
小杉町  H12．6、H12．12  国  N．D  N．D  N．D  Ⅳ．D  

水   蛇口水  
mBq／L   

N．D  N．D  N．D  Bq／kg乾土  

0～5cm   1  

Ⅳ．D  N．D  Ⅳ．D  
土  

棚q／km2  

壌  
小杉町   H12．7  

N．D  N．D  N．D  Bq／kg乾土  

5～20cm  1  

N．D  軋D  N．D  鵬q／km2   

精 米  小杉町   H12．10   1   N．D  N．D  N．D  Bq／kg精米   

大 根   小杉町   H12．12   1   N．D  N．D  0．O13  
野  

菜  
Bq／kg生  

ホウレン草  富山市   H12．12   1   N．D  N．D  0．036  

牛 乳  砺波市  H12．8、H13．2  国  N．D  N．D  N．D  N．D  Bq／L   

富山市他   N．D  N．D  N．D  0．061  

日常食  H12．6、H12．11   Bq／人・日  

八尾町他  

注 N．Dとは、計数値がその計数誤差の3倍を下回るものを示す。  
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（表3）空間放射線量率測定結果  

モニタリングポスト（cps及びnGy／h）  
測定年月  

サーベイメータ  

最低値   最高値   平均値   
（nGy／h）  

平成12年4月   15．5   22．5   16．9   75．0   

5月   15．5   21．5   16．8   73．1   

6月   16．0   26．5   17．2   73．3   

7月   16．0   22．0   17．0   72．l   

8月   16．0   22．0   17，2   72．4   

9月   16．0   2l．5   17，1   71．8   

10月   16．0   24．0   17．0   70．6   

11月   15．5   27．0   17．3   7l．8   

12月   15．0   32．0   17．7   70．0   

平成13年1月   12．0   29．5   16．2   65．6   

2月   14．5   24．5   16．8   65．l   

3月注1   43   50   64．8   

年間値注2   12．0   32．0   17．0   64．8～75．0   

前年度までの過去3年間の値   1l．0   32．0   17．3   63．4～77．6   

注1 モニタリングポネトの機器更新により、平成13年3月分のみ単位がnGy／hである。   

2 モニタリングポストの年間値は、平成13年3月分を除いた値である。  
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Ⅴ－17   石川県における放射能調査  

石川県保健環境センター  

堀 秀朗・橋本桂輔・中山哲彦  

泉 善博  

1．緒言   

前年に引き続き、平成12年度に実施した科学技術庁委託環境放射能水準調査結果に   

ついて報告する。  

2．調査の概要   

1）調査対象  

定時降水、降下物、陸水、土壌、日常食、農畜産物、海産生物、空間線量率   

2）測定方法  

試料の調製および測定は、科学技術庁マニュアルに準じている。   

3）測定装置  

全ベータ放射能  アロカ（株）製JDC・3201  

核種分析  ゲルマニウム半導体検出器：CANBERRA製、PGT製  

波高分析装置：東陽テクニカ製GENIE・2000MCA  

モニタリングポスト NaI（Tl）シンチレーション式：アロカ（株）製MARづ1  

サーベイメータ  NaI（Tl）シンチレーション式：アロカ（株）製TCS・166   

4）調査結果   

・定時降水試料中の全ベータ放射能については、調査期間中の試料数は95であり、その  

うち全ベータ放射能が検出されたのは8試料であった。そのうちの5試料は3月に集中  

しており、黄砂の飛来時期と重なっていた。  

・牛乳中の131Ⅰについては、6試料全てが検出限界未満であった。   

・ゲルマニウム半導体検出器による核種分析については、降下物、土壌、日常食、  

フクラギ試料から137Csが検出されたが、例年と同レベルの濃度であった。  

137Cs以外の人工放射性核種は、全ての試料から検出されなかった。   

・空間線量率については、サーベイメータ、モニタリングポストの両測定結果とも  

例年と同程度のレベルで推移した。  

3．結語   

環境試料及び線量率モニタリング結果は前年と同様のレベルで、異常はなかった。  
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降水の定時採取（定時降水）  

採 取 年 月   
降水量  

（mm）  
放射能濃度（Bq／1）  

月間降下量  

測定数  最低値  最高値   
（HBq／km2）  

平成12年 4月   156   9   N．D   5．85   14．6   

5月   26．5   8  N．D   N．D   

6月   200   8  N．D   N．D   

7月   74   3   N．D   4．33   58．5   

8月   6．5   0  

9月   305．5   6  N．D   N．D   

10月   158．5   9  N．D   N．D   

11月   316   6  N．D   N．D   

12月   297   10  N．D   N．D   

平成13年 1月   298   13   N．D   3．07   43．0   

2月   127   8  N．D   N．D   

3月   194．5   15   N．D   10．66   95．9   

年 間 値   2．160   95   N．D   10．66   N．D～95．9   

前年度までの過去3年間の値  286   N．D   4．78   N．D～205．8   

（2）牛乳中の131Ⅰ分析結果  

前年度まで  
採取場所  羽咋郡押水町字坪山ナ部93－2 石川県畜産総合センター        過去3年間の値   

H12．  H12．  H12．  H12．  H13．  H13．   

採取年月日  
最低値  最高値  

放射能濃度  
N．D   N．D   N．D   N．D   N．D  N．D   

（Bq／1）   

（3）ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定調査結果  
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（3）ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定調査結果  

検  137Cs  
前年度まで  

過去3年間の値  
試料名    採取場所  採取年月   体  た人工放  

単位  

数  
射性核種  

最低値  最高値  最低値  最高値   

降下物    金沢市 太陽が丘  毎 月  12  N．D   0．35   N．D   0．49   なし  HBq／km2   

H12．6  
陸  

2  N．D  N．D   なし   mBq／1   
水   

H12．12  

29．0  19．3  37．1   なし  Bq／kg乾土  

0～5cm  金沢市   H12．8  1  
来町  

土  

1．030  873  1．760  なし  HBq／km2  

壌  
23．5  19．0  20．0   なし  Bq／kg乾土  

5～20cm  金沢市   H12．8  1  
末町  

4．020  2，830  3．170  なし  HBq／km2   

精 米  内灘町 宮坂  H12．9  1  N．D  N∴D   なし  Bq／kg精米   

大根    金沢市  
H12．11  1  N．D   N．D  0．057  なし   

野  

西念町  
Bq／kg生   

菜ホウレン草  H12．11  1  N．D  N．D   なし   

羽咋郡  

牛 乳     押水町  2  N．D  N．D   なし   Bq／1   

坪山   

金沢市・  
H12．6  

日常食  
鳥越村  

4  N．D  0．049  N．D  0．047  なし  Bq／人・日   

H12．12  

海  
ワカメ   H12．4  1  N．D  N．D   なし   

産  
鳳至郡  

生  N．D  N．D   なし  Bq′kg生  

物  
鹿磯  

フクラギ  H12．10  1  0．17  0．17  0．22   なし   
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（4）空間放射線量率測定結果  

モニタリングポスト（nGy／h）  
★1）  

測 定 年 月  サーベイメータ  

最低値   最高値   平均値   （nGy／h）  

平成12年 4月   47   65   49   98   

5月   47   64   49   96   

6月   47   69   50   96   

7月   47   63   49   96   

8月   47   53   49   96   

9月   46   64   49   100   

10月   46   65   48   98   

11月   45   75   48   94   

12月   40   87   49   100   

平成13年 1月   29   76   43   80   

2月   43   66   46   86   

3月   46   88   51   88   

年  間  値   29   88   48   80一－100   

前年度までの  

過去3年間の値   
30   87   51   88～104   

り）宇宙線寄与分30nGy／hを含む。  
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Ⅴ－18  福井県における放射能調査  

福井県原子力環境監視セ ンター  

高橋暁美  宮崎教子  早川博信  

1．緒言  
前年に引き続き、福井県が平成12 年度に実施した科学技術庁委託の  
「放射能測定調査」の結果について、その概要を報告する。  

2．調査の概要  
（1）調査対象  
定時降水、降下物、浮遊じん、土壌、陸水、各種食品、空間線量率  

（2）測定方法  
放射能調査委託実施計画書（平成12 年度）によっ た。  

（3）測定装置  
（D全 β 放射能調査；ア ロカ  T D L－5 01  
②核種分析調査 ；H P G e検出器（相対効率 約 3 0 ％）  
③空間線量率調査；サーベイ メータ  ：アロカ  T C S －161  

モニタリ ン グポスト：ア ロ カ  M A R－21  
（4）調査結果  
平成12 年度の調査結果の概要は、以下のとお り である。なお、調  

査結果の詳細については別添の表を参考にされたい。  

①定時降水  
前年と同様に大気中での核実験はなく、測定した 9 3試料からは  

全 β 放射能は検出 されなかっ た。  

②牛乳中の131Ⅰ分析の結果  
前年と同様に大気中での核実験はなく、131Ⅰは検出されなかった。  

③核種分析調査  

（a）浮遊 じん  

3 ケ 月 ごとのコ ンポジット試料を測定したが、人工放射性核種  
は検出 さ れなかっ た。  
（b）降下物  

降水（1ケ 月 間採取）を蒸発乾固 した試料を測定を行った結果、  
2 試料か ら137c s がわずかに検出された。  
（c）陸水  

蛇口水と淡水（それぞれ10 0リ ットル）を蒸発乾固した試料  
について測定を行った結果、淡水中から137c s がわずかに検出さ  
れた。  
（d）土壌  

0 ～ 5 cm及び5 ～ 2 0 cmの 2 層から採取した試料について測定  
を行った結果、いずれも137C s がわずかに検出された。  
（e）食品  

食品については、牛乳、淡水産生物、日常食、海産生物等から  

137c s がわずかに検出された。  
④空間線量率  

空間線量率の調査結果は、モニタリ ングポスト及びサーベイ メー  

タ と も従来 と 同程度であっ た。  

3．結語  

全β放射能及び空間線量率については従来と同程度であり、核種分析の  

結果も降下物、陸水、土壌、及び食品の一部から137c s がわずかに検出  
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さ れた のみで あ っ た。  

別添   

Ⅰ．定時降水試料中の全β放射能調査結果  

降 水 の 定 時 採 取 （定時降水）  

放射能濃度（Bq／1）  

採取年月   降水量  月間降下量  

（Ⅲ皿）  測定数   最低値   最高値   （MBq／km2）  

平成12年4月   155   6   N．D   N．D   N．D   

12年5月   87   6   N．D   N．D   N．D   

12年6月   96   6   N．D   N．D   N．D   

12年7月   69   2   N．D   N．D   N．D   

12年8月   44   2   N．D   N．D   N．D   

12年9月   384   8   N．D   N．D   N．D   

12年10月   227   10   N．D   N．D   N．D   

12年11月   95   7   N．D   N．D   N．D   

12年12月   294   12   N．D   N．D   N．D   

13年1月   477   17 N．D   N．D   N．D   

13年2月   158   10   N．D   N．D   N．D   

13年3月   97   7   N．D   N．D   N．D   

年 間 値  2，183   93   N．D   N．D   N．D   

前年度までの過去3年間の値   317   N．D   N．D   N．D   

Ⅱ．牛乳中の131Ⅰ分析結果  

採取場所   奥越  〝   ／／   前年度までの  

高原牧場  過去3年間の値   

採取年月日  H12．5．24  12．6．21  12．7．12  12．8．16  12．9．14  12．10．23  最低値  最高値   

放射能濃度  N．D   N．D   N．D   N．D   N．D   N．D   N．D   

（Bq／1）   
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Ⅲ．ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定調査結果  

検  前年度までの  

試 料 名  採取場所  採取年月   体  過去3年間の値  位  

数   人工放射性  

最低値  最高値  最低値  最高値   核種   

大気浮遊じん   福井分析管理  N．D   N．D   N．D  mBq／m2   

室屋上   

降 下 物  〝   12．4～13．3    N．D   0．32  N．D   0．23  MBq／km2   

陸  N．D   N．D   N．D   N．D  

mBq／1  

水   2，0   2．0   計．6  

3．8   3．9   8．9  Bq／kg乾土  

陸  

180   160   440  MBq／km2  

2．2   1．8   5．1  Bq／kg乾土  

土   〝   12．さ   

520   300  1200  MBq／km2   

精 米  福井市   12．10   N．D   N．D   N．D  Bq／kg精米   

野  三国町   12．11   N．D   N．D   0．015  

Bq／kg生  

菜   福井市   12．‖   N．D   N．D   N．D  

牛 乳  福井、勝山市  12．5～13．2  田  N．D   0．027  N．D   0．029  Bq／1   

淡水産生物   三方町三方湖  12．12   0．20  0．15  0．16  Bq／kg生   

福井市   12．7，11   N．D   0．026  0．017  0．044  

日常食  Bq／人・日  

敦賀市   12．7，12   0．024  0．039  N．D   0．051  

海産生物  三国町   12．11   0．085  0．10  0．13  Bq／kg生   
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Ⅳ．空間放射線量率測定結果  

モニタリングポスト  （nGy／h）  サーベイメータ  

測 定 年 月  

最 低 値   最 高 値   平 均 値   （nGy／h）  

平成12年 4月   45   63   47   85   

12年 5月   45   66   47   85   

12年 6月   45   64   48   86   

12年 7月   45   62   47   85   

12年 8月   46   57   48   89   

12年 9月   46   65   48   91   

12年10月   45   66   48   86   

12年11月   46   65   48   84   

12年12月   43   72   49   85   

13年 1月   24   74   39   84   

13年 2月   30   61   43   82   

13年 3月   43   70   49   85   

年 間 値   24   74   47   82′〉91   

前年度までの過去3年間の値   29   80   47   78・－91   
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Ⅴ－19  山梨県における放射能調査  

山梨県衛生公害研究所  

山本 敏男  堀内 雅人  

江頭 恭子  笹本 有美  

金子 通治  

1．緒 言   

平成12年度に山梨県で実施した科学技術庁委託の環境放射能調査結果に  

ついて、その概要を報告する。  

2．調査の概要  

1） 調査対象  

降水、大気浮遊じん、降下物、陸水（蛇口水）、土壌、精米、野  

菜（大根、ほうれん草）、牛乳、日常食及び空間放射線量率   

2） 測定方法  

試料の採取、前処理及び測定は科学技術庁編「全ベータ放射能測  

定法（1976）」「Ge半導体検出器を用いた機器分析法」及び同庁原  

子力安全局編「放射能測定調査委託実施計画書（平成12年度）」に  

より行った。   

3） 測定装置  

ア）全ベータ放射能  

GM計数装置：Aloka JDC－163型  

イ）核種分析  

Ge半導体核種分析装置：SEIKO EG＆G  

ウ）空間線量率  

シンチレーショ ンサーベイメータ：Aloka TCD－166型  

モニタリ ングポスト：Aloka MAR－11型   

4） 調査結果  

定時降水の全β放射能測定結果を表Ⅰに、ゲルマニウム半導体検  

出器による核種分析結果を表Ⅱに、空間放射線量率の測定結果を表  

Ⅲに示した。  

3．結  舌五  P（コ   

いずれの調査項目においても昨年度とほぼ同じレベルにあり、異  

常値は認められなかった。  
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（Ⅰ）大型水盤による月間降下物試料及び定時降水試料中の全β放射能調査結果  

降 水 の 定 時 採 取 （定時降水）  大型水盤による降下物  

採取  
降水量  放射能濃度（軸／L）  月間降下量  月間降下量  

年月  （徽l／血2）  （脆q／加2）  

（mm）  測定数   最低値   最高値   

平成12年 4月   86．5   8   N．D．   N．D．   N．D．  

5月   26．0   7   N．D．   N．D．   N．D．  

6月  173．5   14   N．D．   N．D．   N．D．  

7月  105．0   9   N．D．   N．D．   N．D．  

8月  265．0   9   N．D．   N．D．   N．D．  

9月  500．5   N．D．   N．D．   N．D．  

10月  110．0   10   N．D．   N．D．   N．D．  

11月   80．0   8   N．D．   N．D．   N．D．  

12月   2．0   N．D，   N．D．   N．D．  

平成13年1月  126．0   N．D．   N．D．   N．D．  

2月   34．5   6   N．D．   N．D．   N．D．  

3月   95，5   8   N．D．   N．D．   N．D．  

年 間 値   1604．5   98   N．D．   N．D．   N．D．  

前年度までの過去3年間の値  274   N．D．   N．D．   N．D．  
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（Ⅱ）ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定調査結果  

検  137cs  前年度まで過去3年間の値   その他の  

試料名  採取場所  採取  検出され  

年月  た人工放  

最低値   最f酎直   最低値   射性核種   

大気  甲府市  H12．4  N．D，   N，D．   N．D．   N．D．  m軸／mこ）   

浮遊じん  ～H13．3   

降下物  甲府市  H12．4  N．D．   N．D．   N．D．   N．D．  M馳／加2   

～H13．3   

陸  N．D．   N．D．   N．D．   N．D．  嘲／L   

水   H12．12   

北巨摩郡  30．0±1．0  26．8±1．0   39．7±1．1  Bq／kg乾土  

0～5cm   高根町  H12．7  6  

土  860±28．7  762±28．0  1157±30．9  M恥／h2  

壌  北巨摩郡  34．2±0．5  12．8±0．7   16．1±0．8  Bq／kg乾土  

5・、｝20cm   高根町  H12．7  口  

2920±42．4  1060±56．5  1500±74．9  M軸／h2   

精 米  北巨摩郡  N．D．  N．D．  N．D．   N．D．  Bq／kg精米   

高根町   

大 根  北巨摩郡  N．D．   N．D．   N．D．   N．D．  

野  高根町   

Bq／kg生  

菜  N．D，   N．D．   N．D．   N，D．  

草   高根町   

牛 乳  北巨摩郡  N．D．   N．D．   N．D．   N．D．  Bq／L   
高根町   

日常食  甲府市   N．D．   0，042±0．011   N．D．   0．061±0．011  Bq／人・日   

ほか   
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（Ⅲ）空間放射線量率測定結果  

モニタリングポスト（cps）  サーベイメータ  

測  定  年  月  

最低値   最高値   平均値   （nGy／h）   

平成12年 4月   15．0   18．5   16．0   81   

5月   15．0   19．0   16．0   84   

6月   15．0   22．0   16．1   86   

7月   15．0   22．0   16．0   84   

8月   15．0   23．0   16．0   82   

9月   15．0   18，5   16．0   86   

10月   15．5   19．5   16．2   83   

11月   15．5   19．0   16．3   84   

12月   15．0   22．0   16．3   85   

13年1月   14．0   20．5   16．0   85   

2月   14．5   21．5   16．1   81   

3月   15．0   26．5   16．2   94   

年  間  値   14，0   26．5   16．1   81～94   

前年度までの過去3年間の値   13．0   26．0   16．2   77～88   
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Ⅴ－20   長野県与こおらナる放射能調査  

長野県衛生公害研究所  

西澤千恵美 高野穂高  

山下晃子  山浦由郎  

1．緒 言   

前年度に引続き、長野県において平成12年度に実施した科学技術庁委託による  

放射能調査の結果について報告する。   

2．調査の概要  

1）調査対象  

定時降水の全β放射能、大気浮遊じん・降下物・陸水（源水、蛇口水、  

淡水）・土壌・精米・野菜類（大根、ホウレン草）・牛乳・淡水産生物  

（ワカサギ）・日常食・海産生物（イワシ）の核種分析、サーベイメータ  

及びモニタリングポストによる空間放射線量率の測定。  

2）測定方法  

試料の調製と測定は科学技術庁編「全ベータ放射能測定法（1976）」、  

「ゲルマニウム半導体検出器によるガンマ線スペクトロメトリー（平成2年  

改訂）」及び「放射能調査委託実施計画書（平成12年度）」により行った。  

3）測定装置  

GM計数装置  ：ÅLOKA Jl）C－163  

Ge半導体検出器   ：SEIKO EG＆G GEM－20180－P  

シンチレーションサーベイメータ ： ALOKA TCS－166  

モニタリングポスト ： ALOKA も仏R－15  

4）調査結果  

定時降水の全β放射能の測定結果を表Ⅰに、Ge半導体検出器による核  

種分析結果を表Ⅱに、また空間放射線豊率の測定結果を表Ⅲに示した。   

3．結 語  

平成12年度の長野県における調査結果は、環境試料中の放射能及び空間  

放射線量率ともに平常時のレベルにあり異常値は認められなかった。  
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Ⅰ定時降水試料中の全β放射能調査結果  

降 水 の 定 時 採 取 （定時降水）  

採取  

降水量  放 射 能 濃 度 （Bq／1）  月間降下量  

年月  （Ⅶ∋q／h2）  

（m）  測定数   最低値   最高値   

平成12年4月   51．1   9   N．D   N．D   N．D   

5月   54．0   7   N．D   N．D   N．D   

6月   125．8   12   N．D   N．D   N．D   

7月   63．0   6   N．D   N．D   N．D   

8月   79．2   8   N．D   N．D   N．D   

9月   145．0   9   N．D   N．D   N．D   

10月   83．3   7   N．D   N．D   N．D   

11月   55．3   6   N．D   N．D   N．D   

12月   21．1   5   N．D   N．D   N．D   

平成13年1月   57．9   9   N．D   N．D   N．D   

2月   31．4   5   N．D   N．D   N．D   

3月   70．7   13   N．D   N．D   N．D   

年 間 値   837．8   96   N．D   N．D   N．D   

前年度までの過去3年間の値  299   N．D   2．7   N．D～22．6   
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Ⅱ ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定調査結果  

検  

1a7cs  前年度まで  その他の  

試 料 名    採取場所  採取年月   体  過去3年間の値    検出され  

た人工放  

数             射性核種   

大気浮遊じん  長野市  12．4′－13．3  4  N．D   N．D  N．D   N．D  mBq／m3   

降下物  長野市  12．4～13．3  12  N．D   N．D  N．D   N．D  MBq／km2   

上水 源 水  長野市  12．5，12．12  2  N．D   N．D  N．D   N．D  

蛇口水  長野市  12，5，12．12  2  N．D   N．D  mBq／1  陸 水                                      N．D   N．D  
淡 水  諏訪湖  12．11   N．D  N．D   N．D  

46  31   150  Bq／kg乾土  

0 ～ 5 cn  長野市  12．7   

土  1100  920  4700  MBq／kn2  

壌  4．3  8．4   18  Bq／kg乾土  

5 ～ 20 c血  長野市  12．7   

390  730  1500  MBq／km2   

精米  豊科町  12．10   N．D  N．D   N．D  Bq／kg精米   

野  佐久市  12．10   N．D  N．D   N．D  

Bq／kg生  

菜   佐久市  12．10   N．D  N．D   N．D  

牛乳  長野市  12．8，13，3  2  N．D  N．D   N．D   N．D  Bq／1   

淡水産生物（ワカサキ予）  諏訪湖  12．11   0．12  N．D   0．15  Bq／kg生   

都市部  長野市他  12．6，12．11  2  N．D  0．051  N．D   0．063  

日常食  Bq／人・日  

農村部  真田町他  12．6，12．11  2  N．D  N．D   N．D   0．055  

海産生物（イワシ）  長野市  13．1   0．054  N．D   0．076  Bq／kg生   
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Ⅲ 空間放射線量率測定結果  

モニタリングポスト（cps）  サーベイメータ  

測 定 年 月  

最低値   最高値   平均値   （nGy／h）   

平成 12年  4月   12．7   18．0   13．4   96   

5月   12．9   18．5   13．6   90   

6月   12．9   20．3   14．0   94   

7月   12．9   18．9   14．0   94   

8月   12．9   21．8   14．1   90   

9月   12．7   16．1   13．9   92   

10月   13．0   17．8   14．1   94   

11月   12．7   18．0   14．0   94   

12月   13．1   19．8   14．3   88   

平成 13年 1月   11．9   21．9   13．7   104   

2月   12．4   17．9   13．6   92   

3月   12．9   24．6   13．9   98   

年  間  値   11．9   24．6   13．9   90 ～104   

前年度までの過去3年間の値   11．7   23．9   14．3   86 ～100   

－214－   



Ⅴ－21  岐阜県における放射能爾査  

岐阜県保健祭壇研究所  

奥 平 文 雄  

1．緒言   

平成12年度岐阜県において実施した、文部科学省委託の衆境放射能水準調査の   

結果について報告する。  

2．調査の概要   

（1）調査対象  

降水（定時降水）、大気浮遊じん、降下物、陸水（蛇口水）、土壌、精米  

野菜（ダイコン、ホウレンソウ）、茶、牛乳（生産地）、日常食及び空間  

線量率。  

（2）測定方法  

試料の調整及び測定は、科学技術庁編「全へ●一夕放射能測定法（昭和 51年  

度）」「ゲルマニウム半導体検出器ガンマ線スベタトロメトリー（平成2  

年度改訂）」及び「平成12年度放射能測定嗣査委託実施計画書」に準じて  

行った。  

（3）測定装置  

1．全ベータ放射能  

低バックグラウンド自動測定装置：アロカ製LBC－452型  

2．核種分析  

Ge半導体核種分析装置：セイコーEG＆G製  

3．空間線量率  

エネルギー補償型γ線用シンチレーションサーベイメーター：アロカ製  

TC S－166  

モニタリングポスト：アロカ製MAR－21  

（4）調査結果  

表－1定時降水試料中の全ベータ放射能の測定結果を示す。  

表－2 衆境試料の核種分析結果を示す。  

表－3 空間線量率の測定結果を示す。  

3．結 話  

平成12年度の調査結果は、前年度とほぼ同様、異常値は謎められなかった。  
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表－3 空間放射線羞率測定結果  

（各務原市那加不動丘卜1アロカ舶R－21製）  

モニタリングポスト（nGy／h）  サーベイメータ  
測 定 年 月  

最低値   最高値   平均値   （nGy／h）   

平成12年 4月   6 2   7 7   63．6   100   

5月   6 2   80   64．2   96   

6月   6 3   8 9   65．3   9 2   

7月   6 3   73   6 5．4   100   

8月   64   76   6 6．2   94   

9月   6 5   84   6 7．0   94   

10月   6 5   79   68．0   94   

11月   6 6   8 5   68．2   98   

12月   6 6   90   68．8   98   

平成13年 1月   61   93   68．5   100   

2月   6 6   78   68．1   96   

3月   6 6   8 5   6 8．4   9 6   

年  間  値   61   9 3   6 6．8   96【〉100   

＊過去（H．12．2～H．12．3）の値   61   81   63．6   98～100   

＊H12．2に単位を（cps）から（nGy／h）に変更  
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Ⅴ－22  静 岡 県 に お け る 放 射 能 調 査  

静岡県環境放射線監視センター   

長谷川達彦、息明雄   

尾澤義昭、竹之内敏弘（現■岡県t廣鵜祉新薬事指事重）   

吉田秀行、河村浩史  

1．緒 言   

静岡県では、昭和36年度より科学技術庁委託環境放射能水準調査を実施してい   

る。   

今回は、平成12年度に実施した調査結果の概要を報告する。  

2．調査の概要  

1） 調査の対象  

ア 放射能  全β放射能（定時降水）  

核種分析（浮遊塵、降下物、陸水、土壌、農畜海産生物及び日  

常食）  

空間放射線量率  イ 放射線量  

2） 測定方法  

放射能測定調査委託実施計画書（平成12年度）によった。  

3） 測定装置   

ア 全β放射能  ・GM測定装置   

イ 核種分析  ・G e半導体検出器を用いた波高分析装置   

夕 空開放射線量率 ・NaI式モニタリングポスト（DBM方式）  

・N aI式サーベイメータ（DBM方式）  

4） 調査結果   

ア 全β放射能調査  

定時降水試料の全β放射能は、表1に示すとおり、すべて検出限界以下であ  

り、過去3年間と同程度であった。   

イ 核種分析  

牛乳中の1＝Ⅰは、表2に示すとおりすべて検出限界以下であり、過去3年  

間と同程度であった。  

その他の環境試料の調査結果は、表3に示すとおりである。137c sが降下  

物で検出されているが、40Kの量が他地域における降下物中のものに比べて多  

いことから、土壌に沈着した放射性降下物の風による再浮遊による影響がある  

ものと推測される。13Tc s以外の核種は検出されなかった。   

ウ 空間放射線量率  

空間放射線量率の調査結果は、表4に示すとおりである。モニタリングポス  

トによ′る線量率は年間を通じて大きな変動はなかった。  

3．結 語  

今年度の調査結果は、従来の値と同程度であり、異常は認められなかった。  
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表1   大型水盤による月間降下物試料及び定時降水中の全β放射能調査結果  

降水の定時採取（定時降水）  

採 取  年 月   降水土  放射能濃度［Bq／L】  月Ⅶ降下1  

［mm］  ［MBq／km2］    測定数  最低値  最高値   

平成12年  4月   94．5   12  ND   ND   ND   

5月   235．5   9  ND   ND   ND   

6月   351．0   ND   ND   ND   

7月   105．0   6  ND   ND   ND   

8月   97．5   6  ND   ND   ND   

9月   489．5   10  ND   ND   ND   

10月   141．0   10  ND   ND   ND   

11月   117．5   10  ND   ND   ND   

12月   62．5   6  ND   ND   ND   

平成13年  1月   105．5   5  ND   ND   ND   

2月   85．0   7  ND   ND   ND   

3月   63．0   10  ND   ND   ND   

年 間 価   1947．5   102   ND   ND   ND   

前年度までの過去3年間の値  ND   ND   ND   

表2  牛乳中の131Ⅰ分析結果  

採 取 場 所   浜松市  御殿欄市  浜松市  御殿欄市  浜松市  御殿場市  浜松市  御殿場市   

採 取 年 月 日   H12．4．11  H12．4．11  H12．7．4  H12．7．5  H12．10．4  H12．10．11  H13．1．10  H13．111   

放射能濃度［Bq／L］   ND   ND   ND   ND   ND   ND   ND   ND   
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表3ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定調査結果  

精 米  静岡市  皿   ND  ND   ND   ND  Bq／kg生   

野  
浜松市  皿   ND  ND   ND   ND   

大 根  
御殿欄市  皿   ND  0．028  0．093   

菜  
Bq／kg生  

ホウレン草  御殿欄市  ‖   0．06  ND   0．25   ND   

磐田市  5   ND  ND   ND   ND   
茶  Bq／kg生  

修善寺町  5   ND  0．092  0，19   ND   

牛 乳  静岡市  8．2  2  ND   ND   ND   ND   ND  Bq／L   

静岡市  6．11  2  0．019  0．051  0．014  0．07   ND   
日 常 食  Bq／人■日  

浜岡町  6，11  2  ND  0．011   ND  0．014  ND   

海産生物 あじ   静岡市  皿   0．16  0．15  0．17   ND  Bq／kg生   

浜松市  6息12，3  4  ND  0．150   ND   0．12  ND   
松 葉  Bq／kg生  

沼津市  6．9．12．3  4  ND  0．065  ND   ND   ND   
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表4  空間放射線量率測定結果  

測 定  年 月   モニタノングポスト［nGy／h］  サーベイメータ  

最低値   最高値   平均値   【nG／h］  

平成12年  4月   30．0   50．1   32．7   78   

5月   30．3   54．1   32．8   80   

6月   30．0   65．8   33．2   82   

7月   29．5   44．0   32．9   84   

8月   29．7   45．8   32．6   76   

9月   29．9   45．4   32．4   82   

10月   30．2   51．5   33．0   82   

11月   29．5   53．8   32．6   68   

12月   30．1   45．9   32．8   86   

平成13年  1月   29．6   49．8   33．0   78   

2月   29．8   57．0   32．8   78   

3月   30．1   50．3   32．7   82   

年 間 値   29．9   51．1   ．32．8  68～86   

前年度までの過去3年間の檀   30．3   54．6   33．3  74～96   

モニタリングポストは、平成11年4月にしたため、前年度までの過去3年間の値は、   

平成11年4月より平成12年3月までの値である。  

サーベイメータは、平成10年1日よりDBM方式に変更したため、前年度までの  

過去3年間の値は、平成10年1月より平成12年3月までの値である。  
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Ⅴ－23  愛知県における放射能調査  

愛知県環境調査センター  

大沼章子  小川敏幸  

宇佐見義博 佐藤正光  

1緒言   

愛知県は文部科学省（旧科学技術庁）の委託により、昭和35年度より核実験等によるフォールアウ  

ト調査を実施してきたが、昭和62年度より原子力発電所等立地県の隣接県として「環境放射能水準調  

査」を実施することになった。ここでは平成12年度の放射能鯛値結果について報告する。   

2 調査の概要  

（1）調査対象  

定時降水、降下物（大型水盤）、大気浮遊じん、上水、土壌、穀類（精米）、野菜、牛乳、日  

常食、海水、海底土、海産生物、空間放射線呈率尊台計133件と、空間放射線量率について通  

年測定1件。  

（2）測定方法  

試料の採取及び前処理は、「放射能測定調査委託実施計画書」による科学技術庁の指示に従っ  

た。全β放射能測定は科学技術庁編「全ベータ放射能測定法（1976）」、核種分析は同編．「ゲルマ  

ニウム半導体検出器を用いた機器分析法（1979）」、固定式連続モニタによる空間放射線量率の測  

定は同編「連続モニタによる環境γ線測定法（1982）」に従った。  

（3）測定装置  

GM自動測定装置  

ゲルマニウム半導休核種分析装置  

シンテレーションサーベイメータ  

モニタリングポスト  

（4）調査結果  

1）全β放射能  

ALOKA製TDC－501、SC－702、GM－2503B  

CANBERRA製GC3518－7915－30、MCAシリー1’35プラス  

ALOKA製TCS－166  

址OKA製独眼－21  

測定結果を表1に示した。定時降水中の全β放射能測定は85回行ったが、いずれも検出さ  

れなかった。  

2）ゲルマニウム半導体検出器による核種分析  

測定結果を表2に示した。137csの検出は、土壌の0－5cmと5－20cmの両者とも1／l検  

体、日常食の都市部（名古屋市）と農村部（新城市）の両者とも2／2換体、海底土で1／l検体、  

海産生物のきすで1／1検体であったが、いずれも平常値の範囲にあった。また、その他の人工  

放射性核種はいずれの試料にも検出されなかった。  

3）空間放射線量率  

名古屋市内の定点（北区辻町、当所敷地内）で測定した結果を表3に示した。シンチレー  

ションサーベイメータによる測定は月1回で、それらの測定値の平均は102nGy／h（変動係数  

3．0％）、モニタリングポストによる測定は通年で、それらの月間平均値の平均は40nGy／h（変  

動係数1．8％）で、いずれも平常値の範囲にあった。   

3 結語   

本年度は、いずれの調査項目においても特に異常は認められなかった。   

なお、9月11日に襲った東海豪雨による測定への影響は、当該月の降水量が多かったこと以外には  

特に認められなかった。  
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表1定時降水試料中の全β放射能測定結果  

降 水 の 定 時 採 取（定 時 性 水）  

採 取 年 月   降水t  
（mm）  放 射 能 濃 度（Bq／L）  月間障下量  

（MBq／km2）  
測定数  最低値   最高∴他   

12年 4月   145．7   8   N．D   N．D   N．D   

5 月   129．7   9   N．D   N．D   N．D   

6月   183．2   N．D   N．D   N．D   

7月   92．8   8   N．D   N．D   N．D   

8 月   20．2   4   N．D   N．D   N．D   

9月   590．3   6   N．D   N．D   N．D   

10 月   150．8   8   N．D   N．D   N．P   

11月   67．8   7   N．D   N，D   N，D   

12 月   35－2   6   N．D   N．D   N．D   

13年 1月   147．5   6   N．D   N．D   N．D   

2月   54．8   5   N．D   N．D   N．D   

3 月   61．0   7   N．D   N．D   N．D   

年 間 値   1679．0   85   N．D   N．D   N．D   

前年度までの過去3年間の億  276   N．D   5．7   N．D－37．5   

「N．D」は不検出。  

表3 空間放射線量率測定結果  

モニタリ ングポスト（nGy血）  サーベイメータ  

測  定  年  月  （nOy血）  

最低位   最高並   平均億   
12 年  4 月   37   48   39   101   

5 月   38   52   40   104   

6 月   38   56   41   100   

7 月   38   47   40   104   

8 月   38   47   40   106   

9 月   88   51   40   104   

10 月   39   51   41   103   

11月   38   49   40   107   

12 月   37   53   40   101   

13 年  1月   36   55   39   96   

2 月   36   46   39   100   

3 月   36   48   89   100   

年  間  健   36   56   40   96 － 107   

前年度までの過去3年間のせ   36－1   63－1   41●1   101－129●2   

11：モニタリングポスト更新のため、11年3月17日から測定を開始したALOXA uAR一之lによる測定値によって算出。   

12：10年度までは環境調査センター敷地内の甫鹿で測定。11年良からは、同数地内の西庭で湘定  
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表2 ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定調査結果  

●  前年度まで  その他  
検  13Tcs  過去3年間の値    の検出  

試 料 名  採取鴇所  採取年月   体  された  

数              人工放 射性核  
種   

大気浮遊じん    名古屋市北区  12．4－13．3  4  N．D  N．D  N．D  N．D  mBq／ma   

降 下 物    名古屋市北区  12．4～13．3  12  N．D  N．D  N．D  N．D  MBq此m2   

上水源水   犬山市継鹿屋  12．6，12  2  N．D  N．D  N．D  N．D  

陸  
mBq／L  

水                        蛇口水   名古屋市北区  12．6，12  2  N．D  N．D  N．D  N．D  

15  13   15  Bq傾乾土  
0－ 5cm   渥美郡赤羽根町  12．5   

土  

740  880  570  MBq／km2  

12  12   19  Bq血管乾土  
壌  

1900  2000  2600  MBq此m2   

滞  米    名古屋市北区  12．12   N．D  N．D  N．D  Bq伽肯米   

野 大  根    渥美郡屈原町  12．5   N．D  N．D  N．D  

Bq／kg生   

菜 ホウレン草    渥美都田原町  12．5   N．D  N．D  N．D  

牛  乳    名古見市北区  12．8，13．2  2  N．D  N．D  N．D  0．056  Bq几   

名古屋市   12．6，11  2  0．022  0．078  N．D  0．060  

日 常 食  Bq／人・日  

新城市   12．6，11  2  0．025  0．034  N．D  0．051  

海  水    伊勢湾小鈴谷沖  12．7   N．D  N．D  N．D  mBq／L   

海 底 土    伊勢湾小鈴谷沖  12．7   3．9  2．9   4．2  Bq此g乾土   

海  0．068  N．D  0．082  

産  

あ さ り  知多郡南知多町  12．6   N．D  N．D  0．042  Bq此g生  

生  

物  N．D  N．D  N．D  

＊ 検体数が1の試料については最低価の柵に測定値記載。   

「N．D」は不検出。  
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重 県 に お け る 放 射 能 調 査  Ⅴ－24  

三重県 科学技術振興センター保健環境研究部  

長谷川 圭司 橋爪 清  

1．緒 言  

三重県では、昭和63年よ り文部科学省の委託による環境放射能調査  

を行っている。今回は、平成12年度に実施した調査についての概要を  

報告する。  

2．調査の概要  

1） 調査対象  

定時降水の全β放射能。大気浮遊塵、降下物、陸水（上水）、土  

壌、精米、野菜類（大根、ほうれん草）、茶、牛乳、日常食および  

海産生物（鯛、あさ り、わかめ）の核種分析。サーベイメータおよ  

びモニタリ ングポストによる空間放射線量率の測定。   

2） 測定方法  

試料採取、前処理、全β放射能、γ線核種分析および空間放射線  

量率の測定は、科学技術庁編「環境試料採取法」、「全ベータ放射  

能測定法」、「ゲルマニウム半導体検出器による γ線スペクトロメ  

トリ ー」、「連続モニターによる環境γ線測定法」および平成12年  

度放射能測定調査委託実施計画書に従った。   

3） 測定装置  

GM計数装置：アロカGM自動測定装置TDC－511■，SC－756B  

Ge半導体検出器：SEIKO EG＆G製 GEM－15190－S，92X  

NaIシンチレーショ ンサーベイ メータ：アロカTCST131  

モニタリ ングポスト：アロカMAR－21   

4） 調査結果  

全β放射能調査結果は表Ⅰに、空間放射線量率測定結果は表Ⅱに、  

ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定調査結果は表Ⅲに示  

した。  

3．結  

本調査は13年度目になるが、環境試料等の放射能および空間放射線  

量率は、と もに前年度まで過去3カ年の値と ほぼ同程度の値を示し、  

特に異常な値は認められなかった。  
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（表－Ⅰ）大型水盤による月間降下物試料及び定時降水試料中の全β放射能調査結果  

降水の定時採取（定時降水）  

採 取  
降水量 放射能濃度（Bq／L）  月間降下量  

年 月   （MBq／kmり  

（mm）  測定数   最低値   最高値   

平成12年4月   155．5   10   N：D   1．2   2．7   

5月   221．0   8   N．D   0．8   5．0   

6月   286．0   12   N．D   1．4   2．5   

7月   32・5 6  N．D   N．D   N．D   

8月   50．5   4   N．D   N．D   N．D   

9月   594．5   7   N．D   N．D   N．D   

10月   248．5   9   N．D   0．8   22．8   

11月   2 7．5   8   N．D   N．D   N．D   

12月   61．5  7  N．D   N．D   N．D   

平成13年1月   148．5   5   N．D   N．D   N．D   

2月   54．0   6   N．D   N．D   N．D   

3月   130．5   11   N．D   1．1   10．3   

年 間 値  2010．5   93   N．D   1．4   N・D～22・8 

前年度までの過去3年間の値  277   N．D   0．8  N．D～26．2   

（表－Ⅲ）空間放射線量率測定結果  

モニタリングポスト（nGy／h）  サーベイメータ  
測  定  年  月  

最低値   最高値   平均値   （nGy／h）  

平成12年 4月   45   58   47．3   6 3．0   

5月   45   68   47．3   60．6   

6月   45   70   48．2   61．6   

7月   46   52   4 7．6   58．4   

8月   46   5 5   48．1   61．6   

9月   4 7   66   4 8．7   60．6   

10月   44   64   48－ 7   60．8   

11月   44   59   46．1   61．4   

12月   44   62   46．3   58．1   

平成13年 1月   41   6 7   46．5   5 9．5   

2月   45   55   46．2   60．3   

3月   4 5   64   4 7．0   64．1   

年  間  値   41   70   4 7．3   58．1～64．1   

前年度までの過去3年間の値  13．5   21．6   14．7   47．5′～6 7．3   
（モニタリげポストは舶R－11の値）  CPS  CPS  CpS  
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（表－Ⅲ）ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定調査結果  

採  
検  

前年度まで  その他の  
137cs  

試料名    採臓   取   
過去3年間の値    検出され  

年  
単 位  

月  
数            た人工放 射性核種           最低値  最高値   最低値  最高値   

大気浮遊じん ‖     四日市市   
12．4  

4  N．D   N．D  N．D   0．168  N．D  璧   －13．3  

， 

降下物1    四日市市 
12．4  
12  N．D   0．087  N．D  0・083N■D 

－13．3  

陸  

水   
蛇口水   四日市 毒N・D N．D  N．D  N．D   mBq／L 

咄21    N・D 

u  0～5  
N．D  N．D  N．D   N．D  Bq／kg乾土  

2・8   1  

土  Cm  
N．D  N．D   N．D   N．D   肥q／km2  

壌  N．D  N．D   1．63   N．D  Bq／kg乾土  
12．8  1  

Cm  菰野町  
N．D  N．D   303   N．D   舶q／km2   

精  米    松阪市   N．D  N．D   N．D   N．D  Bq／kg精米 

N．D  N．D  …0．033  N．D  

12．111   N．D  野  N．D   

多気郡  
12．5  1   

茶  
大台町  

ー  N．D  N．D   N．D   N．D   N．D   

亀山市  12．5  1   

牛  乳  
度会郡  

大内山村   
2  N．D  N．D   N．D   N．D   N．D   Bq／L   

と。常食 】    津市 1議■去  12．6 12．12  4  N．D   0．0554  N．D   0．067   N．D   Bq／人・日  ”   
海  

沖   
12．5  1   0，223  0．119  0．244  N．D   

産  

生  

物  Bq／kg生  
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Ⅴ－25   滋賀県における放射能調査  

滋賀県立衛生環境センター  

桐山徳也 徳田三郎 川 本 寛  

松井由廣 椛島孝志  

1．緒言  

前年度に引き続き、滋1Eれが平成12年康に実施した科学技術庁委託に  

よる環境放射能水準調査の結果を報告する。  

2．調査の概事  

（1）調査対よ   

① 全べ一夕放射能 定時降水   

② 核種分析調査   大気浮遊じん、降下物、陸水、土壌、穀類（精米）、  

野菜類（大根、ホウレン草）、牛乳、日常食（都市部、  

農村部）   

③ 空間放射線暮卒  

（2）測定方法  

測定方法等は、平成12年度環境放射能水準調査委託実施計画暮に  

従った。  

（3）測定装置   

① 全べ一夕放射能  

GM計数装置（ALOKArJDC－163）   

② 核種分析調査  

ケ●ルマニウム半導体核種分析装置（ORTEC GEM－15180P、SEZKO MCA7700）   

③ 空間放射線t  

サーベイメータ（ALOKA TCS－166）  

モニタリングポスト（ALOKA MAR－15）  

（4）調査結果   

① 全べ一夕放射能  

定時降水における測定結果を表－1に示す。すべての拭料で検出限界  

未満であった。   

②核種分析調査  

ケ●ルマニウム半導体核種分析装覆を用いた環境試料における一郎Csの測定結  

果を表－2に示す。日常食（都市部）および土壌（5～208m）で検出とな  

った。日常食では1ユ7c＄がしばしば検出されているが、土壌では平成5年鹿  

以来の検出であった。しかし、いずれも問題となるレベルではないと思わ  

れる。  

③空間放射線1率  

大津市における測定結果を表－3に示す。前年度と同程度の価であっ  

た。  

3．結詩  

調査結果は前年度とほぼ同程度あり、特に異常価は見あたらなかった。  
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表－1定時降水拭料中の全ベータ放射能調査縮果  

降水1  
降水の定時採取（定時降水）  

採取年月日  
（mm）  

放射能濃度くBq／」）  月間降下1  

測定数  最低値  最高値  （MBq／km2）   

平成12年  4月   94   7   N．D   N．D   N．D  

5月   118   7  N．D  N．D   N．D  

6月   218   12   N．D   N．D   N．D  

7月   80   5   N．D   N．D   N．D  

8月   13   3   N．D   N．D   N．D  

9月   305   7   N．D   N．D   N．D  

10月   170   7   N．D   N．D   N．D  

11月   157   7   N．D   N．D   N．D  

12月   23   5   N．D   N．D   N．D   

平成13年  1月   125   5   N．D   N．D   N．D  

2月   62   8   N．D   N．D   N．D  

3月   120   8   N．D   N．D   N．D   

年間値  1485   81   N．D   N，D   N．D   

前年度までの過去3年間の値    250   N．D   N．D   N．D   

表－2 ゲルマニウム半導体核種分析装置による核種分析測定調査結果  

検  137 前年度まで  その他  

吉武料名  採取場所  採取 年月日   体 数   
cs  

過去3年間の価    検出された 人工放射性  
単位  

核種         土低値  土市値  t低価  最高値   

大気浮遊じん   大津市  四半期毎  4  N．D  N．D  N．D  N．D  mBq／m8   

降下物  大津市   毎月   12  N．D  N．D  N．D  N．D  MBq／km2   

陸  
大津市   

H12．6．8   
2  N．D  N．D  N．D    N．D  mBq／L  

水   H12．12．丁  

N．D  N．D  N．D  Bq／kg乾土  
0～5¢m   

土  N．D   N，D  N．D  MBq／km2  

壌  
野洲町  H12．7．26   

2．00  N．D  N．D  Bq／kg乾土  
5－20Gm  

323  N．D  N．D  MBq／km2   

精米  志賀町  H12．10．26  口  N．D  N．D  N．D  Bq／kg精米   

野  N．D  0．045  
Bq／kg生  

菜   N．D  N．D  

牛乳  日野町  H12．8．1   2  N．D  N．D  N．D  N．D  Bq／L  

大津市  2  N．D  0．035  N．D  と。．。62  
（都市部）   

日常食  Bq／人・日  
今津町  

（農村部）   

2  N．D  N．D  
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表－3 空間放射線t率測定結果  

採取年月日  
モニタリングポスト（¢P8）  サーベイメータ  

書低値  最高値  平均価   （nGy／h）   

平成12年  4月  13．0   17．6   13，9   99．8  

5月   13．2   19．3   14．0   95．8  

6月   12．9   19．8   14．0   9¢．0  

7月   13．2   16．1   13．9   94．4  

8月   13．0   17．8   13．9   91．4  

9月   13．1   17．5   14．0   98．0  

10月  13．3   18．3   14．1   91．8  

11月  13．2   18．4   14．1   95．0  

12月  13．3   17．4   14．3．   100．6   

平成13年  1月   12．7   19．3   14．0   99．8  

2月   12．9   17－8   14．0   96．2  

3月   12．8   20．8   13．8   97．0   

年間価  12．7   20．8   14．0   91．4－100．6   

前年度までの  
12．8   

過去2年間の価  
22．9   14．0   92～102   
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Ⅴ－26  京都府における放射能調査  

京都府保健環境研究所  

荒木智徳、♯波直人  

濾遽哲也、筒井剛毅  

1 縛 音  

京都府では、前年度に引き続き、文部科学雀卓毛利こよる環境放射傭水準調査及び放射線監視交付金   

による高浜原子力発t新局辺の環境放射能爛鷹を行ったので、その概要を報告する。  

2 聯l壬の概要  

（1）調査対t   

① 環境放射能水準綱壬  

浮遊じん、降下物（定時及び月間）、陸水（上水及び淡水〉、土壌、よ手水産物（精米、茶、  

大根、ほうれん羊、牛乳、ふな、さば）、日常食及び空Ⅶ♯1串   

② 高浜原子力発t新局辺の環境放射能調査  

浮遊じん、月間降下物、陸水（上水及び淡水）、陸士、よ書産物（玄米、大根、ほうれん事、高  

菜、みかん、生椎茸、小豆、馬♯暮、梅、きゆうり、やまぶき、牛乳）、指標櫓物（よもぎ、松葉）、  

海産生物（さざえ、あじ、かたくちいわし、いか、うますらはぎ、わかめ、ほんだわら）、海底土、  

海水及び空Ⅶ線t串  

（2）測定方法  

試料の納製及び測定方法は、科学技葡庁ヰ『全ベータ放射能測定法』、『ゲルマニウム半ヰ休機出   

番を用いた機番分析法』及びFストロンチウム分析法』零に準じた『京都府環境放射能測定法（改訂  

Ⅲ）』によった。  

（3）測定装t  

測定機器は、別表のとおりである。  

（4）爛査縮雇  

表Ⅰ－Ⅴに璃査結果を示す。   

① 環境放射能水準調査  

定時採水を除く環境試料について、ゲルマニウム半導体検出券による核種分析鵠査を行ったと  

ころ、降下物、土壌、茶及び、さばから137C8が検出された。   

② 高浜原子力発t所周辺の環境放射能隅壬  

従来の測定値と同程度の1き7Cs及び90＄「が検出された。  

3 結 構  

平成12年鹿の碑壬結果は、従来と同程度のレベルにあり、特に異常傭は認められなかった。  
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Ⅰ定時採水試料中の全ベータ放射能調査結果  

採取年月   降水1  放  射能濃度（Bq／L）  月間降下1  
（mm）  測定数   最低値   】（MBq／km2）        最高値   

平成12年4月   71．5   7   N．D   4．1   19   

5月   129．0   7   N．D   N．D   N．D   

6月   156．0   10   N．D   N．D   N．D   

7月   49．0   ＄   N．D   N．D   N．D   

8月   22．0   4   N．D   N．D   N．D   

9月   279．5   7   N．D   N．D   N．D   

10月   175．5   9   N．D   N．D   N．D   

11月   177．0   7   N．D   N．D   N．D   

12月   19．5   3   N．D   N．D   N．D   

平成13年1月   107．5   5   N．D   N．D   N．D   

2月   51．0   8   N．D   1．7   0．86   

3月   82．0   4   N．D   N．D   N．D   

年間値   1319．5   77   N．D   4．1   N．D－19   

過去3年間の値  266   N．D   4．0  N．D－124．1   

採取地点：京都府伏見区村上町395 京都府保健環境研究所屋上  

Ⅱ 放射化学分析結果  

試料名   部位  採取地点  採取年月日   Sr90濃度   過去  単位   

3年間の値  

陸水   河川水  朝来川  H12．5．10  3，3 ± 0．78  N．D－2．4   mBq／」   

大山   
H12．5．17  280 ±  32  300～   

よもぎ   葉  
H12．10．27  890 ±  44  540   

吉坂  H12．5．17  420 ±  35  360～   mBq／kg・生  

H12．10．27  430 ±  32   690  

米   玄米   大山  H12．10．23   N．D   N．D～86   

牛乳   原乳   多林寺  H12．11．15   N．D   39～54   mBq／L   
めばる   全身  毛島沖  H12．4．24   N．D   N．D   

なまこ   全身  毛島沖  H12．4．27   N．D   mBq／kg・生            N．D   

ほんだわら  除根  毛島沖  H12F 5，1  140 ±  42  N－D－430   
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Ⅳ ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定調査結果  

賦科名    と’l■ ∴  津取年月  機体■   C8－137  ≠年度まで、去3年Ⅶの仕   その他の繍出された  

人工放射性櫨橿   

大気浮遊じん  
景■粛  H12．4■－H13．3   l   N．D   N．D   N．D   N．D   N．D   mBq／m3  

■■市  H12．小一H柑，a  2l   N．D   H．D   H．D   N．D   N，D   

♯下鴨  真鶴市  H12．l－H柑．8  12   N．D   0．仙¢ 士 0．O15   N．D   0．82 ± 0．023   N．D   MBq／km之  

■■市  H12．l■－H13．3  12   N．D   0．11 士 0．016   N．D   0．13 士 0．018   H．D   

上  2   N．D   N．D   N．D   0．20 ± 0，088   N．D   mBq／L  

水   ■市  H12．5．H12．11   2   N．D   N．D   N．D   N．D   N．D  

日  2   H．D   N．D   H．D   N．D   N．0  

水  淡  
2   N．D   N．D   N．D   N．D   N．D  

水   ・⊥」・  H12．5   N．D   N．D   N．D   N．D   N．D  

地下水  幸澹市  H12．12   N．D   N．D   N．D   N．D   N．D   

京♯市  H12．7   l  28 士 0き0  28 士 8〇0  31 ± 033  80 ± 03l  ND  B／k範士  

0－5c†¶  
57 ± 8．8  57 ± ¢．l  丁5 ± 8．1  100 ± 0．0   N．D   MB□／km之  

土  ■■市  H12．7   l．7 ± 0．27  88 土 1．1  2．2 ± 0．31  ‖0 ± 1．2   N．D   Bq／kg脆土  
♯  ■触市  H12．7   20 ± OJ7  20 ± 0．17  1．0 ± 0．28  2¢ ± 0．57   N．D  

5・－20G√∩   食♯市  H12．7   
75 士 085   ND   l  0粥 ± 028  01¢ ± 023  ND        B／k範士  

150 ± 85  150 ± 85   N．D   1000 ± 17   N．D   MB8／km之   

書米  京■市  H12．10   N．D   N．D   N．D   N．D   N．D   B（】／k丈｛米   

玄米  ■■縮  H12．10   5   N．D   0．丁2 ± 0．03t   N．D   l．† ± 0．030   N．D   βq／kg生  

■触市  H12．10   N．D   N．D   H．D   0．081± 0．024   N．D   

大♯（♯）   瓦♯市  H12．10   H．D   N．D   0．088 ±0．00ら8  0．080 ±0．0058   N．D  

■市  H12．12   3   H．D   N．D   N．D   N．D   N．D  

野  ■■市  H12．12   3   N．D   0．0糾 ±0．0007   N．D   0．055 土0．001l   N．D  

其  ほうれん事   真轟席  H12．10   N．D   N．D   N．D   N．D   N．D  

■■市  H12．10．H12，1l   3   H．D   0．014 ± 0．0柑   N．D   0．110 ± 0．018   N．D  

嘉養  ■■市  H12．l．H12．5   さ  N．D   N．D   H．D   0．糾3 ± 0．O10   N．D   

みかん  ■▲簡  H12．12   N．D   N．D   N．D   0．015 ±0．伽叫0   N．D   

生輪鷺  暮▲市  H12．ヰ   2  1．1 土 0．08  1．2：± 0．015  2．3 ± 0．028  2．0：± 0．02l   N．D  

■厳粛  H12．l   3．7 士 0．0き2  3．7：± 0．0き2  l．5：士 8．0柑  l．2 ± 0．0きl   N．D   

▲♯暮  ■■市  H12．6   2   N．D   N．D   N．D   N．D   N．D   

小玉  ■■市  H12．11   2   N．D   0．25 士 0．022   H．D   0．08t：± 0．02l   N．D   

よもぎ  ▲■市  H12．5．H12，10   8   N．D   0．50 ± 0．022   N．D   0．さ3 ± 0．020   H．D  

■触市  H12．5．H12．10   2  0．21± 0．010  0．26 ± 0．OlO  0．15 ± 0．0川  0．22 ± 0．017   N．D   

松薫  ■■市  H12．8   ユ   N．D   0．056 ±0．00丁5   N．D   0．小 ± 0．0柑   N．D  

■触市  H12．0   H．D   N．D   0．032 士0．00糾  0．053 ±0．∝〉82   N．D   

■  ■▲市  H12．8   N．D   N．D   N．D   0．015：土0．00■l   N．D   

きゆうり  ■▲市  H12．7   2   
N．D   N．D   N．D   N．D   N．D  

▲触市  H12．7   N．D   N．D   N．D   0．10：土0．0053   N．D   

■劇市  H12．5   口  0．037 士0．∝柑○  0．0き7 士0．0000  0．0▲＄］ヒ 0．010  0．057 ± 0．010   H．D   

纂  
宇治市  H12．6   H．D   N．D   N，D   N．D   N．D   Bq／kg脆牡  

加悦巾  H12．ら   口  0．ヰ8 ± 0．054  0▲6 ± 0．05l  0．28 ± 0．053  0．叫 ± 0．057   N．D   

牛乳  
真轟市  H12．6．H12．10   2   N．D   N．D   N．D   N．D   N．D   Bq／L  

暮■市  H12．5．H12．10   2   N．D   N．D   N．D   N．D   N．D   

淡水塵生■（フナ）    睾治市  H12．12   N．D   N．D   N．D   N，D   N．D   B（コ／k丘生   

日♯食  女心市  H12．8．H12．12   2   N．D   N．D   N．D   0．0引 ±0．00丁8   H．D   Bq／人・日  

■■市  H12、8．H12．12   2   N．D   N．D   N．D   0，012：亡0．0097   N．D   

濃水  ■■沖  H12、8．H13．2   2  1．7 ± 0．3丁  l．8 ± 0．3l  2．1 ± 0．■l  8．2 士 0．55   N．D   mBく】／L   

鶉  土  ■■沖  H12，8．H13．2   8  l．8 士 0．22  2．も ± 0．22  1．8 ± 0．20  2．丁 ± 0．26   N．D   臥】／kヱ脆土   

きば  景轟市   H12．‖   ロ  D．12：土 8．01l  0．12 土 0．0日  0．10：土0．0083  0．15 ± 0．01l   N．D   Bq／kg生  

あじ  ■■沖  H12．10   n  0．11 ± 0．018  0．11 ±0．018  0．12 ± 0．0川  0．11 ± 0．019   N．D  

鶉   口  0．019 ± 0．015  0．引用：土 0．015  0．080 ± 0．0日  0．0る○ ± 0．Oll   N．D  

うまずらはぎ   ■■沖  H12．9   0．077 ± 0．0柑  0，077 ± 0．O13   N．D   0．064 ± 0．012   N．D  

生  鞠  ■暮沖  H12．5．H12．10  2  0．038 ±0．0084  0．0糾 土0．0097   H．D   0劇柑：土 0．O13   N．D  

さざえ  暮■沖  H12．8   3   N．D   0．060 ± 0．018   N．D   0．078 ± 0．017   N．D  

わかめ  ■■沖  H12．5   8   N．D   0．070 ± 0．020   N．D   0．078 ± 0．018   N．D  

ほんだわら   暮▲沖  H12．5   3   N．D   N．D   N．D   N．D   N．D   

－233－   



Ⅴ 空耶放劇線1串測定編集  

瀾定積所 モニ    タリングステーション（nGy／h）  サーヘ●ィメータ（nGy／h）  

■  ヰ市大山  暮  鶴市吉坂  ■  ■市倉  梯   京都市   

測定年月   土低値  上古価  平均値  t低価  t高値  平均価  t低値  土蔦価  平均傭   平均値   

平成12年4月   28   56   30   33   63   35   44   76   47   88   

5月   28   56   30   33   59   35   43   73   47   87   

6月   28   49   31   33   52   35   ヰ5   65   48   88   

7月   29   52   31   33   51   35   ヰ5   63   48   8＄   

8月   30   51   31   34   86   3¢   4¢   64   48   8了   

9月   29   53   31   33   58   36   43   69   ヰ8   86   

10月   29  100   32   33   87   38   45   69   ヰ8   8¢   

11月   29   88   33   32   99   39   45   78   50   87   

12月   25   80   32   31   丁3   37   ヰ3   83   49   88   

平成13年1月   23   68   31   28   73   37   ヰ3   95   50   87   

2月   29   90   34   32   73   ヰ0   47   78   54   85   

3月   26   79   36   32   91   ヰ1   44  105   54   88   

年 Ⅶ 一価   23  100   32   28   99   37   43  105   49   87   

過去3年Ⅶの   19   93   31   21  102   35   29   99   ヰ6   8ヰ   

別表 測定機器  

空間線t率   
モニタリンク●ステーション：DBM方式NaI（Tト）シンチレーション検出器  

サーヘ●ィメータ：NaI（Tl）シンチレーションサーヘ●ィメータ   

空間積算線上   熱蛍光線1計 TLD素子（CaSO4：Tm）   

がンマ線放出核種   ケ●ルマニウム半導体検出器   

全へ●一夕放射能   
GM計数装置  

プラスチックシンチレーション検出器   
モニタリンダステーション  

全アルファ放射能  ZnS（Ag）シンチトション検出器   

ストロンチウム   低ハ●ツクダラウント●放射能測定装覆   
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Ⅴ－27  大阪府iこおiナ る放射能調査  

大阪府立公衆衛生研究所  

肥塚 利江 渡辺 功  

鵜川 昌弘  

1．緒言  

大阪府では、昭和35年度より科学技術庁（現文部科学省）の委託により放射能調査  

を実施している。今回は、平成12年度に実施した調査結果について報告する。  

2．調査の概要  

（1） 調査対象   

・全ベータ放射能  

・核種分析  

降水（定時）   

大気浮遊じん、降下物、上水（原水・蛇口水）、土壌、精米  

野菜（タマネギ・ダイコン・ホウレンソウ・キャベツ）、牛乳  

（原乳・市販乳）、日常食、海水、海底土、海産生物（サバ）   
モニタリングポスト（1地点）、シンチレーションサーベイ  ・空間線量率  

メータ（5地点）  

（2） 測定方法  

平成12年度放射能測定調査委託実施計画書に準じて行った。  

（3） 測定装置   

・全ベータ放射能  

・核種分析   

・空間線量率  

（4） 調査結果   

・全ベータ放射能  

・核種分析  

低バックグラウンド放射能自動測定装置（アロカ製LBC－   

4 7 2－Q型）   

ゲルマニウム半導体検出器（東芝製IGC－20175SD型）   

モニタリングポスト（アロカ製MAR－21型）   

シンチレーションサーベイメータ●（アロカ製TC S－166型）  

定時降水試料中の全β放射能調査結果を表Ⅰに示す。  

73件中12例検出したが異常値は認められなかった。   

環境及び食品試料中のゲルマニウム半導体検出器による核種  

分析測定調査結果を表Ⅱに示す。上水（原水）試料の一部に、  

昨年度と同様、微量の131Ⅰが検出された（ND ～1・5皿Bq／1）。  

その他の試料に異常値は認められなかった。   

モニタリングポスト及びシンチレーションサーベイメータに  

ょる空間放射線量率測定結果を表Ⅲに示す。モニタリングポスト  

の結果で10月に最高値（187nGy／h）を検出したが、これは調査地点  

近傍での非破壊検査の影響による一時的上昇であった。その他  

は、昨年度と同程度の値であった。   

・空間線量率  

平成12年度の大阪府における放射能調査結果は、昨年度と同様、平常値であり、  

人工放射性物質の新たな環境への放出は無いことが確認された   

昨年度に続き今年度も上水道原水の一部に微量の13－Ⅰを検出したが、飲料水の摂  

取制限に関する指標の約1／105のレベルであり、府民への健康影響はない。  
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表Ⅰ定時降水試料中の全β放射能調査結果  

降水の定時採取（定時降水）  

測定年月   降水量  放射能濃度（Bq／1）  月間降下量  

mm           （MBq／km2）    測定数  最低値  最高値   

平成12年 4月   75   7   ND   0．6   3．6   

同  5月   55   7   ND   1．2   1．6   

同  6月   227   ND   0．6   14．5   

同  7月   49   4   ND   0．4   5．7   

同  8月   7   2   ND   0．4   0．9   

同  9月   248   6   ND   ND   ND   

同   10月   137   8   ND   ND   ND   

同   11月   152   7   ND   ND   ND   

同   12月   12   4   ND   0．3   1．1   

平成13年 1月   107   6   ND   0．7   0．8   

同  2月   46   6   ND   0．4   0．6   

同  3月   74   5   ND   0．4   1．2   

年間値   1189   73   ND   1．2   ND～14．5   

前年度までの過去3年間の値  242   ND   1．9   ND～13．4   
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表Ⅱ ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定調査結果  

137  

試料名  
検  その他の検出  

採取場所  採取年月  体  前年度まで過 去3の  単位   

数  
年間値  

最低値最高値  

大気浮遊じん  大阪市  H12．4 ～ H13．3  12  ND  ND  ND  ND  mBq／m3   

降下物  大阪市  H12．4 ～ H13．3  12  ND  0．047  ND  ND  MBq／km2   

陸  mBq／1  

水   大阪市  H12．4 ′、 H13．2  6  ND  ND  ND  ND  131Ⅰ：ND   

5．9  2．3  2．8  Bq／kg乾土  
0～5cm  大阪市   H12．8   

土  
290  120  150  MBq／km2  

壌  
4．0  1．1  1．9  Bq／kg乾土  

5～20cm  大阪市   H12．8   
690  200  330  MBq／km2   

精米  大阪市   H12．11   ND  ND  ND  Bq／kg精米   

ダイコン  大阪市   H12．11   ND  ND  ND  

Bq／kg生  

農  H12．11   ND  ND  ND  
産  

物  H12．7   ND  ND  ND  

Bq／kg生  

キャベツ  熊取町   H13．2   ND  ND  ND  

四条畷市、  

牛  
乳   

Bq／1  
市販乳   大阪市  H12．8 ～ H13．1  2  ND  0．073  ND  ND  

泉大津市他  H12．6 ～H12．12  2  ND  0．030  ND  0．043  

日常食  Bq／／人／日  

大阪市  H12．6 ～H12．12  2  0．027  0．047  ND  0．096  

海水  大阪港   H12．8   ND  ND  ND  mBq／1   

海底土  大阪港   H12．8   2．1  1．2  3．2  Bq／／kg乾土   

大阪市   H12．11   0．10  0．11  0．12  
海  
産  

Bq／kg生  
生  
物   

－237－   



表 Ⅲ 空間放射線量率測定結果  

モニタリングポスト（nGy／hr）  サーベイメータ（nGy／hr）  

測定年月  

最低値  最高値  平均値  当所中庭 大阪城公園 熊取町3地点   

平成12年 4月   38   51   41   126  92．4   

同  5月   40   58   41   127  93．0   

同  6月   40   60   42   124  85．6   

同  7月   40   57   42   131  95．0  76．6 ～114   

同  8月   41   44   42   122  97．6   

同  9月   40   49   42   124  101   

同   10月   40   187＊   42   122  88．2   

同   11月   39   54   41   124  95．2   

同   12月   38   51   40   124  86．4   

平成13年1月   38   55   40   121  95．8   

同  2月   38   50   40   124  92．2  78．8 ～116   

同  3月   38   54   40   121  101   

年間値   38   187＊   41   121～13185．6 ～101 76．6～116   

前年度までの  

過去3年間の値   
38   67   41   120 ～133   83～103   78～108   

＊10月の最高値187は、測定地点近傍の工事現場での非破壊検査の影響  
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Ⅴ－28  兵庫県における放射能調査  

兵庫県立衛生研究所  

磋村公郎．山本 淳  

1．緒言   

前年にひき続き，平成12年度に兵庫県が実施した科学技術庁委託による放射   

能測定調査結果について報告する．  

2．調査の概要   

（1）調査対象  

定時採取した降水，大型水盤による降下物，大気浮遊塵，上水（蛇口水），土壌，  

日常食，牛乳（生産地），野菜（生産地），米（生産地、消費地），海産生物（いかな  

ご），空間線上率   

（2）調査方法  

試料の前処理，全ベータ放射能測定及び核種分析は，科学技術庁のマニュアル  

に準拠した‥   

（3）測定機器  

アロカ LBC472  

東芝 高純度ゲルマニウム半導体γ線核種分析装置  

アロカ MAR－15  

アロカ TCS－166  

3∴調査結果   

（1）定時採取による降水の全ベータ放射能測定結果を表1に示す．過去3年間と  

ほぼ同様のレベルにあり異常値は認められなかった．   

（2）ゲルマニウム半導体γ線核種分析装置を用いた－3Tcsの測定結果を表2に示  

す．柑7csは土壌，海産生物に検出されたが過去3年間と比べて差は認められ  

なかった．その他131Ⅰなどの人工放射性核種は全て認められなかった‥   

（3）空間線量率及びモニタノングポストの測定結果を表3に示す．空間線暮率は  

過去3年間とほぼ変わらなかった．モニタリンダポストは過去3年に比べて最低値  

が低くなり，平均値及び最高値が高くなった．原因は隣接地に鉄筋コンクリート  

の建物が建築されたためでエ手中は運び込まれた鉄材の遮蔽効果により低  

くなり，エ事が完成すると建物が線源となり高くなったと考えられる．  

4．結語   

平成12年度兵庫県における放射能調査において土壌及び海産生物に人工放射   

性核種である137c＄が検出されたが，その値は過去3年間の値と大きく異なること   

なく異常値は認められなかった．モニタリングポスト測定値は隣接地の建物   
の建築により変化した．  
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表1定時採取による降水の全ベータ放射能（神戸市）  

採取   降水i   降水の定時採取（定時降水）  月間降下量（MBq／km2）   

年月   （mm）   放射能濃度（Bq／L）  （γ線核種定性分析）   

測定数  最低値 最高値  

2000．04   63．0   7   N．D．  1．59   1．6（人工核種検出しない）  

2000．05   54．9   6   N．D．  N．D．   

2000．06   178．9   10   N．D．  N．D．   

2000．07   21．1   3   N．D．  N．D．   

2000．08   1．6   2   N．D．  N．D．   

2000．09   234．0   6   N．D．  N．D．   

2000．10   190．6   7   N．D．  N．D．   

2000．11   131．3   6   N．D．  N．D．   

2000．12   20．8   4   N．D．  N．D．   

2001．01   86．2   6   N．P．  N．D．   

2001．02   38．6   7   N．D．  3．50   7．0（人工核種検出しない）  

2001．03   37．6   3   N．D．  N．D．   

年間値   1058．6   67   N．D．  3．50   N．D．－7．0   

前年度までの過去3年の値   234（合計）   N．D．  14．3   N．D．－110   

注：降水iは1mm以下の全ベータ測定を行わなかった降水も含む  

表2 ゲルマニウム半導休検出器による核種分析測定調査結果  

検   柑7c＄  過去3年の値   その他検出   

試料名 採取場所採取年月  体  単位  

数   放射性核種   

大気浮遊塵神戸市2000．04－2001．03  4   N．D．  N．D． N．D  N．D．   検出しない  mBq／M3   

豊岡市2000．04－2001．03  4   N．D． N．D． N．D  N．D．   検出しない  mBq／M8   

降下物  神戸市2000．04－2001．03  12   N．D． N．D． N．D．N．D．   検出しない  MBq／km2   

蛇口水  神戸市2000．06，2000．12  2   N．D． N．D． N．D．N．D．   検出しない  mBq／l   

土壌0－5cm加西市2000．07   42  42  29  45   検出しない  Bq／kg乾土   

土壌5－20cm加西市2000．07   4．5  4．5  2．3  4．5   検出しない  Bq／kg乾土   

生産地米 加西市 2000．11   N．D．  N．D． N．D． N．D．   検出しない  Bq／kg精米   

消費地米 神戸市 2000．11   N．D． N．D． N．D． N．D．   検出しない  Bq／kg精米   

大根  加西市 2000．11   N．D． N．D． N．D  N．D   検出しない  Bq／kg生   

ホウレン草 加西市 2000．11   N．D．  N．D． N．D  N．D   検出しない  Bq／kg生   

牛乳  三原町 2000．08，2001．02  2   N．D．  N．D  N．D． N．D．  検出しない  Bq／l   

日常食  加古川市2000．06，2000．12  2   ND  ND  ND  26   検出しない  mBq／人日   

浜坂町 2000．06，2000．12  2   ND  ND  ND  26   検出しない  m8q／人日   

海産生物 明石市 2000．04   87  87  67  90   検出しない  mBq／kg生   
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表3．  空間放射線i率測定結果（神戸市）  

測定年月   モニタリングポスト（cps）   サーベイメータ（nGy／h）  

最低値  最高値  平均値   エネルキ●一補正型  

2000．04   15．4  20．5  16．5   114   

2000．05   14．4  柑，8  15．5   117．   

2000．06   14．4  20．9  15．8   116   

2000．07   15．5  20．2  17．5   113．   

2000．08   18．7  21．5  19．4   112．   

2000．09   18．7  22．7  19．3   107．   

2000．10   19．0  23．4  20．0   110．   

2000．11   19．4  22．1  20．0   111．   

2000．12   19．4  22．2  20．1   117．   

2001．01   19．4  24．9  20．0   111．   

2001．02   19．3  22．5  19．9   115．   

2001．03   19．6  22．3  19．9   109．   

年間値   14．4  24．9  18．7   107－117   

前年度までの  14．8  22．7  16．2   102－117   

過去3年の値  
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Ⅴ－29   奈 良 県 に お け る 放 射 能 調 査  

奈良 県 衛生研究所  

玉瀬 喜久雄 岩本 サカヱ  

1．緒 言   

前年度に引続き、平成12年度に実施した科学技術庁委託による  

環境放射能水準調査の結果を報告する。  

2．調査の概要  

1） 調査対象  

定時降水の全β放射能、空間放射線量率、大気浮遊じん、降下物  

土壌、陸水、牛乳、精米、野菜類、日常食及び茶の核種分析。  

2） 測定方法  

試料の前処理、全β放射能測定、核種分析及び空間線量率測定は、   

科学技術庁の「放射能測定調査委託実施計画書」、「全β放射能測定   

法」、 「Ge半導体検出器を用いた機器分析方法」等に従って実施し   

た。  

3） 測定装置  

全β放射能  

γ核種分析  

空間線量率  

全βGM自動測定装置（アロカJDC－163型）  

Ge半導体核種分析装置（東芝IGC16180SD型）  

NaI（TI）シンチレーションサーヘ○ィメータ（アロカ TCS－151型）  

モニタリングポスト（アロカ MAR－15型）  

4） 調査結果  

定時降水中の全β放射能調査結果を表1に、Ge半導体核種分析装   

置による137c s測定結果を表2に、また空間放射線量率測定結果を表   

3に示した。表2中の土壌、茶及び日常食で137c sが検出されたが、   

過去3年間と同程度であった。その他についてはいずれも例年の範囲   

内で異常値は認められなかった  

3．結 語  

いずれの調査項目においても前年度とほぼ同程度の値を示し、特に  

異常値は認められなかった。  
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（表1）大型水盤による月間降下物試料及び定時降水試料中の全β放射能調査結果  

降 水 の 定 時 採 取（定時降水）  大型水盤による降下物  

採取  
降水量  放射能濃度（恥／L）  月間降下量  月間降下量  

年月  （船q／血2）  （肥〟血2）  

測定数   最低値   最高値   

平成12年4月   78．3   Np   6．5   14．0  

5月  157．7   m   ND   ND  

6月  396．8   ND   ND   ND  

7月  127．9   ND   ND   1Ⅶ  

8月   25．4   ND   ND   ND  

9月  363．6   ⅣD   ND   Ⅷ  

10月  167．5   ND   f①   ND  

11月  136．7   ND   ND   ND  

12月   32．6   4   m   ND   ND  

平成13年1月  152．1   m   M）   冊  

2月   70．7   ND   Iの   ND  

3月  109．9   ND   ND   ND  

年 間 値   1819．2   80   Ⅷ   6．5   Ⅷ～14．0   ～   

前年度までの過去3年間の値   264   ND   4．3   叩～222．0  一ヽ一   
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（表2）ゲルマニウム半導体険出器による核種分析測定調査結果  

検  その他の  

137cs  前年度まで  検出され  

試料名  採取場所  採取年月  体  過去3年間の値     た人工放  

射性核種   

数  

大気浮遊じん   奈良市、  H12．4～H13．3  4   ND   ND   ND   川）  Ⅱ曲が皿3   

降 下 物   奈良市  H12．4へ朋13．3  四   ND   ND   ND   ND  船q／血2   

上水 源 水  
陸  

蛇口水  奈良市  H12．6・11   ND   ND   ND   ND  m恥／L  

淡 水  水  

6．4  3．6   5．8  馳／鹿乾土  

0一－5c皿  橿原市  H12．7   

土  晰血2  
341．0  171．0   756．0  

壌  

5．0  3．2   5．1  恥他乾土  
5～20cm  橿原市  H12．7   

1払ぃ血：   

588．0  331．0   988．0  

精   米   橿原市  H12．10   ND   ND   ND   ND  恥／短精米   

野  橿原市  H12．11   l   ND   ND   ND   M）  
B正也生  

菜   ND   】Ⅷ   ND   ND  

茶  奈良市  H12．5   0．48   0．87   ND   1．28  Bq／短乾物   

牛   乳   大宇陀町  H12．8・H13．2  田   ND   ND   ND   ND  馳／L   

淡水産生物  B正也生   

橿原市  H12．6・11   0．029  0．035   ND   0．035  Bq／人一日  

日 常 食  
五候市  H12．6・1l   0．028  0．032   ND   0．023  B正人・日   

海   水  嘘（レL   

海 底 土  Bq／短乾土   

海  

産  
如／短生  

生  

物  
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（表3）空間放射線量率測定結果  

モニタリングポスト（cps）  サーベイメータ  

測 定 年  月  

最低値   最高値   平均値   （nGy／h）   

平成12年 4月   17．9   21．5   18．6   

5月   17．9   22．6   18．7   

6月   17．8   2 18．6   

7月 17．8   26．6   18．5   

8月   17．8   19．9   18．5   

9月   17．6   20．9   18．6   

10月   17．8   22．4   18．7   

23．2   18．8   

12月   17．9   22．1   柑．8   

平成13年1月   17．9   23．1   18．6   60   

2月   17．9   21．5   18．7   58   

3月   18．0   23．7   18．7   

年 間 値   17．6   26．6   18．7   56 ～ 62   

前年度までの過去3年間の値  17．0   25．9   1S．4   52 ～ 59   
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Ⅴ－30  和歌山県iこおIナる放射青巨調査  

和歌山県衛生公害研究セ．ンクー  

勝山 健  有本 光良  

得津 勝治  

1．緒 言  

前年度に引き続き、平成12年度文部科学省委託による放射能測定結果について報告する。  

2．調 査 の 概 章  

1）調査対象   

降水（全β測定）、大気浮藩塵、降下物、蛇口水、日常食、土壌、各種食品（牛乳、白  

菜、大根、鯵、米、茶）の核種分析、及び空間線暮率測定を行った。  

2）測定方法   

試料の調整及び測定方法は、r平成12年反故射能測定網査委託実施計画書J、昭和  

51年改訂「全β放射能測定法J、平成4年改訂版 rGe半導体検出器によるガンマー線  

スベタトロメトリー」に基づいて行った。  

3）測定装t  

・核種分析 ：Ge半導体検出半（SEIKOEG＆G製 GEMト15190－P型）  
・全β放射能：低バックグランド金一β放射能測定装鷹（アロカ社製 LBC－452U  

型）  

・空間線t率：シンチレーションサーベイメータ（アロカ社製 TCS－166型）  

モニタリングポスト（アロカ社製 MAR－21型）  

4）網査結果  

表1に定時降水試料中の全β放射能測定結果を示した。  

表2に陸水、土壌、日常食、精米、野菜等のγ線核種分析結果を示した。  

表3に空間線暮率測定結果を示した。  

3．結 静  

今年度の調査結果は、過去の憫査結果とほぼ同程度で特に異常は見られなかった。  
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放射能の測定嗣査  

表1  定時降水試料中の全β放射能測定結果  

降水の定時採取（定時降水）  

採 取 年 月   降水暮  放射能濃度（Bq／ り  月間降下暮  

（¶■）  （uBq／k血2）  

測定数  最低値  最高値   

平成12年4月   9 5．5   6   ND   ND   ND   

5   76．5   4   ND   0．89   2．22   

6   195．0   12   ND   1．35   3．24   

7   64．5   4   ND   ND   ND   

8   23．5   4   ND   ⅣD   ND   

9   4 84．5   6   ND   ND   ND   

10   181．0   8   ND 0．64   3．49   

11   56．0   9   ⅣD   0．72   15．02   

12   28．0   5   ND   0．74   l．33   

平成13年1月   94．0   6   ND   ND   ND   

2   50．0   5   ND   ND   ND   

3   56．0   5   ND   0．59   1．07   

平均年間借   117．0   6   ND   0．41   2．19   

前年度までの過去3年間の値  7．0   ND   1．3   ND～7．43   
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表2  ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定結果  

セシウム137  

試料名  採取場所  採取年月  検体  単位  

数  人工放  

射性核種         最低値  最高値  最低値  最高値   

大気浮遊塵   和歌山市  3ケ月毎  4  ND  ND  ND  ND  n瓜q／m3   

降  下  物  毎 月  12  ND  ND  ND  ND  Ⅶね／kn7   

陸水 （蛇口水）   新宮市  ’0010  

0103  2  ND  ND  ND  ND  mBq／且   

2．26  1．4   4．1  Bq／kg乾土  

新宮市  ’00 09   1  

土  107  60   224  M軸／kIJ  

ND  ND  ND  Bq／kg乾土  

新宮市  ’00 09   1  

壌   ND  ND  ND  MBq／kn†   

精  米   新宮市  ’0010   1   ND  ND  ND  Bq／kg生   

野  根   新宮市  ’o10l   l   ND  ND  ND  

Bq／kg生  

菜   菜   新宮市  ’010l   1   ND  ND  ND  

牛乳（市販乳）   新宮市  ’001l  2  ND  ND  ND  ND  Bq／且   

O10l  

和歌山市  2  

日 常 食  Bq／人・日   

新宮市   2   

魚類（アジ）  新宮市  ’0101   1   0．14  0．06  0．20  Bq／kg生   

茶  那智勝浦町  ’00 05   1   0．47  0．62  0．83  Bq／kg乾   
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表3  空 間 放射 線∴量 率測 定結 果  

測 定 年 月   モニタリングポスト（nGy／h）  サーベイメータ  

最 低値   最 高値   平 均 値   （nGy／h）   

平成12年 4月   3 2．0   4 7．0   34．1   64．8   

5   3 2．0   59．0   34．0   61．0   

6   3 2．0   5 2．0   34．4   6 0．4   

7   3 2．0   40．0   3 3．5   6 9．0  

8   3 2．0   38．0   33．3   6 2．4   

9   3 2．0   4 3．0   33．8   5 7．4   

10   3 2．0   4 9．0   34．0   6 2．4   

11   3 2．0   41．0   33．8   61．8   

12   3 2．0   48．0   3 3．8   6 2．8   

平成13年1月   31．0   49．0   33．6   5 9．2   

2   31．0   44．0   33．3   6 2．4   

3   31，0   44．0   3 3． 7   5 9．4   

年  間  値   31．0   5 9．0   3 3．8   57．4・－6 9．0   

●●前年よまで過去3年間の饉   31．0   6 2．0   3 3．4   51．0・－6 8．2   
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Ⅴ－31  鳥取県における放射能調査  

鳥取県衛生研究所  

西尾直子  木村義明  
佐々木順一 尾田善夫  

1 緒言   

鳥取県において平成12年度に実施した、文部科学省委託による環境放射   
能水準調査結果について報告する。   

2 調査の概要  
（1）調査対象  

定時降水、大気浮遊じん、降下物、陸水（蛇口水）、土壌、精米、野  
菜（大根・ホウレン草）、牛乳、日常食、海水魚（さば）及び空間線量率  

（2）測定方法  

科学技術庁編「全ベータ放射能測定法（昭和51年）」、「ゲルマニ  
ウム半導体検出器によるガンマ線スペクトロメトリー（平成2年）」及  
び「平成1・2年度放射能測定調査委託実施計画書」に基づいて行った。  

（3）測定装置  

全ベータ放射能測定・・GM計数装置（ALOKA TDC－511）  
核種分析… … ・G e半導体検出器（ORTEC GEM－15180－P）  

空間線量率測定…・サーベイメータ（ALOKA TCS－151）  
モニタリングポスト（ALOKA MAR－21）  

（4）調査結果   

ア 定時降水の全β放射能調査結果は表1に示すとおり、検出数は22回  
（101検体中）と例年並であり、冬季に多く検出される傾向も例年どおり  
であった。  

イ 牛乳中の131Ⅰの調査結果は表2に示すとおり、全て検出限界以下  
であり、過去3年間と同様であった。  
ウ Ge半導体検出器による核種分析結果は表3に示すとおりで、降下  
物、日常食及びさばから137c sが検出されたが、前年度と同様、低  
レベルであった。  

エ 空間線量率測定結果は表4に示すとおりで、例年とほぼ同程度の値で  
あり、異常値は認められなかった。   

3 結語  

鳥取県における放射能調査結果は、平成12年度も過去の調査結果と同程   
度の値であり、特に異常値は認められなかった。  
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表1 定時降水試料中の全β放射能調査結果  

降 水 の 定 時 採 取 （定時降水）  

採取  

降水量  放射能濃度（Bq／且）  月間降下量  

年月  （MBq／km2）  

mm  測定数  最低値  最高値   

平成12年4月   100．5   8   ND   4．7   80．7   

5月   125．0   7   ND   3．6   108．7   

6月   143．6   7   ND   ND   ND   

7月   78．9   3   ND   ND   ND   

8月   24．3   3   ND   ND   ND   

9月   262．3   8   ND   ND   ND   

10月   172．9   9   ND   ND   ND   

11月   251．1   11   ND   5．5   45．5   

12月   131．3   8   ND   2．0   122．9   

平成13年1月   198．3   13   ND   3．2   20．9   

2月   101．7   12   ND   2．0   36．1   

3月   174．2   12   ND   4．6   57．6   

年 間 値  1764．1  101   ND   5．5  ND～122．9   

前年度までの過去3年間の値  334   ND   7．0  ND～271．9   

表2 牛乳中の131Ⅰ調査結果  

採 取 場 所   米  子  市  前年度まで過去3年間の値   

採 取 年 月 日  12．6．22  12．7．18  12．9．12  12．10．11  12．12．27  13．3．22  最低値   最高値   

放射能濃度（Bq／り  ND   ND   ND   ND   ND   ND   ND   ND   
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表3 ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定調査結果  

137cs  前年度まで  その他の  

過去3年間の値    検出された  

試 料 名   採取場所  採取年月   検体数  人工放射性  

核種   

大気浮遊じん   鳥取市   H12．4～H13．3   4   Np   ND   Nつ   ND  mBq／m3   

降下物  鳥取市   H12．4一－H13．3  12   m   0．30   ND   1．64  MBq／km2   

陸  H12．6  2   ND   ND   m   ND  mBq／且   

水   H12．12  

ND   ND   2．24  Bq／kg乾土  

土  

ND   ND   179．0  腫q／km2  

ND   ND   1．227  Bq／kg乾土  

壌   

ND   ND   310．9  MBq／km2   

精米  鳥取市   H12．12   ND   ND   0．166  Bq／kg精米   

野  岩美郡国府町  H12．12   ND   m   ND  

Bq／kg生  

菜   H12．11   ND   ND   0．056  

牛乳  米子市   H12．8  2   Np   ND   ND   ND  Bq／且   

H13．2  

鳥取市   H12．6／H12．11   2   0．030  0．037  m   0．041  

日常食  Bq／人・日  

岩美郡福部村  H12．6／H12．11   2   ND   0．038  0．030  0．051  

海  境港市   H13．1   0．063  0．127  0．225  Bq／kg生  

産  

生  

物   
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表4 空間放射線量率測定結果  

モニタリングポスト（nGy／h）  サーベイメータ  

測 定 年 月 日  

最低値   最高値   平均値   （nGy／h）   

平成12 年 4 月   37   57   39   98   

5 月   37   57   40   93   

6 月   38   55   40   101   

7 月   38   50   40   103   

8 月   39   56   41   102   

9 月   38   53   40   91   

10 月   37   59   40   86   

11月   37   62   40   87   

12 月   31   74   39   97   

平成13 年 1月   32   59   39   94   

2 月   36   58   39   78   

3 月   33   70   40   87   

年   間   値   31   74   40   78～103   

前年度までの過去3年間の値   26   77   40   74～113   
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Ⅴ－32  島根県をこおをナる放射肯巨調査  

島根県保健乗境科学研究所  

藤井幸一、田中文夫、吉岡勝廣、田中孝典、  

深田和美、関龍太郎  

1．緒 言  

平成12年度に島根県が実施した文部科学省委託の褒境放射能水準調査結果及び原子力   

発電所周辺の乗境放射能調査結果の概要を報告する。  

2．調査の方法  

（1）調査対象  

ア．文部科学省委託環境放射能水準調査  

定時降水、降下物、上水、土壌、精米、野菜、牛乳、日常食、海水魚、空間放射線  

量率  

イ．原子力発電所周辺乗境放射能調査  

空間放射線積算線量、空間放射線量率、浮遊塵、降下物、陸水（水道原水、蛇口水、  

池水、河川水）、海水、植物（松葉）、農畜産物（精米、大根、ほうれん革、キャベ  

ツ、小松菜、茶、牛乳）、海産生物（かさご、なまこ、さざえ、むらさきいがい、あ  

らめ、岩のり、わかめ、ほんだわら類）、土壌、海底土  

（2）測定方法  

測定は、「平成12年度放射能測定調査委託実施計画書」、「平成12年度島根原子力発   

電所周辺環境放射能等測定計画」及び文部科学省編各種放射能測定法シリーズに準じて   

行った。  

（3）測定装置  

測 定 区 分  使  用  機  器   

全 β 放 射 能  低バックグラウンド2花ガスフロー計数装置   

核  鋪Sr  

種  3H  低バックグラウンド液体シンチレーション計数装置  

分  

析  
そ の 他  Ge検出器付き4000チャンネル波高分析装置   

空  線  モニタリング   原発監視：DBM回路付き3”¢球形 NaI：Tl検出器   

間  委託調査：DBM回路付き2”¢×2”NaI：Tl検出器  
線  1”¢Xl”NaI：Tl  

量   積 算 線 量  勲ルミネセンス線量計   

（4）調査結果  

ア．全β放射能  

定時降水の全β放射能の測定結果は、前年度と同程度であった。  

イ．核種分析  

環境試料の核種分析の結果、微量の137c s、90s r及びトリチウムが検出された。  

131Ⅰはいずれの牛乳からも検出されなかった。  

ウ．空間放射線  

年間積算線量は、県下37地点で0．43～0．92mGyであり、平均は0．59mGyであった。  

モニタリングポスト及びサーベイメータによる線量率の測定結果も合わせて前年度  

と同程度であった。  

3．結 語  

平成12年度の島根県下の環境放射能調査結果において、核種分析からは過去の核実験等   

の影響が見られたが、全体としては前年度と同程度のレベルであり、特異な傾向は認めら   

れなかった。  
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降水の定時採取（定時降水    ヨ  

採 取 年 月  降水量  放射髄（恥／1）  月間降下t  

（mm）  最低値   最高値   仰  

平成12年 4月   ！衿．5   12  2．23   40．12   

5月   63．3   7  0．86   8．09   

6月   121．9   8  0．63   14．90   

7月   粥．5   4  1．66   49．52   

8月   23．0   6  0．62   3．19   

9月   348．6   12  0．28   18．（怜   

10月   112．2   14  0．27   l．45   

11月   178．7   15  0．鮒   3．47   

12月 56．6   13   0．33   2．12   52．35   

平成13年 1月   140．4   16  2∴ロ   73．63   

2月   乳8   15  2．83   73．12   

3月   102．4   17  4．髄   101．98   

年  Ⅶ  価  1439．9   139  4．66   1．45～101．舗   

前年度までの過去3年間の値  426  3．64   － ～ 84．43   

－：検出下限値東浦を表す。  

m∴放射化学分析結果  

＊  90sr  
試 料 名  採取場所  採取年月  検体数      単  位       最低値  最高値  過 去 の 価   

降  下  物        ／   ／   ／   ーー0．16   軸／ロ2・知日   

土 叫0－5皿   鹿島町1   Ⅶ．7   120  67．2〆－203．2   馳ん2   

植  物（松 葉）   鹿島町1   Ⅷ．4   4．6  0．60～ 7．8   

野  菜  類   鹿島町1   Ⅶ）．12   0．30  0．∝）8～ 0．25   恥／鳩・生  

茶  鹿島町1   Ⅷ．5   1．2  1．5～1．9   

牛   乳（原 乳）        ／   ／   ／  0．016・－0．勝4   恥几   

海  水   原発沖1   Ⅷ．4   1．8  1．2～3．0   咄几   

0．024   
海  
さ ざえ（筋肉）  原発沿岸2   ，00．4   0．（X施・－0．023  

産  0．（抑7～0．110  

むらさきいがい  輌・生  

生  Ⅶ．4   0．03  0．01－0．058  

0．03～0．085  

＊：数字は地点数を表すム  ー：検出下限値未満を表すゝ  過去の値：前年度までの過去3年間の値を表す。  

Ⅲ．トリチウム分析結果  

＊  トリ チウム  
試 料 名  採取場所  採取年月  検体数  単  位  

月  間  降 水  松江市1   Ⅷ．4～叩1．3  12   0．19   0．80   0．20一－1．29   

河  川  水  出書市1、江津市1、 益田市1  Ⅷ．6へ叩1．3  12   0．凋   0．58   0．18～0．82   

原発沖3  

表 層 海 水   原発放水口2  100．4，10   0．45   0．07～0．67   

原発取水口1  
軸／／L  

池  水  鹿島町1   ，00．5，11   2   0．10   0．69   0．56－0．71   

水 道 原 水  松江市2   ，00．5，11   4   0．崩   0．72   0．45～0．83   

水 道 管 未 水       ／   ／   ／   0．28～0．67   

＊：抑地点数を表す。  －：検出下限値未満を表す。  過去の値：前年度までの過去3年間の値を表す。  
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Ⅳ．ゲルマニウム増俸検出掛こよる梯種分析測定粥査結果  

＊  検  1a7c5  前年度までの  
試  料  名  採取場所  採取年月   体  過去3年間の値  

数  

松江市1  
大気 浮 遊 塵    鹿島町2   ，00．4～，01．3  36  圧政レ㌦   

降  下  物   松江市1   12  0．45．  0．21  恥／ポ   

，00．5・－11  4  3．7  

松江市1  

蛇  口  水   浜田市1   
，（氾．7－12  4  咄／kg  陸 水  上 水 原 水  松江市2                                           池     水  鹿島町1  Ⅷ．5  ロ       1．2  

鹿島町3、松江市1 三1  ’∝）．4，7   0．77  26  2．0  66．（氾  
土  

恥／短・風乾土  
6  

大田市瓶町  軌2  

5 ～10cm  
軸／短・風乾土  ‖…‖  Lど：二二二   1．1  10．5  蜘2  

鹿島町1  5．2  8．1  1．19  57．51  
壌   Ⅷ．7   

恥佃・風乾土  
2  

大田市三瓶町1  蜘2   

精  
松江市1  

米    鹿島町1   
，00．9～12  2  0．瀾9  0．053  0．053  馳／厄・生   

鹿島町2  
大  

根（根）   大田市三瓶町1   
0．233  

野  

ほ う れん 草  鹿島町3   Ⅶ．12   0．022  

菜  Ⅶ．5   0．30  Ⅷ．7～12  巴    0．㈱  
小  松  菜  大田市三瓶町1  ，00．7   1．2  

輌・生  

茶  鹿島町1   〉（氾．5   0．071  0．070  0．10  

松  葉  0．29  1．8  
（2年葉）  大田市三瓶町1   

牛  0．038  0．026  乳  松江市朝酎町1 鹿島町1  Ⅷ．5～℃1．2  10  
恥／L  

乳   ，00．8～℃1．3  2  

日  
松江市1  

IOO．6－12  4  0．034  0．047  
恥／人・日   

常  
食    鹿島・島根町1  

海  
原発沖3  

W．4～10  8  2．3   3．2   2．2   3．5  
水    原発放水口2  

郎L   

海   底  土   原発沖4   Ⅷ．4～10  4  0．94  2．0  恥／短・風乾土   

原発沿岸1  

か  さ  ご   浜田市1   
Ⅷ．5～8  2  0．10  0．14  0．08  0．18  

海  ℃1．1   

さ ざえ（筋肉）  原発沿岸1   Ⅶ．4～℃1．1  4  0．052  

さ ざえ（内臓）   4  0．13  
産  

原発沿岸2  

むらさきいがい   美保関町1  ，00．7－9  4  Bq／kg・生  

浜田市1  生  

岩  の  り  原発沿岸2   ℃1．2   2  

わ  か  め  原発沿岸2   ℃0．4   2  0．07  

物  Ⅷ．6～10  4  0．11  0．18  

＊：数字は地点教を表す。  －：検出下I卿直未満を表す。  
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Ⅴ．牛乳中の131Ⅰ分析結果  

松江市  松江市  松江市  松江市  松江市  松江市   鹿 島 町  前年度までの過去  

採 取 場 所                     朝酌町  朝酌町  朝酌町  朝酌町  朝酌町  朝酌町   南 溝 武   3 年 間 の 値   

採 取 年 月 日  ，∝）．5．30  ，00．7．28  Ⅷ．8．29  Ⅷ．10．19  Ⅷ．11．22  ，01．2．21  ℃0．4．5～叩1．1．23  最低値  最高値   

放射能濃度（Bq／L）  

ー：検出下限値未満を表すム  

モニタリングポスト 征y几）  

測 定 年 月  
サーベイメータ  

最 低 値  最 高 値  平 均 値   （鵬y／h）  

平成12年  4月   42   64   4Al   56   

5月   42   66   4A8   54   

6月   42   60   45．1   52   

7月   42   58   44．9   56   

8月   43   54   46．7   58   

9月   60   46．7   52   

10月   60   47．0   50   

11月   44   62   47．4   54   

12月   69   47．0   54   

平成13年 1月  40   69   46．3   58   

2月   一組   63   46．7   50   

3月   40   67   47．0   56   

年  間  価   亜   69   46．2   50 ～ 58   

前年度までの過去3年間の値  46・－ 62   

注）モニタリングポストは平成11年度より測定器変更  

b．原発監視モニタリングポスト  単位：鵬y／h  

地  点   最 低 値   最 高 値   平 均 値   

酉浜佐陀   37   97   55   

御  津   31   83   40   

舌  浦   72   39   

深 田 北   22   63   28   

片  句   36   70   42   

北 講 武   27   72   36   

佐陀本郷   24   75   31   

末  次   26   65   34   

大  声   30   76   37   

地 域  地点数  区  分  第1四半期  第2四半期  第3四半期  第4四半期  年間線量   

平 均 値   0．15   0．14   0．15   0．15   0．59  

県下全域  37                  最 低 値   0．11   0．10  0．11   0．11   0．43  

最 高 値   0．22   0．23   0．23   0．23   0．92   
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Ⅴ－33   岡山県における放射能調査  

岡山県環境保健センター  

杉山広和 何本孝人 清水光郎  

日野誠二 小倉肇   

1緒 言   
前年度に引き続き、岡山県が平成12年度に実施した、科学技術庁の委託による 環舞㈹こつい   

て報告ナるものである。   

2 調査の概要  

（1）調査対象  

① 全β放射能調査‥降水（定時降水）  

② γ線核種分析調査：大気浮遊じん、降下物、陸水（蛇口水）、土壌（0～5叫5～2他山、精米、  

野菜（大根・ホウレン草）、牛乳（原乳・市販字U、日常食及び梅産生物（ボラ）  

③ 空間放射線量率調査：モニタリングポスト及びシンチレーションサーベイメータ  

④ ウラン分析調査：河川水（吉井Jll水系）  

（2）測定方法  

試料の採取、前風潮掟蝕も科醐「放射抱負掟醐（平成12年鹿」及  

び放射能測定シリーズの各測定方法に基づしヽて実施した。  

（3）測定装置  

① 全 β 放射 能：創自動測定装置（アロカ製m－511・別一肌型  

② γ線核種分析：ゲルマニウム半導体検出器（キャンベラ製∝－1520型）  

③ 空間放射線量率：モニタリングポスト（アロカ製Ⅷ択一15型）、  

シンチレーションサベイメータ（アロカ製和一1阻勤  

④ ウ ラ ン 分 析：分光吸光他家十（ヒューレット・パッカード製鋸5飢型  

（4）調査結果  

① 定時樺水声誤件の全β放射樹査結果を表1に示れ定時降水（釦件）及び大型水盤による降下物の測定  

値且全てにおいて検出下関値未満であった。また、過去3年間の測定値も検出下限値未満である。  

② 牛乳（原寧じ中の131Ⅰの分析結果を表2に示す1全試料（6回／弔とも検出‾印材直未満であった。また、過  

去3年間の測定値も検出下限値未満である。  

③ ゲ／レマニウム棚こよる核種分析調直結果を表31甜平成12年度も環境及び食品の諦榊こ  

ついて諏査を行った。  

大気悸遊じん、降下物、陸水（蛇口水）、土壌、精米、野菜（大根、ホウレン草）、牛乳（市販字じ及び日常食  

の試料からは、－37cs等の人工放射性核種はいずれも検出されなかった。  

海室生物（ボラ）の試料からさも137csが敵量検出されたが、これらの値は、過去3年間の測定†直又は全国  
こよる。）と比較して、同程度吋直であった。   の測定値（  

④ 空間放射線量率測定結果を表4に示す。モニタリングポストによる線量率は、17．5～27．1cps（平均   

19．3cps）の範囲であり、シンチレーションサーベイメータによる線量率ま91～97鵬y／hの範囲であったっい  

ずれの線量率も過去3年間の測定値と同程度であった。   

⑤ ウラン分析結果を表5に示す1核燃料サイクノ欄発機構人形峠環境技術センタづ司辺及び吉料Il流域に  

おける河川水中のウラン頒度は、一全地点で検出‾下1唄値未満であった。また、過去3年間の測建値も検出下限  

値末席である。   

3 結 語   

岡山県に掛′、て平戒12年度に実施した環境及び脚料ヰの放輔檻髄錦沫は 過去の調査結果及び全国の   

調査結果と比較して同程度の濃度レハシレであり、異常値は認められなかった。  
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表1．大型水盤による月間降下物試料及び定時降水試料中の全β放射能調査結果  

降水の定時採取（定時降水）  大型水盤による降下物  

採取年月  降水量  放射能濃度（Bq／り    月間降下量   月間降下量  

（mm）   測定数  最低値  最高値  （MBQ／km2）   （MBq／km2）   

12年4月   90．1   ND   ND   ND   ND   

5月   88．2   8   ND   ND   ND   ND   

6月   175．1   10   ND   ND   ND   ND   

7月   51．4   4   ND   ND   ND   ND   

8月   53．1   2   ND   ND   ND   ND   

9月   123   6   ND   ND   ND   ND   

10月   70．1   8  ．ND   ND   ND   ND   

11月   93   6   ND   ND   ND   ND   

12月   33．4   5   ND   ND   ND   ND   

13年1月   116．1   6   ND   ND   ND   ND   

2月   69．7   7   ND   ND   ND   ND   

3月   41．1   7   ND   ND   ND   ND   

年間値   83．7   80   ND   ND  ND～ND   ND～ND   

前年度までの過去3年間の値  230   ND   ND  ND～ND   ND～ND   

（注）計数値が計数誤差の3倍を下回るものについては「ND」とした。   

表2．牛乳中の13－Ⅰ分析結果  

採取場所   旭 町  旭 町  旭 町  旭 町   旭 町  旭 町  前年度まで過去3年間の値   

採取年月日   H12．5．31  H12．7．31  H12．9．21  H12．11．24  H13．1．24  H13．3．16  最低値   最高値   

放射能濃（Bq川   ND   ND   ND   ND   ND   ND   ND   ND   

（注）計数値が計数誤差の3倍を下回るものについては「ND」とした。   

表3．ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定調査結果  

横  前年度まで  その他検出された  

試 料 名  採取場所  採取年月   体  過去3年間の値    人工放射性核種   単 位  

数   

大気浮遊塵  岡山市  h12．4′〉H13．3  4  ND  ND   ND   ND  検出されず   mBq／m3   

降下物  岡山市  h12．4～H13．3  12  ND  ND   ND   ND  検出されず   MBq／km2   

陸水・蛇口水  岡山市  H12．6、H12．12  2  ND   ND   ND   ND  検出されず   mBq／l   
土  旭町   H12．8   ND  ND   ND  2．12  検出されず   Bq／kg乾土  

ND   ND   ND   105  MBq／km2  

壌   旭町   H12．8   1 ND ND   ND   ND  検出されず   Bq／kg乾土  

ND  ND   ND   ND  MBq／km2   

精  米  瀬戸町   H12．12  ND   ND   ND   ND  検出されず   Bq／kg精米   

野  岡山市   H12．11   ND  ND   ND   ND  検出されず   Bq／kg生  

菜   H12．11   ND  ND   ND   ND  検出されず   Bq／kg生  

牛  乳  岡山市  H12．8、H13．2  2  ND  ND   ND   ND  検出されず   Bqパ   

日 常 食  岡山市  H12．6、H12．11  ，2  ND  ND   ND  0．059  検出されず   Bq／人・日  

上斎原村  H12．6、H12．11  2  ND  ND   ND  0．08  検出されず   Bq／人・日  

海 産 生 物  牛窓町   H12．12   0．143  0．095  0．131  検出されず   Bq／kg生   

（注）計数値が計数誤差の3倍を下回るものについては「ND」とした。  

－259－   



表4．空間放射線暮測定具  

モニタリングポスト  サーベイメーター  

測 定 年 月  （cps）  （エネルキーー補償型による直読法）  

最低値  最高値  平均値   （nGy／h）  

平成12年4月   18．5   25．2   19．4   91   

5月   18．5   25．7   19．6   92   

6月   17．7   26．2   19．1   92   

7月   17，6   23．2   18．7   94   

8月   17．9   26．0   18．7   92   

9月   17．5   24．0   18．8   97   

10月   18．5   26．1   19．5   91   

11月   1臥2   23．8   19．6   96   

12月   18．7   24．3   19．8   94   

平成13年1月   18．5   27．1   19．6   95   

2月   18．6   25．8   19．7   91   

3月   18．6   23．5   19．6   93   

年間値   17．5   27．1   19．3   91へ′97   

前年度までの過去3年間の値  30．2   17．0   19．1   88～104  

（注）サーベイメーターの値は宇宙線を含む（直読値＋30nGy／h）  

表5．ウラン測定結果  

前年度までの  

試料名  採取場所  採取年月日  ウラン濃度  

（〟g／l）  

H12．5．22  く2   く2   く2  

河Jll水   吉井川水系   H12息23  

H12．12．13  く2   く2   く2   

H12．12．14  

（注）測定数：24（12検体×2回）  
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Ⅴ一34  広 島 県 に お け る 放 射 能 調 査  

広島県保健環境センター  

井手吉 範久  桑山 勝  

1．緒 言   

平成12年度に広島県が実施した科学技術庁委託による環境放射能水準調査の汎定結果   

について報告する。  

2．調査の概要  

1）調査対象  

降水（定時降水）．降下物，大気浮遊塵，陸水（蛇口水．淡水）．土鼠 日常食．牛   

乳（原乳．市販乳）．野菜（ダイコン．ホウレン草），精米．水産生物（コイ，カレイ，  

カキ．ワカメ）．及び空間放射線量率（サーベイメータ．モニタリングポスト）  

2）測定方法  

試料の採取，調製および軋定は，科学枝術庁絹「放射能測定調査委託実施計画書（平成  

12年度）」，「全ベータ放射能測定法（昭和51年2訂）」及び「ゲルマニウム半導休検出器   

を用いた機器分析法（平成4年3訂）」に従って行った。  

3）測定機器  

GM計数装置：アロカ社製 TDC－511型  

Ge半導休検出器：セイコーEG＆Gオルテック社製 GEM15180P型  

シンチレーションサーベイメータ：アロカ社製 TCS－166型  

モニタリングポスト：アロカ社製 MR－21型  

4）調査結果  

定時採水試料中の仝ベータ放射能調査結果を表1に，空間放射線量率測定結果を表2   

に，ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定結果を表3に示した。全ベータ放射能   

が仝91試料中3試料から検出されたが，いずれも過去3年間の測定値の範囲内であった。  

3．結 語   

今年度の調査結果は．全項目について過去の軋定値とほぼ同程度であり，特に異常値は認   

められなかった。  
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表1 定時降水試料中の全β放射能調査結果  

降水の定時採取（定時降水）  

採取年月   降水量  放射能濃度（Bq／1）  月間降下量  

（mm）  （HBq／km2）    測定数  最低値  最高値   

平成12年4月   135．0   N．D   N．D   N．D   

5月   135．1   N．D   N．D   N．D   

6月   157．5   N．D   N．D   N．D   

7月   80．7   N．D   N，D   N．D   

8月   30．6   N．D   N．D   N．D   

9月   151．2   8  N．D   N．D   Ⅳ．D   

10月   117．6   9  N．D   N．D   N．D   

11月   98．4   5  N．D   N．D   N．D   

12月   22．6   N．D   2．4   4．7   

平成13年1月   96．7   軋D   N．D   N．D   

2月   84．3   N．D   2．9   5．9   

3月   49．2   N．D   6．1   

年間値   1158．9   9l  N．D   6．1   N．D～12   

前年度までの過去3年間の値  260  N．D   7．3   N．D～27   

表2 空間放射線1串測定結果  

測定年月   
モニタリングポスト（nGy／h）  サーベイメータ  

最低値  最高値  平均値   （nGy／h）   

平成12年4月   42   56   44   

5月   42   63   45   128   

6月   41   56   44   125   

7月   4l   43   138   

8月   4l   56   43   132   

9月   41   52   43   

10月   41   71   44   127   

11月   42   54   45   130   

12月   4l   45   124   

平成13年1月   4l   57   44   124   

2月   42   45   

3月   42   44   

年間値   41   44   120・－138   

前年度までの過去3年間の値  38   45   108～138   
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表3 ゲルマ＝ウム半導体検出器による核種分析測定結果  

検  
その他検  

試料名  採取場所  採取年月   体  137cs  
前年度までの 過去3年間の値    出された 人工放射  

単位  

数  

最低値  最高値  最低値  最高値   
性核種  

大気浮遊塵   広島市  12．4～13．3  4  N．D  N．D  N．D  N，D  mBq／m3   
降下物  広島市  12．4～13．3  匹  N．D  N．D  N．D  N．D  MBq／km2   

陸  広島市  12．6，12．12  国  N．D  N．D  N．D  N．D  mBq／L  

水   淡水   庄原市   12．10   l  N．D  N．D  N．D  mBq／L   

広島市   1  

N．D   1．5  2．1  
0－5c皿  12．7  

Bq／kg乾土  

土  N．D   86  HBq／km2  
墳  

1  

7．3  6．5  7．3  
5－20cm   広島市   12．7  

Bq／kg乾土  

800  1400  1500  HBq／km2   
精米  広島市   12．10   1  N．D  N．D  N．D  Bq／kg生   

野  12．12   1  N．D  N．D  N．D  Bq／kg生  

菜   12．12   1  N．D  N．D  N．D  Bq／kg生   

牛  広島市  12．8，13．2  国  N．D  N．D  N．D  N．D  Bq／L  

乳   Bq／L   

淡水産生物   広島市   12．10   1  0．078  0．038  0．11  Bq／kg生   

広島市  12．6，12．12  国  N．D  0．031  N．D  0．049  
日常食  

Bq／人・日  

N．D        三次市  12．6，12．12  国  N．D  N．D  N．D  Bq／人・日   

海  大竹市   13．2   1  0．074  N．D  0．077  Bq／kg生  

産  広島市   13．2   1  N．D  N．D  N．D  Bq／kg生  

生  カキ   廿日市市   13．2   1  N．D  N．D  N．D  Bq／kg生  

物   
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Ⅴ－35  山 口 県 に お け る 放 射 能 調 査  

山口県環境保健研究センター  
佐野武彦，洲村 弘志  
松田 義彦，有田 正義   

1諸 言   

平成12年度に実施した科学技術庁委託「環境放射能水準調査」の調査結果について、そ  

の概要を報告する。   

2 調査の概要   

（1） 調査対象   

① 全β放射能測定試料  

定時降水   

② 137cs，131Ⅰ及び40K等の核種分析  

大気浮遊じん、降下物、陸水（蛇口水）、土壌、精米、野菜（大根，ホウレン草）  

牛乳（市販乳）、日常食、海水、海底土及び海産生物（メバル）   

③ 空間γ線々量率調査  
シンチレーションサーベイメータ及びモニタリングポスト   

（2）測定方法   

① 全β放射能測定  

科学技術庁編「全β放射能測定法」（昭和51年）及び放射能測定調査委託実施計  

画書（平成12年度）に準じて行った。   

② 137cs，131Ⅰ及び40K等の核種分析  

科学技術庁編「ゲルマニウム半導体検出器を用いた機器分析法」（平成2年）及び放  

射能測定調査委託実施計画書（平成12年度）に準じて行った。   

③ 空間放射線量率調査  

放射能測定調査委託実施計画書（平成12年度）に準じて行った。   

（3） 測定装置   

① 低バックグラウンド放射能自動測定装置：アロカ LBC－472－Q  

② Ge半導体検出器  
③ モニタリングポスト  

④ シンチレーションサーベイメータ  

NAIG Eシリーズ  

アロカ MAR－21  

アロカ TCS－166  

（4） 調査結果  

定時降水試料中の全β放射能調査結果、空間放射線量率測定結果及びゲルマニウ   

ム半導体検出器による核種分析の結果をそれぞれ表1，2，3に示す。   

3 結 語   

平成12年度に行った全ての調査項目においていずれも平常値であり、低レベルで推移し  

ている。  
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表1定時降水試料中の全β放射能調査結果  

降水量  
降 水 の 定 時 採 取（定時降水）  

採取年月日  放射能濃度（Bq／ゼ）  月間降下量  

¢叫  測定数  最低値  最高値   輌  

平成12年 4月   122．0   0．52   5．4   118   

5月   1‡柑．0   8   N．D．   2．9   111   

6月   441．0   12   N．D．   3．8   165   

7月   225．5   5   0．34   2．8   86   

8月   239．5   7   N．D．   1．2   56   

9月   262．0   12   N．D．   1．6   125   

10月   77．5   10   N．D．   2．0   92   

11月   76．0   5   0．36   4．1   196   

12月   39．0   6   0．43   10   64   

平成13年1月   83．5   13   N．D．   3．5   115   

2月   46．5   9   0．43   6．8   103   

3月   167．5   12   0．86   8．2   150   

年 間 値   1，979．0   110   N．D．   10   56～196   

前牢産までの過去3年間の値  283   ND   16   ND～194   

表2空間放射線量率測定結果  

測定年月   
モニタリングポスト（nGy仙）  サーベイメータ  

最低値  最高値   平均値   （nGy仙）  

平成12年 4月   80   99   84   135   

5月   81   120   86   135   

6月   80   113   85   132   

7月   82   100   87   135   

8月   81   109   87   125   

9月   80   100   85   128   

10月   79   98   83   136   

11月   78   96   83   137   

12月   78   94   82   133   

平成13年1月   76   112   81   127   

2月   77   104   81   138   

3月   76   98   80   134   

年 間 値   76   120   84   125～138   

前年度までの過去3年間の値   78   148   89   117～143   
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表3ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定調査結果  

検  の他乃触  

糾  採敢場所  採取年月日   体  
ロ℃s  

、3年剛直    た人工放射性  単位  

前年度まで  

数                   鮒直  最高値  最I尉直  最高値   

大気浮遊じん   山口市  H12．4～ H13．3   4  ＊   ＊   ＊   ＊  mBq／m3   

降下物  山口市  H12．4～ H13．3   12  ＊  0．069  ＊  0．13  MBq／km2   

2  ＊   ＊   ＊   ＊  陸 水  蛇口水  宇部市  H12．6， H12．12  mBq／・   

4．1  6．7  6．8  Bq／鹿乾土  

0～5c皿  萩市  H12．8   口  

230  340  431  
土  

MBq／km2  

壌  
3．0  4．49  5．2  Bq／鹿乾土  

5～20cm  萩 市   H12．8   

570  986  1172  MBq／km2   

精米  山口市   H12．10   ＊   ＊   ＊  Bq／短精米   

大根   油谷町   H13．1   ＊   ＊   ＊  
野  

Bq／短生  

莱  H13．1   ＊   ＊   ＊  

牛乳  
H12．8，  

山口市   H13．2   2  ＊   ＊   ＊   ＊  Bq／・   

H12．6，  

山口市   H12．12   2  0．017  0．025  ＊  0．047  

日常食  
H12．6，  

Bq／人・日  

美祢市   H12．12   2  ＊  0．028  0．021  0．043  

海水  阿   H12．8   ＊   ＊   ＊  mBq／・   

海底土  阿   H12．8   2．4  2．3  3．6  Bq／厄乾土   

海産生物（メハ●ル   山口市   H13．3   0．2  0．1  0．14  Bq／k生   

注：＊印はND  
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Ⅴ－36  徳島県における放射能調査  

徳島県保健環境センター  

近藤博之、長谷良子、米本桂子  

1．緒言   

徳島県において平成12年度に実施した科学技術庁（現文部科学省）委託による費境放射   

能水準調査結果について報告する。   

2．調査の概要  
1）調査対象   

定時降水の全ベータ放射能測定、大気浮遊じん・降下物・陸水（蛇口水）・土壌・精米・   
野菜・牛乳・日常食の核種分析を行うとともに、サーベイメータ、モニタリングポストによ   
り空間放射線量率を測定した。   

2）測定方法   

試料の採取や前処理及び測定は、「平成12年度放射能測定調査委託計画書」、文部科学  
省編「環境試料採取法（昭和58年）」、同省編「ゲルマニウム半導体検出器によるがンマ線スへ○クト   
ロメトリー（平成2年改訂）」、同省編「全へ～一夕放射能測定法（昭和54年改訂）」により実施し   
た。   

3）測定装置   

① 全β放射能の計測：GM計数装置（アロカ製乃C－163）  

プラスチックシンチレーション検出器（アロカ製乃C－3201）＊平成12年10月更新   

② γ線核種分析：Ge半導体核種分析装置（セイコーイーシ○っげシ■－製GEM－15180－S） 

② 空間放射線量率：ONaI（Tl）シンチレーションサ→ヾイメリ  

アロカ製 TCS－151  

アロカ製 TCS－171＊平成12年3月更新、5月より使用  
○モニタルクヤポスト  

アロカ製 MAR－15  

アロカ製 MAR－21 ＊平成12年10月更新、11月より使用   

4）調査結果   

① 全β放射能  

表1に測定結果を示す。全試料において検出限界以下であった。   
② γ線核種分析  

表2に測定結果を示す。降下物及び土壌試料で137csが検出されたが、特に異常値とは   
認められない。   
③ 空間放射線量率  

表3に測定結果を示す。例年とほぼ同程度の数値であった。   

3，結語   
いずれの調査結果においても、特に異常値は認められなかった。  
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表－1 定時降水試料中の全β放射能調査結果  

降水の定時採取（定時降水）  

採取年月   
降水量  

放射能濃度（Bq／ノ）  月間降下量  
（m）  

測定数  最低値  最高値  （肥q／km2）   

平成12年 4月   48．0   7   N．D   N．D   N．D   

5月   94．1   N．D   N，D   N．D   

6月   145．2   13   N．D   N．D   N．D   

7月   51．0   N．D   N．D   N．D   

8月   41．8   3   N．D   N．D   N．D   

9月   407．6   12   N．D   N．D   N．D   

10月   139．7   10   N，D   N．D   N．D   

11月   97．1   10   N．D   N，D   N．D   

12月   35．8   6   N．D   N．D   N．D   

平成13年 1月   102．0   9   N．D   N．D   N．D   

2月   24．5   8   N．D   N．D   N．D   

3月   40．8   5   N．D   N．D   N．D   

年間値   1227．6  101   N．D   N．D   N．D   

前年度までの過去3年間の値   240   N．D   N．D   N．D   

表－2 空間放射線量率測定結果  

モニタリングポスト  

測定年月  
最低値  

（cDS）   （cps）   

平成12年  4月   14．9   17．7   15．5   
5月   14．8   19．7   15．7   
6月   14．9   20．9   15．8   
7月   14．7   17．2   h仏R－15                        15．6   
8月   14．7   18．0   15．5   
9月   14．6   19．4   15．6   
10月   14．9   24．6   15．7   

4月から10月まで  14．6   24．6   15．6   

測定年月   
最低値  

（nGy／h）   

11月   38．0   51．0   40．7   
12月   38．0   59．0   40．9   

平成13年 1月   38．0   MAR－21               65．0  41．1  
2月   39．0   49．0   40．9   
3月   39．0   55．0   41．2   

11月から3月まで  38．0   65．0   41．0   

サーベイ  

測定年月  メータ  

（nGy／h）   

平成12年 4月   66   TCS－151   
5月   74   

6月   68   

7月   64   

8月   72   

9月   74   

10月   

11月   

TCS－171                    80  
82   

12月   82   

平成13年1月   80   

2月   82   

64～86   

前年度までの過   60～89  

去3年間の値  3月  86  年間値  
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表－3 ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定調査結果  

137 
cs  

検  
その他の  

試料名  
採取  

場所   採取年月   体 数        検出され た人工放  

最低値  最高値  最低値  最高値   
射性核種   

大気浮遊じん   徳島市   
H12．4  

4  N．D   
～H13．3  

N．D   N．D   N．D  嘘q／m3   

降下物  石井町  H12．4 ～H13．3  12  N．D  0．043  N．D   0．37  腫q／km2   

陸水（蛇口水）   徳島市  H12．6，12  2  N．D   N．D   N．D   N．D  mBq／ノ   

2．3  1．92   6  Bq／kg乾土  

0～5cm   上板町   H12．7   

土  
274  149   270  鵬q／km2  

壌  
2．1  3．12   6．2  Bq／kg乾土  

5～20cm  上板町   H12．7   

528■  430   462  腫q／km2   

精米  石井町   H13．1   N．D  N．D   N．D  Bq／kg精米   

大根   石井町   H13．1   N．D  N，D   N．D  野 菜        口           Bq／kg生  
ほうれん革  石井町   H13．1   N．D  N．D   N．D  

H12．7  

牛乳  上板町  2  N．D   N．D   N．D   N．D  Bq／ノ   

H13．3  

徳島市  H12．6，12  2  N．D   N．D   N．D  0．040  

日常食  Bq／人・日  

上板町他  H12．6，12  2  N．D   N，D   N．D   軋D  
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Ⅴ－37  香ノIl県¢こお古ナる放射肯巨調査  

香川県朗境研究センター  

揖下 陽子  安藤 友継  
日野 康良  増井 武彦  

1．緒 言  

科学技術庁委託による平成12年度環境放射能測定調査結果の概要について報告する。  

2．調査の概要  

（1）調査対象  

定時降水の全ベータ放射能・大気浮遊じん・降下物・陸水（蛇口水）・土壌・精米・野菜（大根・   

ホウレン草）・牛乳・日常食・海産生物（カレイ）の核種分析及び空】捌放射線皇率について、調査を  

行ったものである。  

（2）測定方法  

試料の前処理及び測定は、「放射能測定朋査委託実施計画封」「仝ベータ放射能測定法（昭和51   

年改訂版）」「ゲルマニウム半導体検出器によるガンマ線スペクトロメトリ（平成2年改訂版）」に  

より行った。  

（3）測定装置  

1）仝ベータ放射能 －－………－－－－－－－ア ロカJDC163  
2）核種分析  －－－－－……－－－－－－ キャンベラGC1518  

3）空l【り放射線量率 －－一一－－一一－－－－－－－ アロカTSC－131（シンチレーションサーベイメーター）  

アロカMAR－21（モニタリングポスト）  

（4）朋査結果  

1）定時降水の全ベータ版射能は、表1のとおりである。  

2）各種試料の核種分析は、表2のとおりである。  

3）空刷放射線皇率は、表3のとおりである。  

3．結 ㍍  

土壌（0～5cm）中のCs137濃度は本県の例年の報告値より低洩度であった。  

その他の朋査項目は、他県及び本県の過去の報告値と同程度であった。  
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表1 大型水盤による月川降下物試料及び定時降水試料中の仝β放射能朋査結果  

降水の定時採取 （定時降水）  大型水盤による降下物  

採 取 年 月  降水量  放射能濃度（Bq／且）  月！；ij降下量  月糊降下量  

（MBq／血2）  （雌q／km2）  

（mm）                        測定数  最低値  最高値   

平成12年  4月   43．5   9  N．D   N．D   N．D  

5月   82．5   7  N．D   N．D   N．D  

6月  102．0   10  N．D   N．D   N．D  

7月   9．0   3  N．D   N．D   N．D  

8月   11．0   2  N．D   N．D   N．D  

9月   86．5   5  N．D   N．D   N．D   

10月   85．0   9  N．D   N．D   N．D  

11月   89．5   4  N．D   N．D   N．D  

12月   37．0   5  N．D   N．D   N．D  

平成13年  1月  78．0  6  N．D   N．D   N．D  

2月   48．0   6弓N・D  N．D   N．D  

3月   34．5  ≧   5  N．D   N．D   N．D  

年川値】7（冶．5  71  N．D   N．DN．D～N．D  

前年度までの過ム3年川の値   232  N．D   N．D   N．D～N．D  
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表2 ゲルマニウム半導休検出器による核種分析測定調査結果  

検  前年度まで過ム  

試 料 ㌢－   採取場所  採取年月   体  137cs  3年IJりの値  検出され  

数  た人工放  

射性核種   

大気浮遊じん   iて’古松市  4半期毎  4  N．D   N．D   N．D   N．D  皿Bq／m3   

降 下 物  高松市   毎月   12  N．D   N．D   N．D   N．D  MBq／k皿2   

上水 源水  
陸  

12．6．12  

蛇口水   高松市   12．12．8  2   N．D   N．D   N．D   N．D  皿Bq／且  

水  

淡水  

5．0   15   33  Bq／kg乾土  

土  坂出市  12，7．27  口  

170   518  1167  MBq／血2  

2．4   3   5．2  Bq／kg乾土  

壌   

210   179   341  MBq／血2   

精  米  三木町  12．10．10  1  N．D   N．D   N．D  Bq／kg精米   

野  高松市  12．10．26  1  N．D   N．D  0．020  

Bq／kg生  

菜   N．D   N．D   N．D  

茶  Bq／kg乾物   

12．8．23  

牛  乳  高瀬町   13．2．13  2   N．D   N．D   N．D   N．D  Bq／且   

淡水産生物  Bq／kg生   

12．6．18  

日 常 食   高松市等   12．12．10  4   N．D   N．D   N．D  0．047  Bq／人・日   

海  水  皿Bq／且   

海 底 土  Bq／kg乾土   

カレイ   庵治町  12．11．21  口  0．033  N．D  0．10  Bq／kg生  

海  

産  
生  

物  
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表3 空l甘放射線量率測定結果  

モニタリングポスト（nGy／h又はcps）    サーベイメータ  

測  定  年  月  

最低値   最高値   平均値   （nGy／h）   

平 成12 年 4月   50   60   51．6   74   

5月   50   67   52．4   75   

6月   51   67   53．2   101   

7月   51   63   53．3   77   

8月   52   67   53．8   75   

9月   49   67   54．4   89   

10月   53   69   54．8   79   

11月   53   69   55．1   80   

12月   53   69   55．1   82   

平 成13 年 1月   53   71   54．8   102   

2月   53   68   55．2   112   

3月   53   85．   55．4   83   

年  制  値   49   85   54．1   74～112   

前年度までの過ム3年閃の値t）   12．8   25．2   166   70 ～ 78   

※）前年度機器更新しており、それまでの単位であるcpsで表示した  
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愛媛県における放射能調査  

愛媛県立衛生環境研究所  

善家 久隆・篠原 広充・菅  忠明  
武田 尚彦・友岡美智代・藤田慎二朗  

Ⅴ－38  

1 緒言   

平成12年度に、愛媛県が主として西宇和郡伊方町及び松山市において実施した原子力   
発電所周辺環境放射線等調査と、文部科学省委託の環境放射能水準調査の結果について   
報告する。   

2 調査の概要  
（1）調査対象  

大気浮遊じん、降下物、陸水、土壌、農産食品、植物、牛乳、日常食、海水、海底   
土、海産生物、空間放射線量率、積算線量  
（2）測定方法  

試料の採取、前処理及び測定は、科学技術庁の放射能測定法マニュアルと「放射能   
調査委託計画書（平成12年度）」に準じて行った。  
（3）測定装置  

ア 全ベータ放射能 低八ナックグラウンド放射能自動測定装置：アロカLBC－472、LBC－4202   
イ 核種分析  高純度Ge半導体検出器：キャンへ●ラGC－3019  

低ハ’ツクダラウンド液体シンチレーションカウンタ：アロカLSC－LBⅢ  

り 空間放射線量率 NaI（Tl）シンチレーション検出器：アロカND－471CV、アロカMAR－15  
加圧型電離箱検出器：アロカRIC－DRM  

NaI（Tl）シンチレーションサーへ■ィメータ：アロカTCS－166   

エ 積算線量  

（4）調査結果  

TLD：ナショナルUD－200S   

ア 環境試料の全ベータ放射能  

環境試料の全ベータ放射能調査結果は表1に、降下物の全ベータ放射能調査結果  
は表2に示すとおりであり、過去3年間の値と同レベルである。   

イ 環境試料の核種分析  

90S rの放射化学分析結果は表3に示すとおり、過去3年間の値と同レベルであ  

る。131Ⅰの分析結果は表4に示すとおりであり、全試料とも検出されていない。ま  

た、3Hの分析結果についても表5に示すとおり過去3年間と同レベルである。Ge  

半導体検出器を用いた核種分析結果は表6のとおりであり、137C sが微量検出され  

ている。  

り 空間線量  

モニタリングステーション、モニタリングポスト及びサーベイメータによる空間  

放射線量率測定結果は、表7のとおりである。また、モニタリングポイント（31地  

点）における積算線量測定結果は表8に示すとおりであり、いずれも過去3年間の  
値と同レベルである。   

3 結語   

平成12年度の環境放射線等のレベルは、過去3年間の調査結果と比較して同レベルで  

あり、異常は認められなかった。なお、一部の試料から検出された人工放射性核種は、   

過去における大気圏内核爆発実験等の影響と考えられる。  
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試 料 名   採取場所  採 取 年 月  簑  放射能濃度（含40K）   肺産まで拡輔匿埴   単 位       最低値  最高値  最†討直  最高値   

伊珊珊軌園  12／5．7．10，13／1   47   
大気浮遊じん  

松 山 市  12／5．7．10，13／1   4   44   
m馳血3  

伊珊州傲園   月1回   

降 下 物  月1回   24   
蜘2・月  

陸 水  河 川 水  伊珊柑潮＝  12／4．7．10，13／1   4 ND ND   四  m恥／立   

土 壌  0～10cm  伊珊珊馳  12／4．7．10，13／3  四  田   田  馳／k盛土   

みかん（可食部）  伊方町他  12／11   46   

農産  
食品  

恥几盛  

菜  伊 方 町  12／12，13／1   

植  葉  伊 方 町  12／8   

物   葉  伊 方 町  12／5．8．11，13／2   8 49 
恥／k盛  

海  水   伊方町平峯沖  12／5．7．9．11   4   四  m馳／£   

海 底 土   伊方町平婆沖  12／5．7．9．11   四  恥／生成土   

海  

産  74   54   

生  84   
的場  

物   亜0   470   

（注）未知試料の放射能N±△Nにおいて、N≦3△Nのとき「ND」と表示した。海水の測定値は、40Kを除いている。   

表2 大型水盤による月間準‾F物試料中の全β放射能調査結果  

伊方呵九町越公園  松  山  市  

採 取 年 月            降水量  月間降下量  降水量  月間降下量  
血血  （MBq／km2）  血）  （MBq／km2）   

12年4月   102．0   84．5   

5月   160．0   101．5   

6月   308．5   219．0   

7月   55．0   4   31．5   

8月   37．5   38．0   

9月   230．0   221．5   

10月   81．0   51．5   

11月   132．5   133．5   

12月   39．5   46．5   

13年1月   83．5   68．5   

2月   73．5   93．5   

3月   47．0   50．5   

年 間 値  112．5  3～20   95．0  5～22   

鮮度まで咄3年酢埴  2～26  2～24   

（甜 降水量の年間値は、12カ月分の合紺直である。  
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表3 放紺ヒ学分析結果  

検  90Sr濃度  柵蛙で鮭3欄碓  

試 料 名  採取場所  採取年月   体  単 位  
数                最低値  最高値  最低値  最高値   

脚珊出  12／5．11   0．076  0．13   ND   0．062   
降 下 物  蜘2・月  

松 山 市  12／5．11   川）   0．069   ND   0．065   

陸 水  河 川 水  伊珊州御l  12／10   0．27  0．29   0．94  【脇ノ且   

土 壌  0～10cm  脚一肌馳  12／7   1．7   2．6   0．80   5．8  恥／k盛土   

農産食品  野   菜  伊 方 町  13／1   0．13  0．14   0．36  馳几盛   

海  水   伊方町平碁沖  12／5．7．9．11   4  1．5   2．6   0．96   2．1  ‡政ノ且   

海 底 土   伊州平碁沖  12／5．7．9．11   ND   0．27   ND   0．49  輌駈   

海  ND  ND  

産  ND  ND   0．031  

生  0．055  ND  
恥／k盛  

物   田  ND  0．038  0．020  0．14   

（注）未細井Iの放射能N±△Nにおいて、N＜3△NのときmD」と表示した。  

表4131Ⅰ分析結果  

試 料 名    採取場所  採取年月   錮数  131Ⅰ濃度  抑結で敲3柵碓  単 位   

みかん（可摘）   伊 方 町  12／11   3   Ⅲ）   ND   
農産  

みかん（表皮）   伊 方 町  12／11   3   ND   ND  
食品  

野   菜   伊 方 町  12／12，13／1   9   ND   ND   
恥／k盛  

松   葉   伊 方 町  12／8   ND   ND  
植 物  

杉   葉   伊 方 町  12／5．8．11，13／2  4   ND   ND   

海産生物  海藻類  全体  脚冊脚  12／4   ND   ND   

（注）未知討料の放射能N±△Nにおいて、N＜3△NのときrND」と表示した。  

表5 3H分析結果  

3H濃度  析出髄3仰碓  

試料名   採取場所  採 取 年 月  検体数  単 位  
最低値  最高値  最低値  最高値   

脚州避畑   月1回   12  ND   0．82   ND   1．1   
陸  

松 山 市   月1回   12  ND   0．73   ND   1．1  
水   

河川水  伊珊珊馴  12／4．7．10，13／1   
恥／且  

4  †の   1．0   ND   0．74   

海 水   伊珊平蕃沖  12／5．7．9．11   4  ND   4．3   M）   

（if）未知試料の放射能N±△Nにおいて、N＜3△NのときmD」と表示した。  
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表6 ゲルマニウム半導体検出器による核憧分析結果  

検  

試 料 名   採取場所  採 取 年 月   体  検出された  

数   

伊珊珊越畑  12／5，7，10，13／1   ND  ND  
大気浮遊じん  m馳／m3  

松 山 市  12／5，7，10，13／1   ND  ND  

脚欄   月1回   四  ND  0．066  ND  0．072  
降 下 物  蜘2・月  

松 山 市   月1回   四  ND  0．065  ND  0．084  

陸  4   ND  ND  

m恥／旦  

水   ND  ND  

土  2．6  34   

34   的場配  

壌   

穀 類 ㈱   松 山 市  12／10   ND  Np  四  馳／k盛   

農  ND  0．0066  ND  0．023  

産  ND  ND  0．054  
恥／咄  

食  伊 方 町  12／12，13／1   田  ND  0．066  ND  0．082  
野  菜  

晶   松 山 市  12／11   ND  ND  0．029  

植  葉  伊 方 町  12／8   0．023  ND  0．026  
恥／k盛  

物   葉  伊 方 町  12／5．8．11，13／2  田  ND  0．107  ND  0．107  四   

牛  乳   松 山 市  12／8，13／2   4   ND  ND  四  恥／見   

松 山 市  12／6．11   同  0．012  0．016  0．019  0．039  

日 常 食  恥／人・日  

伊 方 町  12／6．11   0．013  0．017  0．010  0．021   

海  水   伊方町平婆沖  12／5．7．9．11   4  2．0   2．5   2．1   3．3   四  托政ノ且   

海 底 土   伊方町平婆沖  12／5．7．9．11   0．70  1．0  0．54  1．T   四  】丸／励   

脚冊脚  12／4．7．10，13／2  田  0．074  0．165  0．042  0．20   
海  

松山市沖  12／9   0．13  0．12  0．17   

産  

魚類何鮒）  伊珊珊掛  12／4．7．10，13／2  田  ND  0．13  ND  0．14   馳／k虔  

生  

無春樹物  伊珊珊掛  12／4．7．10，13／2  田  ND  0．035  ND  0．034  四  
物   

海 藻 類  伊珊珊漸  12／4．7．10，13／2  田  ND  0．085  Ⅷ  0．12   

（注）未知試料の放射能N±△Nにおいて、N＜3△NのときrND」と表示した。  
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モニタリンクーステーション  モニタリンダ ポ スト  サーへ■ィメータ  

測定地点  
伊珊九町敵国  脚丁鮒  伊珊珊  松山市  松山市  伊珊等7姐   

測定器  NaI（T且）シガトション    加圧型電＃箱  加圧型電離鮨  NaI（T且）シガレーション    NaI（T且）シガトション  

（nGyル）  （nGyル）  （nGy／h）  （cps）  （n錮）   

区 分  最低  最高  平均  最低  最高  平均  最低  最高  平均  最低  最高  平均  

12年 4月  田  44  田  49  団  田  田  田  田  田  田  田   21～80   
5月  田  田  田  49  田  田  田  田  田  田  田  田   20～79   
6月  田  田  田  49  田  田  田  団  田  田  田  田   21～76   
7月  田  田  田  48  64  田  田  田  田  田  四  田   84   20～78   
8月  田  田  田  48  田  田  田  団  田  田  四  田   20～75   
9月  田  田  田  49  回  田  田  田  田  田  国  田   20～75   
10月  田  団  田  田  田  田  田  田  田  田  24  田   21～79   
11月  田  田  田  49  田  田  田  回  田  田  田  田   22・、一80   

12月  田  田  田  田  田  田  田  74  田  田  田  田   22～79   
13年1月  田  田  田  49  田  四  54  田  田  田  田  四   22～80   
2月  田  34  田  田  四  国  田  田  田  四  国  田   22～81   
3月  田  田  田  46  四  国  国  田  田  四  24  田   22～81   

年 間 値  田  田  田  46  田  田  国  四  田  田  田  田  84～87  20～81   

槻まで鉱3欄碓  14  田  田  47  田  田  国  団  田  田  田  田  80～89  19～83   

表8 積算線量測定結果（TLD）  （単位：LLGy／91日）  

測 定 地 点  第1四半期  第2四半期  第3四半期  第4四半期  柵紆漑3柵碓   

伊方町等30地点  84～142   83～141   86～140   89～143   80～153   

松山市 l地点   188～216   
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Ⅴ一39   
高知県における放射能調査  

高知県衛生研究所   

近渾紘史 植村多恵子 石井隆夫  

1緒言   

平成12年度に、高知県が実施した科学技術庁委託による「環境放射能水準研査」   

の結果について、その概要を報告する。  

2 調査概要  

1）調査対象  

降水、降下物、陸水（蛇口水）、土壌、精米、野菜（大根、ほうれん革）、牛乳  

（原乳、′市販乳）、日常食、海産物（かつお）、空間放射線量率（モニタりげポスト、サイイ  

メータ）  

2）測定方法  

試料の採取、調製及び測定は「放射能軸定調査委託実施計画書（科学技術庁  

平成12年度）」、科学技術庁縮「全へ●一夕放射能測定法（1976）」及び「ケ●ルマニウム半  

導体検出器によるがンマ線スへ○クトロメ川－（平成2年改訂）」に準じて行った。  

3）測定装置  

GM計数装置  アロカ（株）TDC・105  

シンチトショ雄一へ●イメータ  アロカ（株）TCS・166  

モニタルデポスト  アロカ（株）M・21  

Ge半導体検出器 （株）東芝IGC1619SD  

4）調査結果   

（1）表1に示した通り降水試料中の全β放射能の結果は、全て検出限界以下であった。   

（2）空間放射線皇率測定結果を表2に示した。 前年と同様、異常値は認められなか  

った。   

（3）Ge半導体検出器による核種分析測定調査結果を表3に示した。137csは降下物  

（1検体）、土塊、日常食および海産生物（かつお）から検出されたが、異常値は  

認められなかった。  

3 結 請  

いずれの調査項目においても、前年度とほぼ同程度の値を示し、特に異常は認め  

られなかった。  
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表1 大型水盤による月間降下物試料及び定時降水試料中の全β放射能調査結果  

降水の定時採取（定時降水）  大型水盤による降下物  

採取年月日   降水量  放射能濃度（Bq／L）  月間降下量   月 間 降 下 量  

（mm）   測定数  最低値  最高値  （MBq／km2）   （MBq／km2）   

平成12年 4月   118．4   9  N．D   N．D   N．D   N．D   

5月   175．3   8  N．D   N．D   N．D   N．D   

6月   277．9   10  N．D   N．D   N．D   N．D   

7月   197．6   5  N．D   N．D   N．D   N．D   

8月   452．3   7  N．D   N．D   N．D   N．D   

9月   586．8   8  N．D   N．D   N．D   N．D   

10月   107．2   10  N．D   N．D   N．D   N．D   

11月   188．0   7  N．D   N．D   N．D   N．D   

12月   58．4   6  N．D   N．D   N．D   N．D   

平成13年1月   113．7   8  N．D   N．D   N．D   N．D   

2月   ● 80．7   9  N．D   N．D   N．D   N，D   

3月   72．3   5  N．D   N．D   N．D   N．D   

年間 値   2428．6   92  N．D   N．D   N．D   N．D   

前年度までの過去3年間の値   278  N．D   N．D   N．D   N．D   

表2 空間放射線圭率測定結果  

測定年月日   モニタリンダホ○スト（nGy／h）  サーヘ●ィメータ  

最低値  最高値  平均値  （nGy／h）   

平成12年 4月  23．3   35．5   25．1   33   

5月  23，0   54．4   25．7   31   

6月  23．2   53．6   26．7   30   

7月  23．1   32．1   25．6   36   

8月  23．0   34．0   25．0   33   

9月  23．0   37．6   25．8   32   

10月  23．7   36．0   26．1   33   

11月  23．4   34．0   25．9   34   

12月  24．0   42．6   26．6   32   

平成13年1月  23．4   41．7   26．2   33   

2月  23．8   43．6   26．3   32   

3月  23．7   51．1   25．9  33   

年 間 値   23．0   54．4   25．9   30～36   

前年度までの過去3年間のイ  20．8   55．3   24，5   26′－39   
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Ⅴ‾40   福岡県における放射能調査  

福岡県保健環境研究所  

楢崎幸範・田上四郎・木本行雄  

1．緒 言   

平成12年度に福岡県が実施した科学技術庁委託業務「痍境放射能水準調査」の結果につい   

て報告する。  

2．調査の概要   

1）調査対象   

ア 全ベータ放射能   

イ 空間放射線量率  

：降水（定時降水）110件  

：ⅣaI（Tりシンチレーション式モニタリングポスト（当所屋上に設置）  

による常時測定及びNaI（Tりシンチレーション式サーベイメータに  

よる毎月1回の定地点（福岡市早良区脇山）測定  

：月間降下物（大型水盤）12件，陸水（源水2件，蛇口水2件），  
土壌（地表一5cml件・5－20cml件），精米（消費地1件，  
生産地1件），野菜（大根1件，ホウレン草1件），牛乳  
（原乳4件・消費乳2件）， 日常食（都市部2件・漁村部2  
件），海水1件，海底土1件，海産生物（鯛）1件の合計35件  

ウ 核種分析  

2）測定方法   

試料の採取，前処理及び測定は「平成12年度放射能測定調査委託実施計画書」及び科学技   

術庁編の各放射能測定法シリ⊥ズに準じて行った。  

3）測定装置   

ア 全ベータ放射能   

イ 空間放射線皇率  

り 核種分析   

4）調査結果   

ア 全ベータ放射能  

：GI暗十数装置（アロカ製JDC－163）  

：NaI（T且）シンチレーション式モニタリングポスト（アロカ製皿一15）  

ⅣaI（Tりシンチレーション式サーベイメータ （アロカ製TCS－166）  

：ゲルマニウム半導体核種分析装置（セイコーEG＆G製ORTEC GEH－30185）  

定時降水の全ベータ放射能測定結果を表1に示す。定時降水の測  

定回数は110回で，このうち103回はND（検出されず）であった。  

検出された放射能濃度の最高値は3．O Bq／且であった。   

イ 空間放射線皇率：測定結果を表2に示す。モニタリングポスト，サーベイメータの  

測定結果は，ともに過去3年間の値と同程度であった。   

り 核種分析   ：分析結果を表3に示す。137csが降下物、土壌，精米、日常食，海  

底土及び海産生物（鯛）から検出されたが，その他の人工放射性核種  
はいずれの試料からも検出されなかった。   

3．結 語  

いずれの調査項目においても，特に異常値は認められなかった。  
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表1 定時降水試料申の全ベータ放射能調査結果  

降水の定時採取 （定時降水）  
採  取  

降水量  放射能濃度 （8q／色）  月間降下土  
年  月  

（■■）  測 定 数  最 低 値  最 高 値   （H8q／k■2）  

平成12年 4月   92．6   10   ND   ND   ⅣD   

5月   93．2   7   ⅣD   ¶D   ⅣD   

6月   288．0   12   ND   ⅣD   ⅣD   

7月   124．7   8   ⅣD   ⅣD   ⅣD   

8月   118．8   ⅣD   ⅣD   ⅣD   

9月   195．6   9   ⅣD   ⅣD   ¶D   

10月   129．1   9   ND   ⅣD   ⅣD   

11月   176．4   9   ⅣD   NI）   ⅣD   

12月   35．2   ⅣD   2．2   19．7   

平成13年1月   147．1   yD   3．0   12．8   

2月   81．9   10   ND   ND   ⅣD   

3月   75．0   9   ND   2．8   34．8   

年 間 値   1557．6   110   ポD   3．0   ND・－34．8   

前年度までの過去3年間の値  313   ⅣD   8．3   ⅣD－112．8  

ND：検出しない（計数値がその計数誤差の：帽を下回るもの）   

表 2 空間放射線皇率測定結果  

モニタリングポスト（cp8）  サーベイメータ  
測  定  年  月  

最 低 値  最 高 値  平 均 値   （nGy／h）  

平成12年 4 月   13．6   18．2   14．2   78   

5 月   13．6   21．2   14．4   80   

6 月   13．1   20．6   14．1   72   

7 月   13．2   17．7   13．8   76   

8 月   13．2   18．5   13．9   76   

9 月   13．2   18．7   14．1   72   

10 月   13．4   18．3   14．3   76   

11 月   13．3   17．6   14．3   78   

12 月   13．6   17．1   14．4   76   

平成13年 1月   13．5   20．0   14．4   76   

2 月   13．4   19．9   14．3   76   

3 月   13．5   20．0   14．4   74   

年  間  値   13．1   21．2   14．2   72～80   

前年度まで・の過去 3年間の値   12．9   27．3   14．・2   72～80   

一283－   



表 3 ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定調査結果  

検  1＝cs  前年度まで  その他の検出さ  

試 料 名  採取  採取年月  体  過去3年間の値  れた人工放射性  

場所  数  核種   

（平成）  最 低値  最高値  最低値  最高値   

降 下 物   太宰府市  12．4－13．3  12  ND   0．085   ND   0．12   なし   M8q／k12   

陸  ⅣD   ND   0．25   なし   
■8q／且  

水   ND   ⅣD   ND   なし   

2．4   2．4   1．5   5．7   なし   8q／kg乾土  

土  

160   160   92   330   なし   M8q／k■2  

0．69  0．69   ⅣD   5．6   なし   8q／kg乾土  

壌   

88   88   ⅣD   820   なし   M8q／k■2   

精  ⅣD   ⅣD   m   ⅣD   なし   
8q／kg精米  

米   口  0．061  0．061   ⅣD  0．091   なし   

野  口  ⅣD   ⅣD   ⅣD   ⅣD   なし   
8q／kg生  

菜   ⅣD   yD   ⅣD   ND   なし   

牛  ⅣD   ND   ⅣD   ⅣD   なし   

12．11，13．2   8q／且  

乳   ⅣD   m   ⅣD   なし   

日  0．028   ND   0．029   なし   
常  

食   ⅣD   0．054   なし   

海  水  北九州市  12．8   ⅣD   ⅣD   ⅣD   ND   なし   1Bq／l   

海 底 土  北九州市  12．8   口  3．7   3．7   0．88  4．3   なし   Bq／kg乾土   

海産生物（鯛）   福 岡 市  12．7   口  0．11  0．11  0．16  0．21   なし   Bq／kg生   

ND：検出しない（計数値がその計数誤差の3倍を下回るもの）  
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Ⅴ－41  佐賀 県 をこ お らナ る 放射青巨調査  

佐賀県環境センタ  

犬 塚 加 代  

高 橋 秋 彦  
け
K
目
 
 
 
 
白
 
 

子
一
 
 

玲
陽
 
 
 

川
谷
 
 

深
八
 
 
 

子
 
 

1 緒 言  

平成12年度に科学技術庁委託により佐賀県が実施した環境放射能水準調査の  

結果を報告します。  

2 調査の概要  

（1）調査対象  

平成11年度と同様に、空間放射線及び環境試料中の放射能について調査を行  

った。  

空間放射線は佐賀市の1ケ所で、連続測定及び毎月1回のサーベイメータによ  

る測定を行った。  

環境試料中の放射能については、ゲルマニウム半導体検出器を用いた核種分析  

を実施した。  

調査対象試料数並びに測定内容は、降水111試料の全β放射能測定、降下物12、  

大気浮遊じん4、上水2、土壌2、野菜2、精米1、牛乳2、日常食4、海産生  

物1試料の核種分析。および牛乳6試料のヨウ素－131の測定である。   

（2）測定方法  

空間放射線測定及び環境試料中の放射能測定は、科学技術庁編の各種放射能測  

定法シリーズ及び「放射能測定調査委託実施計画書（平成12年度）」に基づいて  

行った。  

（3）測定装置  

全β放射能  

核種分析  

Aloka ：LBC－451低ハ’ツクダランド放射能測定装置  

セイコーEG＆G：GEM－30185－P、M C A7 7 0 0  

東 芝 ：PGT Ge検出器、Eシリーズ4096ch MCA  

牛乳中の131I＿＿＿＿＿＿ セイコーEG＆G：GEM－30185－P、M C A7 7 0 0  

東 芝 ：PGT Ge検出器、Eシリーズ4096ch MCA  

Aloka ：1”×1”NaI（T・）モニタリンク◆ポストTCS－166サーへ●イ＞－タ  空間放射線  

（4）調査結果   

調査結果は次表のとおり。  

表Ⅰに定時降水試料中の全β放射能調査結果を示す。  
〝 Ⅱ に牛乳中の131Ⅰの調査結果を示す。  

〝Ⅲ に各種環境試料中の核種分析調査結果を示す。  

′′Ⅳ に空間放射線の計数率連続測定及び線量率の測定結果を示す  

3 結 語  

平成12年度の調査では、定時降水中の全β放射能、環境試料中の核種分析及  
び空間放射線の測定結果は、前年度までの調査結果と同程度のレベルであり、異  
常は認められなかった。  

また、環境試料の核種分析で検出されている137c sは、過去の大気中の核実  

験等の影響によるものと思われるが、その濃度は極めて低濃度であり、特に問題  
となるものではない。  

一285－   



表i定時降水試料中の全β放射能調査結果  

降水の定時採取（定時降水）  大型水盤による降下物  

採取  

降水量  放射能濃度 （Bq／L）  月間降下量  月間降下量  

年月  （MBq／kId）  （MBq／kd）  

（mm）  測定数   最低値   最高値   

平成12年 4月   96．0   N．D   1．1   23．8  

5月  149．4   7   N．D   N．D   N．D  

6月  330．8   N．D   0．52  12  

7月  150．5   10   N．D   0．36   0．89  

8月  293．8   12   N．D   1．1 7．8  

9月  104．3   9   N．D   1．3   49．5  

10月   119．7   9   N．D   0．73  11．3  

11月   100．2   8   N．D   0．85   1．3  

12月   35．5   6   N．D   1．0   2．9  

平成13年1月   100．6   8   N．D   1．1   40．3  

2月   80．2   11   N．D   2．4   12．6  

3月   47．4   9   N．D   1．6   24．7  

年  間  値  1582．6   111   N．D   2．4  N．D ′－ 49．5  

前年度までの過去3年間の値   84 ～120   N．D   15   N．D ～ 65   ～   

（注）N．D・‥定量限界未満を示す。   －・・ ・測定せず。  

表Ⅱ 牛乳中のユ31Ⅰ調査結果  

採  取   場   所  佐賀郡大和町大願寺  前年度まで過去3年間の値   

H．12年  H．13年  

採 取 年 月  日  最低値   最高値   

6／21  9／12  10／10  12／12   1／12  3／2  

放射能濃度（Bq／L）   N．D  N．D  N．D  N．D  N．D  N．D   N．D   N．D   

（注）N．D・・・定量限界未満を示す。  
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表Ⅲ ゲルマニウム半導体検出器による核種分析調査結果  

検  前年度まで  その他の検出  

試 料 名  採取場所  採取年月   体  137cs  過去3年間の値    された人工放  

数  射性核種   

最低値  最高値  最低値  最高値   

12．4  
大気浮遊じん   佐賀市  ～  N．D  N．D  N．D  N．D   なし   mBq／m3   

13．3   

i2．4  

降下物  佐賀市  ～  N．D   0．10  N．D   0．08   MBq／加2   

13．3   

12．6  

上水 蛇口水   佐賀市  N．D  N．D  N．D  N．D   mBq／L   

12．12   

1．1  0．75  4．6   Bq／kg乾土  

土  12．8   
42 230 〝   MBq／血2  

0．73  0．81  4．2   〝   Bq／kg乾土  

壌   12．8   
1300   蝿q／加2   

精米  佐賀市   12．11   N．D  N．D  N．D   Bq／kg精米   

野  佐賀市   12．12   N．D  N．D  N．D   〃   

Bq／kg生  

莱   12．12   N．D  N．D  0．13   〝   

12．6  

牛乳  佐賀郡  N．D  N．D  N．D  N．D   Bq／L   

12．10   

佐賀市  12．6～7  

日常食  4  N．D  N．D  N．D  0．022   Bq／人・日   

玄海町周辺   12．11  

海  

産  佐賀郡   12．9   0．047  0．058  0．075   Bq／kg生   

生  

物   

（注）N．D・・・定量限界未満 を示す。  
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表Ⅳ 空間放射線量率測定結果  

モニタリングポスト（cps）  サーベイメーター  

測  定  年  月  

最 低 値   最 高 値   平 均 値   （nGy／h）   

平成12年   4 月   11．7   16．2   12．6   88   

5 月   11．7   20．0   12．7   86   

6 月   11．5   22．0   12．7   86   

7 月   9．8   18．6   12．3   90   

8 月   10．6   19．5   12．3   86   

9 月   11．2   16．3   12．5   92   

10 月   10．7   16．9   12．5   90   

11月   11．0   16．4   12．5   82   

12 月   11．5   14．8   12．6   80   

平成13年  1月   11．5   22．1   12．9   102   

2 月   11．0   18．7   12．6   78   

3 月   11．4   19．8   13．0   76   

年  間  値   9．8   22．1   12．6   76 ～102   

前年度までの過去3年間の値   11．3   21．3   13．0   76 ～104   
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Ⅴ－42  長崎県における放射能調査  

長崎県衛生公害研究所   

濱野敏一  山之内公子  

1．緒言  

科学技術庁  務
 
 

業
 
 

託
 
 

委
 
 

の
 
 

と して、平成12年度に長崎県で実施した環境  
放射能水準  果

 
 

結
 
 

査
 
 

調
 
 

ついて、その概要を報告する。  

2．調   

1）調  

①  

②  

査  要
 
射
種
 
 

概
象
放
核
 
 

の
対
β
線
 
 

査  

全
 
γ
 
 

能調査  ‥ 定時降水  

分析調査：大気浮遊塵、降下物、陸水（蛇口水）、土壌、精  
米、野菜（大根、ほうれん草）、牛乳、市販牛乳、  
日常食及び海産生物（アサリ、アマダイ、ワカメ）   

③空間放射線量率 ‥モニタリンク予ホ○スト、NaI（Tl）シンチレーションサーヘ～ィメータ   

2）測定方法   

試料の採取、前処理及び測定方法は「放射能測定調査委託実施計画   

書〔科学技術庁、平成12年度〕」及び科学技術庁編放射能測定シリー   
ズに基づいて実施した。   

3）測定装置   

①全β放射能：β線自動測定装置 アロカ製JDC－3201   
②核種分析 ：Ge半導体核種分析装置 セイコーEG＆G  

ORTEC GEM－15180－P、■92Ⅹ－ⅢSpectrum Master   

③空間放射線量率：  
・モニタリ ングポスト  アロカ製MAR－15  

・NaI（Tl）シンチレーシ］ン式サーヘ～ィメータ アロカ製TCS－166  

4）調査結果   

①定時降水中の全β放射能調査結果  

試料は100件であり、そのうち16  
0 た し 示 に l 表 を  の

さ
 
 

申
出
 
 

間
検
 
 

期
が
 
 

査
能
 
 

調
射
 
 

放 タ                   べ 全 で 料 試  

れた。  

②牛乳（生産地の原乳）中の181Ⅰの調査結果を表2に示した。生産地  
の原乳について年5回（平成13年1月分はGe半導体核種分析装置  
故障のため欠測）実施したが、いずれも131Ⅰは検出されなかった。  

③環境試料中の核種分析結果を表3に示した。環境及び食品の32試  
料について実施した。137C sは、大気降下物、土壌（小浜町雲仙）、  

日常食、海産生物（アマダイ）から検出されたが、過去の結果と同程  
度の濃度であった。  
④空間放射線量率の測定結果を表4に示した。モニタリングポスト  
の結果は11．3－20．9cps（平均12．3）、シンチレーションサーベイメー  

タの結果は60－71nGy／h（宇宙線の影響30nGyを含む）であり、いず  
れの項目も過去の結果と同程度であった。   

3．結語   

平成12年度に長崎県で実施した環境及び食品試料中の放射能調査結  
果は、長崎県の過去3年間と同程度の濃度レベルであり、異常値は認め   

られなかった。  
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表1定時降水試料中の全β放射能調査儲果（平成12年度）  

降水の定時採取（定時降水）  

採取年月日   
降水量  

（m）  
放射能濃度（Bq／L）  月間降下量  

測定数   最低値   最高値   
（MBq／Km2）  

平成12年4月   80   10   m   0．5   2，4   

5月   148   5   ND   0．5   臥9   

6月   258   10   ND   0．5   25   

7月   114   m   m   m   

8月   210   9   m   0．4   17   

9月   172   9   ND   ND   Nl）   

10月   8   m   ND   ND   

11月   194   7   ND   ND   ND   

12月   42   6   ND   0．7   3．6   

平成13年1月   94   14   m   0．9   5．9   

2月   96   9   ND   1．4   18   

3月   42   6   ND   0．7   

年間値   1，563   100   ND   1．4   25   

前年度までの過去3年間の値  272   ND   0．5   ND～25   

（注1）ND：軋定借が測定誤差の3借未満。  

表2 牛乳中の1311の分析結果（平成12年鹿）  

採取場所   諌早市   諌早市   諌早市   
前年度まで過去  

諌早市   諌早市  
3年間の値   

採取年月日  H12．5．24  H12．7．4  H12．9．18  H12．11．20  H13．3．19  最低値  最高値   

放射能濃度  
ND   

（Bq／L）  
m   m   ND   m   m   ND   

（注1）牛乳の取扱区分は、生産地（原乳）である   

（注2）放射能測定は、ゲルマニウム半導体検出器によるγ線スペクトロメーターで測定した。   

（注3）ND：測定値が測定誤差の3借未満。  
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表3 ゲルマニウム半導体検出矧こよる核種分析測定調査結果（平成12年度）  

前年度まで  その他の  

検  137cs  過去3年間の値    検出された  

試料名  採取場所  採取年月   体  人工放射性  単 位  
数             核種           最低値   最高値  最低値  最高値   

大気浮遊じん    長崎市   
12年4月 ～13年3月  4   

ND  ND   ND   ND   ND   嘘q／m3   

降下物  長崎市   
12年4月 ～13年3月  12  ND  

0．08   ND   ND   ND   MBq／km2   

陸水（蛇口水）    長崎市   
12年6月  

2   ND  
及び12月  

ND   ND   ND   ND   mBq／L   

小浜町  64．6  35   58   ND   Bq／kg乾土  

士  
0～5cm  

（雲仙）   2120  1327  1740   ND   MBq／km2  

壌  小浜町  
12年 7月   17．7  9   19．8   ND   Bq／kg乾土  

5～20cm  
（雲仙）  1860  712   1600   ND   MBq／km2   

精米  長崎市   13年 3月  ロ   ND  ND   ND   ND   MBq／kg精米   

野  大根   長崎市   13．年 3月  ロ   ND  ND   ND   ND   

莱  13年 3月  口   ND  ND   0．06   ND   Bq／kg生  

牛 乳  長崎市   
12年8月 13年3月   

2  ND   ND  ND   ND   ND   Bq／L   

長崎市   12年6月  2  0．04  0．06  ND   0．05   ND   

日常食  
及び10月  2  ND   

Bq／人・日  
松浦市  0．03  ND   0．05   ND   

ナ毎  アサリ  小長井町  12年 5月  口   ND  ND   ND   ND   

産  

生  12年11月  口   0．14  0．08  0．22   ND  Bq／kg生  

物  ワカメ  島原市   13年 3月  口   ND  ND   ND   ND   

（注1）食品試料のうち海産生物は生産地、牛乳（市販乳）・野菜及び精米は消費地としての取扱いで  

ある。   

（注2）ND‥測定値が測定誤差の3倍未満  
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表4 空間放射線i率測定結果（平成12年度）  

モニタリングポスト（cps〉  サーベイメーター  

測 定 年 月  
最低値   最高値   平均値   （nGy／h）   

平成12年4月   11．7   15．2   12．3   62   

5月   11．7   20．9   12．2   64   

6月   11．4   20．0   12．3   64   

7月   11．5   18．2   12．1   62   

8月   11．6   16．6   12．1   62   

9月   11．7   17．6   12．4   60   

10月   11．7   17．4   12．5   62   

11月   11．8   17．4   12．4   60   

12月   11．8   16．1   12．4   62   

平成13年1月   11．3   17．4   12．5   70   

2月   11．6   19．1   12．4   68   

3月   11．7   19．1   12．4   

年 間 値   11．3   20．9   12．3   60～71   

前年度までの過去   

3年間の値   
11．4   23．1   12．4   68～81   

（注1）サーベイメーターの値は、宇宙線の影響30nGy／hを含む。  
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Ⅴ－43  熊 本 県 に お け る 放 射 能 調 査  

熊本県保健環境科学研究所  

木庭亮一 上野一意 内藤昌治  

福島宏暢 植木 肇  

1 緒 言  

前年度に引き続き、平成12年度に実施した科学技術庁委託の環境放射能水準調査   

結果について報告する。  

2 調査の概要  

1） 調査対象  

熊本県における降水、大気浮遊じん、降下物、陸水（蛇口水）、土壌、米、野菜  

（大根及びホウレン草）、牛乳、日常食及び空間放射線量率   

2） 測定方法  

試料の採取、前処理及び測定は科学技術庁編の各種放射線測定法シリーズ及び  

「放射能測定調査委託実施計画書（平成12年度）」に基づいて行った。   

3） 測定装置  

（1） 全ベータ放射能  

GM式β線測定装置  

（2） ガンマ線核種分析  

G e半導体検出器  

波高分析装置  

：アロカ  JDC－163  

：EG＆G ORT E C・G EM－15180P  
：セイコー・イージーアンドジー   

h′ICA7 7 00  

：アロカ MAR－21  

：アロカ TC S－151   

（3） 空間放射線量率  

モニタリングポスト  

シンチレーション式  

サーベイメータ  

4） 調査結果  

大型水盤による月間降下物及び定時降水試料中の全β放射能調査結果を表1に、  

ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定調査結果を表2に、空間放射線量  

率測定結果を表3にそれぞれ示した。  

3 結 語  

平成12年度の熊本県における調査結果は、環境試料中の放射能及び空間放射線   

量率ともに前年度とほぼ同程度であり、特に異常な値は認められなかった。  
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表1大型水盤による月間降下物試料及び定時降水試料中の全β放射能調査結果  

降水の定時採取（定時降水）  大型水盤による降下物  

採 取 年 月  降水量  放射能溝度（Bq／り  月間降下量  月間降下量  

（MBq／km2）  （MBq／km2）  

（mm）                       測定数  最低値  最高値   

平成12年4月  55．5   8   N．D   N．D   N．D  

5 月  91．0   4   N．D   N．D   N．D  

6 月  439．4   10   N．D   N．D   N．D  

7 月  167．4   7   N．D   N．D   N．D  

8月  144．2   8   N．D   N．D   N．D  

9 月  124．0   N．D   N．D   N．D  

10月  173．5   8   N．D   N．D   N．D  

11月  187．9   N．D   N．D   N．D  

12 月  62．1   6   N．D   N．D   N．D  

平成13年1月  87．8   9   N．D   N．D   N．D  

2 月  99．2   N．D   N．D   N．D  

3 月  91．0   7   N．D   N．D   N．D  

年 間 値   1723．0   92   N．D   N．D   N．D   ～   

前年度までの過去3年間の値   265   N．D   4．2   N．D～11   ～   

（注）調査開始：平成元年10月  

N．D   ：検出されず（測定値が計数誤差の3倍未満）  
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表2 ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定調査結果  

採  検  

取  137cs  前年度まで  

試料名  採取場所    年  体  過去3年間の値  

月  

数  

大気浮遊じん   宇土市  12年4月 ～13年3月  4  N．D  N．D  N．D  N．D  mBq／皿3   

降下物  宇土市  12年4月 ～13年3月  12  N．D  0．10  N．D  0．11  MBq′／km2   

上水源 水  

陸  

蛇口水  宇土市  12年6月 12年12月  2  N．D  N．D  N．D  N．D  mBq／pノ  

水  

淡 水  

54   53   58  Bq／kg乾土  

0～5cⅡl  西原村  12年7月  口  

土  1400  1300  17（）（）  MBq／′km三  

壌  Bq′／kg乾土  

5′、一20c皿  西原村  12年7月  ロ  

800  680  12り（）  MBq／′kmニ   

精  米   合志町  12年10月  口  N．D  N．D  N．D  N．U  Bq／′′kg精米   

野  合志町  12年11月    ．N．D  N．D  N．D  N．D  
Bq／／kg生  

菜   

茶  御船町   12年5月  
上村  12年5月   

Bq／′kg乾物   

牛  乳   合志町  12年8月 13年2月  2  N．D  N．D   N・DトD  Bq／′p   

淡水産生物  Bqノ′kg生   

日 常 食  熊本市  Bq／／人・日   

富合町   12年12月   

‘海  
水  mBq／史 

海 底 土  Bq／′kg乾土   

海  

産  

Bq／／kg生  

生  

物  

（注）調査開始：平成元年10月  

N．D   ：検出されず（測定値が計数誤差の3倍未満）  
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表3 空間放射線量率測定結果  

モニタリングポスト（11Gy／h）    サーベイメータ  

測  定  年  月  

最低値   最高値   平均値   （IIGy／h）   

平成12年 4月   27．0   42．0   28．1   45   

5 月   27．0   53．0   28．6   43   

6 月   26．0   59．0   28．8   41   

7 月   26．0   45．0   28．4   39   

8 月   26．0   41．0   28．7   43   

9 月   27．0   50．0   29．5   41   

10 月   26．0   48．0   28．7   43   

11月   26．0   47．0   28．5   39   

12 月   25．0   41．0   28．2   44   

平成13年1月   26．0   51．0   28．5   
46 / 

2 月   26．（）   51．0   28．7   43   

3 月   27．0   43．0   28．6   40   

年 間 値   25．0   53．0   28．6   39 ～ 45   

前年度までの過去3年間の値   臥9★   22．3ポ   1（）．1＊   38 へ一 47   

（注）調査開始：平成元年10月  

＊：単位（c p s）  

－296－   



大 分 県 に お け る 放 射 能 調 査  Ⅴ－44  

大分県衛生環境研究センター  

蛎灰谷喬、掛野昭二  

1．緒  

大分県において、平成12年度に実施した文部科学省委託による環境放射能測定調査結果に   

ついて報告する。  

2．調査の概要  

1）調査対象   

① 定時降水の全β放射能調査   

② 大気浮遊塵，降下物，陸水，土壌，精米，野菜，牛乳及び日常食のγ線各種分析   

③ 空間放射線量率測定  

2）測定方法   

試料の採取、前処理及び測定は「放射能測定調査委託実施計画書（平成12年度）」および   

各放射能測定法（文部科学省編）に準じて実施した。  

3）測定装置   

① 全β放射能  アロカ製   

② γ線各種  キャンベラ製   

③ 空間放射線量率  アロカ製  

アロカ製  

GM自動測定装置 JDC－163  

インスペクタ1200  

モニタリングポスト MAR－21  

NaI（Tl）シンチレーションサーベイメータ   

TC S－131  

4）調査結果   

① 全β放射能   大分市における定時降水の測定結果を（1）に示す。82例中8例検出し  

たが、異常値は認められなかった。   

② γ線核種  分析結果を表（2）および（3）に示す。測定試料数は29検体で、137Cs  

が土壌および日常食から検出されたが、異常値は認められなかった。   

③空間放射線量率  測定結果を（4）に示す。大分市および佐賀関町における計測値は、従来  

と同程度であった。  

3．結  

平成12年度に大分県で実施した環境放射能測定調査結果については、従来と同程度であり、   

特に異常値は認められなかった。  
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（1）定時降水試料中の全β放射能調査結果  

採取  降水量  
降水の定時採取（定時降水）  

年月  
放射能濃度（Bq几）  

（mm）  

月間降下量  

測定数  最低値   最高値 （MBq此m2）  

12年 4月   110．7   8   ND   0．8   5．0   

5月   173．9  6  ND   ND   ND   

6月   377．8   10   ND   ND   ND   

7月  80・8   6  ND   ND   ND   

8月   45．3   6   ND   ND   ND   

9月  302．6  8   
．  

ND  1．0   13・0  

10月 105. 4444 7   ND   0．7   18．8   

11月   78．9   6   ND   ND   ND  

12月 喜  38  4   ND   ND   ND  

13年 1月   148．1   8   ND   0，8   8．4   

2月 64. 3 1I 8  ND   1，3   35．0  
⊆  

3月  u  84．3  5  ND   ND    ND l  
年間値  1610．7  82  ND  1．3  ND～35．0   

前年度までの過去3年間   79～83 ㌔  ND  3．2  D～71．0   
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（2）牛乳中の131Ⅰ分析結果  

採取場所   久住町   久住町   前年度までの過去3年間の値  
】   

採取年月日   12．8．4   13．2．8  最低値  最高値   

放射能濃度（Bq几）   ND   ND   ND   ND   

（3）ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定調査結果  

137Csの前年度ま  

採取 
検  

137Cs  での過去3年間  
試料名  体  単位 

年月  の値  
数 
最低値  最高値  最低値≒最高値   

大気浮遊じん   大分市  毎月  4   ND   ND   ND  ND   mBq／m3   

L  

牛乳  久住町  12．8 2もND NDゝND  0・11 1 

L   

13．2   
Bq几   

大分市濫  2 ND   ND ND0・044 
／望■  ≒   

ら   ≒ 
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（4）空間放射線量率結果  

L   

測定年月 

最低値   最高値   平均値   （佐賀関町）  

12年 4月   30   42   32  67  

5月   30  60  32  70  

6月  30  53   3 3  68  

L  

7月  30  45   32  71   

32  67  30  43  

32  6 7  

11月  30  

ト  12月  31  50  33   69  

13年1月   31  51  33   
L   

72  

2月  30  44   32   68   

3月   30  49  32   68  

年 間 値   30  60  32  67～72   

前年度までの過去3年間の値   29   59  33  66～72  
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Ⅴ－45  宮崎県 にお け る 放射能調査  

宮崎県衛生環境研究所  

中村公生、浜田洋彦、前田 武  

1緒 言   

前年度に引き続き、平成12年4月から平成13年3月までに文部科学省の委託により実施した宮   

崎県における環境放射能水準調査について、調査結果の概要を報告する。  

2 調査の概要  

1）調査対象  

宮崎県内における降水、大気浮遊じん、降下物、陸水（蛇口水）、土壌、精米、野菜（大根及び  

ホウレン草）、茶、牛乳、日常食及び空間放射線量率   

2）測定方法  

試料の調製及び測定は、文部科学省編「放射能測定調査委託実施計画書（平成12年度）」、「全  

ベータ放射能測定法（昭和51年改訂版）」及び「ゲルマニウム半導体検出器を用いた機器分析  

法（平成4年改訂版）」により行った。  

3）測定装置   

全ベータ放射能：  GM式β線測定装置  （アロカ社製 JDC－163）  

ガンマ線核種分析：  Ge半導体核種分析装置  

（SEIKO EG＆G社製 GEM－15180－P＆MCA7700）  

（アロカ社製 MAR－21）  モニタリングポスト  空間放射線量率  

シンチレーションサーベイメータ  

（アロカ社製 TCS－166）  

4）調査結果   

表1に降水中の全β放射能調査結果を示す。全β放射能濃度は前年度までの過去3年間の値と比   

較して、特に異常は認められなかった。   

表2にγ線核種分析結果を示す。人工放射性核種としては137c sが、降下物、土壌、茶、牛乳及   

び日常食から検出されたが、その量は前年度までの過去3年間の値とほぼ同程度であった。その  

他の人工放射性核種は検出されなかった。   

表3にモニタリングポスト及びサーベイメータによる空間放射線量率調査結果を示す。いずれも   

前年度までの過去3年間の値と比較して、特に異常は認められなかった。  

3 結  
き五  
P口  

平成12年度の宮崎県における環境放射能の調査結果は、いずれもこれまでの調査結果と同程度で  

あり、異常は認められなかった。  
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表1定時降水試料中の全β放射能調査結果  

採  取  降水量  
降 水 の 定 時 採 取（定時降水）  

年  月  （mm）  

放射能濃度（Bq／L）  月間降下量  

測 定数  最低値  最高値   （MBq／kmZ）  

平成12年 4月   181．6   9   N．D   2．5   22．2   

5月   313．2   7   N．D   N．D   N．D   

6月   619．9   N．D   N．D   N．D   

7月   197．3   7   N．D   N．D   N．D   

8月   300．7   16   N．D   N．D   N．D   

9月   665．3   10   N．D   N．D   N．D   

10月   228．0   8   N．D   1．9   66．6   

11月   297．5   8   N．D   N．D   N．D   

12月   116．7   8   N．D   N．D   N．D   

平成13年 1月   150．4   8   N．D   1．4   26．5   

2月   136．6   9   N．D   6．4   16．4   

3月   105．1   6   N．D   1，8   2．3   

年 間 値   3312．3   107   N．D   6．4   N．D～ 66．6   

前年度までの過去3年間の値  303   N．D   4．4   N．D′、129．2   

（N．D：検出されず）  

表2 ゲルマニウム半導休検出器による核種分析測定調査結果  

検  
137cs  憩室尊貴齢値  

その他検出  

試 料 名   採取場所  採取年月   体  された人工  

数          放射性核種   

大気浮遊塵   宮崎市  12．4～13．3  4  N．D   N．D   N，D   N．D  mBq／m3   

降 下 物  12．4～13．3  12  N．D  0．083  N．D  0．070  MBq／kmZ   

陸   蛇口水   
水  

12．6，12．12  2  N．D   N．D   N．D   N．D  mBq／L   

6．4  
土  12．7   

5．5   7．8  Bq／kg乾土  

393  271   562  MBq／km2  

4．1  5．8   7，6  
壌   

Bq／kg乾士  

750  787   968  MBq／km2   

精 米  12．7   N．D  N．D   N．D  Bq／kg精米   

野  13．1   N．D  N．D  0．04  
Bq／kg生  

菜   13．2   N．D  N．D   N．D  

茶  
川南町  

都城市   
12．5   2  1．0   1．2   0．2   1．9  Bq／kg乾物   

牛 乳  高原町  12．8，13．2  2  N．D  0．075  N．D   N．D  Bq／L   

宮崎市  

日 常 食    高千穂町   
12．6，12．12  4  N．D  0．046  N．D  0．076  Bq／人・日   

（N．D：検出されず）  
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表3 空間放射線量率測定結果  

モニタリンク÷ポスト（nGy／h）  サーへ～ィメータ  

測 定 年 月  
最低値  最高値  平均値   （nGy／h）  

平成12年 4月   25．3   46．4   27．3   48   

5月   25．3   54．7   27．3   50   

6月   25．2   53．3   27．9   50   

7月   25．3   41．0   27．0   52   

8月   25．1   44．6   26．6   50   

9月   25．2   42．0   27．1   50   

1．0月   25．9   48．9   27．9   50   

11月   25．3   46．6   27．2   56   

12月   25．6   46．6   27．4   52   

平成13年 1月   25．3   49．4   27．3   50   

2月   25．3   51．0   27．9   50   

3月   25．5   46．4   27．1   50   

年  間  値   25．1   54．7   27．3  48 ～ 56   

前年度圭での過去3年間の値   25．3   56．9   27．7  50 ～ 78   
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Ⅴ－46  鹿児島県における放射能調査  

鹿児島県環境保健センター  

大津 睦雄，西原 充貴  

今村 博香，出雲 信明  

1．緒 言   

平成12年度に鹿児島県が実施した文部科学省委託の環境放射能水準調査結果について報告する。   

なお，本県では上記委託調査のほかに，九州電力㈱川内原子力発電所周辺の環境放射線監視調査を   

実施しており，その調査結果については「川内原子力発電所周辺環境放射線調査結果報告書」で既に   

報告している。   

2．調査の概要   

1）調査対象  

降水（定時降水）の全ベータ放射能，降下物，陸水（蛇口水），土壌，精米，野菜（大根，ホウ  

レンソウ），茶，牛乳，日常食，海産生物，海水及び海底土の核種分析並びに空間放射線量率   

2）測定方法  

試料の採取，前処理，調製及び測定は，文部科学省編の各種放射能測定シリーズ及び「環境放射  

能水準調査委託実施計画書（平成12年度）」に基づいて行った。   

3）測定装置  

① 全ベータ放射能調査  

GM計数装置：アロカ・GM－5004  

② 核種分析調査  

Ge半導体検出器：EG＆G ORTEC・GMX30200－S  

波高分析装置：EG＆G ORTEC・92Ⅹ  

③ 空間放射線量率調査  

1”4）×1”L NaI（T且）シンチレーション検出器：アロカ・MAR－11  

1”¢×1”L NaI（T旦）シンチレーション式サーベイメータ：アロカ・TC S－166   

4）調査結果  

定時降水試料中の全ベータ放射能調査結果を表－1に，空間放射線量率調査結果を表－2に示す。  

いずれも，これまでの調査結果と同程度のレベルであり，異常は認められなかった。  

また，核種分析結果を表－3に示す。核種分析結果については，これまでに実施してきた川内原  

子力発電所周辺環境放射線調査結果（昭和56年度～）及び環境放射能水準調査結果（昭和63年度～）  

と比較して同程度のレベルであり，異常は認められなかった。   

3．結 語  

平成12年度の調査結果は，空間放射線量率，環境試料の放射能とも，これまでの調査結果と比較し   

て同程度のレベルであり，異常は認められなかった。  
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（表－1） 定時降水試料中の全β放射能調査結果  

降水の定時採取（定時降水）  

採  取  降水量  
放射能濃度（Bq／′ど）  

年  月  
月間降下量  

（mm）  
（MBq／km2）  

測定数   最低値   最高値   

平成12年4月   112．4   10   ND   m   ND   

5月   259．5   5   ND . ND   ND   

6月   598．7   9   ND   m   ND   

7月   438．8   6   Ⅶ   ND   ND   

8月   427．8   7   ND   ND   ND   

9月   168．7   9   ND   ND   ND   

10月   163．6   6   ND   ND   ND   

11月   108．2   7   ND   ND   ND   

12月   50．6   6   ND   ND   m   

平成13年1月   129．9   10   ND   ND   ND   

2月   73．7   10   ND   ND   ND   

3月   107．9   6   ND   ND   ND   

年 間 値   2，639．8   91   ND   ND   ND   

前年度までの過去3年間の値  254   ND   ND   m   

（測定場所：鹿児島市）  

（表－2） 空間放射線量率測定結果  

モニタリングポスト（cps）  サーベイメータ  
測 定 年 月  

最低値   最高値   平均値   （nGy／h）   

平成12年 4月   11．4   16．6   12．0   76   

5月   11．1   18．6   12．0   77   

6月   11．1   20．6   11．9   75   

7月   11．1   22．8   11．9   78   

8月   10．8   18．7   11．8   75   

9月   11．1   14．5   11．9   76   

10月   11．5   28．9   12．2   76   

11月   11．4   15．7   12．2   77   

12月   11．4   17．7   12．1   75   

平成13年 1月   11．3   16．5   12．2   78  

2月   11．4   14．8   12．2   78   

3月   11．4   17．0   12．2   76   

年  間  値   10．8   28．9   12．1   75 ′、－  78   

前年度までの過去3年間の値   10．0   24．8   12．1   75 ′‾－  84   

（測定場所：鹿児島市）  
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（表－3） ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定調査結果  

検  137 cs  前年度まで    その他の検出さ  

試 料 名   採取場所   採取年月  体  過去3年間の値    れた人工放射性   

数  核種   

降 下 物   鹿児島市  H12．4′－H13．3  12  ND  0．1  m   ND  MBq／km2   

陸水l蛇口水   鹿児島市  H12．10，H13．2  2  Np  ND   ND   ND  mBq／g   

m  ND・  0．55  0．82  
0～5cm   H12．9   

Bq／kg乾士  

土  
開聞町  

1 ND ND 37   57  M月扉km2  

壌  1．0  1，0  0．92  1．3  
H12．9   

Bq／kg乾土  
5～20cm   開聞町  

150  150  120  200  M8q／km2   

精  米   鹿児島市   H12．11   0．16  0．16  m  0．38  Bq／kg精米   

野  H12．12   0．017  0．017  ND  0．019  Bq／kg生  

菜   H12．10   0．14  0．14  0．29  0．41  8q／kg生   

知覧町   H12．6   1．2  1二2  1．3  1．5  Bq／kg乾物  
茶  

宮之城町   H12．6   0．42  0．42  0．43  0．78  Bq／kg乾物   

牛  ND   ND  Bq／′ど  

乳   m   ND  Bq／′g   

大口市   H12．6，11   2  0．026  0．037  ND  0．027  Bq／人・日  
日 常 食  

川内市   H12．6，11   2  0．027  0．03  ND  0．17  Bq／人・日   

海  水   加世田市   H12．9   1ND NI）   m   ND  mBq／g   

海，底 土   加世田市   H12．9   ND  ND  m   ND  Bq／kg乾土   

水産生物匡びなこ   阿久根市   H12．12   0．15  0．15  0．1  0．16  Bq／kg生   
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Ⅴ－47   沖縄県における放射能調査  

沖縄県衛生環境研究所   

宮城 良一 仲地 鼻敏  
金城 義勝  

1．緒言  

前年度に引き続き科学技術庁の委託を受け、平成12年度に沖縄県  
が実施した環境放射能調査の概要を報告する。   

2．調査の概要  
1）調査対象  

降水、降下物、陸水、農畜産物、日常食、土壌、海水、海底土、  
海産生物及び空間線主宰の測定を行った。  
試料の採取地点、測定地点、測定値は表1～4に示す。   

2）測定方法  

試料の採取、前処理及び測定法は「平成12年度放射能調査委託計  
画暮」、「全ベータ放射能測定法」及び「ゲルマニウム半年体検出器を  
用いた機器分析法」に基づいた。   
3）測定装置  

測
 
 

M
 
 

AlokaTDC－511．GP－14V，PS－202D．EDP－111  
EG＆GORTEC GEM・25185・P  
EG＆GORTECTRUMP－8k－W3＆MjWSTRO  
AlokaMSR－151W，ND－105  

AlokaTCS－166   

馴
G
e
M
 
 

a
 
b
 
 

器
 
 

半
C
A
 
 
 

波高分析装置  
c．モニタリングポスト  

d．サーベイメータ  

4）調査結果  

a．降水、降下物の全ベータ放射能の調査結果を表1に示す。  
降水の放射能濃度、月間降下iはすべてN．D．、降下物の月間降下  
量はN．D．～261．5MBq侶皿之の範囲で特に異常値はみられなかった。  
b．牛乳中の“＝Ⅰの測定結果を表2に示す。  
131Ⅰは何れの試料においても検出されなかった。  

c．ゲルマニウム半導体検出器による187csの測定結果を表3に示す。  
環境試料中の137cs濃度は前年度とほぼ同レベルの推移で特に異常  
値はみられなかった。  

d．空間放射線i率の測定結果を表4に示す。  
モニタリングポストによる計数率は8．2～18月cps、サーベイメータに  
よる線i率は58．5－62．2nGy／bの範囲で、空間放射線1率も前年度  
とほぼ同レベルの推移であった。   

3．結語  
今年度の降水、降下物の全ベータ放射能濃度及び空間線量率は前   
年度と同レベルの推移で、変動の要因は自然放射能の寄与によるもの   
と推察された。また、環境試料中の－87cs濃度も前年度と同レベルの推   
移で、特に異常値はみられなかった。  
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（1）大型水盤による月間降下物試料及び定時降水試料中の全β放射能調査結果  

降水の定時採取（定時降水）  大型水盤による降下物  

採取  

降水暮  放射能濃度（Bq／l）  月間降下i   月間降下i  
年月  （mm）   （MBq／Kn了）   （MBq／Kn†）   

測定数  最低値  最高値  

平成12年 4月   373．5   12  N．D．   N．D．   N．D．   N．D．   

5月   118．8   8  N．D．   N．D．   N．D．   N．D．   

6月   196．3   7  N．D．   N．D．   N．D．   N．D．   

7月   386．2   9  N．D．   N．D．   N．D．   N．D．   

8月   300．9   12  N．D．   N．D．   N．D．   N．D．   

9月   242．7   5  N．D．   N．D．   N．D．   N．D．   

10月   109．9   9  N．D．   N．D．   N．D．   N．D．   

11月   365．3   9  N．D．   N．D．   N．D．   N．D．   

12月   211．2   3  N．D，   N．D．   N．D．   N．D．   

平成13年1月   204．4   7  N．D．   N．D．   N．D．   N．D．   

2月   35．2   ¢  N．D．   N．D．   N．D．   261．5   

3月   97．1   9  N．D．   N．D．   N．D．   N．D．   

年間値   2641．5   96  N．D．   N．D．   N．D．   N．D． ～  261．5   

前年度まで過去3年間の値  N．D．  N．D．  N．D．′・■ N．D．  N．D． ～  123   

＊：降水は大里村、大型水盤による降下物は与那城町で採取している。  

（2）牛乳中の131Ⅰ分析結果  

●    取    所   与那城町  与  那城町  前年度まで過去3年間の値   

採      年    月日   H12．8．28  Hl  3．2．5  最低値   最高値   

放射  R    濃    又（Bq／l）   N．D．  N．D．  N．D．   N．D．   
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（3）ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定調査結果  

採   

試料名  採取場所   取 年  
137cs  前年度まで過去3年間の値   その他の検出され  

単位  

月   
数  
最低値  最高値  最低値   た人工放射性核種               最高値   

大気浮遊じん  mBq／ポ   

降下物  与那城町  4→3  12  N．D．  N，D．  MBq／Krポ   

陸  
上水 源水  北谷町  6，12  2  N．D．  N．D．  

mBq／l  
水  蛇口水  那覇市  6．12  2  N．D．  N．D．  

淡 水  

0・〉5cm  那覇市  6   
5．91   4．21   6．08  Bq／Kg乾土  

土  

461   293   370  MBq／Kポ  

壌  
5・－20¢m  那覇市  6   

2．80   1．82   ヰ．57  Bq／Kg乾土  

542   341   883  MBq／Kポ   

精米  与那城町  10  口  0．022   N．D．   0．029  MBq／Kg精米   

野  与那城町  m  口  N．D．  N．D．  
MBq／Kg生  

菜   
ホウレン草  与那城町  m  口  N．D．  N．D．  

茶  Bq／Kg乾物   

牛乳  与那城町  8．2  2  N．D．   N．D．   N．D． Bq／l   

淡水産生物  Bq／Kg生   

日常食  那覇市他  7，2  4  N．D．  0．064   N．D．   0．048  Bq／人・日   

海水  勝連町  9   2．20   N．D，   3．27  王●   

海底土  勝連町  9   N．D．   N．D．   2．6  Bq／Kg乾土   

海  0．119   0．098   0．161  

産  

生  
Bq／Kg生  

物   
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（4）空間放射線1率測定結果  

測定年月日   
モニタリングポスト（nGy／h又はcps）  サーベイメータ  

（nGy／h）  

最低値   最高値   平均庇   

平成12年   4月   8．5   18．0   9．5   59．3   

5月   8．2   11．0   9．4   59．8   

6月   8．6   11．6   9．4   59．8   

7月   8．4   16．8   9．5   60．7   

8月   8．5   13．9   乱2   61．7   

9月   8．4   10．9   9．2   60．1   

10月   8．5   11．1   9．3   引．8   

11月   8．4   12．9   9．3   60．3   

12月   8．4   15．3   乱6   62．1   

平成13年   1月   8．8   13．2   乱5   62．2   

2月   8．6   12．4   9．5   61．7   

3月   8．7   13．5   9．5   5乱5   

年間価   8．2   18．0   9．4   58．5  ～  62．2   

前年産まで過去3年間の値   6．2   24．5   8．2   50．2  一一  68．0   
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	Ⅴ－８　茨城県における放射能調査
	Ⅴ－９　栃木県における放射能調査 

	Ⅴ－１０　群馬県における放射能調査 

	Ⅴ－１１　埼玉県における放射能調査 

	Ⅴ－１２　千葉県における放射能調査 

	Ⅴ－１３　東京都における放射能調査 

	Ⅴ－１４　神奈川県における放射能調査 
 
	Ⅴ－１５　新潟県における放射能調査 

	Ⅴ－１６　富山県における放射能調査
	Ⅴ－１７　石川県における放射能調査 

	Ⅴ－１８　福井県における放射能調査 

	Ⅴ－１９　山梨県における放射能調査 
 
	Ⅴ－２０　長野県における放射能調査 

	Ⅴ－２１　岐阜県における放射能調査 

	Ⅴ－２２　静岡県における放射能調査
	Ⅴ－２３　愛知県における放射能調査 

	Ⅴ－２４　三重県における放射能調査 

	Ⅴ－２５　滋賀県における放射能調査 

	Ⅴ－２６　京都府における放射能調査 

	Ⅴ－２７　大阪府における放射能調査 

	Ⅴ－２８　兵庫県における放射能調査 

	Ⅴ－２９　奈良県における放射能調査 

	Ⅴ－３０　和歌山県における放射能調査 

	Ⅴ－３１　鳥取県における放射能調査 

	Ⅴ－３２　島根県における放射能調査 

	Ⅴ－３３　岡山県における放射能調査 

	Ⅴ－３４　広島県における放射能調査 

	Ⅴ－３５　山口県における放射能調査 

	Ⅴ－３６　徳島県における放射能調査 

	Ⅴ－３７　香川県における放射能調査 

	Ⅴ－３８　愛媛県における放射能調査 
 
	Ⅴ－３９　高知県における放射能調査 

	Ⅴ－４０　福岡県における放射能調査 

	Ⅴ－４１　佐賀県における放射能調査 

	Ⅴ－４２　長崎県における放射能調査 
 
	Ⅴ－４３　熊本県における放射能調査 

	Ⅴ－４４　大分県における放射能調査 

	Ⅴ－４５　宮崎県における放射能調査 

	Ⅴ－４６　鹿児島県における放射能調査 

	Ⅴ－４７　沖縄県における放射能調査 
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